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第１章 調査の目的と実施概要
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１ 調査の目的

本調査は、「川口市障害者自立支援福祉計画」の改訂のため、障害者及びその家族・介護者の生

活状況や保健福祉に対する要望等を把握し、市が今後取り組むべき方向性や市に期待されている障

害施策等の検討・立案に資するために実施したものです。 

２ 調査の内容と回収状況

【調査の方法と期間】 

Ⅰ 市民アンケート Ⅱ 関係団体アンケート Ⅲ 事業所アンケート 

調査対象 

平成 26年８月１日現在、

主として障害者手帳をお

持ちの方、1,800名を抽

出 

市内の障害者にかかる活

動団体、35箇所 

平成 26年８月１日現在、

市内にて障害者福祉サー

ビスを提供している事業

所、50箇所 

調査方法 郵送配布・回収 

調査期間 平成 26年 8月 19日～9月 1日 

【調査項目】 

Ⅰ 市民アンケート 

項目（質問群） 設問 

(1) 本人について 調査票への回答者、問1 性別、問 2 年齢、問3 障害の種類、問4 難

病（特定疾患）疾患名、問 5 身体障害の種類、問 6 手話通訳者・要

約筆記者の必要性、手話通訳・要約筆記の必要な場面、問7 障害程度

区分、問 8 介護保険制度の認定の状況、問9 発達障害の診断、発達

障害の種類、問10 高次脳機能障害の診断 

(2) 日常生活について 問 11 家族構成、問 12 平日日中・平日夜間の過ごし方、問 13 移

動支援サービスの利用意向・利用したい場面、問14 収入や年金、手

当等の管理者、問15 福祉サービス利用援助事業・成年後見制度・成

年後見制度利用支援事業の認知度と利用状況、問16 健康面で心配な

こと、問17 市に望む住宅対策 

(3) 相談や情報などにつ

いて 

問 18 福祉サービスに関する情報の入手先、問19 生活で困っている

ことや不安に思うこと、問 20 障害者に対する市民の理解度、問 21 

虐待の有無、問22 虐待の具体的な場面・具体的な虐待内容、問23 差

別や偏見、疎外感を感じることがあるか・具体的な場面、問24 相談
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項目（質問群） 設問 

しやすい体制の条件、問25 障害者相談支援事業所・障害者就労支援

センターの認知度、利用状況、満足度 

(4) 仕事について 問 26 主な収入源、問27 勤労状況、仕事をしていない理由、仕事が

見つからない理由、問28 就労の形態・場所、仕事をみつけた方法、

1ヶ月の給料・工賃、仕事上での不安や不満、問29 障害者の就労に

必要なこと 

(5) 保育や教育について 問 30 通園・通学先、放課後の過ごし方（現状）、希望する放課後の

過ごし方、希望する進路  

(6) 福祉サービスについ

て 

問 31 福祉サービスの利用状況と利用意向 

(7) まちづくりについて 問 32 近所づきあいの状況、問33 障害者にとっての川口市の住みや

すさ、問34 障害者の住み良いまちづくりに必要なこと 

(8) 災害時のことについ

て 

問 35 災害時に避難できるか、問36 地域の災害時の備えとして重要

なこと、問37 被災後の生活で頼りにする人、問38 災害時心配なこ

と、問 39 避難所の認知度、問 40 避難時の同行者、問 41 川口市

要援護者登録制度の利用意向・登録したくない理由 

(9) 介助者のことについ

て 

問 42 主な介助者、問43 主な介助者が介助できなくなった場合の対

応 

(10) 親族で介助している

方について 

問 44 介助者の年齢、問 45 介助者の性別、問 46 介助者の就労状

態、問47 1 日平均の介助・見守り時間、問48 虐待の有無、問49

虐待の場面、虐待してしまった要因、 問 50 ボランティア支援の状

況、問51 ボランティア支援の意向、問52 介助者の立場として考え

るあて名本人の居場所、問53 介助者として困っていること  

自由記述 ご意見・ご提案 

Ⅱ 関係団体アンケート 

設問 

★関係団体名、目的及び概要等 

問 1 相談しやすい体制をつくるための条件 

問 2 障害のある人が働くための条件 

問 3 地域や社会に積極的に参加していくための条件 

問 4 暮らしやすいまちづくりのための条件 

問 5 虐待（疑いを含む）を受けているケース、虐待の類型 

問 6 虐待を発見した場合の関係機関との連携体制の有無 

問 7 団体活動の問題点や課題 

問 8 障害を取り巻く問題や課題 
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設問 

問 9 障害のある方のために今後特に望まれる施策やサービス 

問 10 意見・要望 

Ⅲ 事業所アンケート 

設問 

★事業所名 

問 1 事業所の概要 

問 2 事業所の経営状況：①現在の経営状況、②障害福祉サービス事業を運営していく上での問題点

問3 障害者やその家族が地域生活を送るために大事なこと 

問 4 虐待（疑いを含む）を受けているケースの有無、虐待の類型 

問 5 虐待を発見した際の手順の明文化 

問 6 今後必要と思われるサービス・見直すべきサービス 

問 7 福祉サービス第三者評価受審の有無 

問 8 地域との連携を図るために実施していること 

問 9 意見 

【回収状況】 

Ⅰ 市民アンケート Ⅱ 関係団体アンケート Ⅲ 事業所アンケート

調査対象者数（a） 1,800人 35団体 50事業所

有効回答者数（b） 735人 23団体 44事業所

有効回答率（b/a） 40.8％ 65.7％ 88.0％

＜回答頂いた関係団体＞

団体名 

1 一般社団法人 川口市身体障害者福祉会 

2 社会福祉法人 みぬま福祉会 川口太陽の家 

3 川口手をつなぐ親の会 

4 ＮＰＯ法人 いちご福祉会 コットンハウス作業所 

5 障害者の生活を高める 川口市民の会 

6 ＮＰＯ法人 障害者の地域生活をひらく会 

7 社会福祉法人川口市社会福祉事業団 生活介護夢工房 

8 社会福祉法人川口市社会福祉事業団 生活介護夢工房 保護者会 

9 社会福祉法人 ごきげんらいぶ 多機能型事業所らいぶ 

10 ＮＰＯ法人 ネットワーク あゆみ 

11 ＮＰＯ法人 ラッコの会 

12 社会福祉法人  あかぼり福祉会 ゆりケ丘学園 

13 川口市精神障害者家族会 
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団体名 

14 わかゆり学園 生活介護保護者会 

15 わかゆり学園 草木の家保護者会 

16 障害福祉交流ネットワーク 

17 彩の会 

18 医療法人 髙仁会 ハートフル川口

19 なごみ  川口市芝和会 

20 ＮＰＯ法人  ヒールアップハウス 晴れ晴れ 

21 川口市精神障害者の会   よつば 

22 社会福祉法人  ひふみ会 障害者支援施設 光福 

※１団体は団体名が未記載

＜回答頂いた事業所＞

法人名（団体名） 施設名 

1 川口市 わかゆり学園

2 髙仁会 ハートフル川口

3 久幸会 グループホーム 葉月

4 弘秀会 リハビリテーションセンター杜

5 済生会支部埼玉県済生会 埼玉県済生会ワークステーションみのり

6 川口市社会福祉事業団 神根福祉センター

7 みぬま福祉会 川口太陽の家

8 あかぼり福祉会 ゆりヶ丘学園

9 めだかすとりぃむ すいーつばたけ

10 友遊会 詩膳

11 あさひ共生会 あさひあーと

12 いちご福祉会 コットンハウス作業所

13 ヒールアップハウス 晴れ晴れ

14 たんぽぽ福祉村 HAPPY DAYS

15 地域福祉研究会 お漬物のさくら

16 たびだち 児童デイサービスたびだち

17 かわぐち健康・福祉サービス振興会 ひまわりの友

18 リンクス ねこのてデザイン工房

19 障害者の地域生活をひらく会 本町ワークセンターみんと

20 くれぱす くれぱすおべんと屋さん

21 ラッコの会 パンラッコ

22 自立 チャレンジド

23 ＭｙＪｏｂ ＧＡＨＡＨＡ’ｓ ＨＯＵＳＥ

24 ネットワークあゆみ ネットワークあゆみ

25 友垣の里 友垣の里

26 ほっとすてーしょん ほっとすてーしょん

27 ごきげんらいぶ らいぶ

28 かわづ福祉サービス 児童デイサービス いちご

29 リズム 児童デイサービス リズム

30 アニマート 児童デイサービス・アニマート

31 Ｔｈｒｅｅ Ｑｕａｒｔｅｒ 放課後なかよしクラブ

32 やまぶき やまぶき

33 サードプレイス ぽっぽ教室里
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法人名（団体名） 施設名 

34 ナドーワド あった介護

35 七曜会 サニーサイド

36 ウェルビー ウェルビー西川口センター

37 わくわく わくわく

38 綜合キャリアトラスト ＳＡＫＵＲＡわらびセンター

39 ひふみ会 光福

40 ストラーダ かるみあのhana

41 コロネット 児童デイサービス ラララ

42 テンプスタッフフロンティア テンプスタッフフロンティア 川口キャリアセンター

43 川口ヘルパーステーション さくら学童

※１事業所は事業所名が未記載

３ 報告書を見る際の注意事項

●本報告書においては、特に断りのない限り、障害種別を次のように表示・解釈しています。 

本報告書における表示 解釈 

身体障害 身体障害者手帳所持者 

知的障害 療育手帳所持者 

精神障害 精神障害者保健福祉手帳所持者 

自立支援医療（精神通院医療）を利用している方 

発達障害 発達障害と診断されている方 

難病 難病（特定疾患）の指定を受けている方 

高次脳機能障害 高次脳機能障害と診断されている方 

●図表中の「N」（＝Number）は、設問への回答者数を示しています。 

●調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第２位を四捨五入して算出し、小

数点以下第１位までを表示しています。したがって、回答者比率の合計は必ずしも 100％にならな

い場合があります。 

●複数回答形式の設問については、その設問の回答者数を基数として比率を算出しています。したがっ

て、すべての回答比率の合計が 100％を超えることがあります。また、複数回答のクロス集計の場

合には、縦と横の合計は「回答者数」を示し、パーセントの母数を示しています。そのため、数字を

足しあげた数とは一致しません。 

●障害別クロス結果は、18 歳未満及び 18 歳以上に分けて掲載しています。その際、年齢が不明な方

については省略しているため、必ずしも全回答者数と合わない場合があります。 

●選択肢の語句が長い場合、本文や図表中では省略した表現を用いている場合があります。 

●クロス分析において、回答者数の少ない属性についてのコメントは控えている場合もあります。また、

１位を白文字、２位を太文字で表現していますが、１位が複数ある場合には、２位の表記は行ってい

ません。 

●見出しについては、「その他」「無回答」を除いた上での「１位」あるいは最もポイントとなる事項の

コメントをしています。 
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第２章 調査結果
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１．市民アンケート

（１）本人について 

この調査の回答者はどなたですか。（○は 1つ） 

１. 調査対象のご本人 ３．施設・病院の職員 

２. 家族（親など） ４．その他（           ） 

【全体】回答者は、「調査対象のご本人」が49.7％で最も多く、次いで「家族（親など）」

が44.8％となっています。

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、「調査対象のご本人」及び「家族（親など）」

がともに増加しています。 

【年齢別】39歳以下は「家族（親など）」、40歳以上は「調査対象のご本人」が最も多

くなっています。 

【障害別】18 歳未満において、高次脳機能障害を除き、いずれも「家族（親など）」が

90％以上となっております。18 歳以上において、知的障害、発達障害、高次脳

機能障害のある方で「家族（親など）」、それ以外の障害のある方で「調査対象の

ご本人」が最も多くなっています。 

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「調査対象のご本人」が 49.7％ 

調査対象のご本
人
49.7%家族（親など）

44.8%

施設・病院の職
員
1.8%

その他
0.5%

無回答
3.3%

(N=735)

回答者数
調査対象
のご本人

家族（親
など）

施設・病
院の職員

その他 無回答

人数 735 365 329 13 4 24
構成比 49.7% 44.8% 1.8% 0.5% 3.3%
人数 558 239 230 6 7 76
構成比 42.8% 41.2% 1.1% 1.3% 13.6%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
調査対象
のご本人

家族（親
など）

施設・病
院の職員

その他 無回答

人数 735 365 329 13 4 24
構成比 49.7% 44.8% 1.8% 0.5% 3.3%
人数 138 8 130 0 0 0
構成比 5.8% 94.2% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 127 58 64 1 0 4
構成比 45.7% 50.4% 0.8% 0.0% 3.1%
人数 206 127 68 5 2 4
構成比 61.7% 33.0% 2.4% 1.0% 1.9%
人数 118 80 33 3 0 2
構成比 67.8% 28.0% 2.5% 0.0% 1.7%
人数 135 92 33 4 2 4
構成比 68.1% 24.4% 3.0% 1.5% 3.0%
人数 11 0 1 0 0 10
構成比 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 90.9%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計
調査対象
のご本人

家族（親
など）

施設・病
院の職員

その他 無回答

人数 138 8 130 0 0 0
構成比 5.8% 94.2% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 74 5 69 0 0 0
構成比 6.8% 93.2% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 74 2 72 0 0 0
構成比 2.7% 97.3% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 12 0 12 0 0 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 41 3 38 0 0 0
構成比 7.3% 92.7% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 16 0 16 0 0 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 1 1 0 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 1 1 0 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計
調査対象
のご本人

家族（親
など）

施設・病
院の職員

その他 無回答

人数 586 357 198 13 4 14
構成比 60.9% 33.8% 2.2% 0.7% 2.4%
人数 290 204 79 0 2 5
構成比 70.3% 27.2% 0.0% 0.7% 1.7%
人数 111 29 76 4 0 2
構成比 26.1% 68.5% 3.6% 0.0% 1.8%
人数 140 108 25 3 0 4
構成比 77.1% 17.9% 2.1% 0.0% 2.9%
人数 48 15 33 0 0 0
構成比 31.3% 68.8% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 28 19 8 0 1 0
構成比 67.9% 28.6% 0.0% 3.6% 0.0%
人数 13 3 9 0 0 1
構成比 23.1% 69.2% 0.0% 0.0% 7.7%
人数 69 26 32 6 1 4
構成比 37.7% 46.4% 8.7% 1.4% 5.8%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問１ 性別をおうかがいします。（○は 1 つ） 

１. 男性 ２. 女性 

【全体】あて名本人の性別は、「男性」が 49.9％に対して、「女性」が 48.4％となって

います。 

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、平成 26 年度は「男性」が 4.0 ポイント減少

し、「女性」が4.1ポイント増加しています。 

【年齢別】39歳以下は「男性」、40歳以上は「女性」が多くなっています。 

【障害別】18歳以上において、「男性」が「女性」より多いのは、知的障害、発達障害、

高次脳機能障害のある方となっています。

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「男性」が 49.9％ 

男性
49.9%

女性
48.4%

無回答
1.6%

(N=735)

回答者数 男性 女性 無回答

人数 735 367 356 12
構成比 49.9% 48.4% 1.6%
人数 558 301 247 10
構成比 53.9% 44.3% 1.8%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。 

＜18 歳未満＞                 ＜18 歳以上＞ 

合計 男性 女性 無回答

人数 735 367 356 12
構成比 49.9% 48.4% 1.6%
人数 138 81 56 1
構成比 58.7% 40.6% 0.7%
人数 127 69 58 0
構成比 54.3% 45.7% 0.0%
人数 206 96 110 0
構成比 46.6% 53.4% 0.0%
人数 118 57 61 0
構成比 48.3% 51.7% 0.0%
人数 135 64 70 1
構成比 47.4% 51.9% 0.7%
人数 11 0 1 10
構成比 0.0% 9.1% 90.9%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計 男性 女性 無回答

人数 138 81 56 1
構成比 58.7% 40.6% 0.7%
人数 74 39 34 1
構成比 52.7% 45.9% 1.4%
人数 74 45 29 0
構成比 60.8% 39.2% 0.0%
人数 12 10 2 0
構成比 83.3% 16.7% 0.0%
人数 41 27 14 0
構成比 65.9% 34.1% 0.0%
人数 16 7 8 1
構成比 43.8% 50.0% 6.3%
人数 2 1 1 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0%
人数 2 1 1 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計 男性 女性 無回答

人数 586 286 299 1
構成比 48.8% 51.0% 0.2%
人数 290 141 148 1
構成比 48.6% 51.0% 0.3%
人数 111 61 50 0
構成比 55.0% 45.0% 0.0%
人数 140 66 74 0
構成比 47.1% 52.9% 0.0%
人数 48 27 21 0
構成比 56.3% 43.8% 0.0%
人数 28 13 15 0
構成比 46.4% 53.6% 0.0%
人数 13 10 3 0
構成比 76.9% 23.1% 0.0%
人数 69 31 38 0
構成比 44.9% 55.1% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問２ 年齢をおうかがいします。（平成 26 年 8 月 1 日現在）（○は 1 つ） 

１. 0～17 歳 ３．40～64 歳 ５．75 歳以上 

２．18～39 歳 ４．65～74 歳  

【全体】あて名本人の年齢は、「40～64歳」が28.0％で最も多く、次いで「0～17歳」

が18.8％、「75歳以上」が18.4％となっています。65歳以上の高齢者は34.5%、

「0～17歳」の児童は18.8％となっています。 

【経年変化】平成23年度と比較すると、平成26年度は「0～17歳」が 10.6 ポイン

ト増加した一方で、「18～39歳」及び「40～64歳」がそれぞれ8.1 ポイント、

5.5 ポイント減少しています。 

【障害別】18 歳以上において、身体障害のある方で「75 歳以上」、知的障害、発達障

害のある方で「18～39歳」、精神障害、難病のある方で「40～64歳」と最も多

くなっています（高次脳機能障害のある方は1位が2つ）。

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「40～64 歳」が 28.0％ 

0～17歳
18.8%

18～39歳
17.3%

40～64歳
28.0%

65～74歳
16.1%

75歳以上
18.4%

無回答
1.5%

(N=735)

回答者数 0～17歳 18～39歳 40～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

人数 735 138 127 206 118 135 11
構成比 18.8% 17.3% 28.0% 16.1% 18.4% 1.5%
人数 558 46 142 187 91 82 10
構成比 8.2% 25.4% 33.5% 16.3% 14.7% 1.8%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 0～17歳 18～39歳 40～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

人数 138 138 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 74 74 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 74 74 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 12 12 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 41 41 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 16 16 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 2 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 2 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計 0～17歳 18～39歳 40～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

人数 586 0 127 206 118 135 0
構成比 0.0% 21.7% 35.2% 20.1% 23.0% 0.0%
人数 290 0 26 80 72 112 0
構成比 0.0% 9.0% 27.6% 24.8% 38.6% 0.0%
人数 111 0 63 40 5 3 0
構成比 0.0% 56.8% 36.0% 4.5% 2.7% 0.0%
人数 140 0 35 71 26 8 0
構成比 0.0% 25.0% 50.7% 18.6% 5.7% 0.0%
人数 48 0 29 16 3 0 0
構成比 0.0% 60.4% 33.3% 6.3% 0.0% 0.0%
人数 28 0 4 12 10 2 0
構成比 0.0% 14.3% 42.9% 35.7% 7.1% 0.0%
人数 13 0 3 5 5 0 0
構成比 0.0% 23.1% 38.5% 38.5% 0.0% 0.0%
人数 69 0 14 25 16 14 0
構成比 0.0% 20.3% 36.2% 23.2% 20.3% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問３ あなたがお持ちの手帳等（もっとも新しいもの）はどれですか。（○はいくつでも） 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 

１．身体障害者手帳 1 級 ７．療育手帳○A  11．精神障害者保健福祉手帳 1級

２．身体障害者手帳 2 級 ８．療育手帳 A 12．精神障害者保健福祉手帳 2級

３．身体障害者手帳 3 級 ９．療育手帳 B 13．精神障害者保健福祉手帳 3級

４．身体障害者手帳 4 級 10．療育手帳 C 14．自立支援医療（精神通院医療）

５．身体障害者手帳 5 級  を利用 

６．身体障害者手帳 6 級  15．手帳や自立支援医療はない 

【全体】障害の種類を障害者手帳等の所持状況から見ると、「身体障害者手帳 1 級」が

16.3％で最も多く、次いで「自立支援医療（精神通院医療）を利用」が13.5％、

「身体障害者手帳2級」が12.1％となっています。等級別に見ると、身体障害者

手帳は「1級」、療育手帳は「B」、精神障害者保健福祉手帳は「2級」が最も多く

なっています。 

【年齢別】17歳以下及び65歳以上は「身体障害者手帳1級」、18～64歳は「自立支

援医療（精神通院医療）を利用」が最も多くなっています。

【全体】 

「身体障害者手帳 1級」が 16.3％ 

16.3%

13.5%

12.1%

8.2%

7.9%

7.9%

6.9%

6.5%

5.2%

5.2%

3.1%

2.7%

2.3%

1.4%

0.3%

12.0%

0% 5% 10% 15% 20%

身体障害者手帳1級

自立支援医療（精神通院医療）を利用

身体障害者手帳2級

身体障害者手帳3級

身体障害者手帳4級

療育手帳B

療育手帳 A

精神障害者保健福祉手帳2級

療育手帳A

療育手帳C

精神障害者保健福祉手帳3級

身体障害者手帳5級

身体障害者手帳6級

精神障害者保健福祉手帳1級

手帳や自立支援医療はない

無回答

(N=735)
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【年齢別】 

合計
身体障害
者手帳1
級

身体障害
者手帳2
級

身体障害
者手帳3
級

身体障害
者手帳4
級

身体障害
者手帳5
級

身体障害
者手帳6
級

療育手帳
A

療育手帳
A

療育手帳
B

療育手帳
C

人数 735 120 89 60 58 20 17 51 38 58 38
構成比 16.3% 12.1% 8.2% 7.9% 2.7% 2.3% 6.9% 5.2% 7.9% 5.2%
人数 138 36 20 8 2 5 3 23 20 15 16
構成比 26.1% 14.5% 5.8% 1.4% 3.6% 2.2% 16.7% 14.5% 10.9% 11.6%
人数 127 8 11 2 1 0 4 14 12 21 16
構成比 6.3% 8.7% 1.6% 0.8% 0.0% 3.1% 11.0% 9.4% 16.5% 12.6%
人数 206 20 26 12 11 6 5 11 6 17 6
構成比 9.7% 12.6% 5.8% 5.3% 2.9% 2.4% 5.3% 2.9% 8.3% 2.9%
人数 118 20 19 18 12 2 1 2 0 3 0
構成比 16.9% 16.1% 15.3% 10.2% 1.7% 0.8% 1.7% 0.0% 2.5% 0.0%
人数 135 36 13 20 32 7 4 1 0 2 0
構成比 26.7% 9.6% 14.8% 23.7% 5.2% 3.0% 0.7% 0.0% 1.5% 0.0%
人数 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

精神障害
者保健福
祉手帳1
級

精神障害
者保健福
祉手帳2
級

精神障害
者保健福
祉手帳3
級

自立支援
医療（精
神通院医
療）を利
用

手帳や自
立支援医
療はない

無回答

人数 10 48 23 99 2 88
構成比 1.4% 6.5% 3.1% 13.5% 0.3% 12.0%
人数 0 5 3 7 0 5
構成比 0.0% 3.6% 2.2% 5.1% 0.0% 3.6%
人数 0 14 6 22 0 16
構成比 0.0% 11.0% 4.7% 17.3% 0.0% 12.6%
人数 3 23 10 48 0 28
構成比 1.5% 11.2% 4.9% 23.3% 0.0% 13.6%
人数 1 5 3 18 2 16
構成比 0.8% 4.2% 2.5% 15.3% 1.7% 13.6%
人数 5 1 0 3 0 14
構成比 3.7% 0.7% 0.0% 2.2% 0.0% 10.4%
人数 1 0 1 1 0 9
構成比 9.1% 0.0% 9.1% 9.1% 0.0% 81.8%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体
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問４ 難病（特定疾患）の指定を受けている方は疾患名をご記入ください。 

難病（特定疾患）疾患名： 

【全体】難病の指定を受けている方については、6.0％となっています。主な疾患として

は、後縦靭帯骨化症（4名）、網膜色素変性症（4名）、パーキンソン病（2名）、

ベーチェット病（2名）などが挙げられます。 

【年齢別】17歳以下において指定を受けている方の割合が11.6％と比較的高くなって

います。 

【全体】 

（県、または国指定の疾患名を記載された方＝難病指定受けている方としてカウント）

【年齢別】 

難病指定を受けている方が 6.0％ 

受けている
6.0%

無回答
94.0%

(N=735)

合計
受けてい
る

無回答

人数 735 44 691
構成比 6.0% 94.0%
人数 138 16 122
構成比 11.6% 88.4%
人数 127 4 123
構成比 3.1% 96.9%
人数 206 12 194
構成比 5.8% 94.2%
人数 118 10 108
構成比 8.5% 91.5%
人数 135 2 133
構成比 1.5% 98.5%
人数 11 0 11
構成比 0.0% 100.0%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体
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問５ 身体障害者手帳をお持ちの方にうかがいます。手帳に記されている障害に○印をつけてくだ

さい。（○はいくつでも） 

１．視覚障害 ６．上肢機能障害 11．じん臓機能障害 

２．聴覚障害 ７．下肢機能障害 12．呼吸器機能障害 

３．平衡機能障害 ８．体幹機能障害 13．ぼうこう、直腸、小腸機能障害 

４．音声・言語機能障害 ９．運動機能障害 14．免疫機能障害 

５．そしゃく機能障害 10．心臓機能障害 15．肝臓機能障害 

【全体】身体障害の種類については、「下肢機能障害」が30.2％で最も多く、次いで「上

肢機能障害」が16.8％、「体幹機能障害」が15.4％となっています。 

【年齢別】39 歳以下では「体幹機能障害」、40 歳以上では「下肢機能障害」が最も多

くなっています。 

【障害別】18 歳未満は「体幹機能障害」、18 歳以上が「下肢機能障害」がいずれも最

も多くなっています。 

【全体】 

「下肢機能障害」が 30.2％ 

30.2%

16.8%

15.4%

13.7%

12.6%

9.9%

6.3%

5.2%

2.7%

2.2%

1.1%

0.8%

0.5%

0.3%

0.0%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40%

下肢機能障害

上肢機能障害

体幹機能障害

心臓機能障害

聴覚障害

視覚障害

じん臓機能障害

ぼうこう、直腸、小腸機能障害

音声・言語機能障害

運動機能障害

肝臓機能障害

呼吸器機能障害

平衡機能障害

そしゃく機能障害

免疫機能障害

無回答

(N=364)
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【年齢別】 

合計 視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声・言
語機能障
害

そしゃく
機能障害

上肢機能
障害

下肢機能
障害

体幹機能
障害

運動機能
障害

心臓機能
障害

人数 364 36 46 2 10 1 61 110 56 8 50
構成比 9.9% 12.6% 0.5% 2.7% 0.3% 16.8% 30.2% 15.4% 2.2% 13.7%
人数 74 2 7 0 0 0 22 20 34 2 12
構成比 2.7% 9.5% 0.0% 0.0% 0.0% 29.7% 27.0% 45.9% 2.7% 16.2%
人数 26 0 7 0 1 0 4 8 10 0 0
構成比 0.0% 26.9% 0.0% 3.8% 0.0% 15.4% 30.8% 38.5% 0.0% 0.0%
人数 80 9 7 1 3 0 13 25 6 3 5
構成比 11.3% 8.8% 1.3% 3.8% 0.0% 16.3% 31.3% 7.5% 3.8% 6.3%
人数 72 12 7 0 3 0 10 23 4 2 9
構成比 16.7% 9.7% 0.0% 4.2% 0.0% 13.9% 31.9% 5.6% 2.8% 12.5%
人数 112 13 18 1 3 1 12 34 2 1 24
構成比 11.6% 16.1% 0.9% 2.7% 0.9% 10.7% 30.4% 1.8% 0.9% 21.4%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

じん臓機
能障害

呼吸器機
能障害

ぼうこう、
直腸、小
腸機能障
害

免疫機能
障害

肝臓機能
障害

無回答

人数 23 3 19 0 4 39
構成比 6.3% 0.8% 5.2% 0.0% 1.1% 10.7%
人数 0 2 2 0 3 1
構成比 0.0% 2.7% 2.7% 0.0% 4.1% 1.4%
人数 0 0 1 0 0 3
構成比 0.0% 0.0% 3.8% 0.0% 0.0% 11.5%
人数 11 0 2 0 1 14
構成比 13.8% 0.0% 2.5% 0.0% 1.3% 17.5%
人数 3 0 6 0 0 9
構成比 4.2% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 12.5%
人数 9 1 8 0 0 12
構成比 8.0% 0.9% 7.1% 0.0% 0.0% 10.7%
人数 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声・言
語機能障
害

そしゃく
機能障害

上肢機能
障害

下肢機能
障害

体幹機能
障害

運動機能
障害

心臓機能
障害

じん臓機
能障害

呼吸器機
能障害

ぼうこう、
直腸、小
腸機能障
害

人数 74 2 7 0 0 0 22 20 34 2 12 0 2 2
構成比 2.7% 9.5% 0.0% 0.0% 0.0% 29.7% 27.0% 45.9% 2.7% 16.2% 0.0% 2.7% 2.7%
人数 74 2 7 0 0 0 22 20 34 2 12 0 2 2
構成比 2.7% 9.5% 0.0% 0.0% 0.0% 29.7% 27.0% 45.9% 2.7% 16.2% 0.0% 2.7% 2.7%
人数 24 0 2 0 0 0 9 8 14 0 3 0 0 0
構成比 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 37.5% 33.3% 58.3% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 8 0 0 0 0 0 3 1 6 0 1 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 37.5% 12.5% 75.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 12 1 0 0 0 0 1 0 4 0 4 0 1 0
構成比 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 8.3% 0.0%
人数 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計 視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声・言
語機能障
害

そしゃく
機能障害

上肢機能
障害

下肢機能
障害

体幹機能
障害

運動機能
障害

心臓機能
障害

じん臓機
能障害

呼吸器機
能障害

ぼうこう、
直腸、小
腸機能障
害

人数 290 34 39 2 10 1 39 90 22 6 38 23 1 17
構成比 11.7% 13.4% 0.7% 3.4% 0.3% 13.4% 31.0% 7.6% 2.1% 13.1% 7.9% 0.3% 5.9%
人数 290 34 39 2 10 1 39 90 22 6 38 23 1 17
構成比 11.7% 13.4% 0.7% 3.4% 0.3% 13.4% 31.0% 7.6% 2.1% 13.1% 7.9% 0.3% 5.9%
人数 18 0 2 0 2 0 4 8 7 1 0 1 0 0
構成比 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 22.2% 44.4% 38.9% 5.6% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0%
人数 9 0 0 0 0 0 3 4 1 1 0 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 44.4% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1%
人数 6 1 0 0 1 0 1 3 1 0 0 0 0 0
構成比 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7% 50.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 23 5 2 0 0 0 5 13 2 0 2 1 0 0
構成比 21.7% 8.7% 0.0% 0.0% 0.0% 21.7% 56.5% 8.7% 0.0% 8.7% 4.3% 0.0% 0.0%
人数 6 0 0 0 0 0 2 3 1 1 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 50.0% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

免疫機能
障害

肝臓機能
障害

無回答

人数 0 3 1
構成比 0.0% 4.1% 1.4%
人数 0 3 1
構成比 0.0% 4.1% 1.4%
人数 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 4.2%
人数 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 2 0
構成比 0.0% 16.7% 0.0%
人数 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

免疫機能
障害

肝臓機能
障害

無回答

人数 0 1 38
構成比 0.0% 0.3% 13.1%
人数 0 1 38
構成比 0.0% 0.3% 13.1%
人数 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 2
構成比 0.0% 0.0% 22.2%
人数 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 16.7%
人数 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 4.3%
人数 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 16.7%
人数 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問６ 問 5 で「2. 聴覚障害」を選んだ方にうかがいます。 

(1) 手話通訳者または要約筆記者の派遣などの支援を必要としていますか。（○は 1つ） 

１. 手話通訳者が必要 ３. 必要ない 

２．要約筆記者が必要  

【全体】聴覚障害のある方 46 人のうち、「必要ない」が 65.2％、「『手話通訳者』が必

要」とする方が 13.0%、「『要約筆記者』が必要」とする方が 19.6％となってい

ます。 

【全体】 

「必要ない」が 65.2％ 

手話通訳者が
必要
13.0%

要約筆記者が
必要
19.6%

必要ない
65.2%

無回答
2.2%

(N=46)
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問６(2) 主にどのようなときに必要ですか。（○はいくつでも） 

１. 病院などへの通院 ４．銀行や郵便局などの利用 

２．学校関係への用事 ５．講座や講演会などの参加 

３．役所や公的機関への用事 ６．その他（            ）

【全体】手話通訳者や要約筆記者が必要な場面については、「病院などへの通院」が

66.7%で最も多く、次いで「役所や公的機関への用事」が 26.7%となっていま

す。

※母数は問 6(1)で「1」または「2」を選択された方

【全体】 

「病院などへの通院」が 66.7％ 

66.7%

26.7%

20.0%

20.0%

20.0%

13.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

病院などへの通院

役所や公的機関への用事

学校関係への用事

銀行や郵便局などの利用

講座や講演会などの参加

その他

無回答

(N=15)
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問７ あなたの障害支援区分（程度区分）はどれですか。（○は１つ） 

１．区分 1 ６．区分 6 

２．区分 2 ７．非該当 

３．区分 3 ８．認定審査を受けたことはない 

４．区分 4 ９．認定審査を受けたが、認定されなかった 

５．区分 5 10．わからない 

【全体】障害支援区分（程度区分）については、「わからない」が 36.9％で最も多く、

次いで「認定審査を受けたことはない」が10.5％となっています。 

【年齢別】いずれも「わからない」が最も多くなっていますが、18～39歳において「区

分５」が２番目に多い回答となっています。 

【障害別】18歳以上において、いずれも「わからない」が最も多くなっていますが、知

的障害、発達障害のある方で「区分５」、難病のある方で「区分6」が２番目に多

い回答となっています。。

【全体】 

「わからない」が 36.9％ 

無回答
38.4%

認定審査を受け
たが、認定され
なかった
0.3%

わからない
36.9%

区分1
2.0%

区分2
2.3%

区分3
1.1% 区分4

1.2% 区分5
2.6%

区分6
3.3%

非該当
1.5%

認定審査を受け
たことはない
10.5%

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 非該当

認定審査
を受けた
ことはな
い

認定審査
を受けた
が、認定
されな
かった

わからな
い

無回答

人数 735 15 17 8 9 19 24 11 77 2 271 282
構成比 2.0% 2.3% 1.1% 1.2% 2.6% 3.3% 1.5% 10.5% 0.3% 36.9% 38.4%
人数 138 4 1 1 0 0 2 2 16 0 71 41
構成比 2.9% 0.7% 0.7% 0.0% 0.0% 1.4% 1.4% 11.6% 0.0% 51.4% 29.7%
人数 127 0 6 1 0 13 12 2 8 0 42 43
構成比 0.0% 4.7% 0.8% 0.0% 10.2% 9.4% 1.6% 6.3% 0.0% 33.1% 33.9%
人数 206 2 7 3 5 5 6 5 24 0 68 81
構成比 1.0% 3.4% 1.5% 2.4% 2.4% 2.9% 2.4% 11.7% 0.0% 33.0% 39.3%
人数 118 6 1 2 0 1 2 0 14 1 47 44
構成比 5.1% 0.8% 1.7% 0.0% 0.8% 1.7% 0.0% 11.9% 0.8% 39.8% 37.3%
人数 135 3 2 1 4 0 2 2 15 1 41 64
構成比 2.2% 1.5% 0.7% 3.0% 0.0% 1.5% 1.5% 11.1% 0.7% 30.4% 47.4%
人数 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 9
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2% 81.8%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 非該当

認定審査
を受けた
ことはな
い

認定審査
を受けた
が、認定
されな
かった

わからな
い

無回答

人数 138 4 1 1 0 0 2 2 16 0 71 41
構成比 2.9% 0.7% 0.7% 0.0% 0.0% 1.4% 1.4% 11.6% 0.0% 51.4% 29.7%
人数 74 4 1 0 0 0 1 1 10 0 46 11
構成比 5.4% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 1.4% 13.5% 0.0% 62.2% 14.9%
人数 74 2 1 1 0 0 1 0 7 0 34 28
構成比 2.7% 1.4% 1.4% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 9.5% 0.0% 45.9% 37.8%
人数 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 5
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 58.3% 41.7%
人数 41 0 0 0 0 0 0 0 2 0 21 18
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.9% 0.0% 51.2% 43.9%
人数 16 0 0 1 0 0 0 1 2 0 10 2
構成比 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 12.5% 0.0% 62.5% 12.5%
人数 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%
人数 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 非該当

認定審査
を受けた
ことはな
い

認定審査
を受けた
が、認定
されな
かった

わからな
い

無回答

人数 586 11 16 7 9 19 22 9 61 2 198 232
構成比 1.9% 2.7% 1.2% 1.5% 3.2% 3.8% 1.5% 10.4% 0.3% 33.8% 39.6%
人数 290 8 4 3 6 2 16 4 33 1 108 105
構成比 2.8% 1.4% 1.0% 2.1% 0.7% 5.5% 1.4% 11.4% 0.3% 37.2% 36.2%
人数 111 2 6 1 2 16 12 1 6 1 25 39
構成比 1.8% 5.4% 0.9% 1.8% 14.4% 10.8% 0.9% 5.4% 0.9% 22.5% 35.1%
人数 140 0 4 0 2 0 1 4 17 0 50 62
構成比 0.0% 2.9% 0.0% 1.4% 0.0% 0.7% 2.9% 12.1% 0.0% 35.7% 44.3%
人数 48 0 2 0 0 7 5 0 4 0 15 15
構成比 0.0% 4.2% 0.0% 0.0% 14.6% 10.4% 0.0% 8.3% 0.0% 31.3% 31.3%
人数 28 1 1 1 0 0 3 1 3 0 11 7
構成比 3.6% 3.6% 3.6% 0.0% 0.0% 10.7% 3.6% 10.7% 0.0% 39.3% 25.0%
人数 13 0 0 0 0 0 0 0 1 0 5 7
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 38.5% 53.8%
人数 69 2 2 3 1 2 3 0 8 0 19 29
構成比 2.9% 2.9% 4.3% 1.4% 2.9% 4.3% 0.0% 11.6% 0.0% 27.5% 42.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問８ 40 歳以上の方におうかがいします。 

あなたは、介護保険制度の要支援・要介護認定を受けていらっしゃいますか。（○は１つ） 

１．要支援 1 ６．要介護 4 

２．要支援 2 ７．要介護 5  

３．要介護 1 ８．認定審査を受けたことはない 

４．要介護 2 ９．認定審査を受けたが、認定されなかった 

５．要介護 3 10．わからない 

【全体】要支援・要介護認定の状況については、「認定審査を受けたことはない」が41.4％

で最も多く、次いで「わからない」が11.8％となっています。 

【年齢別】いずれの年齢も「認定審査を受けたことはない」が最も多く、特に 40～64

歳で48.5％と最も多くなっています。。 

【障害別】いずれの障害も「認定審査を受けたことはない」が最も多く、特に発達障害

のある方で52.6％と最も多くなっています。

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「認定審査を受けたことはない」が 41.4％ 

無回答
20.3%

認定審査を受け
たが、認定され
なかった
0.9%

わからない
11.8%

要支援1
3.7%

要支援2
3.7% 要介護1

5.0%
要介護2
4.4%

要介護3
2.4%

要介護4
3.1%

要介護5
3.5%

認定審査を受け
たことはない
41.4%

(N=459)

回答者数 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

認定審査
を受けた
ことはな
い

認定審査
を受けた
が、認定
されな
かった

わからな
い

無回答

人数 459 17 17 23 20 11 14 16 190 4 54 93
構成比 3.7% 3.7% 5.0% 4.4% 2.4% 3.1% 3.5% 41.4% 0.9% 11.8% 20.3%
人数 360 10 8 15 13 19 17 10 140 3 48 77
構成比 2.8% 2.2% 4.2% 3.6% 5.3% 4.7% 2.8% 38.9% 0.8% 13.3% 21.4%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】 

【障害別】 

合計 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

認定審査
を受けた
ことはな
い

認定審査
を受けた
が、認定
されな
かった

わからな
い

無回答

人数 459 17 17 23 20 11 14 16 190 4 54 93
構成比 3.7% 3.7% 5.0% 4.4% 2.4% 3.1% 3.5% 41.4% 0.9% 11.8% 20.3%
人数 206 2 0 7 2 3 3 3 100 0 35 51
構成比 1.0% 0.0% 3.4% 1.0% 1.5% 1.5% 1.5% 48.5% 0.0% 17.0% 24.8%
人数 118 6 6 8 6 3 6 3 47 1 11 21
構成比 5.1% 5.1% 6.8% 5.1% 2.5% 5.1% 2.5% 39.8% 0.8% 9.3% 17.8%
人数 135 9 11 8 12 5 5 10 43 3 8 21
構成比 6.7% 8.1% 5.9% 8.9% 3.7% 3.7% 7.4% 31.9% 2.2% 5.9% 15.6%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

40～64歳

65～74歳

75歳以上

無回答

全体

合計 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

認定審査
を受けた
ことはな
い

認定審査
を受けた
が、認定
されな
かった

わからな
い

無回答

人数 459 17 17 23 20 11 14 16 190 4 54 93
構成比 3.7% 3.7% 5.0% 4.4% 2.4% 3.1% 3.5% 41.4% 0.9% 11.8% 20.3%
人数 264 13 15 15 15 5 13 9 103 4 32 40
構成比 4.9% 5.7% 5.7% 5.7% 1.9% 4.9% 3.4% 39.0% 1.5% 12.1% 15.2%
人数 48 2 0 2 0 1 0 2 19 0 6 16
構成比 4.2% 0.0% 4.2% 0.0% 2.1% 0.0% 4.2% 39.6% 0.0% 12.5% 33.3%
人数 105 2 2 2 4 3 1 3 51 0 12 25
構成比 1.9% 1.9% 1.9% 3.8% 2.9% 1.0% 2.9% 48.6% 0.0% 11.4% 23.8%
人数 19 1 0 1 0 0 0 0 10 0 2 5
構成比 5.3% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 52.6% 0.0% 10.5% 26.3%
人数 24 1 1 2 1 1 2 1 8 0 5 2
構成比 4.2% 4.2% 8.3% 4.2% 4.2% 8.3% 4.2% 33.3% 0.0% 20.8% 8.3%
人数 10 1 1 1 0 1 1 1 2 0 1 1
構成比 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 10.0% 10.0% 10.0% 20.0% 0.0% 10.0% 10.0%
人数 55 0 0 3 2 2 0 3 21 0 6 18
構成比 0.0% 0.0% 5.5% 3.6% 3.6% 0.0% 5.5% 38.2% 0.0% 10.9% 32.7%

１位：白文字、２位：太文字

高次脳機能障害

無回答

知的障害

精神障害

発達障害

難病

全体

身体障害
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問９ 「発達障害」と診断されたことがありますか。（○は１つ） 

１．ある ２．ない 

（「ある」を選択された方）（○はいくつでも） 

１．自閉症 
２．アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害 
３．学習障害（LD） 
４．注意欠陥多動性障害（AD／HD） 
５．その他（                  ） 

【全体】発達障害と診断されたことがあるかについては、「ある」が12.2％、「ない」が

54.1％となっています。発達障害の種類については、「自閉症」が38.9％と最も

多く、次いで「アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害」が24.4％となって

います。 

【経年変化】平成23年度と比較すると、平成26年度は「注意欠陥多動性障害（AD/HD）」

が 12.8 ポイント、「アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害」が 11.2 ポイ

ント増加しています。

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「ある」が 12.2％ 

回答者数 ある ない 無回答

人数 735 90 398 247
構成比 12.2% 54.1% 33.6%
人数 558 76 310 172
構成比 13.6% 55.6% 30.8%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度

回答者数 自閉症

アスペル
ガー症候
群その他
の広汎性
発達障害

学習障害
（LD）

注意欠陥
多動性障
害

（AD/HD）

その他 無回答

人数 90 35 22 9 15 21 5
構成比 38.9% 24.4% 10.0% 16.7% 23.3% 5.6%
人数 76 29 10 8 3 19 9
構成比 38.2% 13.2% 10.5% 3.9% 25.0% 11.8%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度

24.4%

16.7%

10.0%

23.3%

5.6%

38.9%

0% 10% 20% 30% 40%

自閉症

アスペルガー症候群その他の広汎性
発達障害

注意欠陥多動性障害（AD/HD）

学習障害（LD）

その他

無回答

(N=90)

ある
12.2%

ない
54.1%

無回答
33.6%

(N=735)
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問 10 「高次脳機能障害」と診断されたことがありますか。（○は１つ） 

１．ある ２．ない 

【全体】高次脳機能障害と診断されたことがあるかについては、「ある」が2.3％、「ない」

が67.8％となっています。 

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「ある」が 2.3％ 

ある
2.3%

ない
67.8%

無回答
29.9%

(N=735)

回答者数 ある ない 無回答

人数 735 17 498 220
構成比 2.3% 67.8% 29.9%
人数 558 17 355 186
構成比 3.0% 63.6% 33.3%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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（２）日常生活について 

問 11 あなたの家族構成は次のどれにあたりますか。あなたを中心にしてお答えください。（施設に

入所している方は実家の状態をお答えください）（○は１つ） 

１．ひとり暮らし ４．三世代同居（親とこども夫婦、孫等） 

２．夫婦のみ ５．その他（            ） 

３．核家族（親と未婚の子ども）  

【全体】家族構成については、「核家族（親と未婚の子ども）」が41.0％で最も多く、次

いで「夫婦のみ」が14.7％となっています。

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、平成 26 年度は「ひとり暮らし」、「三世帯同

居（親とこども夫婦、孫等）」が減少し、「夫婦のみ」、「核家族（親と未婚の子ど

も）」が増加しています。 

【年齢別】64歳以下で「核家族（親と未婚の子ども）」、65歳以上で「夫婦のみ」が最

も多くなっています。 

【障害別】18歳以上において、身体障害のある方は「夫婦のみ」、知的障害、精神障害、

発達障害のある方は「核家族（親と未婚の子ども）」が最も多くなっています（難

病のある方は１位が２つ）。 

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「核家族（親と未婚の子ども）」が 41.0％ 

ひとり暮らし
10.6%

夫婦のみ
14.7%

核家族（親と未
婚の子ども）
41.0%

三世帯同居（親
とこども夫婦、孫

等）
9.3%

その他
17.4%

無回答
7.1%

(N=735)

回答者数
ひとり暮
らし

夫婦のみ

核家族
（親と未
婚の子ど
も）

三世帯同
居（親とこ
ども夫
婦、孫
等）

その他 無回答

人数 735 78 108 301 68 128 52
構成比 10.6% 14.7% 41.0% 9.3% 17.4% 7.1%
人数 558 72 62 202 70 112 40
構成比 12.9% 11.1% 36.2% 12.5% 20.1% 7.2%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
ひとり暮
らし

夫婦のみ

核家族
（親と未
婚の子ど
も）

三世帯同
居（親とこ
ども夫
婦、孫
等）

その他 無回答

人数 735 78 108 301 68 128 52
構成比 10.6% 14.7% 41.0% 9.3% 17.4% 7.1%
人数 138 0 0 111 17 10 0
構成比 0.0% 0.0% 80.4% 12.3% 7.2% 0.0%
人数 127 5 3 79 11 22 7
構成比 3.9% 2.4% 62.2% 8.7% 17.3% 5.5%
人数 206 30 26 67 15 55 13
構成比 14.6% 12.6% 32.5% 7.3% 26.7% 6.3%
人数 118 20 37 23 6 20 12
構成比 16.9% 31.4% 19.5% 5.1% 16.9% 10.2%
人数 135 22 41 20 17 21 14
構成比 16.3% 30.4% 14.8% 12.6% 15.6% 10.4%
人数 11 1 1 1 2 0 6
構成比 9.1% 9.1% 9.1% 18.2% 0.0% 54.5%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計
ひとり暮
らし

夫婦のみ

核家族
（親と未
婚の子ど
も）

三世帯同
居（親とこ
ども夫
婦、孫
等）

その他 無回答

人数 138 0 0 111 17 10 0
構成比 0.0% 0.0% 80.4% 12.3% 7.2% 0.0%
人数 74 0 0 63 6 5 0
構成比 0.0% 0.0% 85.1% 8.1% 6.8% 0.0%
人数 74 0 0 62 7 5 0
構成比 0.0% 0.0% 83.8% 9.5% 6.8% 0.0%
人数 12 0 0 7 5 0 0
構成比 0.0% 0.0% 58.3% 41.7% 0.0% 0.0%
人数 41 0 0 32 6 3 0
構成比 0.0% 0.0% 78.0% 14.6% 7.3% 0.0%
人数 16 0 0 13 3 0 0
構成比 0.0% 0.0% 81.3% 18.8% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計
ひとり暮
らし

夫婦のみ

核家族
（親と未
婚の子ど
も）

三世帯同
居（親とこ
ども夫
婦、孫
等）

その他 無回答

人数 586 77 107 189 49 118 46
構成比 13.1% 18.3% 32.3% 8.4% 20.1% 7.8%
人数 290 35 80 75 28 54 18
構成比 12.1% 27.6% 25.9% 9.7% 18.6% 6.2%
人数 111 2 7 59 8 26 9
構成比 1.8% 6.3% 53.2% 7.2% 23.4% 8.1%
人数 140 32 12 48 9 26 13
構成比 22.9% 8.6% 34.3% 6.4% 18.6% 9.3%
人数 48 3 2 26 3 13 1
構成比 6.3% 4.2% 54.2% 6.3% 27.1% 2.1%
人数 28 6 7 7 2 4 2
構成比 21.4% 25.0% 25.0% 7.1% 14.3% 7.1%
人数 13 0 3 2 2 5 1
構成比 0.0% 23.1% 15.4% 15.4% 38.5% 7.7%
人数 69 8 12 18 7 15 9
構成比 11.6% 17.4% 26.1% 10.1% 21.7% 13.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問 12 平日の日中（朝から夕方）、夜間（夕方から早朝）はどこで過ごすことが多いですか。（アと

イのそれぞれで○は３つまで） 

ア 日中 イ 夜間 

１．自宅   

２．親族の家   

３．友人・知人の家   

４．入所施設   

５．グループホーム（旧法でのケアホームを含む）   

６．職場（就労支援施設、生活介護など含む）   

７．保育所・幼稚園   

８．盲学校・ろう学校・特別支援学校（旧養護学校）・特別支援学級

９．小中学校・高校・大学・短大・専門学校   

10．障害児通所支援（障害児の通所施設）   

11．高齢者デイサービス等   

12．デイケア（精神科）   

13．病院（デイケア（精神科）除く）   

14．公共の施設（公園・図書館・公民館など）   

15．民間の施設（娯楽施設・店舗など）   

16．短期入所など、障害者が一時的に過ごす施設   

17．その他（                ）   

＜日中の過ごし方＞ 

【全体】「自宅」が 50.5％で最も多く、次いで「職場（就労支援施設、生活介護など含

む）」が16.5％となっています。 

【年齢別】18～39 歳で「職場（就労支援施設、生活介護など含む）」、それ以外の年齢

層で「自宅」が最も多くなっています。 

【障害別】18 歳未満において、身体障害、難病のある方で「自宅」、知的障害のある方

で「盲学校・ろう学校・特別支援学校（旧養護学校）・特別支援学級」（高次脳機

能障害のある方は１位が２つ）、精神障害、発達障害のある方で「小中学校・高校・

大学・短大・専門学校」が最も多くなっています。18歳以上において、知的障害、

発達障害のある方で「職場（就労支援施設、生活介護など含む）」、それ以外の障

害のある方で「自宅」が最も多くなっています。

＜夜間の過ごし方＞ 

【全体】「自宅」が72.9％で最も多くなっています。 

日中の過ごし方：「自宅」が 50.5％ 

夜間の過ごし方：「自宅」が 72.9％ 
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ア．日中 

【全体】 

【年齢別】 

50.5%

16.5%

8.6%

7.9%

6.4%

4.4%

4.2%

4.1%

3.0%

3.0%

2.3%

2.0%

1.9%

1.9%

1.8%

1.6%

4.1%

14.6%

0% 20% 40% 60%

自宅

職場（就労支援施設、生活介護など含む）

小中学校・高校・大学・短大・専門学校

盲学校・ろう学校・特別支援学校（旧養護学校）・特別
支援学級

障害児通所支援（障害児の通所施設）

病院（デイケア（精神科）除く）

高齢者デイサービス等

公共の施設（公園・図書館・公民館など）

入所施設

民間の施設（娯楽施設・店舗など）

デイケア（精神科）

親族の家

友人・知人の家

グループホーム（旧法でのケアホームを含む）

短期入所など、障害者が一時的に過ごす施設

保育所・幼稚園

その他

無回答

(N=735)

合計 自宅 親族の家
友人・知
人の家

入所施設

グループ
ホーム
（旧法で
のケア
ホームを
含む）

職場（就
労支援施
設、生活
介護など
含む）

保育所・
幼稚園

盲学校・
ろう学校・
特別支援
学校（旧
養護学
校）・特別
支援学級

小中学
校・高校・
大学・短
大・専門
学校

障害児通
所支援
（障害児
の通所施
設）

高齢者デ
イサービ
ス等

デイケア
（精神科）

病院（デ
イケア
（精神科）
除く）

人数 735 371 15 14 22 14 121 12 58 63 47 31 17 32
構成比 50.5% 2.0% 1.9% 3.0% 1.9% 16.5% 1.6% 7.9% 8.6% 6.4% 4.2% 2.3% 4.4%
人数 138 54 3 2 0 2 0 11 51 50 33 0 1 6
構成比 39.1% 2.2% 1.4% 0.0% 1.4% 0.0% 8.0% 37.0% 36.2% 23.9% 0.0% 0.7% 4.3%
人数 127 42 5 1 5 1 66 0 4 7 7 1 1 6
構成比 33.1% 3.9% 0.8% 3.9% 0.8% 52.0% 0.0% 3.1% 5.5% 5.5% 0.8% 0.8% 4.7%
人数 206 110 4 7 7 1 47 1 2 5 6 5 8 9
構成比 53.4% 1.9% 3.4% 3.4% 0.5% 22.8% 0.5% 1.0% 2.4% 2.9% 2.4% 3.9% 4.4%
人数 118 74 2 1 5 5 8 0 0 1 0 10 4 5
構成比 62.7% 1.7% 0.8% 4.2% 4.2% 6.8% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 8.5% 3.4% 4.2%
人数 135 89 1 3 5 5 0 0 0 0 1 15 3 6
構成比 65.9% 0.7% 2.2% 3.7% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 11.1% 2.2% 4.4%
人数 11 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
構成比 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

公共の施
設（公園・
図書館・
公民館な
ど）

民間の施
設（娯楽
施設・店
舗など）

短期入所
など、障
害者が一
時的に過
ごす施設

その他 無回答

人数 30 22 13 30 107
構成比 4.1% 3.0% 1.8% 4.1% 14.6%
人数 3 2 2 6 1
構成比 2.2% 1.4% 1.4% 4.3% 0.7%
人数 5 9 5 7 13
構成比 3.9% 7.1% 3.9% 5.5% 10.2%
人数 6 5 1 9 32
構成比 2.9% 2.4% 0.5% 4.4% 15.5%
人数 8 3 0 3 26
構成比 6.8% 2.5% 0.0% 2.5% 22.0%
人数 7 2 5 4 29
構成比 5.2% 1.5% 3.7% 3.0% 21.5%
人数 1 1 0 1 6
構成比 9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 54.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 自宅 親族の家
友人・知
人の家

入所施設

グループ
ホーム
（旧法で
のケア
ホームを
含む）

職場（就
労支援施
設、生活
介護など
含む）

保育所・
幼稚園

盲学校・
ろう学校・
特別支援
学校（旧
養護学
校）・特別
支援学級

小中学
校・高校・
大学・短
大・専門
学校

障害児通
所支援
（障害児
の通所施
設）

高齢者デ
イサービ
ス等

デイケア
（精神科）

病院（デ
イケア
（精神科）
除く）

人数 138 54 3 2 0 2 0 11 51 50 33 0 1 6
構成比 39.1% 2.2% 1.4% 0.0% 1.4% 0.0% 8.0% 37.0% 36.2% 23.9% 0.0% 0.7% 4.3%
人数 74 31 1 0 0 1 0 6 22 24 19 0 1 6
構成比 41.9% 1.4% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 8.1% 29.7% 32.4% 25.7% 0.0% 1.4% 8.1%
人数 74 28 2 0 0 1 0 6 36 23 20 0 1 3
構成比 37.8% 2.7% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 8.1% 48.6% 31.1% 27.0% 0.0% 1.4% 4.1%
人数 12 7 0 2 0 0 0 1 2 8 3 0 0 0
構成比 58.3% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 16.7% 66.7% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 41 16 1 1 0 0 0 5 14 18 11 0 1 1
構成比 39.0% 2.4% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 12.2% 34.1% 43.9% 26.8% 0.0% 2.4% 2.4%
人数 16 9 0 0 0 0 0 1 4 7 4 0 0 1
構成比 56.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 25.0% 43.8% 25.0% 0.0% 0.0% 6.3%
人数 2 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
構成比 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計 自宅 親族の家
友人・知
人の家

入所施設

グループ
ホーム
（旧法で
のケア
ホームを
含む）

職場（就
労支援施
設、生活
介護など
含む）

保育所・
幼稚園

盲学校・
ろう学校・
特別支援
学校（旧
養護学
校）・特別
支援学級

小中学
校・高校・
大学・短
大・専門
学校

障害児通
所支援
（障害児
の通所施
設）

高齢者デ
イサービ
ス等

デイケア
（精神科）

病院（デ
イケア
（精神科）
除く）

人数 586 315 12 12 22 12 121 1 6 13 14 31 16 26
構成比 53.8% 2.0% 2.0% 3.8% 2.0% 20.6% 0.2% 1.0% 2.2% 2.4% 5.3% 2.7% 4.4%
人数 290 189 2 6 7 4 30 1 2 5 4 21 5 13
構成比 65.2% 0.7% 2.1% 2.4% 1.4% 10.3% 0.3% 0.7% 1.7% 1.4% 7.2% 1.7% 4.5%
人数 111 26 1 2 8 1 58 0 3 5 5 1 2 3
構成比 23.4% 0.9% 1.8% 7.2% 0.9% 52.3% 0.0% 2.7% 4.5% 4.5% 0.9% 1.8% 2.7%
人数 140 80 8 4 1 5 28 0 0 3 2 7 6 8
構成比 57.1% 5.7% 2.9% 0.7% 3.6% 20.0% 0.0% 0.0% 2.1% 1.4% 5.0% 4.3% 5.7%
人数 48 18 1 0 4 2 23 0 2 3 3 0 0 1
構成比 37.5% 2.1% 0.0% 8.3% 4.2% 47.9% 0.0% 4.2% 6.3% 6.3% 0.0% 0.0% 2.1%
人数 28 22 1 0 0 0 2 0 0 1 1 2 0 1
構成比 78.6% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 3.6% 3.6% 7.1% 0.0% 3.6%
人数 13 8 0 1 1 0 1 0 0 0 0 2 0 1
構成比 61.5% 0.0% 7.7% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0% 7.7%
人数 69 31 1 0 5 2 17 0 1 1 3 3 4 3
構成比 44.9% 1.4% 0.0% 7.2% 2.9% 24.6% 0.0% 1.4% 1.4% 4.3% 4.3% 5.8% 4.3%

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

公共の施
設（公園・
図書館・
公民館な
ど）

民間の施
設（娯楽
施設・店
舗など）

短期入所
など、障
害者が一
時的に過
ごす施設

その他 無回答

人数 3 2 2 6 1
構成比 2.2% 1.4% 1.4% 4.3% 0.7%
人数 2 2 1 4 1
構成比 2.7% 2.7% 1.4% 5.4% 1.4%
人数 1 1 2 4 0
構成比 1.4% 1.4% 2.7% 5.4% 0.0%
人数 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 1 0 2 0
構成比 0.0% 2.4% 0.0% 4.9% 0.0%
人数 2 0 0 0 0
構成比 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

公共の施
設（公園・
図書館・
公民館な
ど）

民間の施
設（娯楽
施設・店
舗など）

短期入所
など、障
害者が一
時的に過
ごす施設

その他 無回答

人数 26 19 11 23 100
構成比 4.4% 3.2% 1.9% 3.9% 17.1%
人数 15 8 4 9 51
構成比 5.2% 2.8% 1.4% 3.1% 17.6%
人数 4 3 5 5 16
構成比 3.6% 2.7% 4.5% 4.5% 14.4%
人数 6 7 2 11 21
構成比 4.3% 5.0% 1.4% 7.9% 15.0%
人数 2 2 1 1 6
構成比 4.2% 4.2% 2.1% 2.1% 12.5%
人数 0 0 0 0 2
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1%
人数 0 0 0 0 3
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 23.1%
人数 2 3 2 1 15
構成比 2.9% 4.3% 2.9% 1.4% 21.7%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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イ．夜間 

【全体】 

【年齢別】 

2.4%

1.8%

1.8%

1.4%

1.4%

1.2%

1.1%

0.8%

0.5%

0.4%

0.3%

0.1%

0.1%

0.0%

0.0%

1.4%

20.8%

72.9%

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

入所施設

親族の家

グループホーム（旧法でのケアホームを含む）

職場（就労支援施設、生活介護など含む）

短期入所など、障害者が一時的に過ごす施設

病院（デイケア（精神科）除く）

民間の施設（娯楽施設・店舗など）

友人・知人の家

公共の施設（公園・図書館・公民館など）

デイケア（精神科）

高齢者デイサービス等

小中学校・高校・大学・短大・専門学校

障害児通所支援（障害児の通所施設）

保育所・幼稚園

盲学校・ろう学校・特別支援学校（旧養護学校）・特別
支援学級

その他

無回答

(N=735)

合計 自宅 親族の家
友人・知
人の家

入所施設

グループ
ホーム
（旧法で
のケア
ホームを
含む）

職場（就
労支援施
設、生活
介護など
含む）

保育所・
幼稚園

盲学校・
ろう学校・
特別支援
学校（旧
養護学
校）・特別
支援学級

小中学
校・高校・
大学・短
大・専門
学校

障害児通
所支援
（障害児
の通所施
設）

高齢者デ
イサービ
ス等

デイケア
（精神科）

病院（デ
イケア
（精神科）
除く）

人数 735 536 13 6 18 13 10 0 0 1 1 2 3 9
構成比 72.9% 1.8% 0.8% 2.4% 1.8% 1.4% 0.0% 0.0% 0.1% 0.1% 0.3% 0.4% 1.2%
人数 138 129 3 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 2
構成比 93.5% 2.2% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.7% 0.0% 0.0% 1.4%
人数 127 99 6 2 3 2 6 0 0 0 0 0 0 1
構成比 78.0% 4.7% 1.6% 2.4% 1.6% 4.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8%
人数 206 140 3 3 6 4 3 0 0 0 0 0 2 3
構成比 68.0% 1.5% 1.5% 2.9% 1.9% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 1.5%
人数 118 74 1 0 4 1 1 0 0 0 0 1 1 1
構成比 62.7% 0.8% 0.0% 3.4% 0.8% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.8% 0.8%
人数 135 89 0 1 5 5 0 0 0 0 0 1 0 2
構成比 65.9% 0.0% 0.7% 3.7% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 1.5%
人数 11 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 45.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

公共の施
設（公園・
図書館・
公民館な
ど）

民間の施
設（娯楽
施設・店
舗など）

短期入所
など、障
害者が一
時的に過
ごす施設

その他 無回答

人数 4 8 10 10 153
構成比 0.5% 1.1% 1.4% 1.4% 20.8%
人数 0 0 1 1 8
構成比 0.0% 0.0% 0.7% 0.7% 5.8%
人数 1 4 5 3 18
構成比 0.8% 3.1% 3.9% 2.4% 14.2%
人数 1 2 0 3 48
構成比 0.5% 1.0% 0.0% 1.5% 23.3%
人数 1 1 0 1 37
構成比 0.8% 0.8% 0.0% 0.8% 31.4%
人数 1 1 4 1 36
構成比 0.7% 0.7% 3.0% 0.7% 26.7%
人数 0 0 0 1 6
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 54.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 自宅 親族の家
友人・知
人の家

入所施設

グループ
ホーム
（旧法で
のケア
ホームを
含む）

職場（就
労支援施
設、生活
介護など
含む）

保育所・
幼稚園

盲学校・
ろう学校・
特別支援
学校（旧
養護学
校）・特別
支援学級

小中学
校・高校・
大学・短
大・専門
学校

障害児通
所支援
（障害児
の通所施
設）

高齢者デ
イサービ
ス等

デイケア
（精神科）

病院（デ
イケア
（精神科）
除く）

人数 138 129 3 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 2
構成比 93.5% 2.2% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.7% 0.0% 0.0% 1.4%
人数 74 67 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2
構成比 90.5% 1.4% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7%
人数 74 70 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
構成比 94.6% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4%
人数 12 12 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
構成比 100.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 41 41 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
構成比 100.0% 7.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 16 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
構成比 93.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3%
人数 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計 自宅 親族の家
友人・知
人の家

入所施設

グループ
ホーム
（旧法で
のケア
ホームを
含む）

職場（就
労支援施
設、生活
介護など
含む）

保育所・
幼稚園

盲学校・
ろう学校・
特別支援
学校（旧
養護学
校）・特別
支援学級

小中学
校・高校・
大学・短
大・専門
学校

障害児通
所支援
（障害児
の通所施
設）

高齢者デ
イサービ
ス等

デイケア
（精神科）

病院（デ
イケア
（精神科）
除く）

人数 586 402 10 6 18 12 10 0 0 0 0 2 3 7
構成比 68.6% 1.7% 1.0% 3.1% 2.0% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 0.5% 1.2%
人数 290 209 3 3 5 2 2 0 0 0 0 1 1 5
構成比 72.1% 1.0% 1.0% 1.7% 0.7% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 0.3% 1.7%
人数 111 73 4 2 6 5 1 0 0 0 0 0 0 2
構成比 65.8% 3.6% 1.8% 5.4% 4.5% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8%
人数 140 97 3 1 1 4 7 0 0 0 0 0 2 1
構成比 69.3% 2.1% 0.7% 0.7% 2.9% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.7%
人数 48 37 1 0 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0
構成比 77.1% 2.1% 0.0% 8.3% 0.0% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 28 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
構成比 89.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1%
人数 13 9 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 69.2% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 69 42 1 0 5 2 0 0 0 0 0 1 1 0
構成比 60.9% 1.4% 0.0% 7.2% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 1.4% 0.0%

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

公共の施
設（公園・
図書館・
公民館な
ど）

民間の施
設（娯楽
施設・店
舗など）

短期入所
など、障
害者が一
時的に過
ごす施設

その他 無回答

人数 0 0 1 1 8
構成比 0.0% 0.0% 0.7% 0.7% 5.8%
人数 0 0 1 1 6
構成比 0.0% 0.0% 1.4% 1.4% 8.1%
人数 0 0 1 0 4
構成比 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 5.4%
人数 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3%
人数 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

公共の施
設（公園・
図書館・
公民館な
ど）

民間の施
設（娯楽
施設・店
舗など）

短期入所
など、障
害者が一
時的に過
ごす施設

その他 無回答

人数 4 8 9 8 139
構成比 0.7% 1.4% 1.5% 1.4% 23.7%
人数 2 4 3 4 68
構成比 0.7% 1.4% 1.0% 1.4% 23.4%
人数 1 2 5 1 25
構成比 0.9% 1.8% 4.5% 0.9% 22.5%
人数 1 2 2 4 31
構成比 0.7% 1.4% 1.4% 2.9% 22.1%
人数 1 1 1 0 7
構成比 2.1% 2.1% 2.1% 0.0% 14.6%
人数 0 0 0 0 2
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1%
人数 0 0 0 0 4
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.8%
人数 1 1 1 0 19
構成比 1.4% 1.4% 1.4% 0.0% 27.5%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害



38 

問 13 外出のときの付き添いなどの支援についておうかがいします。 

(1) 外出に必要な介助・支援をする「移動支援サービス」を利用したいですか。（○は１つ） 

１．利用したい ２．利用しない（したくない） ３．その他 

【全体】外出に必要な介助・支援をする『移動支援サービス』の利用意向については、「利

用しない（したくない）」が44.4％で最も多く、次いで「利用したい」が27.3％

となっています。 

【年齢別】17歳以下は「利用したい」が多くなっています。

【障害別】18歳未満において、身体障害、知的障害のある方で「利用したい」が多くな

っています（ただし、身体障害のある方は「利用しない（したくない）」も同率1

位）（ただし、高次脳機能障害のある方は１位が２つ）。18歳以上において、発達

障害、高次脳機能障害のある方で「利用したい」が多くなっています。 

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「利用しない（したくない）」が 44.4％ 

利用したい
27.3%

利用しない（した
くない）
44.4%

その他
8.4%

無回答
19.9%

(N=735)

回答者数
利用した
い

利用しな
い（したく
ない）

その他 無回答

人数 735 201 326 62 146
構成比 27.3% 44.4% 8.4% 19.9%
人数 558 142 246 54 116
構成比 25.4% 44.1% 9.7% 20.8%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
利用した
い

利用しな
い（したく
ない）

その他 無回答

人数 735 201 326 62 146
構成比 27.3% 44.4% 8.4% 19.9%
人数 138 57 55 16 10
構成比 41.3% 39.9% 11.6% 7.2%
人数 127 43 55 7 22
構成比 33.9% 43.3% 5.5% 17.3%
人数 206 46 100 18 42
構成比 22.3% 48.5% 8.7% 20.4%
人数 118 22 54 11 31
構成比 18.6% 45.8% 9.3% 26.3%
人数 135 32 61 9 33
構成比 23.7% 45.2% 6.7% 24.4%
人数 11 1 1 1 8
構成比 9.1% 9.1% 9.1% 72.7%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計
利用した
い

利用しな
い（したく
ない）

その他 無回答

人数 138 57 55 16 10
構成比 41.3% 39.9% 11.6% 7.2%
人数 74 30 30 8 6
構成比 40.5% 40.5% 10.8% 8.1%
人数 74 39 25 6 4
構成比 52.7% 33.8% 8.1% 5.4%
人数 12 4 6 1 1
構成比 33.3% 50.0% 8.3% 8.3%
人数 41 16 17 5 3
構成比 39.0% 41.5% 12.2% 7.3%
人数 16 6 7 3 0
構成比 37.5% 43.8% 18.8% 0.0%
人数 2 1 0 1 0
構成比 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%
人数 2 0 2 0 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計
利用した
い

利用しな
い（したく
ない）

その他 無回答

人数 586 143 270 45 128
構成比 24.4% 46.1% 7.7% 21.8%
人数 290 77 127 23 63
構成比 26.6% 43.8% 7.9% 21.7%
人数 111 40 42 9 20
構成比 36.0% 37.8% 8.1% 18.0%
人数 140 23 78 8 31
構成比 16.4% 55.7% 5.7% 22.1%
人数 48 28 14 4 2
構成比 58.3% 29.2% 8.3% 4.2%
人数 28 11 12 3 2
構成比 39.3% 42.9% 10.7% 7.1%
人数 13 6 3 1 3
構成比 46.2% 23.1% 7.7% 23.1%
人数 69 18 25 6 20
構成比 26.1% 36.2% 8.7% 29.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問 13 外出のときの付き添いなどの支援についておうかがいします。 

(2) (1)で「1. 利用したい」を選んだ方におうかがいします。 

どのような時に利用したいですか。（○はいくつでも） 

１．病院などへの通院 ４．余暇活動（趣味・創作活動など） 

２．市役所や公的機関への用事 ５．地域の行事やイベントなど 

３．買い物や銀行、郵便局、散髪などの

日常生活の用事 

６．その他（            ）

【全体】『移動支援サービス』を利用したい時については、「病院などへの通院」が67.2％

で最も多く、次いで「余暇活動（趣味・創作活動など）」が43.3％、「買い物や銀

行、郵便局、散髪などの日常生活の用事」が38.8％となっています。

【年齢別】39歳以下で「余暇活動（趣味・創作活動など）」、40歳以上で「病院などへ

の通院」が最も多くなっています。 

【障害別】18歳以上において、身体障害、精神障害、難病、高次脳機能障害のある方で

「病院などへの通院」、知的障害、発達障害のある方で「余暇活動（趣味・創作活

動など）」が最も多くなっています。 

【全体】 

「病院などへの通院」が 67.2％ 

67.2%

43.3%

38.8%

24.9%

22.9%

12.4%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

病院などへの通院

余暇活動（趣味・創作活動など）

買い物や銀行、郵便局、散髪などの日常生活の用事

市役所や公的機関への用事

地域の行事やイベントなど

その他

無回答

(N=201)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
病院など
への通院

市役所や
公的機関
への用事

買い物や
銀行、郵
便局、散
髪などの
日常生活
の用事

余暇活動
（趣味・創
作活動な
ど）

地域の行
事やイベ
ントなど

その他 無回答

人数 201 135 50 78 87 46 25 2
構成比 67.2% 24.9% 38.8% 43.3% 22.9% 12.4% 1.0%
人数 57 25 7 17 40 17 15 0
構成比 43.9% 12.3% 29.8% 70.2% 29.8% 26.3% 0.0%
人数 43 25 9 17 28 14 1 1
構成比 58.1% 20.9% 39.5% 65.1% 32.6% 2.3% 2.3%
人数 46 34 19 20 11 11 4 0
構成比 73.9% 41.3% 43.5% 23.9% 23.9% 8.7% 0.0%
人数 22 20 7 9 3 1 1 1
構成比 90.9% 31.8% 40.9% 13.6% 4.5% 4.5% 4.5%
人数 32 30 7 15 5 3 4 0
構成比 93.8% 21.9% 46.9% 15.6% 9.4% 12.5% 0.0%
人数 1 1 1 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計
病院など
への通院

市役所や
公的機関
への用事

買い物や
銀行、郵
便局、散
髪などの
日常生活
の用事

余暇活動
（趣味・創
作活動な
ど）

地域の行
事やイベ
ントなど

その他 無回答

人数 57 25 7 17 40 17 15 0
構成比 43.9% 12.3% 29.8% 70.2% 29.8% 26.3% 0.0%
人数 30 19 3 8 18 11 9 0
構成比 63.3% 10.0% 26.7% 60.0% 36.7% 30.0% 0.0%
人数 39 17 4 13 28 12 9 0
構成比 43.6% 10.3% 33.3% 71.8% 30.8% 23.1% 0.0%
人数 4 1 1 1 3 0 0 0
構成比 25.0% 25.0% 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 16 6 1 6 12 4 5 0
構成比 37.5% 6.3% 37.5% 75.0% 25.0% 31.3% 0.0%
人数 6 3 2 3 4 3 0 0
構成比 50.0% 33.3% 50.0% 66.7% 50.0% 0.0% 0.0%
人数 1 1 0 0 1 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計
病院など
への通院

市役所や
公的機関
への用事

買い物や
銀行、郵
便局、散
髪などの
日常生活
の用事

余暇活動
（趣味・創
作活動な
ど）

地域の行
事やイベ
ントなど

その他 無回答

人数 143 109 42 61 47 29 10 2
構成比 76.2% 29.4% 42.7% 32.9% 20.3% 7.0% 1.4%
人数 77 66 22 34 18 12 9 2
構成比 85.7% 28.6% 44.2% 23.4% 15.6% 11.7% 2.6%
人数 40 22 10 13 27 17 2 1
構成比 55.0% 25.0% 32.5% 67.5% 42.5% 5.0% 2.5%
人数 23 21 14 13 4 1 0 0
構成比 91.3% 60.9% 56.5% 17.4% 4.3% 0.0% 0.0%
人数 28 14 10 9 19 10 0 1
構成比 50.0% 35.7% 32.1% 67.9% 35.7% 0.0% 3.6%
人数 11 9 2 4 3 3 2 0
構成比 81.8% 18.2% 36.4% 27.3% 27.3% 18.2% 0.0%
人数 6 3 2 1 1 1 1 0
構成比 50.0% 33.3% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0%
人数 18 12 2 7 6 4 1 0
構成比 66.7% 11.1% 38.9% 33.3% 22.2% 5.6% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問 14 あなたの収入や年金、手当てなどをどなたが管理していますか。 （○は１つ） 

１．本人 ２．家族・親戚 ３．家族・親戚以外 

【全体】収入や年金、手当などの管理者については、「家族・親戚」が 52.4％で最も多

く、次いで「本人」が39.3％となっています。 

【年齢別】39歳以下は「家族・親戚」、40歳以上は「本人」が最も多くなっています。

【障害別】18 歳以上において、身体障害、精神障害、難病のある方で「本人」、それ以

外の障害がある方で「家族・親戚」が最も多くなっています。 

【全体】 

【年齢別】 

「家族・親戚」が 52.4％ 

本人
39.3%

家族・親戚
52.4%

家族・親戚以外
2.6%

無回答
5.7%

(N=735)

合計 本人
家族・親
戚

家族・親
戚以外

無回答

人数 735 289 385 19 42
構成比 39.3% 52.4% 2.6% 5.7%
人数 138 1 133 0 4
構成比 0.7% 96.4% 0.0% 2.9%
人数 127 39 81 1 6
構成比 30.7% 63.8% 0.8% 4.7%
人数 206 106 78 10 12
構成比 51.5% 37.9% 4.9% 5.8%
人数 118 62 45 3 8
構成比 52.5% 38.1% 2.5% 6.8%
人数 135 79 44 4 8
構成比 58.5% 32.6% 3.0% 5.9%
人数 11 2 4 1 4
構成比 18.2% 36.4% 9.1% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 本人
家族・親
戚

家族・親
戚以外

無回答

人数 138 1 133 0 4
構成比 0.7% 96.4% 0.0% 2.9%
人数 74 1 71 0 2
構成比 1.4% 95.9% 0.0% 2.7%
人数 74 0 72 0 2
構成比 0.0% 97.3% 0.0% 2.7%
人数 12 0 12 0 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
人数 41 0 39 0 2
構成比 0.0% 95.1% 0.0% 4.9%
人数 16 1 15 0 0
構成比 6.3% 93.8% 0.0% 0.0%
人数 2 0 2 0 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 2 0 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計 本人
家族・親
戚

家族・親
戚以外

無回答

人数 586 286 248 18 34
構成比 48.8% 42.3% 3.1% 5.8%
人数 290 163 113 3 11
構成比 56.2% 39.0% 1.0% 3.8%
人数 111 10 87 7 7
構成比 9.0% 78.4% 6.3% 6.3%
人数 140 90 36 4 10
構成比 64.3% 25.7% 2.9% 7.1%
人数 48 13 35 0 0
構成比 27.1% 72.9% 0.0% 0.0%
人数 28 18 9 0 1
構成比 64.3% 32.1% 0.0% 3.6%
人数 13 2 11 0 0
構成比 15.4% 84.6% 0.0% 0.0%
人数 69 26 28 7 8
構成比 37.7% 40.6% 10.1% 11.6%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問 15 福祉サービス利用援助事業（あんしんサポートねっと）や成年後見制度について知っていま

すか。（ア～ウのそれぞれ○は１つ） 

ア．福祉サービス利用援助事業 １．利用している（いた）ので内容も知っている 

２．利用していないが、制度の内容は知っている 

３．あまりよく知らない 

４．まったく知らない 

イ．成年後見制度 

ウ．成年後見制度利用支援事業 

【全体】いずれの事業・制度も、「あまりよく知らない」が最も多くなっています。「利

用している（いた）ので内容も知っている」と回答した人の割合が最も高いのは

“福祉サービス利用支援事業”であり、最も低いのは“成年後見制度利用支援事

業”となっています。 

【年齢別】「利用している（いた）ので内容も知っている」と回答した人の割合について：

＜福祉サービス利用援助事業＞ 

0～17歳は「まったく知らない」が最も多くなっています。

＜成年後見制度＞ 

0～17歳は「まったく知らない」が最も多く、18～39歳、65～74歳は「利

用していないが、制度の内容は知っている」が最も多くなっています。 

＜成年後見制度利用支援事業＞ 

0～17歳は「まったく知らない」が最も多くなっています。

【全体】 

いずれも「あまりよく知らない」が最も多い 

(N=753)

7.3

2.6

0.8

16.1

27.8

12.0

34.4

29.9

38.0

13.9

14.7

16.2

28.3

25.0

33.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福祉サービス利用援助事業

成年後見制度

成年後見制度利用支援事業

利用している
（いた）ので
内容も知っている

利用していないが、
制度の内容は
知っている

あまり
よく知らない

まったく
知らない

無回答
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＜福祉サービス利用援助事業＞

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                 ＜18 歳以上＞ 

＜成年後見制度＞

【年齢別】 

合計

利用して
いる（い
た）ので
内容も
知ってい
る

利用して
いない
が、制度
の内容は
知ってい
る

あまりよく
知らない

まったく
知らない

無回答

人数 735 54 118 253 208 102
構成比 7.3% 16.1% 34.4% 28.3% 13.9%
人数 138 10 15 51 57 5
構成比 7.2% 10.9% 37.0% 41.3% 3.6%
人数 127 16 18 53 28 12
構成比 12.6% 14.2% 41.7% 22.0% 9.4%
人数 206 13 28 75 69 21
構成比 6.3% 13.6% 36.4% 33.5% 10.2%
人数 118 7 22 35 31 23
構成比 5.9% 18.6% 29.7% 26.3% 19.5%
人数 135 6 35 36 23 35
構成比 4.4% 25.9% 26.7% 17.0% 25.9%
人数 11 2 0 3 0 6
構成比 18.2% 0.0% 27.3% 0.0% 54.5%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計

利用して
いる（い
た）ので
内容も
知ってい
る

利用して
いない
が、制度
の内容は
知ってい
る

あまりよく
知らない

まったく
知らない

無回答

人数 735 19 204 220 184 108
構成比 2.6% 27.8% 29.9% 25.0% 14.7%
人数 138 0 38 40 56 4
構成比 0.0% 27.5% 29.0% 40.6% 2.9%
人数 127 1 44 43 26 13
構成比 0.8% 34.6% 33.9% 20.5% 10.2%
人数 206 6 56 65 56 23
構成比 2.9% 27.2% 31.6% 27.2% 11.2%
人数 118 8 31 30 22 27
構成比 6.8% 26.3% 25.4% 18.6% 22.9%
人数 135 2 34 40 23 36
構成比 1.5% 25.2% 29.6% 17.0% 26.7%
人数 11 2 1 2 1 5
構成比 18.2% 9.1% 18.2% 9.1% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計

利用して
いる（い
た）ので
内容も
知ってい
る

利用して
いない
が、制度
の内容は
知ってい
る

あまりよく
知らない

まったく
知らない

無回答

人数 138 10 15 51 57 5
構成比 7.2% 10.9% 37.0% 41.3% 3.6%
人数 74 5 6 27 34 2
構成比 6.8% 8.1% 36.5% 45.9% 2.7%
人数 74 7 10 28 27 2
構成比 9.5% 13.5% 37.8% 36.5% 2.7%
人数 12 1 0 7 4 0
構成比 8.3% 0.0% 58.3% 33.3% 0.0%
人数 41 3 3 19 15 1
構成比 7.3% 7.3% 46.3% 36.6% 2.4%
人数 16 0 1 7 8 0
構成比 0.0% 6.3% 43.8% 50.0% 0.0%
人数 2 0 0 2 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 1 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計

利用して
いる（い
た）ので
内容も
知ってい
る

利用して
いない
が、制度
の内容は
知ってい
る

あまりよく
知らない

まったく
知らない

無回答

人数 586 42 103 199 151 91
構成比 7.2% 17.6% 34.0% 25.8% 15.5%
人数 290 15 57 107 62 49
構成比 5.2% 19.7% 36.9% 21.4% 16.9%
人数 111 21 15 43 22 10
構成比 18.9% 13.5% 38.7% 19.8% 9.0%
人数 140 5 19 39 58 19
構成比 3.6% 13.6% 27.9% 41.4% 13.6%
人数 48 8 4 21 11 4
構成比 16.7% 8.3% 43.8% 22.9% 8.3%
人数 28 1 6 12 6 3
構成比 3.6% 21.4% 42.9% 21.4% 10.7%
人数 13 2 3 5 0 3
構成比 15.4% 23.1% 38.5% 0.0% 23.1%
人数 69 5 14 20 16 14
構成比 7.2% 20.3% 29.0% 23.2% 20.3%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                                  ＜18 歳以上＞ 

＜成年後見制度利用支援事業＞

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                                  ＜18 歳以上＞ 

合計

利用して
いる（い
た）ので
内容も
知ってい
る

利用して
いない
が、制度
の内容は
知ってい
る

あまりよく
知らない

まったく
知らない

無回答

人数 735 6 88 279 243 119
構成比 0.8% 12.0% 38.0% 33.1% 16.2%
人数 138 0 7 60 66 5
構成比 0.0% 5.1% 43.5% 47.8% 3.6%
人数 127 0 19 52 42 14
構成比 0.0% 15.0% 40.9% 33.1% 11.0%
人数 206 3 25 79 73 26
構成比 1.5% 12.1% 38.3% 35.4% 12.6%
人数 118 1 16 42 30 29
構成比 0.8% 13.6% 35.6% 25.4% 24.6%
人数 135 1 21 43 31 39
構成比 0.7% 15.6% 31.9% 23.0% 28.9%
人数 11 1 0 3 1 6
構成比 9.1% 0.0% 27.3% 9.1% 54.5%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計

利用して
いる（い
た）ので
内容も
知ってい
る

利用して
いない
が、制度
の内容は
知ってい
る

あまりよく
知らない

まったく
知らない

無回答

人数 138 0 38 40 56 4
構成比 0.0% 27.5% 29.0% 40.6% 2.9%
人数 74 0 18 22 32 2
構成比 0.0% 24.3% 29.7% 43.2% 2.7%
人数 74 0 23 19 31 1
構成比 0.0% 31.1% 25.7% 41.9% 1.4%
人数 12 0 4 4 4 0
構成比 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0%
人数 41 0 13 11 16 1
構成比 0.0% 31.7% 26.8% 39.0% 2.4%
人数 16 0 4 3 9 0
構成比 0.0% 25.0% 18.8% 56.3% 0.0%
人数 2 0 1 1 0 0
構成比 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 1 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計

利用して
いる（い
た）ので
内容も
知ってい
る

利用して
いない
が、制度
の内容は
知ってい
る

あまりよく
知らない

まったく
知らない

無回答

人数 586 17 165 178 127 99
構成比 2.9% 28.2% 30.4% 21.7% 16.9%
人数 290 8 75 98 55 54
構成比 2.8% 25.9% 33.8% 19.0% 18.6%
人数 111 5 43 45 9 9
構成比 4.5% 38.7% 40.5% 8.1% 8.1%
人数 140 2 39 28 50 21
構成比 1.4% 27.9% 20.0% 35.7% 15.0%
人数 48 2 18 18 9 1
構成比 4.2% 37.5% 37.5% 18.8% 2.1%
人数 28 1 7 12 6 2
構成比 3.6% 25.0% 42.9% 21.4% 7.1%
人数 13 2 3 6 0 2
構成比 15.4% 23.1% 46.2% 0.0% 15.4%
人数 69 1 16 18 17 17
構成比 1.4% 23.2% 26.1% 24.6% 24.6%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

合計

利用して
いる（い
た）ので
内容も
知ってい
る

利用して
いない
が、制度
の内容は
知ってい
る

あまりよく
知らない

まったく
知らない

無回答

人数 138 0 7 60 66 5
構成比 0.0% 5.1% 43.5% 47.8% 3.6%
人数 74 0 2 36 34 2
構成比 0.0% 2.7% 48.6% 45.9% 2.7%
人数 74 0 5 28 39 2
構成比 0.0% 6.8% 37.8% 52.7% 2.7%
人数 12 0 1 5 6 0
構成比 0.0% 8.3% 41.7% 50.0% 0.0%
人数 41 0 2 19 19 1
構成比 0.0% 4.9% 46.3% 46.3% 2.4%
人数 16 0 2 5 9 0
構成比 0.0% 12.5% 31.3% 56.3% 0.0%
人数 2 0 0 2 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 1 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計

利用して
いる（い
た）ので
内容も
知ってい
る

利用して
いない
が、制度
の内容は
知ってい
る

あまりよく
知らない

まったく
知らない

無回答

人数 586 5 81 216 176 108
構成比 0.9% 13.8% 36.9% 30.0% 18.4%
人数 290 2 39 119 72 58
構成比 0.7% 13.4% 41.0% 24.8% 20.0%
人数 111 2 21 48 29 11
構成比 1.8% 18.9% 43.2% 26.1% 9.9%
人数 140 1 15 40 62 22
構成比 0.7% 10.7% 28.6% 44.3% 15.7%
人数 48 1 6 19 19 3
構成比 2.1% 12.5% 39.6% 39.6% 6.3%
人数 28 0 4 12 8 4
構成比 0.0% 14.3% 42.9% 28.6% 14.3%
人数 13 1 4 5 2 1
構成比 7.7% 30.8% 38.5% 15.4% 7.7%
人数 69 0 9 21 21 18
構成比 0.0% 13.0% 30.4% 30.4% 26.1%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問 16 健康面で心配なことはありますか。（○はいくつでも） 

１．年々、体が動かなくなること ７．眠れないこと 

２．体（足や腰など）が痛いこと ８．歯科の治療がむずかしいこと 

３．肥満・運動不足なこと ９．体調が悪くても、まわりにわかってもら

えないこと 

４．食事面や栄養のバランスのこと 10．医師や看護師に症状をうまく伝えられな

いこと 

５．生活習慣病（高血圧、高脂血症（脂質異

常症）、糖尿病など）のこと 

11．その他（            ） 

６．精神的な不安のこと 12．特にない  

【全体】健康面で心配なことについては、「肥満・運動不足なこと」が 30.1％で最も多

く、次いで「体（足や腰など）が痛いこと」が 28.0％、「精神的な不安のこと」

が27.6％となっています。 

【年齢別】最も多いのは 17 歳以下で「体調が悪くても、まわりにわかってもらえない

こと」、18～39歳で「肥満・運動不足なこと」、40～64歳で「精神的な不安の

こと」、65～74歳で「年々、体が動かなくなること」、75歳以上で「体（足や腰

など）が痛いこと」となっています。

【障害別】18歳未満において、身体障害、知的障害のある方で「体調が悪くても、まわ

りにわかってもらえないこと」、精神障害のある方で「精神的な不安のこと」、知

的障害、発達障害のある方で「医師や看護師に病状をうまく伝えられないこと」、

難病のある方で「食事面や栄養のバランスのこと」が最も多くなっています。18

歳以上において、身体障害のある方で「体（足や腰など）が痛いこと」、知的障害、

発達障害、高次脳機能障害のある方で「肥満・運動不足なこと」（発達障害のある

方は「体調が悪くても、まわりにわかってもらえないこと」も同率1位）、精神障

害のある方で「精神的な不安のこと」、難病のある方で「年々、体が動かなくなる

こと」が最も多くなっています。 

「肥満・運動不足なこと」が 30.1％ 
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【全体】 

【平成 23年度との比較】 

30.1%

28.0%

27.6%

24.1%

22.4%

22.0%

21.4%

19.6%

14.6%

14.0%

6.7%

13.6%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40%

肥満・運動不足なこと

体（足や腰など）が痛いこと

精神的な不安のこと

年々、体が動かなくなること

体調が悪くても、まわりにわかってもらえないこと

生活習慣病（高血圧、高脂血症（脂質異常症）、糖尿
病など）のこと

食事面や栄養のバランスのこと

医師や看護師に症状をうまく伝えられないこと

眠れないこと

歯科の治療がむずかしいこと

その他

特にない

無回答

(N=735)

回答者数
年々、体
が動かな
くなること

体（足や
腰など）
が痛いこ
と

肥満・運
動不足な
こと

食事面や
栄養のバ
ランスの
こと

生活習慣
病（高血
圧、高脂
血症（脂
質異常
症）、糖
尿病な
ど）のこと

精神的な
不安のこ
と

眠れない
こと

歯科の治
療がむず
かしいこ
と

体調が悪
くても、ま
わりにわ
かっても
らえない
こと

医師や看
護師に症
状をうまく
伝えられ
ないこと

その他 特にない 無回答

人数 735 177 206 221 157 162 203 107 103 165 144 49 100 44
構成比 24.1% 28.0% 30.1% 21.4% 22.0% 27.6% 14.6% 14.0% 22.4% 19.6% 6.7% 13.6% 6.0%
人数 558 157 167 220 127 153 174 102 82 121 123 22 67 44
構成比 28.1% 29.9% 39.4% 22.8% 27.4% 31.2% 18.3% 14.7% 21.7% 22.0% 3.9% 12.0% 7.9%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
年々、体
が動かな
くなること

体（足や
腰など）
が痛いこ
と

肥満・運
動不足な
こと

食事面や
栄養のバ
ランスの
こと

生活習慣
病（高血
圧、高脂
血症（脂
質異常
症）、糖
尿病な
ど）のこと

精神的な
不安のこ
と

眠れない
こと

歯科の治
療がむず
かしいこ
と

体調が悪
くても、ま
わりにわ
かっても
らえない
こと

医師や看
護師に症
状をうまく
伝えられ
ないこと

その他 特にない 無回答

人数 138 10 3 29 29 5 22 12 36 37 36 20 24 7
構成比 7.2% 2.2% 21.0% 21.0% 3.6% 15.9% 8.7% 26.1% 26.8% 26.1% 14.5% 17.4% 5.1%
人数 74 9 3 9 15 3 5 4 17 22 15 11 15 3
構成比 12.2% 4.1% 12.2% 20.3% 4.1% 6.8% 5.4% 23.0% 29.7% 20.3% 14.9% 20.3% 4.1%
人数 74 4 1 22 16 2 13 6 22 27 27 10 12 5
構成比 5.4% 1.4% 29.7% 21.6% 2.7% 17.6% 8.1% 29.7% 36.5% 36.5% 13.5% 16.2% 6.8%
人数 12 0 0 1 2 0 9 5 3 1 3 2 1 0
構成比 0.0% 0.0% 8.3% 16.7% 0.0% 75.0% 41.7% 25.0% 8.3% 25.0% 16.7% 8.3% 0.0%
人数 41 1 1 9 4 1 12 5 13 12 17 4 6 3
構成比 2.4% 2.4% 22.0% 9.8% 2.4% 29.3% 12.2% 31.7% 29.3% 41.5% 9.8% 14.6% 7.3%
人数 16 0 0 2 5 0 2 0 2 4 0 3 4 0
構成比 0.0% 0.0% 12.5% 31.3% 0.0% 12.5% 0.0% 12.5% 25.0% 0.0% 18.8% 25.0% 0.0%
人数 2 1 0 1 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0
構成比 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
年々、体
が動かな
くなること

体（足や
腰など）
が痛いこ
と

肥満・運
動不足な
こと

食事面や
栄養のバ
ランスの
こと

生活習慣
病（高血
圧、高脂
血症（脂
質異常
症）、糖
尿病な
ど）のこと

精神的な
不安のこ
と

眠れない
こと

歯科の治
療がむず
かしいこ
と

体調が悪
くても、ま
わりにわ
かっても
らえない
こと

医師や看
護師に症
状をうまく
伝えられ
ないこと

その他 特にない 無回答

人数 735 177 206 221 157 162 203 107 103 165 144 49 100 44
構成比 24.1% 28.0% 30.1% 21.4% 22.0% 27.6% 14.6% 14.0% 22.4% 19.6% 6.7% 13.6% 6.0%
人数 138 10 3 29 29 5 22 12 36 37 36 20 24 7
構成比 7.2% 2.2% 21.0% 21.0% 3.6% 15.9% 8.7% 26.1% 26.8% 26.1% 14.5% 17.4% 5.1%
人数 127 9 21 51 24 22 39 16 19 41 40 5 25 8
構成比 7.1% 16.5% 40.2% 18.9% 17.3% 30.7% 12.6% 15.0% 32.3% 31.5% 3.9% 19.7% 6.3%
人数 206 43 62 79 58 63 82 46 22 56 37 12 22 6
構成比 20.9% 30.1% 38.3% 28.2% 30.6% 39.8% 22.3% 10.7% 27.2% 18.0% 5.8% 10.7% 2.9%
人数 118 47 45 24 20 32 35 21 13 15 15 5 15 10
構成比 39.8% 38.1% 20.3% 16.9% 27.1% 29.7% 17.8% 11.0% 12.7% 12.7% 4.2% 12.7% 8.5%
人数 135 65 72 33 22 38 19 11 12 14 15 7 14 10
構成比 48.1% 53.3% 24.4% 16.3% 28.1% 14.1% 8.1% 8.9% 10.4% 11.1% 5.2% 10.4% 7.4%
人数 11 3 3 5 4 2 6 1 1 2 1 0 0 3
構成比 27.3% 27.3% 45.5% 36.4% 18.2% 54.5% 9.1% 9.1% 18.2% 9.1% 0.0% 0.0% 27.3%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
年々、体
が動かな
くなること

体（足や
腰など）
が痛いこ
と

肥満・運
動不足な
こと

食事面や
栄養のバ
ランスの
こと

生活習慣
病（高血
圧、高脂
血症（脂
質異常
症）、糖
尿病な
ど）のこと

精神的な
不安のこ
と

眠れない
こと

歯科の治
療がむず
かしいこ
と

体調が悪
くても、ま
わりにわ
かっても
らえない
こと

医師や看
護師に症
状をうまく
伝えられ
ないこと

その他 特にない 無回答

人数 586 164 200 187 124 155 175 94 66 126 107 29 76 34
構成比 28.0% 34.1% 31.9% 21.2% 26.5% 29.9% 16.0% 11.3% 21.5% 18.3% 4.9% 13.0% 5.8%
人数 290 110 125 77 56 87 60 40 29 47 40 13 31 17
構成比 37.9% 43.1% 26.6% 19.3% 30.0% 20.7% 13.8% 10.0% 16.2% 13.8% 4.5% 10.7% 5.9%
人数 111 7 22 41 19 20 21 5 13 30 34 4 20 11
構成比 6.3% 19.8% 36.9% 17.1% 18.0% 18.9% 4.5% 11.7% 27.0% 30.6% 3.6% 18.0% 9.9%
人数 140 33 48 61 49 44 78 39 25 45 30 9 13 4
構成比 23.6% 34.3% 43.6% 35.0% 31.4% 55.7% 27.9% 17.9% 32.1% 21.4% 6.4% 9.3% 2.9%
人数 48 3 6 21 15 16 19 5 7 21 20 1 4 1
構成比 6.3% 12.5% 43.8% 31.3% 33.3% 39.6% 10.4% 14.6% 43.8% 41.7% 2.1% 8.3% 2.1%
人数 28 13 12 9 7 11 9 3 5 9 1 2 3 0
構成比 46.4% 42.9% 32.1% 25.0% 39.3% 32.1% 10.7% 17.9% 32.1% 3.6% 7.1% 10.7% 0.0%
人数 13 3 2 6 3 2 3 1 3 1 3 0 1 1
構成比 23.1% 15.4% 46.2% 23.1% 15.4% 23.1% 7.7% 23.1% 7.7% 23.1% 0.0% 7.7% 7.7%
人数 69 18 15 20 10 15 18 11 5 13 12 5 13 4
構成比 26.1% 21.7% 29.0% 14.5% 21.7% 26.1% 15.9% 7.2% 18.8% 17.4% 7.2% 18.8% 5.8%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 17 市の住宅対策として、今後特に望むことは何ですか。（○はいくつでも） 

1. ケア付き住宅やグループホームなどの整備 6.  住宅改修費の助成制度の充実 

2.  物件をあっせんする住宅相談窓口 7.  障害に配慮した民間のアパートなどの整

備促進 

3.  公的保証人制度の創設 8.  その他（           ） 

4.  障害に配慮した公営住宅の整備 9.  特にない 

5.  公営住宅の入居の優先枠  

【全体】市に望む住宅対策については、「ケア付き住宅やグループホームなどの整備」が

31.2％で最も多く、次いで「特にない」が25.7％、「住宅改修費の助成制度の充

実」が19.9％となっています。 

【年齢別】39歳以下で「ケア付き住宅やグループホームなどの整備」、40歳以上で「特

にない」が最も多くなっています。 

【障害別】18 歳未満において、身体障害のある方で「住宅改修費の助成制度の充実」、

知的障害、発達障害、難病､高次脳機能障害のある方で「ケア付き住宅やグループ

ホームなどの整備」（高次脳機能障害のある方は１位が５つ）、精神障害のある方

で「特にない」が最も多くなっています。18歳以上において、身体障害、精神障

害のある方で「特にない」、知的障害、発達障害、難病のある方で「ケア付き住宅

やグループホームなどの整備」、高次脳機能障害のある方で「障害に配慮した公営

住宅の整備」及び「公営住宅の入居の優先枠」が最も多くなっています。 

【全体】 

「ケア付き住宅やグループホームなどの整備」が 31.2％ 

31.2%

25.7%

19.9%

19.7%

16.2%

10.7%

10.5%

9.1%

2.4%

18.1%

0% 10% 20% 30% 40%

ケア付き住宅やグループホームなどの整備

特にない

住宅改修費の助成制度の充実

障害に配慮した公営住宅の整備

公営住宅の入居の優先枠

公的保証人制度の創設

障害に配慮した民間のアパートなどの整備促進

物件をあっせんする住宅相談窓口

その他

無回答

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計

ケア付き
住宅やグ
ループ
ホームな
どの整備

物件を
あっせん
する住宅
相談窓口

公的保証
人制度の
創設

障害に配
慮した公
営住宅の
整備

公営住宅
の入居の
優先枠

住宅改修
費の助成
制度の充
実

障害に配
慮した民
間のア
パートな
どの整備
促進

その他 特にない 無回答

人数 138 63 13 20 40 25 44 23 5 28 7
構成比 45.7% 9.4% 14.5% 29.0% 18.1% 31.9% 16.7% 3.6% 20.3% 5.1%
人数 74 23 6 6 21 13 32 11 3 16 2
構成比 31.1% 8.1% 8.1% 28.4% 17.6% 43.2% 14.9% 4.1% 21.6% 2.7%
人数 74 49 7 14 23 13 21 14 2 8 4
構成比 66.2% 9.5% 18.9% 31.1% 17.6% 28.4% 18.9% 2.7% 10.8% 5.4%
人数 12 4 1 2 3 3 2 1 1 6 0
構成比 33.3% 8.3% 16.7% 25.0% 25.0% 16.7% 8.3% 8.3% 50.0% 0.0%
人数 41 26 3 7 9 5 9 5 2 8 2
構成比 63.4% 7.3% 17.1% 22.0% 12.2% 22.0% 12.2% 4.9% 19.5% 4.9%
人数 16 6 2 3 4 3 4 2 1 4 0
構成比 37.5% 12.5% 18.8% 25.0% 18.8% 25.0% 12.5% 6.3% 25.0% 0.0%
人数 2 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0
構成比 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計

ケア付き
住宅やグ
ループ
ホームな
どの整備

物件を
あっせん
する住宅
相談窓口

公的保証
人制度の
創設

障害に配
慮した公
営住宅の
整備

公営住宅
の入居の
優先枠

住宅改修
費の助成
制度の充
実

障害に配
慮した民
間のア
パートな
どの整備
促進

その他 特にない 無回答

人数 586 165 53 57 103 90 100 54 12 159 122
構成比 28.2% 9.0% 9.7% 17.6% 15.4% 17.1% 9.2% 2.0% 27.1% 20.8%
人数 290 67 26 23 53 42 59 25 4 74 73
構成比 23.1% 9.0% 7.9% 18.3% 14.5% 20.3% 8.6% 1.4% 25.5% 25.2%
人数 111 55 7 12 28 15 18 9 3 25 19
構成比 49.5% 6.3% 10.8% 25.2% 13.5% 16.2% 8.1% 2.7% 22.5% 17.1%
人数 140 37 24 23 28 36 23 22 4 41 16
構成比 26.4% 17.1% 16.4% 20.0% 25.7% 16.4% 15.7% 2.9% 29.3% 11.4%
人数 48 27 5 10 16 13 10 9 1 10 4
構成比 56.3% 10.4% 20.8% 33.3% 27.1% 20.8% 18.8% 2.1% 20.8% 8.3%
人数 28 9 2 1 7 4 7 6 1 7 3
構成比 32.1% 7.1% 3.6% 25.0% 14.3% 25.0% 21.4% 3.6% 25.0% 10.7%
人数 13 4 0 2 5 5 3 2 1 2 1
構成比 30.8% 0.0% 15.4% 38.5% 38.5% 23.1% 15.4% 7.7% 15.4% 7.7%
人数 69 20 1 3 6 5 7 2 1 23 17
構成比 29.0% 1.4% 4.3% 8.7% 7.2% 10.1% 2.9% 1.4% 33.3% 24.6%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

合計

ケア付き
住宅やグ
ループ
ホームな
どの整備

物件を
あっせん
する住宅
相談窓口

公的保証
人制度の
創設

障害に配
慮した公
営住宅の
整備

公営住宅
の入居の
優先枠

住宅改修
費の助成
制度の充
実

障害に配
慮した民
間のア
パートな
どの整備
促進

その他 特にない 無回答

人数 735 229 67 79 145 119 146 77 18 189 133
構成比 31.2% 9.1% 10.7% 19.7% 16.2% 19.9% 10.5% 2.4% 25.7% 18.1%
人数 138 63 13 20 40 25 44 23 5 28 7
構成比 45.7% 9.4% 14.5% 29.0% 18.1% 31.9% 16.7% 3.6% 20.3% 5.1%
人数 127 50 14 21 28 20 22 19 4 36 15
構成比 39.4% 11.0% 16.5% 22.0% 15.7% 17.3% 15.0% 3.1% 28.3% 11.8%
人数 206 55 25 19 48 40 39 21 3 56 37
構成比 26.7% 12.1% 9.2% 23.3% 19.4% 18.9% 10.2% 1.5% 27.2% 18.0%
人数 118 23 7 9 19 19 13 9 2 28 35
構成比 19.5% 5.9% 7.6% 16.1% 16.1% 11.0% 7.6% 1.7% 23.7% 29.7%
人数 135 37 7 8 8 11 26 5 3 39 35
構成比 27.4% 5.2% 5.9% 5.9% 8.1% 19.3% 3.7% 2.2% 28.9% 25.9%
人数 11 1 1 2 2 4 2 0 1 2 4
構成比 9.1% 9.1% 18.2% 18.2% 36.4% 18.2% 0.0% 9.1% 18.2% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答
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（３）相談や情報などについて 

問 18 いろいろな福祉サービスに関する情報をどこから入手していますか。（○は３つまで） 

１．家族・親戚、友人・知人 ９．相談支援事業所 

２．ﾃﾚﾋﾞ（有線ﾃﾚﾋﾞ等）・ﾗｼﾞｵ・新聞・雑誌 10．民生委員・児童委員 

３．インターネット 11．学校、職場 

４．市の広報誌やパンフレット等 12．ヘルパー 

５．福祉施設の窓口・職員等 13．町会の回覧 

６．福祉団体・サークルの活動 14．近所の人 

７．社会福祉協議会 15．その他（           ） 

８．市役所・保健センター・保健所 16．特にない 

【全体】福祉サービスに関する情報の入手先については、「家族・親戚、友人・知人」が

37.8％で最も多く、次いで「市の広報誌やパンフレット等」が 23.5％となって

います。 

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、平成 26 年度は「市の広報誌やパンフレット

等」が8.0 ポイント減少しているのが特徴です。

【年齢別】65～74歳は「市の広報誌やパンフレット等」、それ以外の年齢層は「家族・

親戚、友人・知人」が最も多くなっています。 

【障害別】18歳未満において、高次脳機能障害のある方以外では「家族・親戚、友人・

知人」が最も多くなっていますが、精神障害、難病のある方については「インタ

ーネット」も同率 1 位となっています。18 歳以上において、高次脳機能障害の

ある方以外では「家族・親戚、友人・知人」が最も多くなっています。 

「家族・親戚、友人・知人」が 37.8％ 
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【全体】 

【平成 23年度との比較】 

【年齢別】 

23.5%

16.6%

16.3%

13.7%

13.5%

6.8%

6.4%

4.5%

4.2%

2.4%

1.8%

1.8%

1.2%

4.4%

12.0%

10.9%

37.8%

0% 10% 20% 30% 40%

家族・親戚、友人・知人

市の広報誌やパンフレット等

テレビ（有線テレビ等）・ラジオ・新聞・雑誌

市役所・保健センター・保健所

インターネット

福祉施設の窓口・職員等

学校、職場

相談支援事業所

福祉団体・サークルの活動

ヘルパー

町会の回覧

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

近所の人

その他

特にない

無回答

(N=735)

回答者数
家族・親
戚、友
人・知人

テレビ
（有線テ
レビ等）・
ラジオ・
新聞・雑
誌

インター
ネット

市の広報
誌やパン
フレット等

福祉施設
の窓口・
職員等

福祉団
体・サー
クルの活
動

社会福祉
協議会

市役所・
保健セン
ター・保
健所

相談支援
事業所

民生委
員・児童
委員

学校、職
場

ヘルパー
町会の回
覧

人数 735 278 122 101 173 99 33 13 120 47 13 50 31 18
構成比 37.8% 16.6% 13.7% 23.5% 13.5% 4.5% 1.8% 16.3% 6.4% 1.8% 6.8% 4.2% 2.4%
人数 558 184 82 52 176 79 26 28 109 27 10 34 28 30
構成比 33.0% 14.7% 9.3% 31.5% 14.2% 4.7% 5.0% 19.5% 4.8% 1.8% 6.1% 5.0% 5.4%

平成26年度

平成23年度

合計
家族・親
戚、友
人・知人

テレビ
（有線テ
レビ等）・
ラジオ・
新聞・雑
誌

インター
ネット

市の広報
誌やパン
フレット等

福祉施設
の窓口・
職員等

福祉団
体・サー
クルの活
動

社会福祉
協議会

市役所・
保健セン
ター・保
健所

相談支援
事業所

民生委
員・児童
委員

学校、職
場

ヘルパー
町会の回
覧

人数 735 278 122 101 173 99 33 13 120 47 13 50 31 18
構成比 37.8% 16.6% 13.7% 23.5% 13.5% 4.5% 1.8% 16.3% 6.4% 1.8% 6.8% 4.2% 2.4%
人数 138 71 8 46 35 11 12 1 31 3 0 32 3 0
構成比 51.4% 5.8% 33.3% 25.4% 8.0% 8.7% 0.7% 22.5% 2.2% 0.0% 23.2% 2.2% 0.0%
人数 127 54 12 22 22 26 9 1 27 16 1 10 3 1
構成比 42.5% 9.4% 17.3% 17.3% 20.5% 7.1% 0.8% 21.3% 12.6% 0.8% 7.9% 2.4% 0.8%
人数 206 64 40 23 38 32 7 5 33 13 1 8 5 1
構成比 31.1% 19.4% 11.2% 18.4% 15.5% 3.4% 2.4% 16.0% 6.3% 0.5% 3.9% 2.4% 0.5%
人数 118 37 27 3 40 9 2 1 19 7 5 0 10 5
構成比 31.4% 22.9% 2.5% 33.9% 7.6% 1.7% 0.8% 16.1% 5.9% 4.2% 0.0% 8.5% 4.2%
人数 135 50 35 6 37 19 1 5 9 8 6 0 10 11
構成比 37.0% 25.9% 4.4% 27.4% 14.1% 0.7% 3.7% 6.7% 5.9% 4.4% 0.0% 7.4% 8.1%
人数 11 2 0 1 1 2 2 0 1 0 0 0 0 0
構成比 18.2% 0.0% 9.1% 9.1% 18.2% 18.2% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

近所の人 その他 特にない 無回答

人数 9 32 88 80
構成比 1.2% 4.4% 12.0% 10.9%
人数 0 7 8 14
構成比 0.0% 5.1% 5.8% 10.1%
人数 1 5 12 15
構成比 0.8% 3.9% 9.4% 11.8%
人数 3 9 37 18
構成比 1.5% 4.4% 18.0% 8.7%
人数 1 4 15 14
構成比 0.8% 3.4% 12.7% 11.9%
人数 4 6 15 15
構成比 3.0% 4.4% 11.1% 11.1%
人数 0 1 1 4
構成比 0.0% 9.1% 9.1% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
家族・親
戚、友
人・知人

テレビ
（有線テ
レビ等）・
ラジオ・
新聞・雑
誌

インター
ネット

市の広報
誌やパン
フレット等

福祉施設
の窓口・
職員等

福祉団
体・サー
クルの活
動

社会福祉
協議会

市役所・
保健セン
ター・保
健所

相談支援
事業所

民生委
員・児童
委員

学校、職
場

ヘルパー
町会の回
覧

人数 138 71 8 46 35 11 12 1 31 3 0 32 3 0
構成比 51.4% 5.8% 33.3% 25.4% 8.0% 8.7% 0.7% 22.5% 2.2% 0.0% 23.2% 2.2% 0.0%
人数 74 40 2 24 18 7 6 1 21 0 0 18 3 0
構成比 54.1% 2.7% 32.4% 24.3% 9.5% 8.1% 1.4% 28.4% 0.0% 0.0% 24.3% 4.1% 0.0%
人数 74 40 6 20 14 6 8 0 13 1 0 19 1 0
構成比 54.1% 8.1% 27.0% 18.9% 8.1% 10.8% 0.0% 17.6% 1.4% 0.0% 25.7% 1.4% 0.0%
人数 12 6 2 6 5 0 0 0 5 2 0 4 0 0
構成比 50.0% 16.7% 50.0% 41.7% 0.0% 0.0% 0.0% 41.7% 16.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%
人数 41 17 3 15 11 1 3 0 7 1 0 12 0 0
構成比 41.5% 7.3% 36.6% 26.8% 2.4% 7.3% 0.0% 17.1% 2.4% 0.0% 29.3% 0.0% 0.0%
人数 16 8 1 8 5 1 1 1 2 1 0 1 0 0
構成比 50.0% 6.3% 50.0% 31.3% 6.3% 6.3% 6.3% 12.5% 6.3% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 2 0 0 0 0 1 0 2 0 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
人数 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計
家族・親
戚、友
人・知人

テレビ
（有線テ
レビ等）・
ラジオ・
新聞・雑
誌

インター
ネット

市の広報
誌やパン
フレット等

福祉施設
の窓口・
職員等

福祉団
体・サー
クルの活
動

社会福祉
協議会

市役所・
保健セン
ター・保
健所

相談支援
事業所

民生委
員・児童
委員

学校、職
場

ヘルパー
町会の回
覧

人数 586 205 114 54 137 86 19 12 88 44 13 18 28 18
構成比 35.0% 19.5% 9.2% 23.4% 14.7% 3.2% 2.0% 15.0% 7.5% 2.2% 3.1% 4.8% 3.1%
人数 290 105 62 23 82 35 9 8 36 17 10 9 20 16
構成比 36.2% 21.4% 7.9% 28.3% 12.1% 3.1% 2.8% 12.4% 5.9% 3.4% 3.1% 6.9% 5.5%
人数 111 44 11 6 20 38 7 2 22 19 0 13 3 1
構成比 39.6% 9.9% 5.4% 18.0% 34.2% 6.3% 1.8% 19.8% 17.1% 0.0% 11.7% 2.7% 0.9%
人数 140 42 34 24 27 12 2 1 30 10 2 2 5 0
構成比 30.0% 24.3% 17.1% 19.3% 8.6% 1.4% 0.7% 21.4% 7.1% 1.4% 1.4% 3.6% 0.0%
人数 48 25 5 5 8 18 3 0 11 10 0 3 2 0
構成比 52.1% 10.4% 10.4% 16.7% 37.5% 6.3% 0.0% 22.9% 20.8% 0.0% 6.3% 4.2% 0.0%
人数 28 11 6 3 9 6 1 1 10 2 0 2 4 1
構成比 39.3% 21.4% 10.7% 32.1% 21.4% 3.6% 3.6% 35.7% 7.1% 0.0% 7.1% 14.3% 3.6%
人数 13 3 3 1 4 3 0 1 3 3 0 0 0 0
構成比 23.1% 23.1% 7.7% 30.8% 23.1% 0.0% 7.7% 23.1% 23.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 69 24 13 4 12 9 3 1 5 2 1 1 3 1
構成比 34.8% 18.8% 5.8% 17.4% 13.0% 4.3% 1.4% 7.2% 2.9% 1.4% 1.4% 4.3% 1.4%

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

近所の人 その他 特にない 無回答

人数 0 7 8 14
構成比 0.0% 5.1% 5.8% 10.1%
人数 0 3 3 6
構成比 0.0% 4.1% 4.1% 8.1%
人数 0 2 5 8
構成比 0.0% 2.7% 6.8% 10.8%
人数 0 2 0 0
構成比 0.0% 16.7% 0.0% 0.0%
人数 0 3 2 6
構成比 0.0% 7.3% 4.9% 14.6%
人数 0 1 0 1
構成比 0.0% 6.3% 0.0% 6.3%
人数 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

近所の人 その他 特にない 無回答

人数 9 24 79 62
構成比 1.5% 4.1% 13.5% 10.6%
人数 7 12 33 32
構成比 2.4% 4.1% 11.4% 11.0%
人数 1 0 12 10
構成比 0.9% 0.0% 10.8% 9.0%
人数 1 12 23 13
構成比 0.7% 8.6% 16.4% 9.3%
人数 0 1 3 3
構成比 0.0% 2.1% 6.3% 6.3%
人数 1 1 2 1
構成比 3.6% 3.6% 7.1% 3.6%
人数 0 1 1 2
構成比 0.0% 7.7% 7.7% 15.4%
人数 0 1 12 8
構成比 0.0% 1.4% 17.4% 11.6%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問 19 現在の生活で困っていることや不安に思っていることがありますか。（○はいくつでも） 

１．身の回りの介助や援護をしてくれる人が

いない 

９．家族など介助者の健康状態がよくない 

２．一緒に暮らす人がいない 10．隣人などとの関係がうまくいかない 

３．公共交通機関等の移動手段が少ない 11．必要な保健・福祉・医療サービスが受け

られない 

４．適当な働き口がない 12．結婚に関して 

５．十分な収入が得られない 13．将来にわたる生活の場（住居）、または施

設があるかどうか 

６．趣味や生きがいを持てない 14．相談できる人がいない 

７．生活をするうえで必要な情報を得られな

い 

15．その他（            ） 

８．自分の健康や体力に自信がない 16．特に困っていることや不安に思うことは

ない 

【全体】困っていることや不安に思っていることについては、「将来にわたる生活の場（住

居）、または施設があるかどうか」が 30.5％で最も多く、次いで「自分の健康や

体力に自信がない」が26.8％となっています。 

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、平成 26 年度は「自分の健康や体力に自信が

ない」が 6.7 ポイント減少、「特に困っていることや不安に思うことはない」が

4.4 ポイント増加しています。 

【年齢別】39歳以下は「将来にわたる生活の場（住居）、または施設があるかどうか」、

40歳以上は「自分の健康や体力に自信がない」が最も多くなっています。また、

18～64歳において「十分な収入が得られない」が多くなっているのも特徴です。

【障害別】18歳以上において、身体障害、精神障害、難病のある方で「自分の健康や体

力に自信がない」、それ以外の障害のある方で「将来のわたる生活の場（住居）、

または施設があるかどうか」が最も多くなっています。また、知的障害、精神障

害、発達障害のある方で「十分な収入が得られない」が多くなっているのも特徴

です。 

「将来にわたる生活の場（住居）、または施設があるかどうか」

が 30.5％ 
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【全体】 

30.5%

26.8%

19.3%

18.9%

11.8%

11.3%

10.3%

8.0%

7.6%

7.3%

5.4%

5.0%

4.9%

4.4%

4.2%

7.8%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40%

将来にわたる生活の場（住居）、または施設があるか
どうか

自分の健康や体力に自信がない

特に困っていることや不安に思うことはない

十分な収入が得られない

家族など介助者の健康状態がよくない

趣味や生きがいを持てない

適当な働き口がない

相談できる人がいない

生活をするうえで必要な情報を得られない

公共交通機関等の移動手段が少ない

結婚に関して

必要な保健・福祉・医療サービスが受けられない

身の回りの介助や援護をしてくれる人がいない

一緒に暮らす人がいない

隣人などとの関係がうまくいかない

その他

無回答

(N=735)
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【平成23年度との比較】 

【年齢別】 

回答者数

身の回り
の介助や
援護をし
てくれる
人がいな
い

一緒に暮
らす人が
いない

公共交通
機関等の
移動手段
が少ない

適当な働
き口がな
い

十分な収
入が得ら
れない

趣味や生
きがいを
持てない

生活をす
るうえで
必要な情
報を得ら
れない

自分の健
康や体力
に自信が
ない

家族など
介助者の
健康状態
がよくな
い

隣人など
との関係
がうまく
いかない

必要な保
健・福祉・
医療サー
ビスが受
けられな
い

結婚に関
して

将来にわ
たる生活
の場（住
居）、また
は施設が
あるかど
うか

人数 735 36 32 54 76 139 83 56 197 87 31 37 40 224
構成比 4.9% 4.4% 7.3% 10.3% 18.9% 11.3% 7.6% 26.8% 11.8% 4.2% 5.0% 5.4% 30.5%
人数 558 22 29 46 80 125 80 32 187 85 27 15 39 168
構成比 3.9% 5.2% 8.2% 14.3% 22.4% 14.3% 5.7% 33.5% 15.2% 4.8% 2.7% 7.0% 30.1%

平成26年度

平成23年度

合計

身の回り
の介助や
援護をし
てくれる
人がいな
い

一緒に暮
らす人が
いない

公共交通
機関等の
移動手段
が少ない

適当な働
き口がな
い

十分な収
入が得ら
れない

趣味や生
きがいを
持てない

生活をす
るうえで
必要な情
報を得ら
れない

自分の健
康や体力
に自信が
ない

家族など
介助者の
健康状態
がよくな
い

隣人など
との関係
がうまく
いかない

必要な保
健・福祉・
医療サー
ビスが受
けられな
い

結婚に関
して

将来にわ
たる生活
の場（住
居）、また
は施設が
あるかど
うか

人数 735 36 32 54 76 139 83 56 197 87 31 37 40 224
構成比 4.9% 4.4% 7.3% 10.3% 18.9% 11.3% 7.6% 26.8% 11.8% 4.2% 5.0% 5.4% 30.5%
人数 138 6 3 9 12 11 5 9 13 17 3 12 8 86
構成比 4.3% 2.2% 6.5% 8.7% 8.0% 3.6% 6.5% 9.4% 12.3% 2.2% 8.7% 5.8% 62.3%
人数 127 3 1 8 17 34 14 11 23 17 4 8 17 57
構成比 2.4% 0.8% 6.3% 13.4% 26.8% 11.0% 8.7% 18.1% 13.4% 3.1% 6.3% 13.4% 44.9%
人数 206 11 14 16 33 59 38 19 72 21 14 11 15 46
構成比 5.3% 6.8% 7.8% 16.0% 28.6% 18.4% 9.2% 35.0% 10.2% 6.8% 5.3% 7.3% 22.3%
人数 118 6 5 9 7 22 15 9 36 15 4 4 0 22
構成比 5.1% 4.2% 7.6% 5.9% 18.6% 12.7% 7.6% 30.5% 12.7% 3.4% 3.4% 0.0% 18.6%
人数 135 9 9 11 4 10 10 8 49 17 5 1 0 11
構成比 6.7% 6.7% 8.1% 3.0% 7.4% 7.4% 5.9% 36.3% 12.6% 3.7% 0.7% 0.0% 8.1%
人数 11 1 0 1 3 3 1 0 4 0 1 1 0 2
構成比 9.1% 0.0% 9.1% 27.3% 27.3% 9.1% 0.0% 36.4% 0.0% 9.1% 9.1% 0.0% 18.2%

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

相談でき
る人がい
ない

その他

特に困っ
ているこ
とや不安
に思うこ
とはない

無回答

人数 59 57 142 83
構成比 8.0% 7.8% 19.3% 11.3%
人数 44 16 83 84
構成比 7.9% 2.9% 14.9% 15.1%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度

相談でき
る人がい
ない

その他

特に困っ
ているこ
とや不安
に思うこ
とはない

無回答

人数 59 57 142 83
構成比 8.0% 7.8% 19.3% 11.3%
人数 5 18 20 10
構成比 3.6% 13.0% 14.5% 7.2%
人数 13 7 23 15
構成比 10.2% 5.5% 18.1% 11.8%
人数 30 18 34 13
構成比 14.6% 8.7% 16.5% 6.3%
人数 8 7 30 14
構成比 6.8% 5.9% 25.4% 11.9%
人数 3 6 34 27
構成比 2.2% 4.4% 25.2% 20.0%
人数 0 1 1 4
構成比 0.0% 9.1% 9.1% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計

身の回り
の介助や
援護をし
てくれる
人がいな
い

一緒に暮
らす人が
いない

公共交通
機関等の
移動手段
が少ない

適当な働
き口がな
い

十分な収
入が得ら
れない

趣味や生
きがいを
持てない

生活をす
るうえで
必要な情
報を得ら
れない

自分の健
康や体力
に自信が
ない

家族など
介助者の
健康状態
がよくな
い

隣人など
との関係
がうまく
いかない

必要な保
健・福祉・
医療サー
ビスが受
けられな
い

結婚に関
して

将来にわ
たる生活
の場（住
居）、また
は施設が
あるかど
うか

人数 138 6 3 9 12 11 5 9 13 17 3 12 8 86
構成比 4.3% 2.2% 6.5% 8.7% 8.0% 3.6% 6.5% 9.4% 12.3% 2.2% 8.7% 5.8% 62.3%
人数 74 4 1 5 3 3 0 4 7 11 0 7 4 46
構成比 5.4% 1.4% 6.8% 4.1% 4.1% 0.0% 5.4% 9.5% 14.9% 0.0% 9.5% 5.4% 62.2%
人数 74 4 3 5 9 8 4 4 7 9 2 7 4 55
構成比 5.4% 4.1% 6.8% 12.2% 10.8% 5.4% 5.4% 9.5% 12.2% 2.7% 9.5% 5.4% 74.3%
人数 12 0 1 1 1 2 1 1 2 0 1 1 0 7
構成比 0.0% 8.3% 8.3% 8.3% 16.7% 8.3% 8.3% 16.7% 0.0% 8.3% 8.3% 0.0% 58.3%
人数 41 1 1 4 8 5 2 3 3 3 1 1 3 29
構成比 2.4% 2.4% 9.8% 19.5% 12.2% 4.9% 7.3% 7.3% 7.3% 2.4% 2.4% 7.3% 70.7%
人数 16 1 0 2 0 0 0 2 1 2 0 1 2 9
構成比 6.3% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 6.3% 12.5% 0.0% 6.3% 12.5% 56.3%
人数 2 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%
人数 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計

身の回り
の介助や
援護をし
てくれる
人がいな
い

一緒に暮
らす人が
いない

公共交通
機関等の
移動手段
が少ない

適当な働
き口がな
い

十分な収
入が得ら
れない

趣味や生
きがいを
持てない

生活をす
るうえで
必要な情
報を得ら
れない

自分の健
康や体力
に自信が
ない

家族など
介助者の
健康状態
がよくな
い

隣人など
との関係
がうまく
いかない

必要な保
健・福祉・
医療サー
ビスが受
けられな
い

結婚に関
して

将来にわ
たる生活
の場（住
居）、また
は施設が
あるかど
うか

人数 586 29 29 44 61 125 77 47 180 70 27 24 32 136
構成比 4.9% 4.9% 7.5% 10.4% 21.3% 13.1% 8.0% 30.7% 11.9% 4.6% 4.1% 5.5% 23.2%
人数 290 15 11 28 23 48 29 21 95 33 6 10 10 53
構成比 5.2% 3.8% 9.7% 7.9% 16.6% 10.0% 7.2% 32.8% 11.4% 2.1% 3.4% 3.4% 18.3%
人数 111 1 1 6 8 24 12 9 17 14 2 3 4 49
構成比 0.9% 0.9% 5.4% 7.2% 21.6% 10.8% 8.1% 15.3% 12.6% 1.8% 2.7% 3.6% 44.1%
人数 140 6 11 9 29 48 31 17 60 19 18 12 20 40
構成比 4.3% 7.9% 6.4% 20.7% 34.3% 22.1% 12.1% 42.9% 13.6% 12.9% 8.6% 14.3% 28.6%
人数 48 3 1 4 6 15 6 7 7 10 2 3 9 24
構成比 6.3% 2.1% 8.3% 12.5% 31.3% 12.5% 14.6% 14.6% 20.8% 4.2% 6.3% 18.8% 50.0%
人数 28 3 2 3 2 2 3 1 13 1 0 0 1 6
構成比 10.7% 7.1% 10.7% 7.1% 7.1% 10.7% 3.6% 46.4% 3.6% 0.0% 0.0% 3.6% 21.4%
人数 13 1 2 1 2 3 3 0 4 2 0 1 1 6
構成比 7.7% 15.4% 7.7% 15.4% 23.1% 23.1% 0.0% 30.8% 15.4% 0.0% 7.7% 7.7% 46.2%
人数 69 7 6 4 4 10 8 3 13 8 2 2 1 10
構成比 10.1% 8.7% 5.8% 5.8% 14.5% 11.6% 4.3% 18.8% 11.6% 2.9% 2.9% 1.4% 14.5%

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

相談でき
る人がい
ない

その他

特に困っ
ているこ
とや不安
に思うこ
とはない

無回答

人数 5 18 20 10
構成比 3.6% 13.0% 14.5% 7.2%
人数 1 10 13 1
構成比 1.4% 13.5% 17.6% 1.4%
人数 3 8 6 6
構成比 4.1% 10.8% 8.1% 8.1%
人数 0 3 1 0
構成比 0.0% 25.0% 8.3% 0.0%
人数 4 7 2 2
構成比 9.8% 17.1% 4.9% 4.9%
人数 0 1 4 1
構成比 0.0% 6.3% 25.0% 6.3%
人数 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 1 1
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

相談でき
る人がい
ない

その他

特に困っ
ているこ
とや不安
に思うこ
とはない

無回答

人数 54 38 121 69
構成比 9.2% 6.5% 20.6% 11.8%
人数 17 19 65 38
構成比 5.9% 6.6% 22.4% 13.1%
人数 10 7 17 18
構成比 9.0% 6.3% 15.3% 16.2%
人数 26 10 28 6
構成比 18.6% 7.1% 20.0% 4.3%
人数 8 2 4 5
構成比 16.7% 4.2% 8.3% 10.4%
人数 4 4 5 2
構成比 14.3% 14.3% 17.9% 7.1%
人数 1 0 1 1
構成比 7.7% 0.0% 7.7% 7.7%
人数 4 4 17 9
構成比 5.8% 5.8% 24.6% 13.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問 20 あなたの目からみて、市民の障害者への理解度はどのように考えますか。（障害別にそれぞれ

○は１つ） 

 十分 

理解されている

ある程度 

理解されている

理解されて 

いない 
わからない 

ア．身体障害 １ ２ ３ ４ 

イ．知的障害 １ ２ ３ ４ 

ウ．精神障害 １ ２ ３ ４ 

エ．難病 １ ２ ３ ４ 

オ．発達障害 １ ２ ３ ４ 

カ．高次脳機能障害 １ ２ ３ ４ 

【全体】市民の障害者への理解度については、“身体障害”を除き、「理解されていない」

が最も多くなっています。「十分理解されている・ある程度理解されている」と回

答した人の割合が最も高いのは、“身体障害”で 42.2％、最も低いのは“高次脳

機能障害”で7.6％となっています。 

【年齢別】若年層ではいずれの障害も「理解されていない」と回答した人の割合が高い

傾向にあります。

【障害別】自身が持つ障害については、18 歳以上の身体障害のある方を除いて、「理解

されていない」と回答した人の割合が最も多くなっています。

【全体】 

障害の種類によって理解度は大きく異なっている 

(N=735)
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18.9

26.1
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身体障害

知的障害

精神障害

難病

発達障害

高次脳機能障害

十分
理解されている

ある程度
理解されている

理解されていない わからない 無回答
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＜身体障害＞

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                  ＜18 歳以上＞ 

＜知的障害＞

【年齢別】 

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 735 36 274 119 114 192
構成比 4.9% 37.3% 16.2% 15.5% 26.1%
人数 138 8 62 41 16 11
構成比 5.8% 44.9% 29.7% 11.6% 8.0%
人数 127 3 48 19 14 43
構成比 2.4% 37.8% 15.0% 11.0% 33.9%
人数 206 8 69 32 31 66
構成比 3.9% 33.5% 15.5% 15.0% 32.0%
人数 118 5 46 13 20 34
構成比 4.2% 39.0% 11.0% 16.9% 28.8%
人数 135 12 45 13 32 33
構成比 8.9% 33.3% 9.6% 23.7% 24.4%
人数 11 0 4 1 1 5
構成比 0.0% 36.4% 9.1% 9.1% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 138 8 62 41 16 11
構成比 5.8% 44.9% 29.7% 11.6% 8.0%
人数 74 5 29 30 10 0
構成比 6.8% 39.2% 40.5% 13.5% 0.0%
人数 74 6 31 19 8 10
構成比 8.1% 41.9% 25.7% 10.8% 13.5%
人数 12 0 8 3 1 0
構成比 0.0% 66.7% 25.0% 8.3% 0.0%
人数 41 3 19 12 3 4
構成比 7.3% 46.3% 29.3% 7.3% 9.8%
人数 16 1 9 4 2 0
構成比 6.3% 56.3% 25.0% 12.5% 0.0%
人数 2 0 1 1 0 0
構成比 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 1 0 1 0
構成比 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 586 28 208 77 97 176
構成比 4.8% 35.5% 13.1% 16.6% 30.0%
人数 290 18 125 52 49 46
構成比 6.2% 43.1% 17.9% 16.9% 15.9%
人数 111 1 38 13 15 44
構成比 0.9% 34.2% 11.7% 13.5% 39.6%
人数 140 7 42 14 24 53
構成比 5.0% 30.0% 10.0% 17.1% 37.9%
人数 48 5 16 6 4 17
構成比 10.4% 33.3% 12.5% 8.3% 35.4%
人数 28 0 16 5 5 2
構成比 0.0% 57.1% 17.9% 17.9% 7.1%
人数 13 0 7 2 0 4
構成比 0.0% 53.8% 15.4% 0.0% 30.8%
人数 69 1 17 6 12 33
構成比 1.4% 24.6% 8.7% 17.4% 47.8%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 735 15 158 210 113 239
構成比 2.0% 21.5% 28.6% 15.4% 32.5%
人数 138 1 33 74 21 9
構成比 0.7% 23.9% 53.6% 15.2% 6.5%
人数 127 4 39 48 15 21
構成比 3.1% 30.7% 37.8% 11.8% 16.5%
人数 206 3 49 56 35 63
構成比 1.5% 23.8% 27.2% 17.0% 30.6%
人数 118 3 16 16 16 67
構成比 2.5% 13.6% 13.6% 13.6% 56.8%
人数 135 2 19 14 25 75
構成比 1.5% 14.1% 10.4% 18.5% 55.6%
人数 11 2 2 2 1 4
構成比 18.2% 18.2% 18.2% 9.1% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答



61 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                                  ＜18 歳以上＞ 

＜精神障害＞

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                                  ＜18 歳以上＞ 

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 138 1 33 74 21 9
構成比 0.7% 23.9% 53.6% 15.2% 6.5%
人数 74 0 18 35 16 5
構成比 0.0% 24.3% 47.3% 21.6% 6.8%
人数 74 0 14 49 8 3
構成比 0.0% 18.9% 66.2% 10.8% 4.1%
人数 12 0 2 10 0 0
構成比 0.0% 16.7% 83.3% 0.0% 0.0%
人数 41 0 6 28 5 2
構成比 0.0% 14.6% 68.3% 12.2% 4.9%
人数 16 0 6 8 2 0
構成比 0.0% 37.5% 50.0% 12.5% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 1
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%
人数 2 1 1 0 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 586 12 123 134 91 226
構成比 2.0% 21.0% 22.9% 15.5% 38.6%
人数 290 3 46 59 40 142
構成比 1.0% 15.9% 20.3% 13.8% 49.0%
人数 111 2 28 50 19 12
構成比 1.8% 25.2% 45.0% 17.1% 10.8%
人数 140 5 36 24 22 53
構成比 3.6% 25.7% 17.1% 15.7% 37.9%
人数 48 3 14 23 3 5
構成比 6.3% 29.2% 47.9% 6.3% 10.4%
人数 28 0 5 6 4 13
構成比 0.0% 17.9% 21.4% 14.3% 46.4%
人数 13 2 3 4 0 4
構成比 15.4% 23.1% 30.8% 0.0% 30.8%
人数 69 1 16 15 12 25
構成比 1.4% 23.2% 21.7% 17.4% 36.2%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 735 17 94 246 127 251
構成比 2.3% 12.8% 33.5% 17.3% 34.1%
人数 138 0 17 70 33 18
構成比 0.0% 12.3% 50.7% 23.9% 13.0%
人数 127 1 15 55 21 35
構成比 0.8% 11.8% 43.3% 16.5% 27.6%
人数 206 7 30 82 25 62
構成比 3.4% 14.6% 39.8% 12.1% 30.1%
人数 118 5 19 22 18 54
構成比 4.2% 16.1% 18.6% 15.3% 45.8%
人数 135 4 12 15 27 77
構成比 3.0% 8.9% 11.1% 20.0% 57.0%
人数 11 0 1 2 3 5
構成比 0.0% 9.1% 18.2% 27.3% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 138 0 17 70 33 18
構成比 0.0% 12.3% 50.7% 23.9% 13.0%
人数 74 0 12 32 22 8
構成比 0.0% 16.2% 43.2% 29.7% 10.8%
人数 74 0 2 42 18 12
構成比 0.0% 2.7% 56.8% 24.3% 16.2%
人数 12 0 1 11 0 0
構成比 0.0% 8.3% 91.7% 0.0% 0.0%
人数 41 0 1 27 8 5
構成比 0.0% 2.4% 65.9% 19.5% 12.2%
人数 16 0 3 8 5 0
構成比 0.0% 18.8% 50.0% 31.3% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 1
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%
人数 2 0 1 0 1 0
構成比 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 586 17 76 174 91 228
構成比 2.9% 13.0% 29.7% 15.5% 38.9%
人数 290 6 28 74 42 140
構成比 2.1% 9.7% 25.5% 14.5% 48.3%
人数 111 3 10 34 18 46
構成比 2.7% 9.0% 30.6% 16.2% 41.4%
人数 140 6 32 66 21 15
構成比 4.3% 22.9% 47.1% 15.0% 10.7%
人数 48 1 7 21 6 13
構成比 2.1% 14.6% 43.8% 12.5% 27.1%
人数 28 0 2 9 3 14
構成比 0.0% 7.1% 32.1% 10.7% 50.0%
人数 13 1 3 4 0 5
構成比 7.7% 23.1% 30.8% 0.0% 38.5%
人数 69 1 10 14 13 31
構成比 1.4% 14.5% 20.3% 18.8% 44.9%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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＜難病＞

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                                   ＜18 歳以上＞ 

＜発達障害＞

【年齢別】 

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 735 14 104 161 142 314
構成比 1.9% 14.1% 21.9% 19.3% 42.7%
人数 138 4 28 60 27 19
構成比 2.9% 20.3% 43.5% 19.6% 13.8%
人数 127 1 19 33 26 48
構成比 0.8% 15.0% 26.0% 20.5% 37.8%
人数 206 4 32 44 33 93
構成比 1.9% 15.5% 21.4% 16.0% 45.1%
人数 118 1 9 13 22 73
構成比 0.8% 7.6% 11.0% 18.6% 61.9%
人数 135 3 14 10 32 76
構成比 2.2% 10.4% 7.4% 23.7% 56.3%
人数 11 1 2 1 2 5
構成比 9.1% 18.2% 9.1% 18.2% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 138 4 28 60 27 19
構成比 2.9% 20.3% 43.5% 19.6% 13.8%
人数 74 2 9 37 18 8
構成比 2.7% 12.2% 50.0% 24.3% 10.8%
人数 74 2 16 29 14 13
構成比 2.7% 21.6% 39.2% 18.9% 17.6%
人数 12 0 4 7 1 0
構成比 0.0% 33.3% 58.3% 8.3% 0.0%
人数 41 1 7 21 7 5
構成比 2.4% 17.1% 51.2% 17.1% 12.2%
人数 16 1 2 11 2 0
構成比 6.3% 12.5% 68.8% 12.5% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 1
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%
人数 2 1 1 0 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 586 9 74 100 113 290
構成比 1.5% 12.6% 17.1% 19.3% 49.5%
人数 290 5 28 62 45 150
構成比 1.7% 9.7% 21.4% 15.5% 51.7%
人数 111 3 15 22 22 49
構成比 2.7% 13.5% 19.8% 19.8% 44.1%
人数 140 1 26 20 36 57
構成比 0.7% 18.6% 14.3% 25.7% 40.7%
人数 48 1 10 12 6 19
構成比 2.1% 20.8% 25.0% 12.5% 39.6%
人数 28 0 4 12 1 11
構成比 0.0% 14.3% 42.9% 3.6% 39.3%
人数 13 0 1 4 0 8
構成比 0.0% 7.7% 30.8% 0.0% 61.5%
人数 69 0 11 6 12 40
構成比 0.0% 15.9% 8.7% 17.4% 58.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 735 8 76 206 139 306
構成比 1.1% 10.3% 28.0% 18.9% 41.6%
人数 138 0 17 81 23 17
構成比 0.0% 12.3% 58.7% 16.7% 12.3%
人数 127 0 9 51 23 44
構成比 0.0% 7.1% 40.2% 18.1% 34.6%
人数 206 4 27 52 34 89
構成比 1.9% 13.1% 25.2% 16.5% 43.2%
人数 118 1 9 11 24 73
構成比 0.8% 7.6% 9.3% 20.3% 61.9%
人数 135 2 11 10 34 78
構成比 1.5% 8.1% 7.4% 25.2% 57.8%
人数 11 1 3 1 1 5
構成比 9.1% 27.3% 9.1% 9.1% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                                  ＜18 歳以上＞ 

＜高次脳機能障害＞

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                                 ＜18 歳以上＞ 

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 138 0 17 81 23 17
構成比 0.0% 12.3% 58.7% 16.7% 12.3%
人数 74 0 11 40 16 7
構成比 0.0% 14.9% 54.1% 21.6% 9.5%
人数 74 0 5 48 9 12
構成比 0.0% 6.8% 64.9% 12.2% 16.2%
人数 12 0 1 11 0 0
構成比 0.0% 8.3% 91.7% 0.0% 0.0%
人数 41 0 6 28 2 5
構成比 0.0% 14.6% 68.3% 4.9% 12.2%
人数 16 0 4 10 2 0
構成比 0.0% 25.0% 62.5% 12.5% 0.0%
人数 2 0 1 0 0 1
構成比 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%
人数 2 0 1 0 1 0
構成比 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 586 7 56 124 115 284
構成比 1.2% 9.6% 21.2% 19.6% 48.5%
人数 290 4 26 61 49 150
構成比 1.4% 9.0% 21.0% 16.9% 51.7%
人数 111 2 10 38 18 43
構成比 1.8% 9.0% 34.2% 16.2% 38.7%
人数 140 0 18 29 36 57
構成比 0.0% 12.9% 20.7% 25.7% 40.7%
人数 48 1 4 26 4 13
構成比 2.1% 8.3% 54.2% 8.3% 27.1%
人数 28 0 1 8 5 14
構成比 0.0% 3.6% 28.6% 17.9% 50.0%
人数 13 1 1 4 0 7
構成比 7.7% 7.7% 30.8% 0.0% 53.8%
人数 69 0 6 9 14 40
構成比 0.0% 8.7% 13.0% 20.3% 58.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 735 6 50 174 192 313
構成比 0.8% 6.8% 23.7% 26.1% 42.6%
人数 138 0 8 66 45 19
構成比 0.0% 5.8% 47.8% 32.6% 13.8%
人数 127 0 7 40 31 49
構成比 0.0% 5.5% 31.5% 24.4% 38.6%
人数 206 3 18 45 47 93
構成比 1.5% 8.7% 21.8% 22.8% 45.1%
人数 118 0 8 12 28 70
構成比 0.0% 6.8% 10.2% 23.7% 59.3%
人数 135 2 9 8 39 77
構成比 1.5% 6.7% 5.9% 28.9% 57.0%
人数 11 1 0 3 2 5
構成比 9.1% 0.0% 27.3% 18.2% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 138 0 8 66 45 19
構成比 0.0% 5.8% 47.8% 32.6% 13.8%
人数 74 0 6 35 25 8
構成比 0.0% 8.1% 47.3% 33.8% 10.8%
人数 74 0 1 35 25 13
構成比 0.0% 1.4% 47.3% 33.8% 17.6%
人数 12 0 0 8 4 0
構成比 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0%
人数 41 0 1 24 11 5
構成比 0.0% 2.4% 58.5% 26.8% 12.2%
人数 16 0 2 8 6 0
構成比 0.0% 12.5% 50.0% 37.5% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 1
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%
人数 2 0 0 1 1 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
十分理解
されてい
る

ある程度
理解され
ている

理解され
ていない

わからな
い

無回答

人数 586 5 42 105 145 289
構成比 0.9% 7.2% 17.9% 24.7% 49.3%
人数 290 3 21 56 60 150
構成比 1.0% 7.2% 19.3% 20.7% 51.7%
人数 111 2 6 28 25 50
構成比 1.8% 5.4% 25.2% 22.5% 45.0%
人数 140 0 14 26 44 56
構成比 0.0% 10.0% 18.6% 31.4% 40.0%
人数 48 0 4 16 9 19
構成比 0.0% 8.3% 33.3% 18.8% 39.6%
人数 28 0 1 8 5 14
構成比 0.0% 3.6% 28.6% 17.9% 50.0%
人数 13 0 1 4 0 8
構成比 0.0% 7.7% 30.8% 0.0% 61.5%
人数 69 0 4 8 18 39
構成比 0.0% 5.8% 11.6% 26.1% 56.5%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 21 虐待についておうかがいします。（○は１つ） 

１．虐待されたことがある ２．虐待されたことはない 

【全体】虐待を受けたことがあるかについては、「虐待されたことはない」が73.1％、「虐

待されたことがある」が10.9％となっています。 

【年齢別】「虐待されたことがある」と回答した人の割合は、18～39歳で19.7％、40

～64歳で17.0％と他年齢層と比較して高くなっています。 

【障害別】18 歳以上において、「虐待されたことがある」と回答した人の割合は、発達

障害のある方で 31.3％、精神障害で 22.9％と他障害のある方と比較して高くな

っています。 

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「虐待されたことがある」は 10.9％ 

虐待されたこと
がある
10.9%

虐待されたこと
はない
73.1%

無回答
16.1%

(N=735)

回答者数
虐待され
たことが
ある

虐待され
たことは
ない

無回答

人数 735 80 537 118
構成比 10.9% 73.1% 16.1%
人数 558 48 423 87
構成比 8.6% 75.8% 15.6%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【性別】                   【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                 ＜18 歳以上＞   

回答者数
虐待され
たことが
ある

虐待され
たことは
ない

無回答

人数 735 80 537 118
構成比 10.9% 73.1% 16.1%
人数 367 40 272 55
構成比 10.9% 74.1% 15.0%
人数 356 39 260 57
構成比 11.0% 73.0% 16.0%
人数 12 1 5 6
構成比 8.3% 41.7% 50.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

全体

男性

女性

合計
虐待され
たことが
ある

虐待され
たことは
ない

無回答

人数 735 80 537 118
構成比 10.9% 73.1% 16.1%
人数 138 7 117 14
構成比 5.1% 84.8% 10.1%
人数 127 25 90 12
構成比 19.7% 70.9% 9.4%
人数 206 35 137 34
構成比 17.0% 66.5% 16.5%
人数 118 5 88 25
構成比 4.2% 74.6% 21.2%
人数 135 7 100 28
構成比 5.2% 74.1% 20.7%
人数 11 1 5 5
構成比 9.1% 45.5% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
虐待され
たことが
ある

虐待され
たことは
ない

無回答

人数 138 7 117 14
構成比 5.1% 84.8% 10.1%
人数 74 2 67 5
構成比 2.7% 90.5% 6.8%
人数 74 5 60 9
構成比 6.8% 81.1% 12.2%
人数 12 1 10 1
構成比 8.3% 83.3% 8.3%
人数 41 3 31 7
構成比 7.3% 75.6% 17.1%
人数 16 0 15 1
構成比 0.0% 93.8% 6.3%
人数 2 0 2 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 2 0 2 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
虐待され
たことが
ある

虐待され
たことは
ない

無回答

人数 586 72 415 99
構成比 12.3% 70.8% 16.9%
人数 290 17 224 49
構成比 5.9% 77.2% 16.9%
人数 111 16 79 16
構成比 14.4% 71.2% 14.4%
人数 140 32 86 22
構成比 22.9% 61.4% 15.7%
人数 48 15 30 3
構成比 31.3% 62.5% 6.3%
人数 28 4 21 3
構成比 14.3% 75.0% 10.7%
人数 13 2 9 2
構成比 15.4% 69.2% 15.4%
人数 69 11 41 17
構成比 15.9% 59.4% 24.6%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 22 問 21 で「1. 虐待されたことがある」を選んだ方におうかがいします。 

(1) 具体的にどのような場面で、ありましたか。（○はいくつでも） 

１．教育の場 ４．公共施設 ７．その他 

２．福祉施設 ５．職場  （         ） 

３．医療機関 ６．家庭（家族、親戚）  

【全体】虐待された場面については、「家庭（家族、親戚）」が47.5％で最も多く、次い

で「職場」が21.3％となっています。 

【年齢別】いずれも「家庭（家族、親戚）」が最も多くなっていますが、2番目に多いの

は18～39歳で「教育の場」、40～64歳で「職場」となっています。 

【障害別】18 歳以上において、高次脳機能障害のある方以外は「家庭（家族、親戚）」

が最も多くなっています。２番目に多いのは、身体障害のある方で「公共施設」、

知的障害のある方で「教育の場」、精神障害、発達障害のある方で「職場」となっ

ています。 

【全体】 

「家庭（家族、親戚）」が 47.5％ 

47.5%

21.3%

13.8%

11.3%

8.8%

8.8%

16.3%

2.5%

0% 20% 40% 60%

家庭（家族、親戚）

職場

教育の場

福祉施設

医療機関

公共施設

その他

無回答

(N=80)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 教育の場 福祉施設 医療機関 公共施設 職場
家庭（家
族、親
戚）

その他 無回答

人数 7 0 0 1 1 0 2 3 0
構成比 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 28.6% 42.9% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 0 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%
人数 5 0 0 1 0 0 2 2 0
構成比 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 40.0% 40.0% 0.0%
人数 1 0 0 0 1 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 3 0 0 0 1 0 0 2 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計 教育の場 福祉施設 医療機関 公共施設 職場
家庭（家
族、親
戚）

その他 無回答

人数 72 11 9 6 6 17 35 10 2
構成比 15.3% 12.5% 8.3% 8.3% 23.6% 48.6% 13.9% 2.8%
人数 17 1 2 3 5 4 7 2 0
構成比 5.9% 11.8% 17.6% 29.4% 23.5% 41.2% 11.8% 0.0%
人数 16 4 2 1 0 3 8 0 1
構成比 25.0% 12.5% 6.3% 0.0% 18.8% 50.0% 0.0% 6.3%
人数 32 5 3 2 2 9 17 7 2
構成比 15.6% 9.4% 6.3% 6.3% 28.1% 53.1% 21.9% 6.3%
人数 15 2 2 0 1 4 7 0 1
構成比 13.3% 13.3% 0.0% 6.7% 26.7% 46.7% 0.0% 6.7%
人数 4 0 0 1 1 1 3 2 0
構成比 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 75.0% 50.0% 0.0%
人数 2 2 1 1 1 0 1 0 0
構成比 100.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%
人数 11 1 2 1 0 0 5 2 0
構成比 9.1% 18.2% 9.1% 0.0% 0.0% 45.5% 18.2% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

合計 教育の場 福祉施設 医療機関 公共施設 職場
家庭（家
族、親
戚）

その他 無回答

人数 80 11 9 7 7 17 38 13 2
構成比 13.8% 11.3% 8.8% 8.8% 21.3% 47.5% 16.3% 2.5%
人数 7 0 0 1 1 0 2 3 0
構成比 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 28.6% 42.9% 0.0%
人数 25 7 4 1 1 4 14 2 0
構成比 28.0% 16.0% 4.0% 4.0% 16.0% 56.0% 8.0% 0.0%
人数 35 2 4 4 4 11 17 6 2
構成比 5.7% 11.4% 11.4% 11.4% 31.4% 48.6% 17.1% 5.7%
人数 5 1 1 1 0 1 1 1 0
構成比 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0%
人数 7 1 0 0 1 1 3 1 0
構成比 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 42.9% 14.3% 0.0%
人数 1 0 0 0 0 0 1 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答
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問 22 問 21 で「1. 虐待されたことがある」を選んだ方におうかがいします。 

(2) 具体的にどのような虐待を受けましたか。（○はいくつでも） 

１．身体を傷つけられたり、拘束されたりし

た 

４．食事を食べさせてもらえなかったり、長

時間放置されたりした 

２．わいせつ行為をされたりした ５．財産を不当に処分されたり、賃金をとら

れたりした 

３．暴言を吐かれたり、拒絶・無視された ６．その他（          ） 

【全体】虐待の内容については、「暴言を吐かれたり、拒絶・無視されたりした」が66.3％

で最も多く、次いで「身体を傷つけられたり、拘束されたりした」が37.5％とな

っています。 

【全体】 

「暴言を吐かれたり、拒絶・無視された」が 66.3％ 

66.3%

37.5%

13.8%

7.5%

6.3%

13.8%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80%

暴言を吐かれたり、拒絶・無視された

身体を傷つけられたり、拘束されたりした

食事を食べさせてもらえなかったり、
長時間放置されたりした

財産を不当に処分されたり、賃金をとられたりした

わいせつ行為をされたりした

その他

無回答

(N=80)
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問 23 日常生活において、差別や偏見、疎外感、気になること、いやな思いをしたことはあります

か。（○は１つ） 

１．よく感じる ３．ほとんど感じたことはない 

２．ときどき感じる ４．まったく感じたことはない 

【全体】差別や偏見、疎外感を感じることがあるかについては、「ときどき感じる」が

32.1％、「ほとんど感じたことはない」が32.0％となっています。 

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、平成 26 年度は「ときどき感じる」と回答し

た人の割合は32.1％であり、7.4ポイント増加しています。 

【年齢別】「よく感じる」と回答した人の割合が最も高いのは、17歳以下で14.5％とな

っています。

【障害別】18 歳未満では、「よく感じる」と回答した人の割合が最も高いのは、母数が

小さい高次脳機能障害のある方を除くと、精神障害のある方で25.0％となってい

ます。18 歳以上では、「ときどき感じる」と回答した人の割合が最も高いのは、

発達障害のある方で66.7％となっています。

【全体】 

「ときどき感じる」が 32.1％、 

「ほとんど感じたことはない」が 32.0％ 

よく感じる
7.2%

ときどき感じる
32.1%

ほとんど感じた
ことはない
32.0%

まったく感じたこ
とはない
11.8%

無回答
16.9%

(N=735)
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【平成23年度との比較】 

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                                ＜18 歳以上＞ 

回答者数 よく感じる
ときどき
感じる

ほとんど
感じたこ
とはない

まったく
感じたこ
とはない

無回答

人数 735 53 236 235 87 124
構成比 7.2% 32.1% 32.0% 11.8% 16.9%
人数 558 41 138 181 95 103
構成比 7.3% 24.7% 32.4% 17.0% 18.5%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度

合計 よく感じる
ときどき
感じる

ほとんど
感じたこ
とはない

まったく
感じたこ
とはない

無回答

人数 735 53 236 235 87 124
構成比 7.2% 32.1% 32.0% 11.8% 16.9%
人数 138 20 71 26 8 13
構成比 14.5% 51.4% 18.8% 5.8% 9.4%
人数 127 8 60 41 5 13
構成比 6.3% 47.2% 32.3% 3.9% 10.2%
人数 206 18 75 57 23 33
構成比 8.7% 36.4% 27.7% 11.2% 16.0%
人数 118 1 17 53 21 26
構成比 0.8% 14.4% 44.9% 17.8% 22.0%
人数 135 5 11 55 29 35
構成比 3.7% 8.1% 40.7% 21.5% 25.9%
人数 11 1 2 3 1 4
構成比 9.1% 18.2% 27.3% 9.1% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計 よく感じる
ときどき
感じる

ほとんど
感じたこ
とはない

まったく
感じたこ
とはない

無回答

人数 138 20 71 26 8 13
構成比 14.5% 51.4% 18.8% 5.8% 9.4%
人数 74 9 40 13 6 6
構成比 12.2% 54.1% 17.6% 8.1% 8.1%
人数 74 14 35 15 3 7
構成比 18.9% 47.3% 20.3% 4.1% 9.5%
人数 12 3 6 1 0 2
構成比 25.0% 50.0% 8.3% 0.0% 16.7%
人数 41 10 22 5 0 4
構成比 24.4% 53.7% 12.2% 0.0% 9.8%
人数 16 2 10 3 1 0
構成比 12.5% 62.5% 18.8% 6.3% 0.0%
人数 2 1 1 0 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 1 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計 よく感じる
ときどき
感じる

ほとんど
感じたこ
とはない

まったく
感じたこ
とはない

無回答

人数 586 32 163 206 78 107
構成比 5.5% 27.8% 35.2% 13.3% 18.3%
人数 290 15 64 113 46 52
構成比 5.2% 22.1% 39.0% 15.9% 17.9%
人数 111 3 53 27 10 18
構成比 2.7% 47.7% 24.3% 9.0% 16.2%
人数 140 13 44 49 10 24
構成比 9.3% 31.4% 35.0% 7.1% 17.1%
人数 48 1 32 13 1 1
構成比 2.1% 66.7% 27.1% 2.1% 2.1%
人数 28 2 11 12 2 1
構成比 7.1% 39.3% 42.9% 7.1% 3.6%
人数 13 1 3 6 1 2
構成比 7.7% 23.1% 46.2% 7.7% 15.4%
人数 69 3 13 21 14 18
構成比 4.3% 18.8% 30.4% 20.3% 26.1%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 23 問 23 で「1. よく感じる」または「2. ときどき感じる」を選んだ方におうかがいします。 具

(1) 具体的にはどのような場面で、差別や偏見、疎外感、気になることがありましたか。（○

はいくつでも） 

１．学校などの教育の場で ８．外での人の視線（じろじろ見られる等）

２．仕事や収入面 ９．お店などでの応対 

３．病院の医師や看護師等の応対・態度 10．行政職員の応対・態度 

４．コミュニケーションや情報の収集 11．電車など、交通機関の利用等 

５．学習機会やスポーツ・趣味の活動 12．公共施設の利用等 

６．ご近所とのつきあい 13．その他（          ） 

７．地区の行事・集まり  

【全体】差別や偏見、疎外感を感じる場面については、「外での人の視線（じろじろ見ら

れる等）」が61.9％で最も多く、次いで「電車など、交通機関の利用等」が28.0％、

「お店などでの応対」が22.5％となっています。 

【年齢別】いずれも「外での人の視線（じろじろ見られる等）」が最も多くなっています

（ただし、65～74歳は「病院の医師や看護師等の応対・態度」も同率1位）。2

番目に多いのは、17歳以下で「学校などの教育の場で」、18～39歳で「電車な

ど、交通機関の利用等」、40～64歳で「仕事や収入面」、75歳以上で「ご近所と

のつきあい」となっています。

【障害別】いずれも「外での人の視線（じろじろ見られる等）」が最も多くなっています

（ただし、18 歳未満の精神障害のある方は「学校などの教育の場で」、18 歳以

上の高次脳機能障害は「電車など、交通機関の利用等」も同率1位）。2番目に多

いのは、18歳未満において、身体障害、難病のある方で「学校などの教育の場で」、

知的障害、発達障害のある方で「電車など、交通機関の利用等」となっています。

また、18 歳以上において、精神障害のある方で「仕事や収入面」、それ以外の障

害がある方で「電車など、交通機関の利用等」となっています。 

「外での人の視線（じろじろ見られる等）」が 61.9％ 
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【全体】 

【年齢別】 

61.9%

28.0%

22.5%

20.4%

20.4%

19.4%

19.4%

14.5%

10.4%

10.4%

10.0%

7.6%

5.2%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80%

外での人の視線（じろじろ見られる等）

電車など、交通機関の利用等

お店などでの応対

病院の医師や看護師等の応対・態度

ご近所とのつきあい

学校などの教育の場で

仕事や収入面

公共施設の利用等

地区の行事・集まり

行政職員の応対・態度

コミュニケーションや情報の収集

学習機会やスポーツ・趣味の活動

その他

無回答

(N=289)

合計
学校など
の教育の
場で

仕事や収
入面

病院の医
師や看護
師等の応
対・態度

コミュニ
ケーショ
ンや情報
の収集

学習機会
やスポー
ツ・趣味
の活動

ご近所と
のつきあ
い

地区の行
事・集ま
り

外での人
の視線
（じろじろ
見られる
等）

お店など
での応対

行政職員
の応対・
態度

電車な
ど、交通
機関の利
用等

公共施設
の利用等

その他 無回答

人数 289 56 56 59 29 22 59 30 179 65 30 81 42 15 7
構成比 19.4% 19.4% 20.4% 10.0% 7.6% 20.4% 10.4% 61.9% 22.5% 10.4% 28.0% 14.5% 5.2% 2.4%
人数 91 32 7 13 8 11 18 12 65 19 9 28 17 4 1
構成比 35.2% 7.7% 14.3% 8.8% 12.1% 19.8% 13.2% 71.4% 20.9% 9.9% 30.8% 18.7% 4.4% 1.1%
人数 68 15 21 18 10 5 6 6 54 17 6 28 11 0 1
構成比 22.1% 30.9% 26.5% 14.7% 7.4% 8.8% 8.8% 79.4% 25.0% 8.8% 41.2% 16.2% 0.0% 1.5%
人数 93 9 26 20 7 3 25 8 46 22 12 19 12 5 3
構成比 9.7% 28.0% 21.5% 7.5% 3.2% 26.9% 8.6% 49.5% 23.7% 12.9% 20.4% 12.9% 5.4% 3.2%
人数 18 0 1 6 2 1 5 1 6 3 1 2 0 3 0
構成比 0.0% 5.6% 33.3% 11.1% 5.6% 27.8% 5.6% 33.3% 16.7% 5.6% 11.1% 0.0% 16.7% 0.0%
人数 16 0 1 2 2 1 5 2 6 2 2 4 2 2 2
構成比 0.0% 6.3% 12.5% 12.5% 6.3% 31.3% 12.5% 37.5% 12.5% 12.5% 25.0% 12.5% 12.5% 12.5%
人数 3 0 0 0 0 1 0 1 2 2 0 0 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 66.7% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
学校など
の教育の
場で

仕事や収
入面

病院の医
師や看護
師等の応
対・態度

コミュニ
ケーショ
ンや情報
の収集

学習機会
やスポー
ツ・趣味
の活動

ご近所と
のつきあ
い

地区の行
事・集ま
り

外での人
の視線
（じろじろ
見られる
等）

お店など
での応対

行政職員
の応対・
態度

電車な
ど、交通
機関の利
用等

公共施設
の利用等

その他 無回答

人数 91 32 7 13 8 11 18 12 65 19 9 28 17 4 1
構成比 35.2% 7.7% 14.3% 8.8% 12.1% 19.8% 13.2% 71.4% 20.9% 9.9% 30.8% 18.7% 4.4% 1.1%
人数 49 17 1 5 4 4 6 4 39 8 6 14 9 1 0
構成比 34.7% 2.0% 10.2% 8.2% 8.2% 12.2% 8.2% 79.6% 16.3% 12.2% 28.6% 18.4% 2.0% 0.0%
人数 49 15 7 9 4 9 13 11 37 14 4 16 11 3 0
構成比 30.6% 14.3% 18.4% 8.2% 18.4% 26.5% 22.4% 75.5% 28.6% 8.2% 32.7% 22.4% 6.1% 0.0%
人数 9 4 1 1 1 0 2 1 4 0 0 1 1 1 1
構成比 44.4% 11.1% 11.1% 11.1% 0.0% 22.2% 11.1% 44.4% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1%
人数 32 10 4 5 3 4 9 5 20 8 2 13 7 2 1
構成比 31.3% 12.5% 15.6% 9.4% 12.5% 28.1% 15.6% 62.5% 25.0% 6.3% 40.6% 21.9% 6.3% 3.1%
人数 12 6 0 0 0 3 2 2 7 2 2 4 2 0 0
構成比 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 16.7% 16.7% 58.3% 16.7% 16.7% 33.3% 16.7% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 1 0 0 0 2 1 0 1 1 0 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計
学校など
の教育の
場で

仕事や収
入面

病院の医
師や看護
師等の応
対・態度

コミュニ
ケーショ
ンや情報
の収集

学習機会
やスポー
ツ・趣味
の活動

ご近所と
のつきあ
い

地区の行
事・集ま
り

外での人
の視線
（じろじろ
見られる
等）

お店など
での応対

行政職員
の応対・
態度

電車な
ど、交通
機関の利
用等

公共施設
の利用等

その他 無回答

人数 195 24 49 46 21 10 41 17 112 44 21 53 25 10 6
構成比 12.3% 25.1% 23.6% 10.8% 5.1% 21.0% 8.7% 57.4% 22.6% 10.8% 27.2% 12.8% 5.1% 3.1%
人数 79 7 17 16 12 8 15 7 43 19 10 21 13 4 4
構成比 8.9% 21.5% 20.3% 15.2% 10.1% 19.0% 8.9% 54.4% 24.1% 12.7% 26.6% 16.5% 5.1% 5.1%
人数 56 7 13 11 6 3 7 6 43 12 3 20 10 0 1
構成比 12.5% 23.2% 19.6% 10.7% 5.4% 12.5% 10.7% 76.8% 21.4% 5.4% 35.7% 17.9% 0.0% 1.8%
人数 57 11 21 19 6 1 18 4 25 16 12 15 5 5 1
構成比 19.3% 36.8% 33.3% 10.5% 1.8% 31.6% 7.0% 43.9% 28.1% 21.1% 26.3% 8.8% 8.8% 1.8%
人数 33 6 9 5 5 1 4 5 26 8 4 13 3 0 1
構成比 18.2% 27.3% 15.2% 15.2% 3.0% 12.1% 15.2% 78.8% 24.2% 12.1% 39.4% 9.1% 0.0% 3.0%
人数 13 1 2 2 0 0 2 0 5 3 0 4 1 3 0
構成比 7.7% 15.4% 15.4% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0% 38.5% 23.1% 0.0% 30.8% 7.7% 23.1% 0.0%
人数 4 1 1 1 1 0 1 0 2 1 1 2 1 0 1
構成比 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 50.0% 25.0% 25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 25.0%
人数 16 0 2 2 0 0 4 1 10 1 0 3 0 2 1
構成比 0.0% 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 25.0% 6.3% 62.5% 6.3% 0.0% 18.8% 0.0% 12.5% 6.3%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問 24 相談しやすい体制をつくるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつで

も） 

1. 曜日や時間に関係なく、いつでも相談に

応じてくれる 

6.  ファックスや福祉電話の貸付サービスを

行う 

2.  信頼できる相談者がいる 7.  ちょっとしたことでも相談に応じてくれる

3.  身近な場所で相談できる窓口がある 8.  その他（             ） 

4.  インターネットでの相談ができる 9.  特にない 

5.  電話での相談を充実する  

【全体】相談しやすい体制の条件については、「信頼できる相談者がいる」が 46.3％で

最も多く、次いで「ちょっとしたことでも相談に応じてくれる」が 38.6％、「身

近な場所で相談できる窓口がある」が38.5％となっています。 

【年齢別】64歳以下で「信頼できる相談者がいる」、65～74歳で「ちょっとしたこと

でも相談に応じてくれる」、75 歳以上で「身近な場所で相談できる窓口がある」

が最も多くなっています。

【障害別】18歳未満において、精神障害のある方で「身近な場所で相談できる窓口があ

る」、それ以外の障害のある方で「信頼できる相談者がいる」が最も多くなってい

ます。（高次脳機能障害のある方は１位が５つ）18 歳以上において、高次脳機能

障害のある方で「ちょっとしたことで相談に応じてくれる」、それ以外の障害のあ

る方で「信頼できる相談者がいる」が最も多くなっています。 

【全体】 

「信頼できる相談者がいる」が 46.3％ 

46.3%

38.6%

38.5%

36.2%

19.3%

8.8%

3.7%

3.0%

8.8%

15.2%

0% 20% 40% 60%

信頼できる相談者がいる

ちょっとしたことでも相談に応じてくれる

身近な場所で相談できる窓口がある

曜日や時間に関係なく、いつでも相談に応じてくれる

電話での相談を充実する

インターネットでの相談ができる

ファックスや福祉電話の貸付サービスを行う

その他

特にない

無回答

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計

曜日や時
間に関係
なく、いつ
でも相談
に応じて
くれる

信頼でき
る相談者
がいる

身近な場
所で相談
できる窓
口がある

インター
ネットで
の相談が
できる

電話での
相談を充
実する

ファックス
や福祉電
話の貸付
サービス
を行う

ちょっとし
たことで
も相談に
応じてく
れる

その他 特にない 無回答

人数 735 266 340 283 65 142 27 284 22 65 112
構成比 36.2% 46.3% 38.5% 8.8% 19.3% 3.7% 38.6% 3.0% 8.8% 15.2%
人数 138 53 85 71 24 22 2 65 6 5 10
構成比 38.4% 61.6% 51.4% 17.4% 15.9% 1.4% 47.1% 4.3% 3.6% 7.2%
人数 127 56 79 54 14 20 4 63 3 10 10
構成比 44.1% 62.2% 42.5% 11.0% 15.7% 3.1% 49.6% 2.4% 7.9% 7.9%
人数 206 80 97 76 17 44 9 74 7 16 28
構成比 38.8% 47.1% 36.9% 8.3% 21.4% 4.4% 35.9% 3.4% 7.8% 13.6%
人数 118 36 37 37 6 28 6 39 2 16 25
構成比 30.5% 31.4% 31.4% 5.1% 23.7% 5.1% 33.1% 1.7% 13.6% 21.2%
人数 135 38 39 42 3 26 6 41 3 17 35
構成比 28.1% 28.9% 31.1% 2.2% 19.3% 4.4% 30.4% 2.2% 12.6% 25.9%
人数 11 3 3 3 1 2 0 2 1 1 4
構成比 27.3% 27.3% 27.3% 9.1% 18.2% 0.0% 18.2% 9.1% 9.1% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計

曜日や時
間に関係
なく、いつ
でも相談
に応じて
くれる

信頼でき
る相談者
がいる

身近な場
所で相談
できる窓
口がある

インター
ネットで
の相談が
できる

電話での
相談を充
実する

ファックス
や福祉電
話の貸付
サービス
を行う

ちょっとし
たことで
も相談に
応じてく
れる

その他 特にない 無回答

人数 138 53 85 71 24 22 2 65 6 5 10
構成比 38.4% 61.6% 51.4% 17.4% 15.9% 1.4% 47.1% 4.3% 3.6% 7.2%
人数 74 28 47 34 14 10 1 34 4 2 6
構成比 37.8% 63.5% 45.9% 18.9% 13.5% 1.4% 45.9% 5.4% 2.7% 8.1%
人数 74 32 45 42 12 12 1 36 1 3 6
構成比 43.2% 60.8% 56.8% 16.2% 16.2% 1.4% 48.6% 1.4% 4.1% 8.1%
人数 12 4 5 9 1 2 0 5 1 0 1
構成比 33.3% 41.7% 75.0% 8.3% 16.7% 0.0% 41.7% 8.3% 0.0% 8.3%
人数 41 14 24 20 7 5 0 19 1 2 2
構成比 34.1% 58.5% 48.8% 17.1% 12.2% 0.0% 46.3% 2.4% 4.9% 4.9%
人数 16 8 11 6 5 3 0 9 0 0 0
構成比 50.0% 68.8% 37.5% 31.3% 18.8% 0.0% 56.3% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0
構成比 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 1 0 0 1 0 2 0 0 0
構成比 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計

曜日や時
間に関係
なく、いつ
でも相談
に応じて
くれる

信頼でき
る相談者
がいる

身近な場
所で相談
できる窓
口がある

インター
ネットで
の相談が
できる

電話での
相談を充
実する

ファックス
や福祉電
話の貸付
サービス
を行う

ちょっとし
たことで
も相談に
応じてく
れる

その他 特にない 無回答

人数 586 210 252 209 40 118 25 217 15 59 98
構成比 35.8% 43.0% 35.7% 6.8% 20.1% 4.3% 37.0% 2.6% 10.1% 16.7%
人数 290 96 113 99 19 62 13 100 6 23 54
構成比 33.1% 39.0% 34.1% 6.6% 21.4% 4.5% 34.5% 2.1% 7.9% 18.6%
人数 111 43 53 40 2 9 4 46 1 10 18
構成比 38.7% 47.7% 36.0% 1.8% 8.1% 3.6% 41.4% 0.9% 9.0% 16.2%
人数 140 67 78 60 17 35 5 67 6 12 18
構成比 47.9% 55.7% 42.9% 12.1% 25.0% 3.6% 47.9% 4.3% 8.6% 12.9%
人数 48 22 33 25 2 10 2 26 1 3 1
構成比 45.8% 68.8% 52.1% 4.2% 20.8% 4.2% 54.2% 2.1% 6.3% 2.1%
人数 28 9 15 12 3 8 0 14 1 1 0
構成比 32.1% 53.6% 42.9% 10.7% 28.6% 0.0% 50.0% 3.6% 3.6% 0.0%
人数 13 4 5 3 0 1 0 8 0 2 1
構成比 30.8% 38.5% 23.1% 0.0% 7.7% 0.0% 61.5% 0.0% 15.4% 7.7%
人数 69 17 23 20 5 13 4 21 4 13 13
構成比 24.6% 33.3% 29.0% 7.2% 18.8% 5.8% 30.4% 5.8% 18.8% 18.8%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 25 市には障害のある方の相談事業所や就労支援センターがありますが、あなたは知っています

か。また利用したことがありますか。利用した方はどうでしたか。 

 （ア・イ・ウのそれぞれの番号 ○は１つ） 

ア．知っていますか イ．利用の有無 ウ．利用しての満足度 

知って
いる 

知らない
利用し
た 

利用して
いない 

満足
まあ
満足

普通
やや
不満

不満

障害者相談支援

事業所 
1 2 1 2 1 2 3 4 5 

障害者就労支援

センター 
1 2 1 2 1 2 3 4 5 

【全体】 

＜認知度＞ 

「知っている」と回答した人は、障害者相談支援事業所は35.6％、障害者就労支援セ

ンターは31.4％となっています。 

＜利用状況＞ 

「利用した」と回答した人は、障害者相談支援事業所は27.9％、障害者就労支援セン

ターは20.3％となっています。 

＜満足度＞ 

「満足」と回答した人は、障害者相談支援事業所は30.1％、障害者就労支援センター

は23.4％となっています。 

障害者相談支援事業 

認知度については、「知っている」と回答した人の割合が高いのは、年齢別に見ると

18～39歳となっています。障害種別に見ると、18歳以上においては知的障害、発達障

害、高次脳機能障害のある方が多くなっています。利用状況については、「利用した」と

回答した人の割合が高いのは、障害別に見ると 18 歳以上では発達障害のある方となっ

ています。 

障害者就労支援センター 

認知度については、「知っている」と回答した人の割合が多いのは、年齢別に見ると

18～39歳、障害種別に見ると、18歳以上では知的障害、発達障害、高次脳機能障害の

ある方となっています。 

いずれも「知らない」が多い 
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＜障害者相談支援事業所＞

ア．認知度

イ．利用の有無

ウ．利用しての満足度

＜障害者就労支援センター＞

満足
30.1%

まあ満足
28.8%

普通
26.0%

やや不満
8.2%

不満
4.1%

無回答
2.7%

(N=73)

利用した
27.9%

利用していない
66.0%

無回答
6.1%

(N=262)

知っている
35.6%

知らない
43.3%

無回答
21.1%

(N=735)
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ア．認知度

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                            ＜18 歳以上＞

イ．利用の有無

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                             ＜18 歳以上＞ 

合計
知ってい
る

知らない 無回答

人数 735 262 318 155
構成比 35.6% 43.3% 21.1%
人数 138 63 67 8
構成比 45.7% 48.6% 5.8%
人数 127 62 41 24
構成比 48.8% 32.3% 18.9%
人数 206 65 99 42
構成比 31.6% 48.1% 20.4%
人数 118 28 52 38
構成比 23.7% 44.1% 32.2%
人数 135 39 56 40
構成比 28.9% 41.5% 29.6%
人数 11 5 3 3
構成比 45.5% 27.3% 27.3%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計
知ってい
る

知らない 無回答

人数 138 63 67 8
構成比 45.7% 48.6% 5.8%
人数 74 29 41 4
構成比 39.2% 55.4% 5.4%
人数 74 36 34 4
構成比 48.6% 45.9% 5.4%
人数 12 5 7 0
構成比 41.7% 58.3% 0.0%
人数 41 19 20 2
構成比 46.3% 48.8% 4.9%
人数 16 5 10 1
構成比 31.3% 62.5% 6.3%
人数 2 1 1 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0%
人数 2 1 1 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計
知ってい
る

知らない 無回答

人数 586 194 248 144
構成比 33.1% 42.3% 24.6%
人数 290 95 135 60
構成比 32.8% 46.6% 20.7%
人数 111 56 27 28
構成比 50.5% 24.3% 25.2%
人数 140 33 70 37
構成比 23.6% 50.0% 26.4%
人数 48 26 14 8
構成比 54.2% 29.2% 16.7%
人数 28 10 16 2
構成比 35.7% 57.1% 7.1%
人数 13 6 5 2
構成比 46.2% 38.5% 15.4%
人数 69 18 27 24
構成比 26.1% 39.1% 34.8%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

合計 利用した
利用して
いない

無回答

人数 262 73 173 16
構成比 27.9% 66.0% 6.1%
人数 63 6 56 1
構成比 9.5% 88.9% 1.6%
人数 62 24 38 0
構成比 38.7% 61.3% 0.0%
人数 65 27 32 6
構成比 41.5% 49.2% 9.2%
人数 28 5 21 2
構成比 17.9% 75.0% 7.1%
人数 39 10 24 5
構成比 25.6% 61.5% 12.8%
人数 5 1 2 2
構成比 20.0% 40.0% 40.0%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計 利用した
利用して
いない

無回答

人数 63 6 56 1
構成比 9.5% 88.9% 1.6%
人数 29 0 29 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 36 5 30 1
構成比 13.9% 83.3% 2.8%
人数 5 1 4 0
構成比 20.0% 80.0% 0.0%
人数 19 3 16 0
構成比 15.8% 84.2% 0.0%
人数 5 1 4 0
構成比 20.0% 80.0% 0.0%
人数 1 0 1 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 1 0 1 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計 利用した
利用して
いない

無回答

人数 194 66 115 13
構成比 34.0% 59.3% 6.7%
人数 95 23 64 8
構成比 24.2% 67.4% 8.4%
人数 56 26 28 2
構成比 46.4% 50.0% 3.6%
人数 33 12 19 2
構成比 36.4% 57.6% 6.1%
人数 26 15 10 1
構成比 57.7% 38.5% 3.8%
人数 10 0 10 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 6 1 4 1
構成比 16.7% 66.7% 16.7%
人数 18 10 7 1
構成比 55.6% 38.9% 5.6%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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ウ．利用しての満足度

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                                  

＜18 歳以上＞ 

合計 満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

人数 73 22 21 19 6 3 2
構成比 30.1% 28.8% 26.0% 8.2% 4.1% 2.7%
人数 6 1 0 3 1 1 0
構成比 16.7% 0.0% 50.0% 16.7% 16.7% 0.0%
人数 24 8 10 3 2 0 1
構成比 33.3% 41.7% 12.5% 8.3% 0.0% 4.2%
人数 27 4 8 10 2 2 1
構成比 14.8% 29.6% 37.0% 7.4% 7.4% 3.7%
人数 5 2 1 2 0 0 0
構成比 40.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 10 7 1 1 1 0 0
構成比 70.0% 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0%
人数 1 0 1 0 0 0 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計 満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

人数 6 1 0 3 1 1 0
構成比 16.7% 0.0% 50.0% 16.7% 16.7% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 5 1 0 2 1 1 0
構成比 20.0% 0.0% 40.0% 20.0% 20.0% 0.0%
人数 1 0 0 1 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 3 0 0 1 1 1 0
構成比 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0%
人数 1 0 0 1 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計 満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

人数 66 21 20 16 5 2 2
構成比 31.8% 30.3% 24.2% 7.6% 3.0% 3.0%
人数 23 8 6 7 1 1 0
構成比 34.8% 26.1% 30.4% 4.3% 4.3% 0.0%
人数 26 6 10 6 3 0 1
構成比 23.1% 38.5% 23.1% 11.5% 0.0% 3.8%
人数 12 3 6 2 0 1 0
構成比 25.0% 50.0% 16.7% 0.0% 8.3% 0.0%
人数 15 6 5 1 1 1 1
構成比 40.0% 33.3% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7%
人数 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 1 1 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 10 4 1 3 1 0 1
構成比 40.0% 10.0% 30.0% 10.0% 0.0% 10.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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＜障害者就労支援センター＞

ア．認知度

イ．利用の有無

ウ．利用しての満足度

満足
23.4%

まあ満足
31.9%

普通
19.1%

やや不満
8.5%

不満
17.0%

無回答
0.0%

(N=47)

利用した
20.3%

利用していない
72.7%

無回答
6.9%

(N=231)

知っている
31.4%

知らない
39.5%

無回答
29.1%

(N=735)
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ア．認知度

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                            ＜18 歳以上＞

イ．利用の有無

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                             ＜18 歳以上＞ 

合計
知ってい
る

知らない 無回答

人数 735 231 290 214
構成比 31.4% 39.5% 29.1%
人数 138 57 74 7
構成比 41.3% 53.6% 5.1%
人数 127 67 36 24
構成比 52.8% 28.3% 18.9%
人数 206 64 88 54
構成比 31.1% 42.7% 26.2%
人数 118 18 47 53
構成比 15.3% 39.8% 44.9%
人数 135 23 42 70
構成比 17.0% 31.1% 51.9%
人数 11 2 3 6
構成比 18.2% 27.3% 54.5%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計
知ってい
る

知らない 無回答

人数 138 57 74 7
構成比 41.3% 53.6% 5.1%
人数 74 31 39 4
構成比 41.9% 52.7% 5.4%
人数 74 31 40 3
構成比 41.9% 54.1% 4.1%
人数 12 4 8 0
構成比 33.3% 66.7% 0.0%
人数 41 17 22 2
構成比 41.5% 53.7% 4.9%
人数 16 6 9 1
構成比 37.5% 56.3% 6.3%
人数 2 1 1 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0%
人数 2 0 2 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計
知ってい
る

知らない 無回答

人数 586 172 213 201
構成比 29.4% 36.3% 34.3%
人数 290 71 113 106
構成比 24.5% 39.0% 36.6%
人数 111 56 24 31
構成比 50.5% 21.6% 27.9%
人数 140 42 63 35
構成比 30.0% 45.0% 25.0%
人数 48 28 12 8
構成比 58.3% 25.0% 16.7%
人数 28 10 13 5
構成比 35.7% 46.4% 17.9%
人数 13 4 3 6
構成比 30.8% 23.1% 46.2%
人数 69 12 21 36
構成比 17.4% 30.4% 52.2%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

合計 利用した
利用して
いない

無回答

人数 231 47 168 16
構成比 20.3% 72.7% 6.9%
人数 57 0 56 1
構成比 0.0% 98.2% 1.8%
人数 67 20 43 4
構成比 29.9% 64.2% 6.0%
人数 64 22 36 6
構成比 34.4% 56.3% 9.4%
人数 18 1 15 2
構成比 5.6% 83.3% 11.1%
人数 23 4 16 3
構成比 17.4% 69.6% 13.0%
人数 2 0 2 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計 利用した
利用して
いない

無回答

人数 57 0 56 1
構成比 0.0% 98.2% 1.8%
人数 31 0 31 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 31 0 30 1
構成比 0.0% 96.8% 3.2%
人数 4 0 4 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 17 0 17 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 6 0 6 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 1 0 1 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計 利用した
利用して
いない

無回答

人数 172 47 110 15
構成比 27.3% 64.0% 8.7%
人数 71 15 50 6
構成比 21.1% 70.4% 8.5%
人数 56 18 34 4
構成比 32.1% 60.7% 7.1%
人数 42 15 23 4
構成比 35.7% 54.8% 9.5%
人数 28 9 16 3
構成比 32.1% 57.1% 10.7%
人数 10 3 7 0
構成比 30.0% 70.0% 0.0%
人数 4 1 2 1
構成比 25.0% 50.0% 25.0%
人数 12 2 10 0
構成比 16.7% 83.3% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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ウ．利用しての満足度

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳以上＞ 

合計 満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

人数 47 11 15 9 4 8 0
構成比 23.4% 31.9% 19.1% 8.5% 17.0% 0.0%
人数 20 6 7 5 1 1 0
構成比 30.0% 35.0% 25.0% 5.0% 5.0% 0.0%
人数 22 3 8 2 2 7 0
構成比 13.6% 36.4% 9.1% 9.1% 31.8% 0.0%
人数 1 0 0 1 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 4 2 0 1 1 0 0
構成比 50.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計 満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答

人数 47 11 15 9 4 8 0
構成比 23.4% 31.9% 19.1% 8.5% 17.0% 0.0%
人数 15 3 2 4 1 5 0
構成比 20.0% 13.3% 26.7% 6.7% 33.3% 0.0%
人数 18 5 8 4 1 0 0
構成比 27.8% 44.4% 22.2% 5.6% 0.0% 0.0%
人数 15 3 4 3 1 4 0
構成比 20.0% 26.7% 20.0% 6.7% 26.7% 0.0%
人数 9 2 3 2 1 1 0
構成比 22.2% 33.3% 22.2% 11.1% 11.1% 0.0%
人数 3 0 1 1 0 1 0
構成比 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0%
人数 1 1 0 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 1 0 1 0 0
構成比 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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（４）仕事について 

問 26 あなたの収入は次のどれですか。（○はいくつでも） 

１．給与・賃金 ４．年金 ７．仕送り 

２．事業収入 ５．福祉に関する手当 ８．その他（      ）

３．財産収入 ６．生活保護 ９．収入はない 

【全体】主な収入源については、「年金」が 49.0％で最も多く、次いで「収入はない」

が22.3％、「給与・賃金」が20.1％となっています。 

【年齢別】17歳以下で「収入はない」、18～39歳で「給与・賃金」、40歳以上で「年

金」が最も多くなっています。 

【障害別】18 歳未満において、いずれも「収入はない」が最も多くなっています。18

歳以上において、いずれも「年金」が最も多く、2 番目に多いのは精神障害のあ

る方で「生活保護」、難病、高次脳機能障害のある方で「福祉に関する手当」、そ

れ以外の障害のある方で「給与・賃金」となっています（ただし、高次脳機能障

害のある方は2位が2つ）。 

【全体】 

「年金」が 49.0％ 

49.0%

22.3%

20.1%

13.5%

10.1%

0.5%

1.2%

1.0%

1.5%

6.1%

0% 20% 40% 60%

年金

収入はない

給与・賃金

福祉に関する手当

生活保護

仕送り

事業収入

財産収入

その他

無回答

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
給与・賃
金

事業収入 財産収入 年金
福祉に関
する手当

生活保護 仕送り その他
収入はな
い

無回答

人数 735 148 9 7 360 99 74 4 11 164 45
構成比 20.1% 1.2% 1.0% 49.0% 13.5% 10.1% 0.5% 1.5% 22.3% 6.1%
人数 138 0 0 0 0 21 2 0 5 103 12
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.2% 1.4% 0.0% 3.6% 74.6% 8.7%
人数 127 74 1 0 54 28 13 1 3 16 4
構成比 58.3% 0.8% 0.0% 42.5% 22.0% 10.2% 0.8% 2.4% 12.6% 3.1%
人数 206 60 4 2 103 28 35 1 3 30 8
構成比 29.1% 1.9% 1.0% 50.0% 13.6% 17.0% 0.5% 1.5% 14.6% 3.9%
人数 118 10 1 2 89 11 17 1 0 8 7
構成比 8.5% 0.8% 1.7% 75.4% 9.3% 14.4% 0.8% 0.0% 6.8% 5.9%
人数 135 2 3 3 113 11 5 1 0 4 11
構成比 1.5% 2.2% 2.2% 83.7% 8.1% 3.7% 0.7% 0.0% 3.0% 8.1%
人数 11 2 0 0 1 0 2 0 0 3 3
構成比 18.2% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% 27.3% 27.3%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
給与・賃
金

事業収入 財産収入 年金
福祉に関
する手当

生活保護 仕送り その他
収入はな
い

無回答

人数 138 0 0 0 0 21 2 0 5 103 12
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.2% 1.4% 0.0% 3.6% 74.6% 8.7%
人数 74 0 0 0 0 14 0 0 3 54 5
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.9% 0.0% 0.0% 4.1% 73.0% 6.8%
人数 74 0 0 0 0 16 1 0 3 50 8
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.6% 1.4% 0.0% 4.1% 67.6% 10.8%
人数 12 0 0 0 0 0 0 0 0 11 1
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 91.7% 8.3%
人数 41 0 0 0 0 6 0 0 1 31 4
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.6% 0.0% 0.0% 2.4% 75.6% 9.8%
人数 16 0 0 0 0 1 0 0 1 14 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 6.3% 87.5% 0.0%
人数 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%
人数 2 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
給与・賃
金

事業収入 財産収入 年金
福祉に関
する手当

生活保護 仕送り その他
収入はな
い

無回答

人数 586 146 9 7 359 78 70 4 6 58 30
構成比 24.9% 1.5% 1.2% 61.3% 13.3% 11.9% 0.7% 1.0% 9.9% 5.1%
人数 290 42 7 5 207 31 20 2 1 21 17
構成比 14.5% 2.4% 1.7% 71.4% 10.7% 6.9% 0.7% 0.3% 7.2% 5.9%
人数 111 56 0 0 69 27 5 0 3 14 3
構成比 50.5% 0.0% 0.0% 62.2% 24.3% 4.5% 0.0% 2.7% 12.6% 2.7%
人数 140 34 2 2 59 16 37 2 1 18 8
構成比 24.3% 1.4% 1.4% 42.1% 11.4% 26.4% 1.4% 0.7% 12.9% 5.7%
人数 48 24 0 0 30 13 3 0 0 4 2
構成比 50.0% 0.0% 0.0% 62.5% 27.1% 6.3% 0.0% 0.0% 8.3% 4.2%
人数 28 4 0 3 17 5 3 0 1 2 0
構成比 14.3% 0.0% 10.7% 60.7% 17.9% 10.7% 0.0% 3.6% 7.1% 0.0%
人数 13 2 1 0 13 2 0 0 0 0 0
構成比 15.4% 7.7% 0.0% 100.0% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 69 18 0 0 40 8 11 0 1 10 4
構成比 26.1% 0.0% 0.0% 58.0% 11.6% 15.9% 0.0% 1.4% 14.5% 5.8%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 27 あなたは現在、働いていますか。（○は１つ） 

１．働いている ３．学校等に通っている 

２．働かないで家にいる ４．その他（                 ） 

【全体】現在の就労状況については、「働かないで家にいる」が 42.2％で最も多く、次

いで「働いている」が21.0％となっています。 

【経年変化】平成23年度と比較すると、平成26年度は「学校等に通っている」が10.0

ポイント増加しています。

【年齢別】17歳以下で「学校等に通っている」、18～39歳で「働いている」、40歳以

上で「働かないで家にいる」が最も多くなっています。

【障害別】18歳以上において、知的障害、発達障害のある方で「働いている」が最も多

くなっています。 

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「働かないで家にいる」が 42.2％ 

働いている
21.0%

働かないで家に
いる
42.2%

学校等に通って
いる
18.2%

その他
7.8%

無回答
10.9%

(N=735)

回答者数
働いてい
る

働かない
で家にい
る

学校等に
通ってい
る

その他 無回答

人数 735 154 310 134 57 80
構成比 21.0% 42.2% 18.2% 7.8% 10.9%
人数 558 140 244 46 35 93
構成比 25.1% 43.7% 8.2% 6.3% 16.7%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
働いてい
る

働かない
で家にい
る

学校等に
通ってい
る

その他 無回答

人数 735 154 310 134 57 80
構成比 21.0% 42.2% 18.2% 7.8% 10.9%
人数 138 0 5 115 10 8
構成比 0.0% 3.6% 83.3% 7.2% 5.8%
人数 127 76 22 6 13 10
構成比 59.8% 17.3% 4.7% 10.2% 7.9%
人数 206 60 94 11 17 24
構成比 29.1% 45.6% 5.3% 8.3% 11.7%
人数 118 12 84 0 8 14
構成比 10.2% 71.2% 0.0% 6.8% 11.9%
人数 135 4 100 1 9 21
構成比 3.0% 74.1% 0.7% 6.7% 15.6%
人数 11 2 5 1 0 3
構成比 18.2% 45.5% 9.1% 0.0% 27.3%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
働いてい
る

働かない
で家にい
る

学校等に
通ってい
る

その他 無回答

人数 138 0 5 115 10 8
構成比 0.0% 3.6% 83.3% 7.2% 5.8%
人数 74 0 4 58 9 3
構成比 0.0% 5.4% 78.4% 12.2% 4.1%
人数 74 0 1 64 4 5
構成比 0.0% 1.4% 86.5% 5.4% 6.8%
人数 12 0 0 12 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
人数 41 0 0 39 1 1
構成比 0.0% 0.0% 95.1% 2.4% 2.4%
人数 16 0 2 12 2 0
構成比 0.0% 12.5% 75.0% 12.5% 0.0%
人数 2 0 0 2 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 2 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
働いてい
る

働かない
で家にい
る

学校等に
通ってい
る

その他 無回答

人数 586 152 300 18 47 69
構成比 25.9% 51.2% 3.1% 8.0% 11.8%
人数 290 42 182 7 19 40
構成比 14.5% 62.8% 2.4% 6.6% 13.8%
人数 111 59 14 11 18 9
構成比 53.2% 12.6% 9.9% 16.2% 8.1%
人数 140 36 72 3 12 17
構成比 25.7% 51.4% 2.1% 8.6% 12.1%
人数 48 25 8 5 7 3
構成比 52.1% 16.7% 10.4% 14.6% 6.3%
人数 28 5 22 1 0 0
構成比 17.9% 78.6% 3.6% 0.0% 0.0%
人数 13 3 8 1 1 0
構成比 23.1% 61.5% 7.7% 7.7% 0.0%
人数 69 21 34 0 8 6
構成比 30.4% 49.3% 0.0% 11.6% 8.7%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 27  問 27 で「２．働かないで家にいる」を選んだ方におうかがいします。 

  (1) 働かない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．家事・子育てをしている ４．仕事をする必要がない（高齢などの

理由で） 

２．病気・障害などの治療中 ５．その他（            ）

３．仕事が見つからない  

【全体】働かないで家にいる理由については、「病気・障害などの治療中」が 44.8％で

最も多く、次いで「仕事をする必要がない（高齢などの理由で）」が 42.3％とな

っています。

【年齢別】74 歳以下で「病気・障害などの治療中」、65 歳以上で「仕事をする必要が

ない（高齢などの理由で）」が最も多くなっています（65～74歳は1位が２つ、

17歳以下は1位が３つ）。

【障害別】18歳以上において、身体障害、難病のある方で「仕事をする必要がない（高

齢などの理由で）」、それ以外の障害のある方で「病気・障害などの治療中」が最

も多くなっています（ただし、難病のある方は1位が２つ）。 

【全体】 

「病気・障害などの治療中」が 44.8％ 

44.8%

42.3%

12.9%

5.8%

8.4%

2.3%

0% 20% 40% 60%

病気・障害などの治療中

仕事をする必要がない（高齢などの理由で）

仕事が見つからない

家事・子育てをしている

その他

無回答

(N=310)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
家事・子
育てをし
ている

病気・障
害などの
治療中

仕事が見
つからな
い

仕事をす
る必要が
ない（高
齢などの
理由で）

その他 無回答

人数 310 18 139 40 131 26 7
構成比 5.8% 44.8% 12.9% 42.3% 8.4% 2.3%
人数 5 1 2 0 2 2 0
構成比 20.0% 40.0% 0.0% 40.0% 40.0% 0.0%
人数 22 3 10 2 5 4 1
構成比 13.6% 45.5% 9.1% 22.7% 18.2% 4.5%
人数 94 6 54 18 18 9 2
構成比 6.4% 57.4% 19.1% 19.1% 9.6% 2.1%
人数 84 5 39 9 39 4 4
構成比 6.0% 46.4% 10.7% 46.4% 4.8% 4.8%
人数 100 2 33 9 65 7 0
構成比 2.0% 33.0% 9.0% 65.0% 7.0% 0.0%
人数 5 1 1 2 2 0 0
構成比 20.0% 20.0% 40.0% 40.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
家事・子
育てをし
ている

病気・障
害などの
治療中

仕事が見
つからな
い

仕事をす
る必要が
ない（高
齢などの
理由で）

その他 無回答

人数 5 1 2 0 2 2 0
構成比 20.0% 40.0% 0.0% 40.0% 40.0% 0.0%
人数 4 1 2 0 1 1 0
構成比 25.0% 50.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0%
人数 1 0 0 0 1 1 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 0 1 2 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 100.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
家事・子
育てをし
ている

病気・障
害などの
治療中

仕事が見
つからな
い

仕事をす
る必要が
ない（高
齢などの
理由で）

その他 無回答

人数 300 16 136 38 127 24 7
構成比 5.3% 45.3% 12.7% 42.3% 8.0% 2.3%
人数 182 7 72 23 92 12 3
構成比 3.8% 39.6% 12.6% 50.5% 6.6% 1.6%
人数 14 0 5 2 2 3 3
構成比 0.0% 35.7% 14.3% 14.3% 21.4% 21.4%
人数 72 6 43 11 22 3 0
構成比 8.3% 59.7% 15.3% 30.6% 4.2% 0.0%
人数 8 0 4 1 2 1 1
構成比 0.0% 50.0% 12.5% 25.0% 12.5% 12.5%
人数 22 0 10 5 10 1 0
構成比 0.0% 45.5% 22.7% 45.5% 4.5% 0.0%
人数 8 0 3 1 2 0 2
構成比 0.0% 37.5% 12.5% 25.0% 0.0% 25.0%
人数 34 3 17 3 13 5 0
構成比 8.8% 50.0% 8.8% 38.2% 14.7% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 27  (1) で「３．仕事が見つからない」を選んだ方におうかがいします。 

  (2) 仕事が見つからない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．自分のやりたい内容の仕事がない ４．給与の条件があわない 

２．就労時間や日数の条件が合わない ５．その他（             ）

３．就労の機会が得られない  

【全体】仕事が見つからない理由については、「就労の機会が得られない」が 25.0％で

最も多く、次いで「自分のやりたい内容の仕事がない」、「就労時間や日数の条件

が合わない」がそれぞれ20.0％となっています。 

【全体】 

「就労の機会が得られない」が 25.0％ 

25.0%

20.0%

20.0%

2.5%

22.5%

45.0%

0% 20% 40% 60%

就労の機会が得られない

自分のやりたい内容の仕事がない

就労時間や日数の条件が合わない

給与の条件があわない

その他

無回答

(N=40)
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問 28  問 27 で「1. 働いている」を選んだ方におうかがいします。             

(1) お勤めの形態や場所は次のどれですか。（○はいくつでも） 

１．自営業 ６．有償ボランティア 

２．家業の手伝い ７．内職 

３．会社などの正規の社員・職員（役員を含む） ８．就労支援施設、生活介護など 

４．契約社員等（雇用期間が決まっている） ９．その他 

５．臨時、パート、嘱託等（雇用期間が決ま

っていない） 

【全体】就労形態や場所については、「就労支援施設、生活介護など」が 35.1％で最も

多く、次いで「臨時、パート、嘱託等（雇用期間が決まっていない）」が24.0％、

「会社などの正規の社員・職員（役員を含む）」が15.6％となっています。

【年齢別】64歳以下で「就労支援施設、生活介護など」、65～74歳で「臨時、パート、

嘱託等（雇用期間が決まっていない）」、75歳以上で「自営業」が最も多くなって

います。 

【障害別】身体障害のある方で「会社などの正規の社員・職員（役員を含む）」、知的障

害、発達障害、難病、高次脳機能障害のある方で「就労支援施設、生活介護など」

（ただし、難病のある方は1位が５つ、高次脳機能障害のある方は1位が３つ）、

精神障害のある方で「臨時、パート、嘱託等（雇用期間が決まっていない）」､高

次脳機能障害で「障害者就労支援センター」が最も多くなっています。

【全体】 

「就労支援施設、生活介護など」が 35.1％ 

35.1%

24.0%

15.6%

10.4%

6.5%

2.6%

0.6%

0.0%

3.9%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40%

就労支援施設、生活介護など

臨時、パート、嘱託等（雇用期間が決まっていない）

会社などの正規の社員・職員（役員を含む）

契約社員等（雇用期間が決まっている）

自営業

家業の手伝い

有償ボランティア

内職

その他

無回答

(N=154)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳以上＞ 

合計 自営業
家業の手
伝い

会社など
の正規の
社員・職
員（役員
を含む）

契約社員
等（雇用
期間が決
まってい
る）

臨時、
パート、
嘱託等
（雇用期
間が決
まってい
ない）

有償ボラ
ンティア

内職

就労支援
施設、生
活介護な
ど

その他 無回答

人数 154 10 4 24 16 37 1 0 54 6 10
構成比 6.5% 2.6% 15.6% 10.4% 24.0% 0.6% 0.0% 35.1% 3.9% 6.5%
人数 76 1 2 7 8 19 0 0 36 3 5
構成比 1.3% 2.6% 9.2% 10.5% 25.0% 0.0% 0.0% 47.4% 3.9% 6.6%
人数 60 4 2 16 6 11 1 0 17 2 4
構成比 6.7% 3.3% 26.7% 10.0% 18.3% 1.7% 0.0% 28.3% 3.3% 6.7%
人数 12 2 0 0 2 6 0 0 0 1 1
構成比 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3%
人数 4 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0
構成比 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計 自営業
家業の手
伝い

会社など
の正規の
社員・職
員（役員
を含む）

契約社員
等（雇用
期間が決
まってい
る）

臨時、
パート、
嘱託等
（雇用期
間が決
まってい
ない）

有償ボラ
ンティア

内職

就労支援
施設、生
活介護な
ど

その他 無回答

人数 152 10 4 23 16 37 1 0 53 6 10
構成比 6.6% 2.6% 15.1% 10.5% 24.3% 0.7% 0.0% 34.9% 3.9% 6.6%
人数 42 8 2 10 6 9 1 0 7 0 2
構成比 19.0% 4.8% 23.8% 14.3% 21.4% 2.4% 0.0% 16.7% 0.0% 4.8%
人数 59 1 0 1 5 13 0 0 34 2 3
構成比 1.7% 0.0% 1.7% 8.5% 22.0% 0.0% 0.0% 57.6% 3.4% 5.1%
人数 36 1 2 10 3 15 0 0 6 2 2
構成比 2.8% 5.6% 27.8% 8.3% 41.7% 0.0% 0.0% 16.7% 5.6% 5.6%
人数 25 0 0 1 2 5 0 0 15 1 1
構成比 0.0% 0.0% 4.0% 8.0% 20.0% 0.0% 0.0% 60.0% 4.0% 4.0%
人数 5 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1
構成比 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0%
人数 3 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3%
人数 21 0 0 2 3 0 0 0 10 2 4
構成比 0.0% 0.0% 9.5% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 47.6% 9.5% 19.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害



92 

問 28  問 27 で「1. 働いている」を選んだ方におうかがいします。             

(2) 仕事はどのような方法でみつけましたか。（○はいくつでも） 

1. 直接自分で探した 5. 障害者就労支援センター 

2.  公共職業安定所（ハローワーク） 6.  通っていた施設 

3.  学校の紹介 7. 知人・友人等の紹介 

4.  職業訓練校 8.  その他（           ）

【全体】仕事を見つけた方法については、「直接自分で探した」が 22.7％で最も多く、

次いで「学校の紹介」が19.5％となっています。 

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、平成 26 年度は「障害者就労支援センター」

が4.4 ポイント増加、「学校の紹介」が6.9ポイント減少しています。 

【年齢別】18～39歳で「学校の紹介」、40～74歳で「直接自分で探した」が最も多く

なっています。

【障害別】身体障害、精神障害、難病のある方で「直接自分で探した」（ただし、難病の

ある方は1位が３つ）、知的障害、発達障害のある方で「学校の紹介」が最も多く

なっています。 

【全体】 

「直接自分で探した」が 22.7％ 

22.7%

19.5%

13.0%

12.3%

9.7%

6.5%

0.6%

14.9%

9.1%

0% 10% 20% 30%

直接自分で探した

学校の紹介

障害者就労支援センター

公共職業安定所（ハローワーク）

通っていた施設

知人・友人等の紹介

職業訓練校

その他

無回答

(N=154)
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【平成23年度との比較】 

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳以上＞ 

回答者数
直接自分
で探した

公共職業
安定所
（ハロー
ワーク）

学校の紹
介

職業訓練
校

障害者就
労支援セ
ンター

通ってい
た施設

知人・友
人等の紹
介

その他 無回答

人数 154 35 19 30 1 20 15 10 23 14
構成比 22.7% 12.3% 19.5% 0.6% 13.0% 9.7% 6.5% 14.9% 9.1%
人数 140 29 13 37 0 12 15 10 22 20
構成比 20.7% 9.3% 26.4% 0.0% 8.6% 10.7% 7.1% 15.7% 14.3%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度

合計
直接自分
で探した

公共職業
安定所
（ハロー
ワーク）

学校の紹
介

職業訓練
校

障害者就
労支援セ
ンター

通ってい
た施設

知人・友
人等の紹
介

その他 無回答

人数 154 35 19 30 1 20 15 10 23 14
構成比 22.7% 12.3% 19.5% 0.6% 13.0% 9.7% 6.5% 14.9% 9.1%
人数 76 15 8 24 0 11 7 4 10 4
構成比 19.7% 10.5% 31.6% 0.0% 14.5% 9.2% 5.3% 13.2% 5.3%
人数 60 16 8 6 1 8 6 6 9 5
構成比 26.7% 13.3% 10.0% 1.7% 13.3% 10.0% 10.0% 15.0% 8.3%
人数 12 4 3 0 0 0 1 0 2 3
構成比 33.3% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 16.7% 25.0%
人数 4 0 0 0 0 0 0 0 2 2
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%
人数 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
直接自分
で探した

公共職業
安定所
（ハロー
ワーク）

学校の紹
介

職業訓練
校

障害者就
労支援セ
ンター

通ってい
た施設

知人・友
人等の紹
介

その他 無回答

人数 152 35 19 30 1 19 14 10 23 14
構成比 23.0% 12.5% 19.7% 0.7% 12.5% 9.2% 6.6% 15.1% 9.2%
人数 42 10 6 6 0 1 2 3 10 7
構成比 23.8% 14.3% 14.3% 0.0% 2.4% 4.8% 7.1% 23.8% 16.7%
人数 59 10 5 21 1 11 6 1 8 4
構成比 16.9% 8.5% 35.6% 1.7% 18.6% 10.2% 1.7% 13.6% 6.8%
人数 36 12 8 1 0 6 2 4 3 2
構成比 33.3% 22.2% 2.8% 0.0% 16.7% 5.6% 11.1% 8.3% 5.6%
人数 25 5 2 10 0 4 2 0 4 2
構成比 20.0% 8.0% 40.0% 0.0% 16.0% 8.0% 0.0% 16.0% 8.0%
人数 5 1 0 1 0 0 0 0 2 1
構成比 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 20.0%
人数 3 0 1 0 0 2 0 0 0 0
構成比 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 21 4 0 5 0 1 4 2 3 2
構成比 19.0% 0.0% 23.8% 0.0% 4.8% 19.0% 9.5% 14.3% 9.5%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 28  問 27 で「1. 働いている」を選んだ方におうかがいします。     

  (3) １ヶ月の給料や工賃はどのくらいですか。（○は１つ） 

１．家族従業者で収入は特にない ７．15～19 万円未満 

２．1 万円未満 ８．19～23 万円未満 

３．1～2 万円未満 ９．23～25 万円未満 

４．2～7 万円未満 10．25～30 万円未満 

５．7～11 万円未満 11．30～50 万円未満 

６．11～15 万円未満 12．50 万円以上 

【全体】1ヶ月の給料については、「2～7万円未満」が19.5％で最も多く、次いで「1

万円未満」が18.8％、「7～11万円未満」が13.6％となっています。 

【年齢別】18～39 歳で「1 万円未満」、40 歳以上で「2～7 万円未満」が最も多くな

っています。（ただし、75歳以上の方は1位が４つ）

【障害別】身体障害のある方で「7～11万円未満」、精神障害のある方で「2～7万円未

満」、それ以外の障害のある方で「1万円未満」が最も多くなっています（ただし、

身体障害のある方は「1 万円未満」「7～11 万円未満」が同率 1 位、難病のある

方は1位が５つ）。 

【全体】 

「2～7万円未満」が 19.5％ 

25～30万円未
満
1.9%

23～25万円未
満
2.6%

30～50万円未
満
1.9%

50万円以上
2.6%

無回答
9.7%

家族従業者で収
入は特にない
1.3%

1万円未満
18.8%

1～2万円未満
12.3%

2～7万円未満
19.5%

7～11万円未満
13.6%

11～15万円未
満
8.4%

15～19万円未
満
4.5%

19～23万円未
満
2.6%

(N=154)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳以上＞ 

合計

家族従業
者で収入
は特にな
い

1万円未
満

1～2万円
未満

2～7万円
未満

7～11万
円未満

11～15万
円未満

15～19万
円未満

19～23万
円未満

23～25万
円未満

25～30万
円未満

30～50万
円未満

50万円以
上

無回答

人数 154 2 29 19 30 21 13 7 4 4 3 3 4 15
構成比 1.3% 18.8% 12.3% 19.5% 13.6% 8.4% 4.5% 2.6% 2.6% 1.9% 1.9% 2.6% 9.7%
人数 76 2 20 14 12 10 7 3 2 1 0 0 0 5
構成比 2.6% 26.3% 18.4% 15.8% 13.2% 9.2% 3.9% 2.6% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 6.6%
人数 60 0 8 5 12 7 5 3 2 3 3 3 2 7
構成比 0.0% 13.3% 8.3% 20.0% 11.7% 8.3% 5.0% 3.3% 5.0% 5.0% 5.0% 3.3% 11.7%
人数 12 0 1 0 4 3 0 1 0 0 0 0 1 2
構成比 0.0% 8.3% 0.0% 33.3% 25.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 16.7%
人数 4 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0%
人数 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計

家族従業
者で収入
は特にな
い

1万円未
満

1～2万円
未満

2～7万円
未満

7～11万
円未満

11～15万
円未満

15～19万
円未満

19～23万
円未満

23～25万
円未満

25～30万
円未満

30～50万
円未満

50万円以
上

無回答

人数 152 2 29 19 29 20 13 7 4 4 3 3 4 15
構成比 1.3% 19.1% 12.5% 19.1% 13.2% 8.6% 4.6% 2.6% 2.6% 2.0% 2.0% 2.6% 9.9%
人数 42 0 6 1 5 6 4 3 1 0 1 2 4 9
構成比 0.0% 14.3% 2.4% 11.9% 14.3% 9.5% 7.1% 2.4% 0.0% 2.4% 4.8% 9.5% 21.4%
人数 59 1 14 12 12 9 5 2 0 0 0 0 1 3
構成比 1.7% 23.7% 20.3% 20.3% 15.3% 8.5% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 5.1%
人数 36 0 6 2 8 5 4 2 2 2 2 1 0 2
構成比 0.0% 16.7% 5.6% 22.2% 13.9% 11.1% 5.6% 5.6% 5.6% 5.6% 2.8% 0.0% 5.6%
人数 25 0 9 4 3 1 4 2 1 0 0 0 0 1
構成比 0.0% 36.0% 16.0% 12.0% 4.0% 16.0% 8.0% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.0%
人数 5 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1
構成比 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0%
人数 3 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 21 1 5 5 5 0 0 0 1 2 0 0 0 2
構成比 4.8% 23.8% 23.8% 23.8% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 9.5% 0.0% 0.0% 0.0% 9.5%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 28  問 27 で「1. 働いている」を選んだ方におうかがいします。     

  (4) 仕事をするうえで不安や不満を感じることがありますか（ありましたか）。 

1. 障害者のための設備が十分でない 8.  賃金がもらえない 

2.  安全に配慮されていない 9.  健康保険・厚生年金などがない 

3.  通勤するのが大変 10. 仕事がむずかしい 

4.  自分にあった内容の仕事がない 11. 仕事の内容が負担 

5.  職場の人間関係がむずかしい 12. 働く時間が長い 

6.  昇給や昇進が平等ではない 13. その他（          ） 

7.  収入が少ない 14. 特に不安や不満はない 

【全体】仕事上での不安や不満については、「収入が少ない」が 29.9％で最も多く、次

いで「特に不安や不満はない」が 27.3％、「職場の人間関係がむずかしい」が

20.8％となっています。 

【年齢別】64歳以下で「収入が少ない」、65歳～74歳で「特に不安や不満はない」が

最も多くなっています。（75歳以上は1位が２つ）

【障害別】身体障害のある方で「特に不安や不満はない」、それ以外の障害がある方で「収

入が少ない」が最も多くなっています。（ただし、難病は1位が４つ、高次脳機能

障害は1位が３つ）

【全体】 

「収入が少ない」が 29.9％ 

29.9%

27.3%

20.8%

7.8%

7.1%

7.1%

5.8%

5.8%

4.5%

4.5%

3.2%

2.6%

0.6%

8.4%

16.9%

0% 10% 20% 30% 40%

収入が少ない

特に不安や不満はない

職場の人間関係がむずかしい

障害者のための設備が十分でない

昇給や昇進が平等ではない

健康保険・厚生年金などがない

通勤するのが大変

仕事の内容が負担

自分にあった内容の仕事がない

仕事がむずかしい

安全に配慮されていない

働く時間が長い

賃金がもらえない

その他

無回答

(N=154)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳以上＞ 

合計

障害者の
ための設
備が十分
でない

安全に配
慮されて
いない

通勤する
のが大変

自分に
あった内
容の仕事
がない

職場の人
間関係が
むずかし
い

昇給や昇
進が平等
ではない

収入が少
ない

賃金がも
らえない

健康保
険・厚生
年金など
がない

仕事がむ
ずかしい

仕事の内
容が負担

働く時間
が長い

その他

人数 154 12 5 9 7 32 11 46 1 11 7 9 4 13
構成比 7.8% 3.2% 5.8% 4.5% 20.8% 7.1% 29.9% 0.6% 7.1% 4.5% 5.8% 2.6% 8.4%
人数 76 10 3 1 3 18 6 27 1 6 4 1 1 6
構成比 13.2% 3.9% 1.3% 3.9% 23.7% 7.9% 35.5% 1.3% 7.9% 5.3% 1.3% 1.3% 7.9%
人数 60 1 1 7 2 12 4 18 0 5 3 6 3 5
構成比 1.7% 1.7% 11.7% 3.3% 20.0% 6.7% 30.0% 0.0% 8.3% 5.0% 10.0% 5.0% 8.3%
人数 12 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1
構成比 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3%
人数 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%
人数 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

全体

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計

障害者の
ための設
備が十分
でない

安全に配
慮されて
いない

通勤する
のが大変

自分に
あった内
容の仕事
がない

職場の人
間関係が
むずかし
い

昇給や昇
進が平等
ではない

収入が少
ない

賃金がも
らえない

健康保
険・厚生
年金など
がない

仕事がむ
ずかしい

仕事の内
容が負担

働く時間
が長い

その他

人数 152 12 5 9 6 31 11 46 1 11 7 7 4 13
構成比 7.9% 3.3% 5.9% 3.9% 20.4% 7.2% 30.3% 0.7% 7.2% 4.6% 4.6% 2.6% 8.6%
人数 42 2 0 3 0 4 4 9 0 2 1 1 0 5
構成比 4.8% 0.0% 7.1% 0.0% 9.5% 9.5% 21.4% 0.0% 4.8% 2.4% 2.4% 0.0% 11.9%
人数 59 8 3 1 2 12 4 17 1 2 4 0 0 4
構成比 13.6% 5.1% 1.7% 3.4% 20.3% 6.8% 28.8% 1.7% 3.4% 6.8% 0.0% 0.0% 6.8%
人数 36 2 2 1 3 10 4 13 0 6 2 6 3 1
構成比 5.6% 5.6% 2.8% 8.3% 27.8% 11.1% 36.1% 0.0% 16.7% 5.6% 16.7% 8.3% 2.8%
人数 25 2 1 0 1 7 2 9 0 3 1 0 1 1
構成比 8.0% 4.0% 0.0% 4.0% 28.0% 8.0% 36.0% 0.0% 12.0% 4.0% 0.0% 4.0% 4.0%
人数 5 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0%
人数 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 21 0 0 4 1 5 0 6 0 1 0 0 1 4
構成比 0.0% 0.0% 19.0% 4.8% 23.8% 0.0% 28.6% 0.0% 4.8% 0.0% 0.0% 4.8% 19.0%

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

特に不安
や不満は
ない

無回答

人数 42 26
構成比 27.3% 16.9%
人数 22 11
構成比 28.9% 14.5%
人数 14 10
構成比 23.3% 16.7%
人数 5 3
構成比 41.7% 25.0%
人数 1 2
構成比 25.0% 50.0%
人数 0 0
構成比 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

特に不安
や不満は
ない

無回答

人数 42 26
構成比 27.6% 17.1%
人数 16 10
構成比 38.1% 23.8%
人数 16 10
構成比 27.1% 16.9%
人数 10 6
構成比 27.8% 16.7%
人数 5 4
構成比 20.0% 16.0%
人数 1 2
構成比 20.0% 40.0%
人数 1 1
構成比 33.3% 33.3%
人数 3 3
構成比 14.3% 14.3%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 29 すべての方におうかがいします。障害のある方が働くためには、どのようなことが必要だと

思いますか。（○はいくつでも） 

１．企業などが積極的に障害のある方を雇うこと 

２．障害のある方に配慮した職場の施設・設備が整っていること 

３．就労条件（個別の状況に応じた対応など）が整っていること 

４．生活できる給料がもらえること 

５．事業主や職場の仲間の理解があること 

６．仕事をするための訓練・研修の機会が充実していること 

７．自営業を希望する障害のある方への支援が充実していること 

８．通勤（交通）手段が確保されていること 

９．働く場の紹介（あっせん）や相談が充実していること 

10．健康管理が充実していること 

11．作業所など働く場が整備されていること 

12．公営住宅やアパート、グループホームなどの住居が整備されていること 

13．就労後の相談、支援が適切に行われるような定着支援が充実していること 

14．その他（                   ） 

15．特に必要ない 

【全体】障害者の就労に必要なことについては、「事業主や職場の仲間の理解があること」

が55.2％で最も多く、次いで「障害のある方に配慮した職場の施設・設備が整っ

ていること」が54.7％、「企業などが積極的に障害のある方を雇うこと」が47.8％

となっています。 

【年齢別】74 歳以下は「事業主や職場の仲間の理解があること」、75 歳以上は障害の

ある方に配慮した職場の施設・設備が整っていること」が最も多くなっています

（ただし、40～64歳は1位が2つ）。

【障害別】18歳未満において、身体障害、精神障害、高次脳機能障害のある方で「障害

のある方に配慮した職場の施設・設備が整っていること」、知的障害、発達障害、

難病のある方で「事業主や職場の仲間の理解があること」が最も多くなっていま

す。（ただし、高次脳機能障害は1位が４つ） 

18歳以上において、身体障害、発達障害、難病、高次脳機能障害のある方で「障

害のある方に配慮した職場の施設・設備が整っていること」、知的障害、精神障害

のある方で「事業主や職場の仲間の理解があること」が最も多くなっています。 

「事業主や職場の仲間の理解があること」が 55.2％ 

「障害のある方に配慮した職場の施設・設備が整っているこ

と」が 54.7％ 
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【全体】 

【年齢別】 

(N=735)

47.8%

46.0%

42.3%

34.1%

33.5%

31.3%

30.1%

27.2%

22.7%

21.2%

12.7%

3.8%

2.6%

13.7%

54.7%

55.2%

0% 20% 40% 60%

事業主や職場の仲間の理解があること

障害のある方に配慮した職場の施設・設備が整っている
こと

企業などが積極的に障害のある方を雇うこと

生活できる給料がもらえること

就労条件（個別の状況に応じた対応など）が整っている
こと

就労後の相談、支援が適切に行われるような定着支援
が充実していること

働く場の紹介（あっせん）や相談が充実していること

仕事をするための訓練・研修の機会が充実していること

通勤（交通）手段が確保されていること

作業所など働く場が整備されていること

健康管理が充実していること

公営住宅やアパート、グループホームなどの住居が整備
されていること

自営業を希望する障害のある方への支援が充実してい
ること

特に必要ない

その他

無回答

合計

企業など
が積極的
に障害の
ある方を
雇うこと

障害のあ
る方に配
慮した職
場の施
設・設備
が整って
いること

就労条件
（個別の
状況に応
じた対応
など）が
整ってい
ること

生活でき
る給料が
もらえる
こと

事業主や
職場の仲
間の理解
があるこ
と

仕事をす
るための
訓練・研
修の機会
が充実し
ているこ
と

自営業を
希望する
障害のあ
る方への
支援が充
実してい
ること

通勤（交
通）手段
が確保さ
れている
こと

働く場の
紹介
（あっせ
ん）や相
談が充実
している
こと

健康管理
が充実し
ているこ
と

作業所な
ど働く場
が整備さ
れている
こと

公営住宅
やアパー
ト、グ
ループ
ホームな
どの住居
が整備さ
れている
こと

就労後の
相談、支
援が適切
に行われ
るような
定着支援
が充実し
ているこ
と

人数 735 351 402 311 338 406 230 93 221 246 167 200 156 251
構成比 47.8% 54.7% 42.3% 46.0% 55.2% 31.3% 12.7% 30.1% 33.5% 22.7% 27.2% 21.2% 34.1%
人数 138 83 102 80 80 104 66 24 67 68 35 55 46 66
構成比 60.1% 73.9% 58.0% 58.0% 75.4% 47.8% 17.4% 48.6% 49.3% 25.4% 39.9% 33.3% 47.8%
人数 127 63 73 63 76 80 43 20 37 49 33 40 36 65
構成比 49.6% 57.5% 49.6% 59.8% 63.0% 33.9% 15.7% 29.1% 38.6% 26.0% 31.5% 28.3% 51.2%
人数 206 92 106 84 93 106 60 26 52 67 47 51 36 61
構成比 44.7% 51.5% 40.8% 45.1% 51.5% 29.1% 12.6% 25.2% 32.5% 22.8% 24.8% 17.5% 29.6%
人数 118 49 50 42 45 57 24 11 30 33 27 27 20 27
構成比 41.5% 42.4% 35.6% 38.1% 48.3% 20.3% 9.3% 25.4% 28.0% 22.9% 22.9% 16.9% 22.9%
人数 135 59 67 37 40 55 34 11 30 26 23 25 16 30
構成比 43.7% 49.6% 27.4% 29.6% 40.7% 25.2% 8.1% 22.2% 19.3% 17.0% 18.5% 11.9% 22.2%
人数 11 5 4 5 4 4 3 1 5 3 2 2 2 2
構成比 45.5% 36.4% 45.5% 36.4% 36.4% 27.3% 9.1% 45.5% 27.3% 18.2% 18.2% 18.2% 18.2%

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

その他
特に必要
ない

無回答

人数 19 28 101
構成比 2.6% 3.8% 13.7%
人数 2 0 5
構成比 1.4% 0.0% 3.6%
人数 5 2 6
構成比 3.9% 1.6% 4.7%
人数 7 12 22
構成比 3.4% 5.8% 10.7%
人数 1 8 24
構成比 0.8% 6.8% 20.3%
人数 3 6 40
構成比 2.2% 4.4% 29.6%
人数 1 0 4
構成比 9.1% 0.0% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計

企業など
が積極的
に障害の
ある方を
雇うこと

障害のあ
る方に配
慮した職
場の施
設・設備
が整って
いること

就労条件
（個別の
状況に応
じた対応
など）が
整ってい
ること

生活でき
る給料が
もらえる
こと

事業主や
職場の仲
間の理解
があるこ
と

仕事をす
るための
訓練・研
修の機会
が充実し
ているこ
と

自営業を
希望する
障害のあ
る方への
支援が充
実してい
ること

通勤（交
通）手段
が確保さ
れている
こと

働く場の
紹介
（あっせ
ん）や相
談が充実
している
こと

健康管理
が充実し
ているこ
と

作業所な
ど働く場
が整備さ
れている
こと

公営住宅
やアパー
ト、グ
ループ
ホームな
どの住居
が整備さ
れている
こと

就労後の
相談、支
援が適切
に行われ
るような
定着支援
が充実し
ているこ
と

人数 138 83 102 80 80 104 66 24 67 68 35 55 46 66
構成比 60.1% 73.9% 58.0% 58.0% 75.4% 47.8% 17.4% 48.6% 49.3% 25.4% 39.9% 33.3% 47.8%
人数 74 48 56 44 41 54 28 16 37 34 21 25 20 29
構成比 64.9% 75.7% 59.5% 55.4% 73.0% 37.8% 21.6% 50.0% 45.9% 28.4% 33.8% 27.0% 39.2%
人数 74 41 52 44 40 59 42 12 37 40 21 37 32 44
構成比 55.4% 70.3% 59.5% 54.1% 79.7% 56.8% 16.2% 50.0% 54.1% 28.4% 50.0% 43.2% 59.5%
人数 12 6 11 5 9 10 8 1 3 3 1 3 4 7
構成比 50.0% 91.7% 41.7% 75.0% 83.3% 66.7% 8.3% 25.0% 25.0% 8.3% 25.0% 33.3% 58.3%
人数 41 22 31 21 25 35 28 2 18 21 6 20 17 22
構成比 53.7% 75.6% 51.2% 61.0% 85.4% 68.3% 4.9% 43.9% 51.2% 14.6% 48.8% 41.5% 53.7%
人数 16 12 9 10 12 13 8 5 10 8 5 6 8 7
構成比 75.0% 56.3% 62.5% 75.0% 81.3% 50.0% 31.3% 62.5% 50.0% 31.3% 37.5% 50.0% 43.8%
人数 2 1 2 1 2 2 2 0 1 1 1 1 0 1
構成比 50.0% 100.0% 50.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0%
人数 2 1 1 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計

企業など
が積極的
に障害の
ある方を
雇うこと

障害のあ
る方に配
慮した職
場の施
設・設備
が整って
いること

就労条件
（個別の
状況に応
じた対応
など）が
整ってい
ること

生活でき
る給料が
もらえる
こと

事業主や
職場の仲
間の理解
があるこ
と

仕事をす
るための
訓練・研
修の機会
が充実し
ているこ
と

自営業を
希望する
障害のあ
る方への
支援が充
実してい
ること

通勤（交
通）手段
が確保さ
れている
こと

働く場の
紹介
（あっせ
ん）や相
談が充実
している
こと

健康管理
が充実し
ているこ
と

作業所な
ど働く場
が整備さ
れている
こと

公営住宅
やアパー
ト、グ
ループ
ホームな
どの住居
が整備さ
れている
こと

就労後の
相談、支
援が適切
に行われ
るような
定着支援
が充実し
ているこ
と

人数 586 263 296 226 254 298 161 68 149 175 130 143 108 183
構成比 44.9% 50.5% 38.6% 43.3% 50.9% 27.5% 11.6% 25.4% 29.9% 22.2% 24.4% 18.4% 31.2%
人数 290 140 154 103 112 143 77 37 79 83 66 69 46 81
構成比 48.3% 53.1% 35.5% 38.6% 49.3% 26.6% 12.8% 27.2% 28.6% 22.8% 23.8% 15.9% 27.9%
人数 111 47 60 43 53 64 25 11 29 33 23 35 30 46
構成比 42.3% 54.1% 38.7% 47.7% 57.7% 22.5% 9.9% 26.1% 29.7% 20.7% 31.5% 27.0% 41.4%
人数 140 69 71 72 75 82 47 20 42 55 40 32 27 52
構成比 49.3% 50.7% 51.4% 53.6% 58.6% 33.6% 14.3% 30.0% 39.3% 28.6% 22.9% 19.3% 37.1%
人数 48 21 31 25 26 29 16 5 17 20 11 16 19 26
構成比 43.8% 64.6% 52.1% 54.2% 60.4% 33.3% 10.4% 35.4% 41.7% 22.9% 33.3% 39.6% 54.2%
人数 28 14 21 14 10 19 8 4 10 15 9 4 3 10
構成比 50.0% 75.0% 50.0% 35.7% 67.9% 28.6% 14.3% 35.7% 53.6% 32.1% 14.3% 10.7% 35.7%
人数 13 3 7 5 5 4 2 0 4 4 4 5 1 3
構成比 23.1% 53.8% 38.5% 38.5% 30.8% 15.4% 0.0% 30.8% 30.8% 30.8% 38.5% 7.7% 23.1%
人数 69 21 26 18 22 28 21 6 14 15 13 16 12 17
構成比 30.4% 37.7% 26.1% 31.9% 40.6% 30.4% 8.7% 20.3% 21.7% 18.8% 23.2% 17.4% 24.6%

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

その他
特に必要
ない

無回答

人数 2 0 5
構成比 1.4% 0.0% 3.6%
人数 1 0 1
構成比 1.4% 0.0% 1.4%
人数 2 0 4
構成比 2.7% 0.0% 5.4%
人数 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 1
構成比 4.9% 0.0% 2.4%
人数 1 0 0
構成比 6.3% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

その他
特に必要
ない

無回答

人数 16 28 92
構成比 2.7% 4.8% 15.7%
人数 5 13 51
構成比 1.7% 4.5% 17.6%
人数 3 5 9
構成比 2.7% 4.5% 8.1%
人数 6 8 14
構成比 4.3% 5.7% 10.0%
人数 1 1 2
構成比 2.1% 2.1% 4.2%
人数 1 1 1
構成比 3.6% 3.6% 3.6%
人数 1 0 4
構成比 7.7% 0.0% 30.8%
人数 3 5 19
構成比 4.3% 7.2% 27.5%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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（５）保育や教育について 

問 30 あなたは、現在、幼稚園・保育所や障害児通所支援、学校などに通っていますか。通ってい

るのは次のどれにあたりますか。（○は１つ） 

１．幼稚園 ６．特別支援学校（旧養護学校、盲学校、

ろう学校） 

２．保育所 ７．大学・短大・専門学校 

３．障害児通所支援 ８．その他（          ） 

４．小・中学校（特別支援学級） ９．どこにも通っていない 

５．小・中・高校（普通学級）  

【全体】通園・通学の現状については、「どこにも通っていない」が34.0％で最も多く、

次いで「特別支援学校（旧養護学校、盲学校、ろう学校）」が6.3％、「小・中学校

（特別支援学級）」が4.2％となっています。 

【年齢別】17 歳以下では「特別支援学校（旧養護学校、盲学校、ろう学校）」が最も多

く、次いで「小・中学校（特別支援学級）」となっています。

【障害別】18歳未満において、身体障害、知的障害、高次脳機能障害のある方で「特別

支援学校（旧養護学校、盲学校、ろう学校）」（ただし、高次脳機能障害は 1 位が

２つ）、精神障害、発達障害のある方で「小・中学校（特別支援学級）」、精神障害、

難病のある方で「小・中・高（普通学級）」が最も多くなっています。 

【全体】 

「どこに通っていない」が 34.0％ 

無回答
44.5%

どこにも通ってい
ない
34.0%

幼稚園
0.3%

保育所
1.1%

障害児通所支
援
3.5%

小・中学校（特
別支援学級）
4.2%

小・中・高校（普
通学級）
3.7%

特別支援学校
（旧養護学校、
盲学校、ろう学

校）
6.3%

大学・短大・専
門学校
0.4%

その他
2.0%

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 幼稚園 保育所
障害児通
所支援

小・中学
校（特別
支援学
級）

小・中・高
校（普通
学級）

特別支援
学校（旧
養護学
校、盲学
校、ろう
学校）

大学・短
大・専門
学校

その他
どこにも
通ってい
ない

無回答

人数 735 2 8 26 31 27 46 3 15 250 327
構成比 0.3% 1.1% 3.5% 4.2% 3.7% 6.3% 0.4% 2.0% 34.0% 44.5%
人数 138 2 8 18 31 26 42 0 1 8 2
構成比 1.4% 5.8% 13.0% 22.5% 18.8% 30.4% 0.0% 0.7% 5.8% 1.4%
人数 127 0 0 8 0 1 3 3 8 49 55
構成比 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 0.8% 2.4% 2.4% 6.3% 38.6% 43.3%
人数 206 0 0 0 0 0 0 0 4 98 104
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 47.6% 50.5%
人数 118 0 0 0 0 0 0 0 2 41 75
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 34.7% 63.6%
人数 135 0 0 0 0 0 0 0 0 50 85
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 37.0% 63.0%
人数 11 0 0 0 0 0 1 0 0 4 6
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 36.4% 54.5%

１位：白文字、２位：太文字

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

全体

合計 幼稚園 保育所
障害児通
所支援

小・中学
校（特別
支援学
級）

小・中・高
校（普通
学級）

特別支援
学校（旧
養護学
校、盲学
校、ろう
学校）

大学・短
大・専門
学校

その他
どこにも
通ってい
ない

無回答

人数 138 2 8 18 31 26 42 0 1 8 2
構成比 1.4% 5.8% 13.0% 22.5% 18.8% 30.4% 0.0% 0.7% 5.8% 1.4%
人数 74 1 6 11 7 16 26 0 0 7 0
構成比 1.4% 8.1% 14.9% 9.5% 21.6% 35.1% 0.0% 0.0% 9.5% 0.0%
人数 74 0 4 8 22 5 31 0 0 2 2
構成比 0.0% 5.4% 10.8% 29.7% 6.8% 41.9% 0.0% 0.0% 2.7% 2.7%
人数 12 1 0 2 4 4 0 0 1 0 0
構成比 8.3% 0.0% 16.7% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0%
人数 41 1 2 6 13 5 12 0 0 1 1
構成比 2.4% 4.9% 14.6% 31.7% 12.2% 29.3% 0.0% 0.0% 2.4% 2.4%
人数 16 0 1 3 4 6 0 0 0 2 0
構成比 0.0% 6.3% 18.8% 25.0% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害

合計 幼稚園 保育所
障害児通
所支援

小・中学
校（特別
支援学
級）

小・中・高
校（普通
学級）

特別支援
学校（旧
養護学
校、盲学
校、ろう
学校）

大学・短
大・専門
学校

その他
どこにも
通ってい
ない

無回答

人数 586 0 0 8 0 1 3 3 14 238 319
構成比 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 0.2% 0.5% 0.5% 2.4% 40.6% 54.4%
人数 290 0 0 4 0 1 1 2 6 104 172
構成比 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 0.3% 0.3% 0.7% 2.1% 35.9% 59.3%
人数 111 0 0 1 0 0 1 0 5 39 65
構成比 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 4.5% 35.1% 58.6%
人数 140 0 0 0 0 0 1 1 4 78 56
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.7% 2.9% 55.7% 40.0%
人数 48 0 0 1 0 0 1 0 2 16 28
構成比 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 4.2% 33.3% 58.3%
人数 28 0 0 0 0 1 0 0 0 13 14
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 46.4% 50.0%
人数 13 0 0 0 0 0 0 0 1 6 6
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 46.2% 46.2%
人数 69 0 0 3 0 0 1 0 1 26 38
構成比 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 1.4% 37.7% 55.1%

１位：白文字、２位：太文字

全体

難病

高次脳機能障害

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害
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問 30(2) 放課後はどのように過ごしていますか。（アとイ、それぞれ○は１つ） 

ア 誰と過ごしていますか イ どこで過ごしていますか 

１．ひとりで １．自宅 

２．家族 ２．自宅以外の家 

３．親族 ３．習い事や塾 

４．地域の人・知人 ４．学校の部活動 

５．ホームヘルパー ５．学童（放課後児童クラブなど） 

６．施設など職員や仲間 ６．図書館 

７．その他（        ） ７．児童館 

 ８．その他の公共施設（公園・公民館な

ど） 

 ９．日中一時預かり 

 10．放課後等デイサービス 

 11．民間の施設（娯楽施設・店舗など） 

 12. その他（          ） 

＜放課後、主に過ごしている人＞ 

「家族」が 57.0％と最も多く、次いで「施設など職員や仲間」が 12.0％となってい

ます。 

＜放課後を過ごす場所＞ 

「自宅」が 60.1％と最も多く、次いで「放課後等デイサービス」が 13.9％となって

います。

※母数はいずれも、問 30にて「１」~「８」を選択した方

誰と過ごすか：「家族」が 57.0％ 

どこで過ごすか：「自宅」が 60.1％ 
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＜放課後、主に過ごしている人＞ 

＜放課後を過ごす場所＞ 

ひとりで
5.1%

家族
57.0%

親族
1.9%

地域の人・知人
1.9%

ホームヘルパー
2.5%

施設など職員や
仲間
12.0%

その他
9.5%

無回答
10.1%

(N=158)

日中一時預かり
0.0%

放課後等デイ
サービス
13.9%

民間の施設（娯
楽施設・店舗な

ど）
1.3%

その他
2.5% 無回答

12.7%

自宅
60.1%

自宅以外の家
1.9%

習い事や塾
0.6%

学校の部活動
3.8%

学童（放課後児
童クラブなど）
2.5%

図書館
0.0%

児童館
0.0%

その他の公共施
設（公園・公民
館など）
0.6%

(N=158)
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問 30(3) 今後はどのような放課後の過ごし方を希望しますか。（○はいくつでも） 

１．放課後、学校あるいは近くで子どもが集まって過ごせる場がほしい 

２．親子で遊べる場所がほしい 

３．その他（                          ） 

４．現在の過ごし方でよい 

【全体】放課後の過ごし方の希望については、「放課後、学校あるいは近くで子どもが集

まって過ごせる場がほしい」が42.4％で最も多く、次いで「現在の過ごし方でよ

い」が39.2％となっています。 

※母数は問 30にて「１」~「８」を選択した方

【全体】 

「放課後、学校あるいは近くで子どもが集まって過ごせる場が

ほしい」が 42.4％ 

42.4%

39.2%

8.9%

8.2%

12.7%

0% 20% 40% 60%

放課後、学校あるいは近くで子どもが集まって過ごせ
る場がほしい

現在の過ごし方でよい

親子で遊べる場所がほしい

その他

無回答

(N=158)
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問 30(4) 今後、どのような進路を希望しますか。（○は２つまで） 

１．一般就労したい ６．大学や専門学校等へ進学したい 

２．働くための知識や能力を向上させる

訓練を受けたい 

７．自宅でできる仕事をしたい 

３．福祉的就労をしたい ８．就労等の希望はない 

４．レクリエーションや創作活動等をす

る事業所へ通いたい 

９．決めていない 

５．職業訓練校へ通いたい 10．その他（        ） 

【全体】進路の希望については、「働くための知識や能力を向上させる訓練を受けたい」

が27.5％で最も多く、次いで「一般就労をしたい」が26.1％、「決めていない」

が24.6％となっています。

【障害別】身体障害のある方で「決めていない」、難病、高次脳機能障害のある方で「大

学や専門学校等へ進学したい」（ただし、高次脳機能障害は 1 位が３つ）、知的障

害、精神障害、発達障害、高次脳機能障害のある方で「働くための知識や能力を

向上させる訓練を受けたい」が最も多くなっています。 

※母数は 18歳未満（問２にて「１」を選択した方）

【全体】 

「働くための知識や能力を向上させる訓練を受けたい」が

27.5％

27.5%

26.1%

24.6%

15.2%

13.0%

11.6%

4.3%

2.2%

2.2%

5.8%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40%

働くための知識や能力を向上させる訓練を受けたい

一般就労したい

決めていない

福祉的就労をしたい

大学や専門学校等へ進学したい

レクリエーションや創作活動等をする事業所へ通いた
い

職業訓練校へ通いたい

自宅でできる仕事をしたい

就労等の希望はない

その他

無回答

(N=138)
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【障害別】 

合計
一般就労
したい

働くため
の知識や
能力を向
上させる
訓練を受
けたい

福祉的就
労をした
い

レクリ
エーショ
ンや創作
活動等を
する事業
所へ通い
たい

職業訓練
校へ通い
たい

大学や専
門学校等
へ進学し
たい

自宅でで
きる仕事
をしたい

就労等の
希望はな
い

決めてい
ない

その他 無回答

人数 138 36 38 21 16 6 18 3 3 34 8 7
構成比 26.1% 27.5% 15.2% 11.6% 4.3% 13.0% 2.2% 2.2% 24.6% 5.8% 5.1%
人数 74 17 11 7 10 0 16 2 3 20 6 4
構成比 23.0% 14.9% 9.5% 13.5% 0.0% 21.6% 2.7% 4.1% 27.0% 8.1% 5.4%
人数 74 20 28 18 11 5 3 2 2 13 5 2
構成比 27.0% 37.8% 24.3% 14.9% 6.8% 4.1% 2.7% 2.7% 17.6% 6.8% 2.7%
人数 12 3 5 0 0 1 1 0 0 4 0 0
構成比 25.0% 41.7% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%
人数 41 12 16 6 3 4 2 0 0 11 3 1
構成比 29.3% 39.0% 14.6% 7.3% 9.8% 4.9% 0.0% 0.0% 26.8% 7.3% 2.4%
人数 16 4 4 2 1 1 6 0 1 4 2 0
構成比 25.0% 25.0% 12.5% 6.3% 6.3% 37.5% 0.0% 6.3% 25.0% 12.5% 0.0%
人数 2 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0
構成比 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

全体

身体障害

知的障害

精神障害
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（６）福祉サービスについて 

問 31 次の各サービスについて、利用状況・利用意向をお答えください。（次の各サービスについて、

それぞれあてはまる番号「1～6」において○は１つ） 

＜サービス＞ 

(1) 居宅介護 (10) 機能訓練（身体障害） (19) 移動支援 

(2) 重度訪問介護 (11) 生活訓練（知的・精神障害） (20) 地域活動支援センター 

(3) 行動援護 (12) 就労移行支援 (21) 日中一時支援 

(4) 重度障害者等包括支援 (13) 就労継続支援 (22) 生活サポート 

(5) 放課後等デイサービス（障
害児向けサービス） 

(14) 施設入所 (23) 自動車運転免許取得費助
成 

(6) 児童発達支援（障害児向け
サービス） 

(15) 共同生活援助（グループ
ホーム）【旧法での共同生
活介護（ケアホーム）】 

(25) 住宅改修費助成 

(7) 短期入所 (16) 相談支援 (26) 川口市障害者就労支援セ
ンター 

(8) 療養介護 (17) コミュニケーション支援

(9) 生活介護 (18) 日常生活用具給付等  

＜選択肢＞ 

１．現在利用しており、今後も利用したい ４．利用したいが空きがない・受け入れ事業所
がない 

２．現在利用しているが、今後利用する予定は
ない 

５．現在利用していないし、今後利用する予定
もない 

３．現在利用していないが、今後は利用したい ６．どのようなサービスか知らない・わからな
い 

【全体】「現在利用しており、今後も利用したい」は“放課後等デイサービス（障害児向

けサービス）”が7.6％、“居宅介護”及び“日常生活用具給付等”がともに6.5％、

“移動支援”が 5.3％、“就労継続支援”及び“相談支援”が 4.1％となっていま

す。 

「現在利用していないが、今後は利用したい」は“相談支援”が 22.3％、“川

口市障害者就労支援センター”が 18.1％、“短期入所”が 17.4％、“移動支援”

が15.5％、“居宅介護”が15.1％となっています。 

【“現在の利用状況”と“将来に対する希望”の違い】現在の利用状況が将来に対する希

望を上回っているのは「放課後等デイサービス（障害児向けサービス）」のみとな

っています。差が大きいサービスは、「相談支援」、「川口市障害者就労支援センタ

ー」、「短期入所」となっています。

現在の利用状況：「放課後等デイサービス（障害児向けサービ

ス）」が 7.6％ 

将来に対する希望：「相談支援」が 22.3％ 
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【全体】 

(N=735)

現在利用し
ており、今
後も利用し
たい

現在利用し
ているが、
今後利用す
る予定はな
い

現在利用し
ていない
が、今後は
利用したい

利用したい
が空きがな
い・受け入
れ事業所が
ない

現在利用し
ていないし、
今後利用す
る予定もな
い

どのような
サービスか
知らない・わ
からない

無回答

人数 48 0 111 4 195 93 284

構成比 6.5% 0.0% 15.1% 0.5% 26.5% 12.7% 38.6%

人数 5 0 85 4 217 107 317

構成比 0.7% 0.0% 11.6% 0.5% 29.5% 14.6% 43.1%

人数 15 1 106 4 162 142 305

構成比 2.0% 0.1% 14.4% 0.5% 22.0% 19.3% 41.5%

人数 5 1 73 2 182 149 323

構成比 0.7% 0.1% 9.9% 0.3% 24.8% 20.3% 43.9%

人数 56 1 52 8 152 101 365

構成比 7.6% 0.1% 7.1% 1.1% 20.7% 13.7% 49.7%

人数 16 1 33 7 161 133 384

構成比 2.2% 0.1% 4.5% 1.0% 21.9% 18.1% 52.2%

人数 28 1 128 10 153 114 301

構成比 3.8% 0.1% 17.4% 1.4% 20.8% 15.5% 41.0%

人数 8 1 64 3 158 135 366

構成比 1.1% 0.1% 8.7% 0.4% 21.5% 18.4% 49.8%

人数 29 2 73 3 152 118 358

構成比 3.9% 0.3% 9.9% 0.4% 20.7% 16.1% 48.7%

人数 14 0 68 1 164 116 372

構成比 1.9% 0.0% 9.3% 0.1% 22.3% 15.8% 50.6%

人数 20 0 105 4 134 119 353

構成比 2.7% 0.0% 14.3% 0.5% 18.2% 16.2% 48.0%

人数 10 2 99 4 132 116 372

構成比 1.4% 0.3% 13.5% 0.5% 18.0% 15.8% 50.6%

人数 30 1 98 3 126 109 368

構成比 4.1% 0.1% 13.3% 0.4% 17.1% 14.8% 50.1%

人数 14 0 88 6 140 120 367

構成比 1.9% 0.0% 12.0% 0.8% 19.0% 16.3% 49.9%

人数 13 1 99 5 155 111 351

構成比 1.8% 0.1% 13.5% 0.7% 21.1% 15.1% 47.8%

人数 30 0 164 2 75 125 339

構成比 4.1% 0.0% 22.3% 0.3% 10.2% 17.0% 46.1%

人数 2 1 58 1 165 136 372

構成比 0.3% 0.1% 7.9% 0.1% 22.4% 18.5% 50.6%

人数 48 1 65 3 137 124 357

構成比 6.5% 0.1% 8.8% 0.4% 18.6% 16.9% 48.6%

人数 39 1 114 4 130 103 344

構成比 5.3% 0.1% 15.5% 0.5% 17.7% 14.0% 46.8%

人数 11 0 105 3 130 131 355

構成比 1.5% 0.0% 14.3% 0.4% 17.7% 17.8% 48.3%

人数 22 0 102 3 125 127 356

構成比 3.0% 0.0% 13.9% 0.4% 17.0% 17.3% 48.4%

人数 13 0 90 2 145 123 362

構成比 1.8% 0.0% 12.2% 0.3% 19.7% 16.7% 49.3%

人数 1 0 38 1 196 119 380

構成比 0.1% 0.0% 5.2% 0.1% 26.7% 16.2% 51.7%

人数 1 0 39 1 187 126 381

構成比 0.1% 0.0% 5.3% 0.1% 25.4% 17.1% 51.8%

人数 8 1 104 3 141 119 359

構成比 1.1% 0.1% 14.1% 0.4% 19.2% 16.2% 48.8%

人数 18 1 133 4 111 126 342

構成比 2.4% 0.1% 18.1% 0.5% 15.1% 17.1% 46.5%

自動車改造費助成

住宅改修費助成

川口市障害者就労支援セン
ター

地域活動支援センター

日中一時支援

生活サポート

自動車運転免許取得費助成

相談支援

コミュニケーション支援

日常生活用具給付等

移動支援

就労移行支援

就労継続支援

施設入所

共同生活援助（グループホー
ム）

療養介護

生活介護

機能訓練（身体障害）

生活訓練（知的・精神障害）

重度障害者等包括支援

放課後等デイサービス（障害
児向けサービス）

児童発達支援（障害児向け
サービス）

短期入所

居宅介護

重度訪問介護

行動援護
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【“現在の利用状況”と“将来に対する希望”の違い】 

（「現在利用しており、今後も利用したい」と「現在利用していないが、今後は利用したい」） 

(N=735)

6.5

0.7

2.0

0.7

7.6

2.2

3.8

1.1

3.9

1.9

2.7

1.4

4.1

1.9

1.8

4.1

0.3

6.5

5.3

1.5

3.0

1.8

0.1

0.1

1.1

2.4

15.1

11.6

14.4

9.9

7.1

4.5

17.4

8.7

9.9

9.3

14.3

13.5

13.3

12.0

13.5

22.3

7.9

8.8

15.5

14.3

13.9

12.2

5.2

5.3

14.1

18.1

0 10 20 30

居宅介護

重度訪問介護

行動援護

重度障害者等包括支援

放課後等デイサービス（障害児向けサービス）

児童発達支援（障害児向けサービス）

短期入所

療養介護

生活介護

機能訓練（身体障害）

生活訓練（知的・精神障害）

就労移行支援

就労継続支援

施設入所

共同生活援助（グループホーム）

相談支援

コミュニケーション支援

日常生活用具給付等

移動支援

地域活動支援センター

日中一時支援

生活サポート

自動車運転免許取得費助成

自動車改造費助成

住宅改修費助成

川口市障害者就労支援センター

（％）

現在利用しており、今後も利用したい

現在利用していないが、今後は利用したい
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（７）まちづくりについて 

問 32 あなたやご家族は、隣近所とどの程度つきあいをしていますか。（○は１つ） 

１．大変親しいつきあい ３．会えばあいさつをする程度 

２．行事のあるときはつきあう ４．ほとんどつきあいはない 

【全体】近所づきあいの状況については、「会えばあいさつをする程度」が 58.9％で最

も多く、次いで「行事のあるときはつきあう」が12.8％となっています。 

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、「大変親しいつきあい」が 4.4 ポイント減少、

「会えばあいさつをする程度」が5.5ポイント増加しています。

【年齢別】いずれも「会えばあいさつをする程度」が最も多くなっていますが、2 番目

に多いのは、39歳以下で「行事のあるときはつきあう」、40～64歳で「ほとん

どつきあいはない」、65歳以上は「大変親しいつきあい」となっています。 

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「会えばあいさつをする程度」が 58.9％ 

大変親しいつき
あい
9.8%

行事のあるとき
はつきあう
12.8%

会えばあいさつ
をする程度
58.9%

ほとんどつきあ
いはない
9.3%

無回答
9.3%

(N=735)

回答者数
大変親し
いつきあ
い

行事のあ
るときは
つきあう

会えばあ
いさつを
する程度

ほとんど
つきあい
はない

無回答

人数 735 72 94 433 68 68
構成比 9.8% 12.8% 58.9% 9.3% 9.3%
人数 558 79 57 298 65 59
構成比 14.2% 10.2% 53.4% 11.6% 10.6%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

【障害別】 

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
大変親し
いつきあ
い

行事のあ
るときは
つきあう

会えばあ
いさつを
する程度

ほとんど
つきあい
はない

無回答

人数 735 72 94 433 68 68
構成比 9.8% 12.8% 58.9% 9.3% 9.3%
人数 138 7 19 99 7 6
構成比 5.1% 13.8% 71.7% 5.1% 4.3%
人数 127 8 18 83 14 4
構成比 6.3% 14.2% 65.4% 11.0% 3.1%
人数 206 16 30 115 32 13
構成比 7.8% 14.6% 55.8% 15.5% 6.3%
人数 118 17 10 71 5 15
構成比 14.4% 8.5% 60.2% 4.2% 12.7%
人数 135 23 15 62 8 27
構成比 17.0% 11.1% 45.9% 5.9% 20.0%
人数 11 1 2 3 2 3
構成比 9.1% 18.2% 27.3% 18.2% 27.3%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
大変親し
いつきあ
い

行事のあ
るときは
つきあう

会えばあ
いさつを
する程度

ほとんど
つきあい
はない

無回答

人数 138 7 19 99 7 6
構成比 5.1% 13.8% 71.7% 5.1% 4.3%
人数 74 5 10 57 2 0
構成比 6.8% 13.5% 77.0% 2.7% 0.0%
人数 74 5 8 52 5 4
構成比 6.8% 10.8% 70.3% 6.8% 5.4%
人数 12 0 4 6 0 2
構成比 0.0% 33.3% 50.0% 0.0% 16.7%
人数 41 1 6 29 4 1
構成比 2.4% 14.6% 70.7% 9.8% 2.4%
人数 16 1 4 10 0 1
構成比 6.3% 25.0% 62.5% 0.0% 6.3%
人数 2 0 1 0 1 0
構成比 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%
人数 2 0 0 2 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
大変親し
いつきあ
い

行事のあ
るときは
つきあう

会えばあ
いさつを
する程度

ほとんど
つきあい
はない

無回答

人数 586 64 73 331 59 59
構成比 10.9% 12.5% 56.5% 10.1% 10.1%
人数 290 38 43 158 20 31
構成比 13.1% 14.8% 54.5% 6.9% 10.7%
人数 111 9 18 70 9 5
構成比 8.1% 16.2% 63.1% 8.1% 4.5%
人数 140 12 13 79 24 12
構成比 8.6% 9.3% 56.4% 17.1% 8.6%
人数 48 3 9 29 7 0
構成比 6.3% 18.8% 60.4% 14.6% 0.0%
人数 28 4 4 14 5 1
構成比 14.3% 14.3% 50.0% 17.9% 3.6%
人数 13 3 2 8 0 0
構成比 23.1% 15.4% 61.5% 0.0% 0.0%
人数 69 6 3 39 8 13
構成比 8.7% 4.3% 56.5% 11.6% 18.8%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 33 川口市は障害者にとって住みやすいまちだと思いますか。（○は１つ） 

１．住みやすい ４．住みにくい 

２．まあ住みやすい ５．どちらともいえない 

３．やや住みにくい  

【全体】障害者にとっての川口市の住みやすさについては、「どちらともいえない」が

30.9％で最も多く、次いで「まあ住みやすい」が28.4％となっています。

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、平成 26 年度は「住みやすい」と回答した人

の割合は2.2ポイント、「まあ住みやすい」と回答した人の割合は3.8 ポイント増

加しています。 

【年齢別】「住みやすい」と回答した人の割合が最も高いのは65～74歳で17.8%とな

っています。 

【障害別】「住みやすい」と回答した人の割合が最も高いのは、18 歳以上の高次脳機能

障害のある方で23.1％となっています。 

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「どちらともいえない」が 30.9％ 

住みやすい
11.7%

まあ住みやすい
28.4%

やや住みにくい
8.7%住みにくい

9.7%

どちらともいえな
い
30.9%

無回答
10.6%

(N=735)

回答者数
住みやす
い

まあ住み
やすい

やや住み
にくい

住みにく
い

どちらと
もいえな
い

無回答

人数 735 86 209 64 71 227 78
構成比 11.7% 28.4% 8.7% 9.7% 30.9% 10.6%
人数 558 53 137 40 62 194 72
構成比 9.5% 24.6% 7.2% 11.1% 34.8% 12.9%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
住みやす
い

まあ住み
やすい

やや住み
にくい

住みにく
い

どちらと
もいえな
い

無回答

人数 735 86 209 64 71 227 78
構成比 11.7% 28.4% 8.7% 9.7% 30.9% 10.6%
人数 138 5 36 24 27 40 6
構成比 3.6% 26.1% 17.4% 19.6% 29.0% 4.3%
人数 127 16 42 10 9 43 7
構成比 12.6% 33.1% 7.9% 7.1% 33.9% 5.5%
人数 206 21 53 14 22 77 19
構成比 10.2% 25.7% 6.8% 10.7% 37.4% 9.2%
人数 118 21 31 8 9 29 20
構成比 17.8% 26.3% 6.8% 7.6% 24.6% 16.9%
人数 135 22 45 6 4 34 24
構成比 16.3% 33.3% 4.4% 3.0% 25.2% 17.8%
人数 11 1 2 2 0 4 2
構成比 9.1% 18.2% 18.2% 0.0% 36.4% 18.2%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
住みやす
い

まあ住み
やすい

やや住み
にくい

住みにく
い

どちらと
もいえな
い

無回答

人数 138 5 36 24 27 40 6
構成比 3.6% 26.1% 17.4% 19.6% 29.0% 4.3%
人数 74 1 21 15 18 19 0
構成比 1.4% 28.4% 20.3% 24.3% 25.7% 0.0%
人数 74 3 23 11 13 20 4
構成比 4.1% 31.1% 14.9% 17.6% 27.0% 5.4%
人数 12 0 1 2 3 4 2
構成比 0.0% 8.3% 16.7% 25.0% 33.3% 16.7%
人数 41 1 8 6 9 16 1
構成比 2.4% 19.5% 14.6% 22.0% 39.0% 2.4%
人数 16 0 6 1 1 7 1
構成比 0.0% 37.5% 6.3% 6.3% 43.8% 6.3%
人数 2 0 0 0 1 1 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%
人数 2 1 1 0 0 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
住みやす
い

まあ住み
やすい

やや住み
にくい

住みにく
い

どちらと
もいえな
い

無回答

人数 586 80 171 38 44 183 70
構成比 13.7% 29.2% 6.5% 7.5% 31.2% 11.9%
人数 290 40 96 22 25 74 33
構成比 13.8% 33.1% 7.6% 8.6% 25.5% 11.4%
人数 111 15 33 8 5 42 8
構成比 13.5% 29.7% 7.2% 4.5% 37.8% 7.2%
人数 140 12 37 10 15 48 18
構成比 8.6% 26.4% 7.1% 10.7% 34.3% 12.9%
人数 48 5 16 6 4 14 3
構成比 10.4% 33.3% 12.5% 8.3% 29.2% 6.3%
人数 28 2 10 3 2 9 2
構成比 7.1% 35.7% 10.7% 7.1% 32.1% 7.1%
人数 13 3 6 0 2 2 0
構成比 23.1% 46.2% 0.0% 15.4% 15.4% 0.0%
人数 69 13 11 0 4 26 15
構成比 18.8% 15.9% 0.0% 5.8% 37.7% 21.7%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 34 障害があっても住み良いまちづくりのためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○

は５つまで） 

１．何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実 

２．サービス利用の手続きの簡素化 

３．行政からの福祉に関する情報提供の充実 

４．保健や福祉の専門的な人材の育成と資質の向上 

５．参加しやすいスポーツ、サークル、文化活動の充実 

６．いろいろなボランティア活動の育成 

７．住宅での生活や介助がしやすいよう保健・医療福祉のサービスの充実 

８．医師や専門職員による訪問指導の充実 

９．入所施設の整備 

10．グループホームの整備 

11．リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の整備 

12．一人ひとりの個性を生かした保育・教育内容の充実 

13．職業訓練の充実や働く場所の確保 

14．障害のある仲間が集える場の確保 

15．利用しやすい公共施設の整備・改善 

16．障害の有無にかかわらず、住民同士がふれあう機会や場の充実 

17．利用しやすい道路・建物などの整備・改善 

18．公営住宅の優先入居など生活の場の確保 

19．災害のときの避難誘導体制の整備 

20．差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充実 

21．その他（                       ） 

【全体】障害者の暮らしよいまちづくりに必要なことについては、「何でも相談できる窓

口をつくるなど相談体制の充実」が39.9％で最も多く、次いで「サービス利用の

手続きの簡素化」が32.2％、「行政からの福祉に関する情報提供の充実」が26.0％

となっています。

【年齢別】17 歳以下で「サービス利用の手続きの簡素化」、それ以外の年齢層で「何で

も相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実」が最も多くなっています。 

【障害別】18歳未満において、身体障害、知的障害のある方で「サービス利用の手続き

の簡素化」、精神障害、発達障害のある方で「参加しやすいスポーツ、サークル、

文化活動の充実」、難病のある方で「何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制

の充実」、精神障害、高次脳機能障害のある方で「行政からの福祉に関する情報提

供の充実」が最も多くなっています。18歳以上において、発達障害のある方で「サ

ービス利用の手続きの簡素化」、「差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動

の充実」、難病のある方で「何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実」、

「サービス利用の手続きの簡素化」、それ以外の障害のある方で「何でも相談でき

る窓口をつくるなど相談体制の充実」が最も多くなっています。 

「何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実」が

39.9％ 
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【全体】 

39.9%

32.2%

26.0%

19.5%

14.6%

13.7%

13.5%

11.8%

11.8%

11.7%

11.3%

11.3%

11.2%

9.5%

9.0%

8.7%

7.3%

6.8%

6.4%

5.6%

3.0%

23.4%

0% 20% 40% 60%

何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実

サービス利用の手続きの簡素化

行政からの福祉に関する情報提供の充実

差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充
実

入所施設の整備

住宅での生活や介助がしやすいよう保健・医療福祉の
サービスの充実

災害のときの避難誘導体制の整備

保健や福祉の専門的な人材の育成と資質の向上

参加しやすいスポーツ、サークル、文化活動の充実

障害のある仲間が集える場の確保

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の整備

利用しやすい道路・建物などの整備・改善

利用しやすい公共施設の整備・改善

職業訓練の充実や働く場所の確保

グループホームの整備

医師や専門職員による訪問指導の充実

公営住宅の優先入居など生活の場の確保

障害の有無にかかわらず、住民同士がふれあう機会
や場の充実

一人ひとりの個性を生かした保育・教育内容の充実

いろいろなボランティア活動の育成

その他

無回答

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

合計

何でも相
談できる
窓口をつ
くるなど
相談体制
の充実

サービス
利用の手
続きの簡
素化

行政から
の福祉に
関する情
報提供の
充実

保健や福
祉の専門
的な人材
の育成と
資質の向
上

参加しや
すいス
ポーツ、
サーク
ル、文化
活動の充
実

いろいろ
なボラン
ティア活
動の育成

住宅での
生活や介
助がしや
すいよう
保健・医
療福祉の
サービス
の充実

医師や専
門職員に
よる訪問
指導の充
実

入所施設
の整備

グループ
ホームの
整備

リハビリ・
生活訓
練・職業
訓練など
の通所施
設の整備

一人ひと
りの個性
を生かし
た保育・
教育内容
の充実

職業訓練
の充実や
働く場所
の確保

人数 735 293 237 191 87 87 41 101 64 107 66 83 47 70
構成比 39.9% 32.2% 26.0% 11.8% 11.8% 5.6% 13.7% 8.7% 14.6% 9.0% 11.3% 6.4% 9.5%
人数 138 44 52 45 25 23 10 17 13 27 10 32 29 20
構成比 31.9% 37.7% 32.6% 18.1% 16.7% 7.2% 12.3% 9.4% 19.6% 7.2% 23.2% 21.0% 14.5%
人数 127 41 37 25 14 19 6 9 9 26 27 8 7 22
構成比 32.3% 29.1% 19.7% 11.0% 15.0% 4.7% 7.1% 7.1% 20.5% 21.3% 6.3% 5.5% 17.3%
人数 206 97 67 57 17 25 10 31 17 27 15 19 4 21
構成比 47.1% 32.5% 27.7% 8.3% 12.1% 4.9% 15.0% 8.3% 13.1% 7.3% 9.2% 1.9% 10.2%
人数 118 47 32 29 13 6 6 20 11 14 7 8 3 4
構成比 39.8% 27.1% 24.6% 11.0% 5.1% 5.1% 16.9% 9.3% 11.9% 5.9% 6.8% 2.5% 3.4%
人数 135 60 46 33 13 11 7 24 14 13 6 14 2 2
構成比 44.4% 34.1% 24.4% 9.6% 8.1% 5.2% 17.8% 10.4% 9.6% 4.4% 10.4% 1.5% 1.5%
人数 11 4 3 2 5 3 2 0 0 0 1 2 2 1
構成比 36.4% 27.3% 18.2% 45.5% 27.3% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 18.2% 18.2% 9.1%

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

障害のあ
る仲間が
集える場
の確保

利用しや
すい公共
施設の整
備・改善

障害の有
無にかか
わらず、
住民同士
がふれあ
う機会や
場の充実

利用しや
すい道
路・建物
などの整
備・改善

公営住宅
の優先入
居など生
活の場の
確保

災害のと
きの避難
誘導体制
の整備

差別や偏
見をなく
すための
福祉教育
や広報活
動の充実

その他 無回答

人数 86 82 50 83 54 99 143 22 172
構成比 11.7% 11.2% 6.8% 11.3% 7.3% 13.5% 19.5% 3.0% 23.4%
人数 18 26 9 23 7 16 37 11 21
構成比 13.0% 18.8% 6.5% 16.7% 5.1% 11.6% 26.8% 8.0% 15.2%
人数 26 12 8 8 8 20 38 4 34
構成比 20.5% 9.4% 6.3% 6.3% 6.3% 15.7% 29.9% 3.1% 26.8%
人数 24 19 8 26 21 21 41 6 44
構成比 11.7% 9.2% 3.9% 12.6% 10.2% 10.2% 19.9% 2.9% 21.4%
人数 9 9 11 13 10 22 16 0 31
構成比 7.6% 7.6% 9.3% 11.0% 8.5% 18.6% 13.6% 0.0% 26.3%
人数 9 14 14 12 7 19 11 0 39
構成比 6.7% 10.4% 10.4% 8.9% 5.2% 14.1% 8.1% 0.0% 28.9%
人数 0 2 0 1 1 1 0 1 3
構成比 0.0% 18.2% 0.0% 9.1% 9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 27.3%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

障害のあ
る仲間が
集える場
の確保

利用しや
すい公共
施設の整
備・改善

障害の有
無にかか
わらず、
住民同士
がふれあ
う機会や
場の充実

利用しや
すい道
路・建物
などの整
備・改善

公営住宅
の優先入
居など生
活の場の
確保

災害のと
きの避難
誘導体制
の整備

差別や偏
見をなく
すための
福祉教育
や広報活
動の充実

その他 無回答

人数 18 26 9 23 7 16 37 11 21
構成比 13.0% 18.8% 6.5% 16.7% 5.1% 11.6% 26.8% 8.0% 15.2%
人数 7 16 1 18 4 10 16 9 8
構成比 9.5% 21.6% 1.4% 24.3% 5.4% 13.5% 21.6% 12.2% 10.8%
人数 10 10 7 7 5 8 21 6 13
構成比 13.5% 13.5% 9.5% 9.5% 6.8% 10.8% 28.4% 8.1% 17.6%
人数 3 4 1 4 1 0 3 0 2
構成比 25.0% 33.3% 8.3% 33.3% 8.3% 0.0% 25.0% 0.0% 16.7%
人数 9 5 5 5 1 6 11 4 8
構成比 22.0% 12.2% 12.2% 12.2% 2.4% 14.6% 26.8% 9.8% 19.5%
人数 2 2 1 1 1 2 6 1 3
構成比 12.5% 12.5% 6.3% 6.3% 6.3% 12.5% 37.5% 6.3% 18.8%
人数 1 0 1 0 0 0 0 0 0
構成比 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 1 0 1 0 1 0 0 0
構成比 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計

何でも相
談できる
窓口をつ
くるなど
相談体制
の充実

サービス
利用の手
続きの簡
素化

行政から
の福祉に
関する情
報提供の
充実

保健や福
祉の専門
的な人材
の育成と
資質の向
上

参加しや
すいス
ポーツ、
サーク
ル、文化
活動の充
実

いろいろ
なボラン
ティア活
動の育成

住宅での
生活や介
助がしや
すいよう
保健・医
療福祉の
サービス
の充実

医師や専
門職員に
よる訪問
指導の充
実

入所施設
の整備

グループ
ホームの
整備

リハビリ・
生活訓
練・職業
訓練など
の通所施
設の整備

一人ひと
りの個性
を生かし
た保育・
教育内容
の充実

職業訓練
の充実や
働く場所
の確保

人数 138 44 52 45 25 23 10 17 13 27 10 32 29 20
構成比 31.9% 37.7% 32.6% 18.1% 16.7% 7.2% 12.3% 9.4% 19.6% 7.2% 23.2% 21.0% 14.5%
人数 74 23 35 24 12 4 6 16 9 19 2 22 18 7
構成比 31.1% 47.3% 32.4% 16.2% 5.4% 8.1% 21.6% 12.2% 25.7% 2.7% 29.7% 24.3% 9.5%
人数 74 21 28 22 13 17 5 8 5 16 8 17 12 17
構成比 28.4% 37.8% 29.7% 17.6% 23.0% 6.8% 10.8% 6.8% 21.6% 10.8% 23.0% 16.2% 23.0%
人数 12 3 2 4 2 4 1 0 1 1 2 1 3 2
構成比 25.0% 16.7% 33.3% 16.7% 33.3% 8.3% 0.0% 8.3% 8.3% 16.7% 8.3% 25.0% 16.7%
人数 41 9 10 9 4 12 3 1 1 4 7 10 7 10
構成比 22.0% 24.4% 22.0% 9.8% 29.3% 7.3% 2.4% 2.4% 9.8% 17.1% 24.4% 17.1% 24.4%
人数 16 8 7 7 3 2 1 3 1 4 1 2 4 2
構成比 50.0% 43.8% 43.8% 18.8% 12.5% 6.3% 18.8% 6.3% 25.0% 6.3% 12.5% 25.0% 12.5%
人数 2 0 1 2 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1
構成比 0.0% 50.0% 100.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0%
人数 2 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0
構成比 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答
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＜18 歳以上＞ 

合計

何でも相
談できる
窓口をつ
くるなど
相談体制
の充実

サービス
利用の手
続きの簡
素化

行政から
の福祉に
関する情
報提供の
充実

保健や福
祉の専門
的な人材
の育成と
資質の向
上

参加しや
すいス
ポーツ、
サーク
ル、文化
活動の充
実

いろいろ
なボラン
ティア活
動の育成

住宅での
生活や介
助がしや
すいよう
保健・医
療福祉の
サービス
の充実

医師や専
門職員に
よる訪問
指導の充
実

入所施設
の整備

グループ
ホームの
整備

リハビリ・
生活訓
練・職業
訓練など
の通所施
設の整備

一人ひと
りの個性
を生かし
た保育・
教育内容
の充実

職業訓練
の充実や
働く場所
の確保

人数 586 245 182 144 57 61 29 84 51 80 55 49 16 49
構成比 41.8% 31.1% 24.6% 9.7% 10.4% 4.9% 14.3% 8.7% 13.7% 9.4% 8.4% 2.7% 8.4%
人数 290 125 106 84 31 21 15 59 32 32 12 30 7 18
構成比 43.1% 36.6% 29.0% 10.7% 7.2% 5.2% 20.3% 11.0% 11.0% 4.1% 10.3% 2.4% 6.2%
人数 111 43 37 27 13 16 5 8 3 31 33 6 8 14
構成比 38.7% 33.3% 24.3% 11.7% 14.4% 4.5% 7.2% 2.7% 27.9% 29.7% 5.4% 7.2% 12.6%
人数 140 61 38 32 16 17 9 21 12 17 9 12 1 17
構成比 43.6% 27.1% 22.9% 11.4% 12.1% 6.4% 15.0% 8.6% 12.1% 6.4% 8.6% 0.7% 12.1%
人数 48 16 18 13 5 7 3 4 1 13 15 4 4 9
構成比 33.3% 37.5% 27.1% 10.4% 14.6% 6.3% 8.3% 2.1% 27.1% 31.3% 8.3% 8.3% 18.8%
人数 28 12 12 9 3 3 0 11 2 2 0 5 3 3
構成比 42.9% 42.9% 32.1% 10.7% 10.7% 0.0% 39.3% 7.1% 7.1% 0.0% 17.9% 10.7% 10.7%
人数 13 8 3 1 3 0 1 5 2 4 1 3 0 2
構成比 61.5% 23.1% 7.7% 23.1% 0.0% 7.7% 38.5% 15.4% 30.8% 7.7% 23.1% 0.0% 15.4%
人数 69 27 14 10 2 9 1 5 4 10 5 4 2 2
構成比 39.1% 20.3% 14.5% 2.9% 13.0% 1.4% 7.2% 5.8% 14.5% 7.2% 5.8% 2.9% 2.9%

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

障害のあ
る仲間が
集える場
の確保

利用しや
すい公共
施設の整
備・改善

障害の有
無にかか
わらず、
住民同士
がふれあ
う機会や
場の充実

利用しや
すい道
路・建物
などの整
備・改善

公営住宅
の優先入
居など生
活の場の
確保

災害のと
きの避難
誘導体制
の整備

差別や偏
見をなく
すための
福祉教育
や広報活
動の充実

その他 無回答

人数 68 54 41 59 46 82 106 10 148
構成比 11.6% 9.2% 7.0% 10.1% 7.8% 14.0% 18.1% 1.7% 25.3%
人数 26 31 26 39 25 49 40 2 66
構成比 9.0% 10.7% 9.0% 13.4% 8.6% 16.9% 13.8% 0.7% 22.8%
人数 20 6 5 6 9 15 32 0 25
構成比 18.0% 5.4% 4.5% 5.4% 8.1% 13.5% 28.8% 0.0% 22.5%
人数 14 9 9 13 14 17 34 7 32
構成比 10.0% 6.4% 6.4% 9.3% 10.0% 12.1% 24.3% 5.0% 22.9%
人数 15 5 1 0 5 6 18 0 8
構成比 31.3% 10.4% 2.1% 0.0% 10.4% 12.5% 37.5% 0.0% 16.7%
人数 2 1 1 7 2 9 2 0 6
構成比 7.1% 3.6% 3.6% 25.0% 7.1% 32.1% 7.1% 0.0% 21.4%
人数 1 1 0 1 4 1 3 0 0
構成比 7.7% 7.7% 0.0% 7.7% 30.8% 7.7% 23.1% 0.0% 0.0%
人数 6 8 5 3 1 5 7 1 29
構成比 8.7% 11.6% 7.2% 4.3% 1.4% 7.2% 10.1% 1.4% 42.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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（８）災害時のことについて 

問 35 あなたは、災害時に避難できると思いますか。（○は１つ） 

１．できる ３．できない 

２．できると思うが、自信はない  

【全体】災害時の避難については、「できると思うが、自信はない」が 42.6％で最も多

く、次いで「できない」が28.6％となっています。 

【年齢別】「できない」と回答した人の割合が、最も高いのは 17 歳以下で 44.2%、最

も低いのは40～64歳で19.4%となっています。 

【障害別】18歳未満で「できない」と回答した人の割合が、最も高いのは知的障害、発

達障害のある方となっています。18 歳以上では、「できない」と回答した人の割

合が、最も高いのは難病のある方となっています。 

【全体】 

「できると思うが、自信はない」が 42.6％ 

できる
21.2%

できると思うが、
自信はない
42.6%

できない
28.6%

無回答
7.6%

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 できる

できると
思うが、
自信はな
い

できない 無回答

人数 735 156 313 210 56
構成比 21.2% 42.6% 28.6% 7.6%
人数 138 19 54 61 4
構成比 13.8% 39.1% 44.2% 2.9%
人数 127 33 55 32 7
構成比 26.0% 43.3% 25.2% 5.5%
人数 206 52 97 40 17
構成比 25.2% 47.1% 19.4% 8.3%
人数 118 31 46 30 11
構成比 26.3% 39.0% 25.4% 9.3%
人数 135 19 57 45 14
構成比 14.1% 42.2% 33.3% 10.4%
人数 11 2 4 2 3
構成比 18.2% 36.4% 18.2% 27.3%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計 できる

できると
思うが、
自信はな
い

できない 無回答

人数 138 19 54 61 4
構成比 13.8% 39.1% 44.2% 2.9%
人数 74 10 33 31 0
構成比 13.5% 44.6% 41.9% 0.0%
人数 74 5 23 42 4
構成比 6.8% 31.1% 56.8% 5.4%
人数 12 4 5 3 0
構成比 33.3% 41.7% 25.0% 0.0%
人数 41 6 12 21 2
構成比 14.6% 29.3% 51.2% 4.9%
人数 16 4 9 3 0
構成比 25.0% 56.3% 18.8% 0.0%
人数 2 0 2 0 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
人数 2 1 1 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計 できる

できると
思うが、
自信はな
い

できない 無回答

人数 586 135 255 147 49
構成比 23.0% 43.5% 25.1% 8.4%
人数 290 54 134 85 17
構成比 18.6% 46.2% 29.3% 5.9%
人数 111 18 48 35 10
構成比 16.2% 43.2% 31.5% 9.0%
人数 140 48 60 19 13
構成比 34.3% 42.9% 13.6% 9.3%
人数 48 9 22 16 1
構成比 18.8% 45.8% 33.3% 2.1%
人数 28 7 10 11 0
構成比 25.0% 35.7% 39.3% 0.0%
人数 13 4 5 4 0
構成比 30.8% 38.5% 30.8% 0.0%
人数 69 16 21 20 12
構成比 23.2% 30.4% 29.0% 17.4%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 36 あなたの住む地域における災害時の備えとして、どのようなことが重要だと思いますか。

（○は３つまで） 

１．災害対策の学習会 ６．地域の要援護者の把握 

２．日頃からのあいさつ、声かけや付き合い ７．要援護者に対する情報伝達体制の構築 

３．地域での避難訓練 ８．災害ボランティアの育成 

４．危険箇所の把握 ９．その他（           ） 

５．地域における援助体制の構築  

【全体】地域の災害時の備えとして重要なことについては、「日頃からのあいさつ、声か

けや付き合い」が42.0％で最も多く、次いで「地域の要援護者の把握」が26.9％

となっています。

【年齢別】いずれも「日頃からのあいさつ、声かけや付き合い」が最も多くなっていま

す。 

【障害別】18 歳以上において、難病のある方で「地域の要援護者の把握」、それ以外の

障害のある方で「日頃からのあいさつ、声かけや付き合い」が最も多くなってい

ます。 

【全体】 

「日頃からのあいさつ、声かけや付き合い」が 42.0％ 

42.0%

26.9%

26.4%

24.4%

21.0%

17.4%

14.8%

8.3%

2.6%

18.4%

0% 20% 40% 60%

日頃からのあいさつ、声かけや付き合い

地域の要援護者の把握

危険箇所の把握

地域における援助体制の構築

地域での避難訓練

要援護者に対する情報伝達体制の構築

災害ボランティアの育成

災害対策の学習会

その他

無回答

(N=735)



122 

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
災害対策
の学習会

日頃から
のあいさ
つ、声か
けや付き
合い

地域での
避難訓練

危険箇所
の把握

地域にお
ける援助
体制の構
築

地域の要
援護者の
把握

要援護者
に対する
情報伝達
体制の構
築

災害ボラ
ンティア
の育成

その他 無回答

人数 735 61 309 154 194 179 198 128 109 19 135
構成比 8.3% 42.0% 21.0% 26.4% 24.4% 26.9% 17.4% 14.8% 2.6% 18.4%
人数 138 8 67 22 39 36 55 40 21 2 15
構成比 5.8% 48.6% 15.9% 28.3% 26.1% 39.9% 29.0% 15.2% 1.4% 10.9%
人数 127 12 50 30 36 35 31 27 18 6 22
構成比 9.4% 39.4% 23.6% 28.3% 27.6% 24.4% 21.3% 14.2% 4.7% 17.3%
人数 206 17 84 41 55 50 53 28 31 6 32
構成比 8.3% 40.8% 19.9% 26.7% 24.3% 25.7% 13.6% 15.0% 2.9% 15.5%
人数 118 13 45 29 29 22 26 15 19 0 27
構成比 11.0% 38.1% 24.6% 24.6% 18.6% 22.0% 12.7% 16.1% 0.0% 22.9%
人数 135 10 61 30 33 34 33 17 17 4 34
構成比 7.4% 45.2% 22.2% 24.4% 25.2% 24.4% 12.6% 12.6% 3.0% 25.2%
人数 11 1 2 2 2 2 0 1 3 1 5
構成比 9.1% 18.2% 18.2% 18.2% 18.2% 0.0% 9.1% 27.3% 9.1% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
災害対策
の学習会

日頃から
のあいさ
つ、声か
けや付き
合い

地域での
避難訓練

危険箇所
の把握

地域にお
ける援助
体制の構
築

地域の要
援護者の
把握

要援護者
に対する
情報伝達
体制の構
築

災害ボラ
ンティア
の育成

その他 無回答

人数 138 8 67 22 39 36 55 40 21 2 15
構成比 5.8% 48.6% 15.9% 28.3% 26.1% 39.9% 29.0% 15.2% 1.4% 10.9%
人数 74 4 39 15 24 19 28 22 9 2 4
構成比 5.4% 52.7% 20.3% 32.4% 25.7% 37.8% 29.7% 12.2% 2.7% 5.4%
人数 74 2 39 6 18 19 32 24 9 0 12
構成比 2.7% 52.7% 8.1% 24.3% 25.7% 43.2% 32.4% 12.2% 0.0% 16.2%
人数 12 1 7 1 4 2 4 3 2 0 1
構成比 8.3% 58.3% 8.3% 33.3% 16.7% 33.3% 25.0% 16.7% 0.0% 8.3%
人数 41 2 18 5 9 11 14 12 2 0 8
構成比 4.9% 43.9% 12.2% 22.0% 26.8% 34.1% 29.3% 4.9% 0.0% 19.5%
人数 16 3 11 2 4 6 7 2 3 0 0
構成比 18.8% 68.8% 12.5% 25.0% 37.5% 43.8% 12.5% 18.8% 0.0% 0.0%
人数 2 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%
人数 2 1 0 2 0 0 0 0 1 0 0
構成比 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
災害対策
の学習会

日頃から
のあいさ
つ、声か
けや付き
合い

地域での
避難訓練

危険箇所
の把握

地域にお
ける援助
体制の構
築

地域の要
援護者の
把握

要援護者
に対する
情報伝達
体制の構
築

災害ボラ
ンティア
の育成

その他 無回答

人数 586 52 240 130 153 141 143 87 85 16 115
構成比 8.9% 41.0% 22.2% 26.1% 24.1% 24.4% 14.8% 14.5% 2.7% 19.6%
人数 290 26 134 62 74 73 85 45 39 7 51
構成比 9.0% 46.2% 21.4% 25.5% 25.2% 29.3% 15.5% 13.4% 2.4% 17.6%
人数 111 9 50 27 28 31 29 25 13 2 23
構成比 8.1% 45.0% 24.3% 25.2% 27.9% 26.1% 22.5% 11.7% 1.8% 20.7%
人数 140 14 47 22 46 30 24 13 23 6 28
構成比 10.0% 33.6% 15.7% 32.9% 21.4% 17.1% 9.3% 16.4% 4.3% 20.0%
人数 48 8 21 12 14 17 16 16 5 0 4
構成比 16.7% 43.8% 25.0% 29.2% 35.4% 33.3% 33.3% 10.4% 0.0% 8.3%
人数 28 2 13 4 9 9 14 5 4 1 2
構成比 7.1% 46.4% 14.3% 32.1% 32.1% 50.0% 17.9% 14.3% 3.6% 7.1%
人数 13 2 6 5 5 5 2 4 3 0 0
構成比 15.4% 46.2% 38.5% 38.5% 38.5% 15.4% 30.8% 23.1% 0.0% 0.0%
人数 69 4 26 20 11 16 10 8 14 1 18
構成比 5.8% 37.7% 29.0% 15.9% 23.2% 14.5% 11.6% 20.3% 1.4% 26.1%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 37 被災後の生活において、あなたは誰を頼りにしますか。（○は３つまで） 

１．家族・親族 ４．自主防災組織（町会・自治会など） ７．利用している施設 

２．近所の人 ５．社会福祉協議会 ８．その他 （     ）

３．友人・知人 ６．行政（市役所など）  

【全体】被災後の生活で頼りにする人については、「家族・親族」が77.6％で最も多く、

次いで「行政（市役所など）」が32.7％となっています。 

【年齢別】いずれも「家族・親族」が最も多くなっていますが、2番目に多いのは18～

39歳で「利用している施設」、それ以外の年齢層で「行政（市役所など）」となっ

ています。 

【障害別】いずれも「家族・親族」が最も多くなっていますが（ただし、18歳未満の高

次脳機能障害は1位が２つ）、18歳以上において2番目に多いのは、知的障害、

発達障害のある方で「利用している施設」、それ以外の障害のある方で「行政（市

役所など）」となっています（ただし、発達障害のある方は「行政（市役所など）」

と「利用している施設」は同率）。 

【全体】 

「家族・親族」が 77.6％ 

32.7%

15.9%

15.4%

15.2%

12.1%

5.7%

3.0%

9.8%

77.6%

0% 20% 40% 60% 80%

家族・親族

行政（市役所など）

近所の人

利用している施設

友人・知人

自主防災組織（町会・自治会など）

社会福祉協議会

その他

無回答

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
家族・親
族

近所の人
友人・知
人

自主防災
組織（町
会・自治
会など）

社会福祉
協議会

行政（市
役所な
ど）

利用して
いる施設

その他 無回答

人数 735 570 117 112 89 42 240 113 22 72
構成比 77.6% 15.9% 15.2% 12.1% 5.7% 32.7% 15.4% 3.0% 9.8%
人数 138 126 18 27 13 10 44 21 4 5
構成比 91.3% 13.0% 19.6% 9.4% 7.2% 31.9% 15.2% 2.9% 3.6%
人数 127 111 20 21 12 2 35 40 3 9
構成比 87.4% 15.7% 16.5% 9.4% 1.6% 27.6% 31.5% 2.4% 7.1%
人数 206 142 25 35 22 8 71 26 10 23
構成比 68.9% 12.1% 17.0% 10.7% 3.9% 34.5% 12.6% 4.9% 11.2%
人数 118 81 22 14 19 9 40 11 3 16
構成比 68.6% 18.6% 11.9% 16.1% 7.6% 33.9% 9.3% 2.5% 13.6%
人数 135 106 31 13 21 13 45 15 1 15
構成比 78.5% 23.0% 9.6% 15.6% 9.6% 33.3% 11.1% 0.7% 11.1%
人数 11 4 1 2 2 0 5 0 1 4
構成比 36.4% 9.1% 18.2% 18.2% 0.0% 45.5% 0.0% 9.1% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
家族・親
族

近所の人
友人・知
人

自主防災
組織（町
会・自治
会など）

社会福祉
協議会

行政（市
役所な
ど）

利用して
いる施設

その他 無回答

人数 138 126 18 27 13 10 44 21 4 5
構成比 91.3% 13.0% 19.6% 9.4% 7.2% 31.9% 15.2% 2.9% 3.6%
人数 74 69 15 19 6 5 27 12 3 1
構成比 93.2% 20.3% 25.7% 8.1% 6.8% 36.5% 16.2% 4.1% 1.4%
人数 74 69 7 12 6 5 20 14 3 3
構成比 93.2% 9.5% 16.2% 8.1% 6.8% 27.0% 18.9% 4.1% 4.1%
人数 12 11 1 1 1 2 4 1 0 1
構成比 91.7% 8.3% 8.3% 8.3% 16.7% 33.3% 8.3% 0.0% 8.3%
人数 41 38 2 4 4 3 16 7 0 2
構成比 92.7% 4.9% 9.8% 9.8% 7.3% 39.0% 17.1% 0.0% 4.9%
人数 16 15 4 3 4 3 5 2 0 0
構成比 93.8% 25.0% 18.8% 25.0% 18.8% 31.3% 12.5% 0.0% 0.0%
人数 2 2 0 0 1 0 2 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 1 0 1 1 0 1 0 0 0
構成比 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
家族・親
族

近所の人
友人・知
人

自主防災
組織（町
会・自治
会など）

社会福祉
協議会

行政（市
役所な
ど）

利用して
いる施設

その他 無回答

人数 586 440 98 83 74 32 191 92 17 63
構成比 75.1% 16.7% 14.2% 12.6% 5.5% 32.6% 15.7% 2.9% 10.8%
人数 290 232 60 45 43 20 99 34 6 24
構成比 80.0% 20.7% 15.5% 14.8% 6.9% 34.1% 11.7% 2.1% 8.3%
人数 111 91 17 12 13 0 36 50 2 9
構成比 82.0% 15.3% 10.8% 11.7% 0.0% 32.4% 45.0% 1.8% 8.1%
人数 140 91 20 21 18 8 42 10 10 18
構成比 65.0% 14.3% 15.0% 12.9% 5.7% 30.0% 7.1% 7.1% 12.9%
人数 48 41 8 9 4 0 16 16 0 3
構成比 85.4% 16.7% 18.8% 8.3% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 6.3%
人数 28 19 5 5 4 3 11 0 1 1
構成比 67.9% 17.9% 17.9% 14.3% 10.7% 39.3% 0.0% 3.6% 3.6%
人数 13 11 2 0 2 0 5 3 0 1
構成比 84.6% 15.4% 0.0% 15.4% 0.0% 38.5% 23.1% 0.0% 7.7%
人数 69 43 10 10 5 4 20 11 0 14
構成比 62.3% 14.5% 14.5% 7.2% 5.8% 29.0% 15.9% 0.0% 20.3%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 38 地震などの大規模な災害が起きた場合、障害があるがゆえに心配なことはありますか。

（○はいくつでも） 

１．自力で避難がむずかしい ６．必要な物資を手に入れられない 

２．避難所生活がむずかしい ７．どこに行けば良いかわからない 

３．薬の手配がむずかしい ８．その他（           ） 

４．情報を入手しにくい ９．特に思いつかない 

５．必要な医療が受けられない  

【全体】災害時心配なことについては、「避難所生活がむずかしい」が 43.0％で最も多

く、次いで「薬の手配がむずかしい」が 40.5％、「自力で避難がむずかしい」が

39.7％となっています。 

【年齢別】39歳以下で「避難所生活がむずかしい」、40～74歳で「薬の手配がむずか

しい」、75歳以上で「自力で避難がむずかしい」が最も多くなっています。 

【障害別】18歳未満において、身体障害、精神障害、発達障害のある方で「避難所生活

がむずかしい」、知的障害、精神障害のある方で「自力で避難がむずかしい」、難

病、高次脳機能障害のある方で「必要な物資を手に入れられない」が最も多くな

っています（ただし、精神障害のある方は1位が3つ、高次脳機能障害のある方

は1位が２つ）。18歳以上において、身体障害、精神障害のある方で「薬の手配

がむずかしい」、知的障害、発達障害、高次脳機能障害のある方で「避難所生活が

むずかしい」、難病の方で「自力で避難がむずかしい」が最も多くなっています。

【全体】 

「避難所生活がむずかしい」が 43.0％ 

43.0%

40.5%

39.7%

33.7%

28.7%

28.4%

21.0%

9.3%

2.0%

12.2%

0% 20% 40% 60%

避難所生活がむずかしい

薬の手配がむずかしい

自力で避難がむずかしい

どこに行けば良いかわからない

必要な医療が受けられない

必要な物資を手に入れられない

情報を入手しにくい

特に思いつかない

その他

無回答

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
自力で避
難がむず
かしい

避難所生
活がむず
かしい

薬の手配
がむずか
しい

情報を入
手しにく
い

必要な医
療が受け
られない

必要な物
資を手に
入れられ
ない

どこに行
けば良い
かわから
ない

その他
特に思い
つかない

無回答

人数 735 292 316 298 154 211 209 248 15 68 90
構成比 39.7% 43.0% 40.5% 21.0% 28.7% 28.4% 33.7% 2.0% 9.3% 12.2%
人数 138 77 79 58 35 40 58 50 2 8 6
構成比 55.8% 57.2% 42.0% 25.4% 29.0% 42.0% 36.2% 1.4% 5.8% 4.3%
人数 127 52 68 49 32 34 45 53 1 18 8
構成比 40.9% 53.5% 38.6% 25.2% 26.8% 35.4% 41.7% 0.8% 14.2% 6.3%
人数 206 60 77 92 47 59 45 69 4 16 26
構成比 29.1% 37.4% 44.7% 22.8% 28.6% 21.8% 33.5% 1.9% 7.8% 12.6%
人数 118 39 40 43 18 40 26 36 3 11 23
構成比 33.1% 33.9% 36.4% 15.3% 33.9% 22.0% 30.5% 2.5% 9.3% 19.5%
人数 135 62 50 53 20 36 32 36 4 15 23
構成比 45.9% 37.0% 39.3% 14.8% 26.7% 23.7% 26.7% 3.0% 11.1% 17.0%
人数 11 2 2 3 2 2 3 4 1 0 4
構成比 18.2% 18.2% 27.3% 18.2% 18.2% 27.3% 36.4% 9.1% 0.0% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
自力で避
難がむず
かしい

避難所生
活がむず
かしい

薬の手配
がむずか
しい

情報を入
手しにく
い

必要な医
療が受け
られない

必要な物
資を手に
入れられ
ない

どこに行
けば良い
かわから
ない

その他
特に思い
つかない

無回答

人数 138 77 79 58 35 40 58 50 2 8 6
構成比 55.8% 57.2% 42.0% 25.4% 29.0% 42.0% 36.2% 1.4% 5.8% 4.3%
人数 74 42 47 43 15 34 36 20 1 3 1
構成比 56.8% 63.5% 58.1% 20.3% 45.9% 48.6% 27.0% 1.4% 4.1% 1.4%
人数 74 47 46 23 24 19 35 30 1 5 3
構成比 63.5% 62.2% 31.1% 32.4% 25.7% 47.3% 40.5% 1.4% 6.8% 4.1%
人数 12 6 6 6 2 0 2 5 0 1 1
構成比 50.0% 50.0% 50.0% 16.7% 0.0% 16.7% 41.7% 0.0% 8.3% 8.3%
人数 41 23 25 9 13 8 19 18 0 3 3
構成比 56.1% 61.0% 22.0% 31.7% 19.5% 46.3% 43.9% 0.0% 7.3% 7.3%
人数 16 6 6 10 3 6 12 6 0 3 1
構成比 37.5% 37.5% 62.5% 18.8% 37.5% 75.0% 37.5% 0.0% 18.8% 6.3%
人数 2 1 1 0 1 0 2 2 0 0 0
構成比 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0
構成比 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
自力で避
難がむず
かしい

避難所生
活がむず
かしい

薬の手配
がむずか
しい

情報を入
手しにく
い

必要な医
療が受け
られない

必要な物
資を手に
入れられ
ない

どこに行
けば良い
かわから
ない

その他
特に思い
つかない

無回答

人数 586 213 235 237 117 169 148 194 12 60 80
構成比 36.3% 40.1% 40.4% 20.0% 28.8% 25.3% 33.1% 2.0% 10.2% 13.7%
人数 290 126 120 131 51 101 79 89 7 21 34
構成比 43.4% 41.4% 45.2% 17.6% 34.8% 27.2% 30.7% 2.4% 7.2% 11.7%
人数 111 55 63 34 23 22 35 48 2 9 10
構成比 49.5% 56.8% 30.6% 20.7% 19.8% 31.5% 43.2% 1.8% 8.1% 9.0%
人数 140 21 48 72 31 49 31 42 2 21 23
構成比 15.0% 34.3% 51.4% 22.1% 35.0% 22.1% 30.0% 1.4% 15.0% 16.4%
人数 48 25 33 26 15 15 18 25 0 3 2
構成比 52.1% 68.8% 54.2% 31.3% 31.3% 37.5% 52.1% 0.0% 6.3% 4.2%
人数 28 17 13 16 5 13 6 11 1 2 0
構成比 60.7% 46.4% 57.1% 17.9% 46.4% 21.4% 39.3% 3.6% 7.1% 0.0%
人数 13 8 9 5 1 7 3 5 0 1 1
構成比 61.5% 69.2% 38.5% 7.7% 53.8% 23.1% 38.5% 0.0% 7.7% 7.7%
人数 69 24 22 14 12 10 12 23 1 12 15
構成比 34.8% 31.9% 20.3% 17.4% 14.5% 17.4% 33.3% 1.4% 17.4% 21.7%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 39 あなたは、台風や地震等の災害時に、どこに避難すれば良いか知っていますか。（○は１つ）

１．知っている ２．知らない 

【全体】災害時の避難場所については、「知らない」が48.7％、「知っている」が42.3％

となっています。 

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、平成 26 年度は「知らない」が 3.9 ポイント

増加しています。

【年齢別】75 歳以上は「知っている」、それ以外の年齢層は「知らない」が多くなって

います。 

【障害別】18歳未満において、身体障害、精神障害、難病のある方で「知っている」が

多くなっています。18歳以上において、身体障害のある方のみ「知っている」が

多くなっています。 

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「知らない」が 48.7％ 

知っている
42.3%

知らない
48.7%

無回答
9.0%

(N=735)

回答者数
知ってい
る

知らない 無回答

人数 735 311 358 66
構成比 42.3% 48.7% 9.0%
人数 558 244 250 64
構成比 43.7% 44.8% 11.5%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
知ってい
る

知らない 無回答

人数 735 311 358 66
構成比 42.3% 48.7% 9.0%
人数 138 62 72 4
構成比 44.9% 52.2% 2.9%
人数 127 57 63 7
構成比 44.9% 49.6% 5.5%
人数 206 79 110 17
構成比 38.3% 53.4% 8.3%
人数 118 50 53 15
構成比 42.4% 44.9% 12.7%
人数 135 60 57 18
構成比 44.4% 42.2% 13.3%
人数 11 3 3 5
構成比 27.3% 27.3% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
知ってい
る

知らない 無回答

人数 138 62 72 4
構成比 44.9% 52.2% 2.9%
人数 74 39 35 0
構成比 52.7% 47.3% 0.0%
人数 74 26 45 3
構成比 35.1% 60.8% 4.1%
人数 12 6 5 1
構成比 50.0% 41.7% 8.3%
人数 41 11 28 2
構成比 26.8% 68.3% 4.9%
人数 16 10 6 0
構成比 62.5% 37.5% 0.0%
人数 2 0 2 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 2 2 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
知ってい
る

知らない 無回答

人数 586 246 283 57
構成比 42.0% 48.3% 9.7%
人数 290 136 131 23
構成比 46.9% 45.2% 7.9%
人数 111 47 55 9
構成比 42.3% 49.5% 8.1%
人数 140 53 74 13
構成比 37.9% 52.9% 9.3%
人数 48 18 28 2
構成比 37.5% 58.3% 4.2%
人数 28 12 16 0
構成比 42.9% 57.1% 0.0%
人数 13 4 7 2
構成比 30.8% 53.8% 15.4%
人数 69 19 37 13
構成比 27.5% 53.6% 18.8%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 40 あなたは、地震等の災害時に避難する場合、誰と避難するか決めていますか。（○は１つ） 

１．家族と避難することを決めている 

２．ご近所とも声をかけあって避難することにしている 

３．避難のことは決めていない 

【全体】避難時の同行者については、「家族と避難することを決めている」が 62.4％で

最も多く、次いで「避難のことは決めていない」が22.6％となっています。 

【経年変化】平成 23 年度と比較すると、平成 26 年度は「家族と避難することを決め

ている」が6.8 ポイント増加しています。 

【年齢別】39歳以下おいて「家族と避難することを決めている」と回答した人の割合が

高くなっています。 

【障害別】18歳以上において、難病のある方で「避難のことは決めていない」が最も多

くなっています。 

【全体】 

【平成 23年度との比較】 

「家族と避難することを決めている」が 62.4％ 

家族と避難する
ことを決めている

62.4%

ご近所とも声を
かけあって避難
することにしてい

る
3.4%

避難のことは決
めていない
22.6%

無回答
11.6%

(N=735)

回答者数

家族と避
難するこ
とを決め
ている

ご近所と
も声をか
けあって
避難する
ことにし
ている

避難のこ
とは決め
ていない

無回答

人数 735 459 25 166 85
構成比 62.4% 3.4% 22.6% 11.6%
人数 558 310 35 130 83
構成比 55.6% 6.3% 23.3% 14.9%

１位：白文字、２位：太文字

平成26年度

平成23年度
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計

家族と避
難するこ
とを決め
ている

ご近所と
も声をか
けあって
避難する
ことにし
ている

避難のこ
とは決め
ていない

無回答

人数 735 459 25 166 85
構成比 62.4% 3.4% 22.6% 11.6%
人数 138 118 1 14 5
構成比 85.5% 0.7% 10.1% 3.6%
人数 127 90 2 25 10
構成比 70.9% 1.6% 19.7% 7.9%
人数 206 106 9 65 26
構成比 51.5% 4.4% 31.6% 12.6%
人数 118 68 5 28 17
構成比 57.6% 4.2% 23.7% 14.4%
人数 135 72 7 33 23
構成比 53.3% 5.2% 24.4% 17.0%
人数 11 5 1 1 4
構成比 45.5% 9.1% 9.1% 36.4%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計

家族と避
難するこ
とを決め
ている

ご近所と
も声をか
けあって
避難する
ことにし
ている

避難のこ
とは決め
ていない

無回答

人数 138 118 1 14 5
構成比 85.5% 0.7% 10.1% 3.6%
人数 74 63 1 9 1
構成比 85.1% 1.4% 12.2% 1.4%
人数 74 61 0 9 4
構成比 82.4% 0.0% 12.2% 5.4%
人数 12 12 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 41 36 0 3 2
構成比 87.8% 0.0% 7.3% 4.9%
人数 16 13 1 2 0
構成比 81.3% 6.3% 12.5% 0.0%
人数 2 2 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 2 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計

家族と避
難するこ
とを決め
ている

ご近所と
も声をか
けあって
避難する
ことにし
ている

避難のこ
とは決め
ていない

無回答

人数 586 336 23 151 76
構成比 57.3% 3.9% 25.8% 13.0%
人数 290 179 12 71 28
構成比 61.7% 4.1% 24.5% 9.7%
人数 111 68 3 23 17
構成比 61.3% 2.7% 20.7% 15.3%
人数 140 70 6 47 17
構成比 50.0% 4.3% 33.6% 12.1%
人数 48 32 1 12 3
構成比 66.7% 2.1% 25.0% 6.3%
人数 28 12 0 15 1
構成比 42.9% 0.0% 53.6% 3.6%
人数 13 11 1 0 1
構成比 84.6% 7.7% 0.0% 7.7%
人数 69 30 2 21 16
構成比 43.5% 2.9% 30.4% 23.2%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害



131 

問 41 災害時に支援をうけるため、「川口市要援護者登録制度」の登録制度がありますが、あなたは

利用したいと思いますか。（○は１つ） 

１．登録して利用したい ３．対象者ではない 

２．登録したくない（必要ない）  

【全体】川口市要援護者登録制度については、「登録して利用したい」が38.9％、「対象

者ではない」が28.8％となっています。 

【年齢別】17 歳以下で「対象者ではない」、それ以外の年齢層において「登録して利用

したい」が最も多くなっています。 

【障害別】18歳未満において、身体障害、知的障害、高次脳機能障害のある方で「登録

して利用したい」、それ以外の障害のある方で「対象者ではない」が最も多くなっ

ています。18 歳以上において、精神障害のある方で「対象者ではない」、それ以

外の障害のある方で「登録して利用したい」が最も多くなっています。 

【全体】 

「登録して利用したい」が 38.9％ 

登録して利用し
たい
38.9%

登録したくない
（必要ない）
8.3%

対象者ではない
28.8%

無回答
23.9%

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
登録して
利用した
い

登録した
くない（必
要ない）

対象者で
はない

無回答

人数 735 286 61 212 176
構成比 38.9% 8.3% 28.8% 23.9%
人数 138 60 3 62 13
構成比 43.5% 2.2% 44.9% 9.4%
人数 127 51 15 42 19
構成比 40.2% 11.8% 33.1% 15.0%
人数 206 77 17 66 46
構成比 37.4% 8.3% 32.0% 22.3%
人数 118 49 11 17 41
構成比 41.5% 9.3% 14.4% 34.7%
人数 135 46 15 23 51
構成比 34.1% 11.1% 17.0% 37.8%
人数 11 3 0 2 6
構成比 27.3% 0.0% 18.2% 54.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
登録して
利用した
い

登録した
くない（必
要ない）

対象者で
はない

無回答

人数 138 60 3 62 13
構成比 43.5% 2.2% 44.9% 9.4%
人数 74 36 3 30 5
構成比 48.6% 4.1% 40.5% 6.8%
人数 74 34 0 32 8
構成比 45.9% 0.0% 43.2% 10.8%
人数 12 4 0 8 0
構成比 33.3% 0.0% 66.7% 0.0%
人数 41 17 0 20 4
構成比 41.5% 0.0% 48.8% 9.8%
人数 16 6 1 9 0
構成比 37.5% 6.3% 56.3% 0.0%
人数 2 2 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 1 0 1 0
構成比 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
登録して
利用した
い

登録した
くない（必
要ない）

対象者で
はない

無回答

人数 586 223 58 148 157
構成比 38.1% 9.9% 25.3% 26.8%
人数 290 133 23 51 83
構成比 45.9% 7.9% 17.6% 28.6%
人数 111 47 7 34 23
構成比 42.3% 6.3% 30.6% 20.7%
人数 140 34 20 53 33
構成比 24.3% 14.3% 37.9% 23.6%
人数 48 24 4 13 7
構成比 50.0% 8.3% 27.1% 14.6%
人数 28 16 0 7 5
構成比 57.1% 0.0% 25.0% 17.9%
人数 13 7 1 2 3
構成比 53.8% 7.7% 15.4% 23.1%
人数 69 24 8 15 22
構成比 34.8% 11.6% 21.7% 31.9%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 41(1) 問 41 で「２．登録したくない（必要ない）」を選んだ方におうかがいします。 

登録したくない理由は何ですか。 

１．プライバシーが心配なため ３．なんとなくそういう気分にならないため

２．生活に干渉されるのがいやなため ４．その他（         ） 

【全体】川口市要援護者登録制度に登録したくない理由については、「なんとなくそうい

う気分にならないため」が39.3％で最も多く、次いで「プライバシーが心配なた

め」が18.0％となっています。 

【全体】 

「なんとなくそういう気分にならないため」が 39.3％ 

プライバシーが
心配なため
18.0%

生活に干渉され
るのがいやなた

め
11.5%

なんとなくそうい
う気分にならな
いため
39.3%

その他
14.8%

無回答
16.4%

(N=61)
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（９）介助者のことについて 

問 42 主な介助者はどなたですか。（○は１つ） 

１．介助は必要ではない ７．隣人・知人 

２．配偶者（夫・妻） ８．ホームヘルパー 

３．父親・母親 ９．ボランティア 

４．子ども・子どもの配偶者 10．施設の職員 

５．兄弟 11．その他（           ） 

６．祖父・祖母・親戚 12．必要だが誰もいない 

【全体】主な介助者については、「父親・母親」が 28.8％で最も多く、次いで「配偶者

（夫・妻）」が 16.1％となっています。また、「介助は必要ではない」も 16.1％

となっています。 

【年齢別】39歳以下で「父親・母親」、40～64歳で「介助は必要ではない」、65歳以

上で「配偶者（夫・妻）」が最も多くなっています。 

【障害別】18歳以上において、身体障害、難病、高次脳機能障害のある方で「配偶者（夫・

妻）」、知的障害、発達障害、高次脳機能障害のある方で「父親・母親」、精神障害、

難病のある方で「介助は必要ではない」が最も多くなっています。 

【全体】 

「父親・母親」が 28.8％ 

施設の職員
4.4%

ボランティア
0.0%

その他
1.5%

必要だが誰もい
ない
2.6%

無回答
18.5% 介助は必要では

ない
16.1%

配偶者（夫・妻）
16.1%

父親・母親
28.8%

子ども・子どもの
配偶者
7.3%

兄弟
2.4%

祖父・祖母・親
戚
0.5%

隣人・知人
0.3%

ホームヘルパー
1.5%

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
介助は必
要ではな
い

配偶者
（夫・妻）

父親・母
親

子ども・
子どもの
配偶者

兄弟
祖父・祖
母・親戚

隣人・知
人

ホームヘ
ルパー

ボラン
ティア

施設の職
員

その他
必要だが
誰もいな
い

無回答

人数 735 118 118 212 54 18 4 2 11 0 32 11 19 136
構成比 16.1% 16.1% 28.8% 7.3% 2.4% 0.5% 0.3% 1.5% 0.0% 4.4% 1.5% 2.6% 18.5%
人数 138 14 2 111 0 0 0 0 0 0 1 0 0 10
構成比 10.1% 1.4% 80.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 7.2%
人数 127 30 2 56 1 0 1 0 1 0 3 1 4 28
構成比 23.6% 1.6% 44.1% 0.8% 0.0% 0.8% 0.0% 0.8% 0.0% 2.4% 0.8% 3.1% 22.0%
人数 206 46 27 38 10 11 1 1 3 0 12 6 9 42
構成比 22.3% 13.1% 18.4% 4.9% 5.3% 0.5% 0.5% 1.5% 0.0% 5.8% 2.9% 4.4% 20.4%
人数 118 18 42 5 6 6 1 1 2 0 6 2 3 26
構成比 15.3% 35.6% 4.2% 5.1% 5.1% 0.8% 0.8% 1.7% 0.0% 5.1% 1.7% 2.5% 22.0%
人数 135 10 43 1 36 1 1 0 4 0 10 2 2 25
構成比 7.4% 31.9% 0.7% 26.7% 0.7% 0.7% 0.0% 3.0% 0.0% 7.4% 1.5% 1.5% 18.5%
人数 11 0 2 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 5
構成比 0.0% 18.2% 9.1% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
介助は必
要ではな
い

配偶者
（夫・妻）

父親・母
親

子ども・
子どもの
配偶者

兄弟
祖父・祖
母・親戚

隣人・知
人

ホームヘ
ルパー

ボラン
ティア

施設の職
員

その他
必要だが
誰もいな
い

無回答

人数 138 14 2 111 0 0 0 0 0 0 1 0 0 10
構成比 10.1% 1.4% 80.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 7.2%
人数 74 9 0 61 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3
構成比 12.2% 0.0% 82.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 4.1%
人数 74 3 1 66 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
構成比 4.1% 1.4% 89.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.4%
人数 12 2 1 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
構成比 16.7% 8.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3%
人数 41 2 2 35 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
構成比 4.9% 4.9% 85.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.9%
人数 16 2 0 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
構成比 12.5% 0.0% 81.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3%
人数 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
介助は必
要ではな
い

配偶者
（夫・妻）

父親・母
親

子ども・
子どもの
配偶者

兄弟
祖父・祖
母・親戚

隣人・知
人

ホームヘ
ルパー

ボラン
ティア

施設の職
員

その他
必要だが
誰もいな
い

無回答

人数 586 104 114 100 53 18 4 2 10 0 31 11 18 121
構成比 17.7% 19.5% 17.1% 9.0% 3.1% 0.7% 0.3% 1.7% 0.0% 5.3% 1.9% 3.1% 20.6%
人数 290 35 93 34 41 6 2 1 6 0 8 3 9 52
構成比 12.1% 32.1% 11.7% 14.1% 2.1% 0.7% 0.3% 2.1% 0.0% 2.8% 1.0% 3.1% 17.9%
人数 111 13 3 55 2 6 2 0 1 0 10 0 0 19
構成比 11.7% 2.7% 49.5% 1.8% 5.4% 1.8% 0.0% 0.9% 0.0% 9.0% 0.0% 0.0% 17.1%
人数 140 49 10 17 8 3 0 1 1 0 7 6 6 32
構成比 35.0% 7.1% 12.1% 5.7% 2.1% 0.0% 0.7% 0.7% 0.0% 5.0% 4.3% 4.3% 22.9%
人数 48 10 2 25 0 2 0 0 0 0 2 0 0 7
構成比 20.8% 4.2% 52.1% 0.0% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 0.0% 0.0% 14.6%
人数 28 6 6 3 1 0 0 0 2 0 0 0 2 8
構成比 21.4% 21.4% 10.7% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 28.6%
人数 13 1 4 4 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0
構成比 7.7% 30.8% 30.8% 7.7% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0%
人数 69 10 7 11 3 2 0 0 3 0 7 2 3 21
構成比 14.5% 10.1% 15.9% 4.3% 2.9% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 10.1% 2.9% 4.3% 30.4%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 43 主な介助者が、万が一、急病、急用、事故などで介助できなくなった場合、どのようにして

いますか。これまでそのようなことがなかった方は今後のことを想定してお答えください。（○

は１つ） 

1. 同居の家族に頼む 6.  特定の人は決まっていない 

2.  同居していない家族や親戚に頼む 7.  誰にも頼まない（介助なしでいる） 

3.  近所の人や友人に頼む 8.  どうしていいかわからない 

4.  公的ｻｰﾋﾞｽ（ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰの派遣等）を頼む 9.  その他（           ） 

5.  病院や施設に一時的に入所する  

【全体】主な介助者が介助できなくなった場合の対応については、「同居の家族に頼む」

が 24.2％で最も多く、次いで「同居していない家族や親戚に頼む」が 15.5％、

「どうしていいかわからない」が11.6％となっています。 

【年齢別】75 歳以上で「同居していない家族や親族に頼む」、それ以外の年齢層で「同

居の家族に頼む」が最も多くなっています。

【障害別】年齢問わず、ほとんどにおいて「同居の家族に頼む」が最も多くなっていま

す。18歳以上の精神障害のある方においては「どうしていいかわからない」も同

率 1 位となっています。18 歳未満の高次脳機能障害のある方のみ「どうしてい

いかわからない」が最も多くなっています。 

【全体】 

「同居の家族に頼む」が 24.2％ 

その他
2.2%

無回答
24.9%

同居の家族に頼
む
24.2%

同居していない
家族や親戚に頼

む
15.5%

近所の人や友
人に頼む
1.6%

公的サービス
（ホームヘル
パーの派遣等）
を頼む
4.6%

病院や施設に一
時的に入所する

7.3%

特定の人は決
まっていない
5.4%

誰にも頼まない
（介助なしでい

る）
2.6%

どうしていいか
わからない
11.6%

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。 

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
同居の家
族に頼む

同居して
いない家
族や親戚
に頼む

近所の人
や友人に
頼む

公的サー
ビス
（ホーム
ヘルパー
の派遣
等）を頼
む

病院や施
設に一時
的に入所
する

特定の人
は決まっ
ていない

誰にも頼
まない
（介助な
しでいる）

どうして
いいかわ
からない

その他 無回答

人数 735 178 114 12 34 54 40 19 85 16 183
構成比 24.2% 15.5% 1.6% 4.6% 7.3% 5.4% 2.6% 11.6% 2.2% 24.9%
人数 138 45 33 1 7 9 6 1 22 1 13
構成比 32.6% 23.9% 0.7% 5.1% 6.5% 4.3% 0.7% 15.9% 0.7% 9.4%
人数 127 38 7 0 8 9 6 6 16 2 35
構成比 29.9% 5.5% 0.0% 6.3% 7.1% 4.7% 4.7% 12.6% 1.6% 27.6%
人数 206 37 27 4 6 11 13 8 29 8 63
構成比 18.0% 13.1% 1.9% 2.9% 5.3% 6.3% 3.9% 14.1% 3.9% 30.6%
人数 118 28 16 4 8 9 4 1 10 1 37
構成比 23.7% 13.6% 3.4% 6.8% 7.6% 3.4% 0.8% 8.5% 0.8% 31.4%
人数 135 27 31 3 5 16 11 1 7 4 30
構成比 20.0% 23.0% 2.2% 3.7% 11.9% 8.1% 0.7% 5.2% 3.0% 22.2%
人数 11 3 0 0 0 0 0 2 1 0 5
構成比 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2% 9.1% 0.0% 45.5%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
同居の家
族に頼む

同居して
いない家
族や親戚
に頼む

近所の人
や友人に
頼む

公的サー
ビス
（ホーム
ヘルパー
の派遣
等）を頼
む

病院や施
設に一時
的に入所
する

特定の人
は決まっ
ていない

誰にも頼
まない
（介助な
しでいる）

どうして
いいかわ
からない

その他 無回答

人数 138 45 33 1 7 9 6 1 22 1 13
構成比 32.6% 23.9% 0.7% 5.1% 6.5% 4.3% 0.7% 15.9% 0.7% 9.4%
人数 74 21 19 1 4 7 3 1 13 0 5
構成比 28.4% 25.7% 1.4% 5.4% 9.5% 4.1% 1.4% 17.6% 0.0% 6.8%
人数 74 25 18 0 5 5 3 0 11 1 6
構成比 33.8% 24.3% 0.0% 6.8% 6.8% 4.1% 0.0% 14.9% 1.4% 8.1%
人数 12 6 3 0 0 0 0 0 2 0 1
構成比 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 8.3%
人数 41 15 11 0 1 3 2 0 7 0 2
構成比 36.6% 26.8% 0.0% 2.4% 7.3% 4.9% 0.0% 17.1% 0.0% 4.9%
人数 16 8 2 0 1 2 0 1 0 0 2
構成比 50.0% 12.5% 0.0% 6.3% 12.5% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 12.5%
人数 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
同居の家
族に頼む

同居して
いない家
族や親戚
に頼む

近所の人
や友人に
頼む

公的サー
ビス
（ホーム
ヘルパー
の派遣
等）を頼
む

病院や施
設に一時
的に入所
する

特定の人
は決まっ
ていない

誰にも頼
まない
（介助な
しでいる）

どうして
いいかわ
からない

その他 無回答

人数 586 130 81 11 27 45 34 16 62 15 165
構成比 22.2% 13.8% 1.9% 4.6% 7.7% 5.8% 2.7% 10.6% 2.6% 28.2%
人数 290 71 54 8 11 28 15 7 27 5 64
構成比 24.5% 18.6% 2.8% 3.8% 9.7% 5.2% 2.4% 9.3% 1.7% 22.1%
人数 111 31 10 0 9 9 6 1 14 3 28
構成比 27.9% 9.0% 0.0% 8.1% 8.1% 5.4% 0.9% 12.6% 2.7% 25.2%
人数 140 24 11 3 4 5 9 8 24 5 47
構成比 17.1% 7.9% 2.1% 2.9% 3.6% 6.4% 5.7% 17.1% 3.6% 33.6%
人数 48 12 5 1 4 4 0 1 9 1 11
構成比 25.0% 10.4% 2.1% 8.3% 8.3% 0.0% 2.1% 18.8% 2.1% 22.9%
人数 28 8 6 0 2 3 1 0 4 1 3
構成比 28.6% 21.4% 0.0% 7.1% 10.7% 3.6% 0.0% 14.3% 3.6% 10.7%
人数 13 5 1 0 0 2 0 0 3 0 2
構成比 38.5% 7.7% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 23.1% 0.0% 15.4%
人数 69 12 7 0 4 8 5 0 2 2 29
構成比 17.4% 10.1% 0.0% 5.8% 11.6% 7.2% 0.0% 2.9% 2.9% 42.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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（10）親族で介助している方について 

※母数は問 42で「2」～「6」を選択した方（ただし、問 49を除く） 

問 44 年齢をおうかがいします。（○は１つ） 

１．10歳代 ３．40～50 歳代 ５．65～74 歳 

２．20～30 歳代 ４．60～64 歳 ６．75 歳以上 

【全体】介助者の年齢については、「40～50歳代」が36.7％で最も多く、次いで「65

～74歳」が14.5％、「20～30歳代」が12.3％となっています。介助者が65

歳以上の高齢者である人は25.1％となっています。 

【年齢別】本人が64歳以下は「40～50歳代」、65～74歳は「65～74歳」、75歳

以上は「40～50歳代」が最も多くなっています。 

【全体】 

「40～50 歳代」が 36.7％ 

10歳代
0.7%

20～30歳代
12.3%

40～50歳代
36.7%

60～64歳
8.1%

65～74歳
14.5%

75歳以上
10.6%

無回答
17.0%

(N=406)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 10歳代
20～30歳
代

40～50歳
代

60～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

人数 406 3 50 149 33 59 43 69
構成比 0.7% 12.3% 36.7% 8.1% 14.5% 10.6% 17.0%
人数 113 2 34 69 1 0 0 7
構成比 1.8% 30.1% 61.1% 0.9% 0.0% 0.0% 6.2%
人数 60 0 10 24 13 6 1 6
構成比 0.0% 16.7% 40.0% 21.7% 10.0% 1.7% 10.0%
人数 87 1 6 26 9 17 13 15
構成比 1.1% 6.9% 29.9% 10.3% 19.5% 14.9% 17.2%
人数 60 0 0 5 5 24 8 18
構成比 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 40.0% 13.3% 30.0%
人数 82 0 0 22 5 12 21 22
構成比 0.0% 0.0% 26.8% 6.1% 14.6% 25.6% 26.8%
人数 4 0 0 3 0 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計 10歳代
20～30歳
代

40～50歳
代

60～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

人数 113 2 34 69 1 0 0 7
構成比 1.8% 30.1% 61.1% 0.9% 0.0% 0.0% 6.2%
人数 61 1 19 35 1 0 0 5
構成比 1.6% 31.1% 57.4% 1.6% 0.0% 0.0% 8.2%
人数 67 2 17 45 0 0 0 3
構成比 3.0% 25.4% 67.2% 0.0% 0.0% 0.0% 4.5%
人数 9 0 5 3 0 0 0 1
構成比 0.0% 55.6% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1%
人数 37 0 13 23 0 0 0 1
構成比 0.0% 35.1% 62.2% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7%
人数 13 1 5 6 0 0 0 1
構成比 7.7% 38.5% 46.2% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7%
人数 2 0 1 1 0 0 0 0
構成比 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 1 0 0 1 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計 10歳代
20～30歳
代

40～50歳
代

60～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

人数 289 1 16 77 32 59 43 61
構成比 0.3% 5.5% 26.6% 11.1% 20.4% 14.9% 21.1%
人数 176 0 9 45 16 36 27 43
構成比 0.0% 5.1% 25.6% 9.1% 20.5% 15.3% 24.4%
人数 68 1 4 29 11 11 3 9
構成比 1.5% 5.9% 42.6% 16.2% 16.2% 4.4% 13.2%
人数 38 0 3 9 2 5 11 8
構成比 0.0% 7.9% 23.7% 5.3% 13.2% 28.9% 21.1%
人数 29 0 2 14 5 5 1 2
構成比 0.0% 6.9% 48.3% 17.2% 17.2% 3.4% 6.9%
人数 10 0 0 4 1 2 1 2
構成比 0.0% 0.0% 40.0% 10.0% 20.0% 10.0% 20.0%
人数 11 0 0 3 0 4 2 2
構成比 0.0% 0.0% 27.3% 0.0% 36.4% 18.2% 18.2%
人数 23 0 2 2 5 6 4 4
構成比 0.0% 8.7% 8.7% 21.7% 26.1% 17.4% 17.4%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 45 性別をおうかがいします。（○は１つ） 

１．男性 ２．女性 

【全体】介助者の性別については、「女性」が 64.5％、「男性」が 18.0％となっていま

す。

【年齢別】本人の年齢が若年層の方が、介助者が「女性」の割合が高い傾向にあります。

【全体】 

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                           ＜18 歳以上＞ 

「女性」が 64.5％ 

合計 男性 女性 無回答

人数 406 73 262 71
構成比 18.0% 64.5% 17.5%
人数 113 9 97 7
構成比 8.0% 85.8% 6.2%
人数 60 7 46 7
構成比 11.7% 76.7% 11.7%
人数 87 27 45 15
構成比 31.0% 51.7% 17.2%
人数 60 9 31 20
構成比 15.0% 51.7% 33.3%
人数 82 20 41 21
構成比 24.4% 50.0% 25.6%
人数 4 1 2 1
構成比 25.0% 50.0% 25.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計 男性 女性 無回答

人数 113 9 97 7
構成比 8.0% 85.8% 6.2%
人数 61 4 52 5
構成比 6.6% 85.2% 8.2%
人数 67 7 57 3
構成比 10.4% 85.1% 4.5%
人数 9 0 8 1
構成比 0.0% 88.9% 11.1%
人数 37 2 34 1
構成比 5.4% 91.9% 2.7%
人数 13 1 11 1
構成比 7.7% 84.6% 7.7%
人数 2 0 2 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 1 0 1 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計 男性 女性 無回答

人数 289 63 163 63
構成比 21.8% 56.4% 21.8%
人数 176 36 96 44
構成比 20.5% 54.5% 25.0%
人数 68 12 46 10
構成比 17.6% 67.6% 14.7%
人数 38 10 21 7
構成比 26.3% 55.3% 18.4%
人数 29 5 22 2
構成比 17.2% 75.9% 6.9%
人数 10 3 5 2
構成比 30.0% 50.0% 20.0%
人数 11 2 8 1
構成比 18.2% 72.7% 9.1%
人数 23 7 11 5
構成比 30.4% 47.8% 21.7%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

男性
18.0%

女性
64.5%

無回答
17.5%

(N=406)
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問 46 主に介助している方は就労していますか。（○は１つ） 

１．就労している（正社員） ３．もともと就労していない 

２．就労している（パート・アルバイト） ４．就労していたが、介助のため退職した 

【全体】介助者の就労状況については、「もともと就労していない」が 34.7％で最も多

く、次いで「就労している（パート・アルバイト）」が20.0％となっています。

【年齢別】いずれも「もともと就労していない」が最も多くなっています。 

【障害別】18歳未満において、知的障害、発達障害のある方で「就労している（パート・

アルバイト）」、それ以外の障害のある方で「もともと就労していない」が最も多

くなっています。18歳以上において、発達障害、高次脳機能障害のある方で「就

労している（パート・アルバイト」、難病のある方で「就労している（正社員）」、

それ以外の障害のある方で「もともと就労していない」が最も多くなっています

（ただし、発達障害、高次脳機能障害のある方はそれぞれ1位が２つ） 

【全体】 

「もともと就労していない」が 34.7％ 

就労している
（正社員）
13.3%

就労している
（パート・アルバ

イト）
20.0%

もともと就労して
いない
34.7%

就労していた
が、介助のため
退職した
8.9%

無回答
23.2%

(N=406)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
就労して
いる（正
社員）

就労して
いる
（パート・
アルバイ
ト）

もともと
就労して
いない

就労して
いたが、
介助のた
め退職し
た

無回答

人数 406 54 81 141 36 94
構成比 13.3% 20.0% 34.7% 8.9% 23.2%
人数 113 20 29 46 11 7
構成比 17.7% 25.7% 40.7% 9.7% 6.2%
人数 60 5 17 25 5 8
構成比 8.3% 28.3% 41.7% 8.3% 13.3%
人数 87 13 19 25 4 26
構成比 14.9% 21.8% 28.7% 4.6% 29.9%
人数 60 6 5 19 5 25
構成比 10.0% 8.3% 31.7% 8.3% 41.7%
人数 82 9 10 25 11 27
構成比 11.0% 12.2% 30.5% 13.4% 32.9%
人数 4 1 1 1 0 1
構成比 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 25.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
就労して
いる（正
社員）

就労して
いる
（パート・
アルバイ
ト）

もともと
就労して
いない

就労して
いたが、
介助のた
め退職し
た

無回答

人数 113 20 29 46 11 7
構成比 17.7% 25.7% 40.7% 9.7% 6.2%
人数 61 7 11 29 9 5
構成比 11.5% 18.0% 47.5% 14.8% 8.2%
人数 67 15 23 19 7 3
構成比 22.4% 34.3% 28.4% 10.4% 4.5%
人数 9 2 2 4 0 1
構成比 22.2% 22.2% 44.4% 0.0% 11.1%
人数 37 9 13 12 2 1
構成比 24.3% 35.1% 32.4% 5.4% 2.7%
人数 13 3 2 6 1 1
構成比 23.1% 15.4% 46.2% 7.7% 7.7%
人数 2 0 0 2 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
人数 1 0 0 1 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
就労して
いる（正
社員）

就労して
いる
（パート・
アルバイ
ト）

もともと
就労して
いない

就労して
いたが、
介助のた
め退職し
た

無回答

人数 289 33 51 94 25 86
構成比 11.4% 17.6% 32.5% 8.7% 29.8%
人数 176 22 21 61 17 55
構成比 12.5% 11.9% 34.7% 9.7% 31.3%
人数 68 5 19 27 3 14
構成比 7.4% 27.9% 39.7% 4.4% 20.6%
人数 38 5 6 9 5 13
構成比 13.2% 15.8% 23.7% 13.2% 34.2%
人数 29 1 11 11 2 4
構成比 3.4% 37.9% 37.9% 6.9% 13.8%
人数 10 4 1 1 1 3
構成比 40.0% 10.0% 10.0% 10.0% 30.0%
人数 11 0 4 4 1 2
構成比 0.0% 36.4% 36.4% 9.1% 18.2%
人数 23 4 5 7 0 7
構成比 17.4% 21.7% 30.4% 0.0% 30.4%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 47 1 日平均何時間ぐらい介助や見守りをしていますか。（○は１つ） 

１．1 時間未満 ４．6～12 時間未満 

２．1～3 時間未満 ５．12 時間以上 

３．3～6 時間未満  

【全体】1日平均の介助・見守り時間については、「12時間以上」が28.3％で最も多く、

次いで「6～12時間未満」が19.2％となっています。 

【年齢別】本人が若年層ほど「12時間以上」と回答した人の割合が高くなっています。

【障害別】18歳未満において、知的障害のある方で「6～12時間未満」、精神障害のあ

る方で「3～6時間未満」、身体障害、精神障害、発達障害、難病のある方で「12

時間以上」が最も多くなっています（ただし、精神障害のある方は1位が２つ）。

18歳以上において、知的障害のある方で「6～12時間未満」、難病のある方は「3

～6時間未満」、「6～12時間未満」、それ以外の障害のある方で「12時間以上」

が最も多くなっています。 

【全体】 

「12 時間以上」が 28.3％ 

1時間未満
5.9%

1～3時間未満
8.1%

3～6時間未満
11.8%

6～12時間未満
19.2%

12時間以上
28.3%

無回答
26.6%

(N=406
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
1時間未
満

1～3時間
未満

3～6時間
未満

6～12時
間未満

12時間以
上

無回答

人数 406 24 33 48 78 115 108
構成比 5.9% 8.1% 11.8% 19.2% 28.3% 26.6%
人数 113 3 7 11 34 51 7
構成比 2.7% 6.2% 9.7% 30.1% 45.1% 6.2%
人数 60 0 3 8 17 20 12
構成比 0.0% 5.0% 13.3% 28.3% 33.3% 20.0%
人数 87 8 8 12 12 20 27
構成比 9.2% 9.2% 13.8% 13.8% 23.0% 31.0%
人数 60 4 3 5 7 12 29
構成比 6.7% 5.0% 8.3% 11.7% 20.0% 48.3%
人数 82 8 11 12 8 11 32
構成比 9.8% 13.4% 14.6% 9.8% 13.4% 39.0%
人数 4 1 1 0 0 1 1
構成比 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
1時間未
満

1～3時間
未満

3～6時間
未満

6～12時
間未満

12時間以
上

無回答

人数 113 3 7 11 34 51 7
構成比 2.7% 6.2% 9.7% 30.1% 45.1% 6.2%
人数 61 2 3 3 15 33 5
構成比 3.3% 4.9% 4.9% 24.6% 54.1% 8.2%
人数 67 1 3 7 28 25 3
構成比 1.5% 4.5% 10.4% 41.8% 37.3% 4.5%
人数 9 0 2 3 0 3 1
構成比 0.0% 22.2% 33.3% 0.0% 33.3% 11.1%
人数 37 1 4 7 11 13 1
構成比 2.7% 10.8% 18.9% 29.7% 35.1% 2.7%
人数 13 0 2 1 1 8 1
構成比 0.0% 15.4% 7.7% 7.7% 61.5% 7.7%
人数 2 0 2 0 0 0 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 1 0 0 0 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
1時間未
満

1～3時間
未満

3～6時間
未満

6～12時
間未満

12時間以
上

無回答

人数 289 20 25 37 44 63 100
構成比 6.9% 8.7% 12.8% 15.2% 21.8% 34.6%
人数 176 15 16 18 24 38 65
構成比 8.5% 9.1% 10.2% 13.6% 21.6% 36.9%
人数 68 1 5 10 19 17 16
構成比 1.5% 7.4% 14.7% 27.9% 25.0% 23.5%
人数 38 3 2 5 5 8 15
構成比 7.9% 5.3% 13.2% 13.2% 21.1% 39.5%
人数 29 0 2 8 5 11 3
構成比 0.0% 6.9% 27.6% 17.2% 37.9% 10.3%
人数 10 0 1 3 3 1 2
構成比 0.0% 10.0% 30.0% 30.0% 10.0% 20.0%
人数 11 0 2 1 2 5 1
構成比 0.0% 18.2% 9.1% 18.2% 45.5% 9.1%
人数 23 1 2 5 1 5 9
構成比 4.3% 8.7% 21.7% 4.3% 21.7% 39.1%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 48 あなたは、介助していて強く叱ったり、叩いたりすることがありますか。（○は１つ） 

１．したことがある ４．したことはない 

【全体】介助の際に強く叱ったり、叩いたりする経験があるかについては、「したことが

ある」が23.2％、「したことはない」が53.4％となっています。 

【性別】男女とも「したことはない」が多くなっています。「したことがある」と回答し

た人の割合が、本人が男性の場合、女性よりも12.5 ポイント高くなっています。

【年齢別】本人が39歳以下では、「したことがある」と回答した人の割合が高くなって

います。 

【障害別】18歳未満において、知的障害、精神障害、発達障害のある方で「したことが

ある」が多くなっています（ただし、精神障害のある方は「したことがある」と

「したことはない」が同率）。18 歳以上において、発達障害のある方で「したこ

とがある」が多くなっています。 

【全体】 

「したことはない」が 53.4％ 

したことがある
23.2%

したことはない
53.4%

無回答
23.4%

(N=406)
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【性別】 

【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞                                 ＜18 歳以上＞ 

回答者数
したこと
がある

したこと
はない

無回答

人数 406 94 217 95
構成比 23.2% 53.4% 23.4%
人数 218 63 104 51
構成比 28.9% 47.7% 23.4%
人数 183 30 110 43
構成比 16.4% 60.1% 23.5%
人数 5 1 3 1
構成比 20.0% 60.0% 20.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

全体

男性

女性

合計
したこと
がある

したこと
はない

無回答

人数 406 94 217 95
構成比 23.2% 53.4% 23.4%
人数 113 43 62 8
構成比 38.1% 54.9% 7.1%
人数 60 23 29 8
構成比 38.3% 48.3% 13.3%
人数 87 15 48 24
構成比 17.2% 55.2% 27.6%
人数 60 6 30 24
構成比 10.0% 50.0% 40.0%
人数 82 6 46 30
構成比 7.3% 56.1% 36.6%
人数 4 1 2 1
構成比 25.0% 50.0% 25.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
したこと
がある

したこと
はない

無回答

人数 113 43 62 8
構成比 38.1% 54.9% 7.1%
人数 61 13 43 5
構成比 21.3% 70.5% 8.2%
人数 67 32 30 5
構成比 47.8% 44.8% 7.5%
人数 9 4 4 1
構成比 44.4% 44.4% 11.1%
人数 37 21 15 1
構成比 56.8% 40.5% 2.7%
人数 13 5 7 1
構成比 38.5% 53.8% 7.7%
人数 2 0 2 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 1 0 1 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
したこと
がある

したこと
はない

無回答

人数 289 50 153 86
構成比 17.3% 52.9% 29.8%
人数 176 23 93 60
構成比 13.1% 52.8% 34.1%
人数 68 22 32 14
構成比 32.4% 47.1% 20.6%
人数 38 9 19 10
構成比 23.7% 50.0% 26.3%
人数 29 14 13 2
構成比 48.3% 44.8% 6.9%
人数 10 1 6 3
構成比 10.0% 60.0% 30.0%
人数 11 3 6 2
構成比 27.3% 54.5% 18.2%
人数 23 5 12 6
構成比 21.7% 52.2% 26.1%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 49 問 48 で「1. したことがある」を選んだ方におうかがいします。 

(1) 具体的にどのようなことをしてしまいましたか。（○はいくつでも） 

１．しつけと思って思わず身体を傷つけたり、拘束したりしてしまった 

２．本人の同意を確認せず、わいせつ行為をしたり、させたりしてしまった 

３．しつけと思って思わず暴言を吐いたり、拒絶・無視したりしてしまった 

４．食事を食べさせなかったり、長時間放置してしまった 

５．本人が管理できないので、財産を処分したり、賃金をとったりしてしまった 

６．その他（                            ） 

【全体】具体的な場面については、「しつけと思って思わず暴言を吐いたり、拒絶・無視

したりしてしまった」が69.1％で最も多くなっています。 

【年齢別】いずれも「しつけと思って思わず暴言を吐いたり、拒絶・無視したりしてし

まった」が最も多くなっています。 

【障害別】18歳未満において、精神障害のある方で「しつけと思って思わず身体を傷つ

けたり、拘束したりしてしまった」、それ以外の障害のある方で「しつけと思って

思わず暴言を吐いたり、拒絶・無視したりしてしまった」が最も多くなっていま

す。 

【全体】 

「しつけと思って思わず暴言を吐いたり、拒絶・無視をしたり

してしまった」が 69.1％

69.1%

18.1%

0.0%

0.0%

0.0%

18.1%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80%

しつけと思って思わず暴言を吐いたり、拒絶・無視した
りしてしまった

しつけと思って思わず身体を傷つけたり、拘束したりし
てしまった

本人の同意を確認せず、わいせつ行為をしたり、させ
たりしてしまった

食事を食べさせなかったり、長時間放置してしまった

本人が管理できないので、財産を処分したり、賃金を
とったりしてしまった

その他

無回答

(N=94)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計

しつけと
思って思
わず身体
を傷つけ
たり、拘
束したり
してし
まった

本人の同
意を確認
せず、わ
いせつ行
為をした
り、させた
りしてし
まった

しつけと
思って思
わず暴言
を吐いた
り、拒絶・
無視した
りしてし
まった

食事を食
べさせな
かった
り、長時
間放置し
てしまっ
た

本人が管
理できな
いので、
財産を処
分したり、
賃金を
とったりし
てしまっ
た

その他 無回答

人数 94 17 0 65 0 0 17 6
構成比 18.1% 0.0% 69.1% 0.0% 0.0% 18.1% 6.4%
人数 43 13 0 28 0 0 6 3
構成比 30.2% 0.0% 65.1% 0.0% 0.0% 14.0% 7.0%
人数 23 4 0 14 0 0 7 2
構成比 17.4% 0.0% 60.9% 0.0% 0.0% 30.4% 8.7%
人数 15 0 0 12 0 0 3 0
構成比 0.0% 0.0% 80.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%
人数 6 0 0 5 0 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 83.3% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7%
人数 6 0 0 6 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 1 0 0 0 0 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計

しつけと
思って思
わず身体
を傷つけ
たり、拘
束したり
してし
まった

本人の同
意を確認
せず、わ
いせつ行
為をした
り、させた
りしてし
まった

しつけと
思って思
わず暴言
を吐いた
り、拒絶・
無視した
りしてし
まった

食事を食
べさせな
かった
り、長時
間放置し
てしまっ
た

本人が管
理できな
いので、
財産を処
分したり、
賃金を
とったりし
てしまっ
た

その他 無回答

人数 43 13 0 28 0 0 6 3
構成比 30.2% 0.0% 65.1% 0.0% 0.0% 14.0% 7.0%
人数 13 3 0 7 0 0 3 1
構成比 23.1% 0.0% 53.8% 0.0% 0.0% 23.1% 7.7%
人数 32 9 0 20 0 0 5 3
構成比 28.1% 0.0% 62.5% 0.0% 0.0% 15.6% 9.4%
人数 4 3 0 2 0 0 0 0
構成比 75.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 21 7 0 12 0 0 2 3
構成比 33.3% 0.0% 57.1% 0.0% 0.0% 9.5% 14.3%
人数 5 1 0 4 0 0 0 0
構成比 20.0% 0.0% 80.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計

しつけと
思って思
わず身体
を傷つけ
たり、拘
束したり
してし
まった

本人の同
意を確認
せず、わ
いせつ行
為をした
り、させた
りしてし
まった

しつけと
思って思
わず暴言
を吐いた
り、拒絶・
無視した
りしてし
まった

食事を食
べさせな
かった
り、長時
間放置し
てしまっ
た

本人が管
理できな
いので、
財産を処
分したり、
賃金を
とったりし
てしまっ
た

その他 無回答

人数 50 4 0 37 0 0 10 3
構成比 8.0% 0.0% 74.0% 0.0% 0.0% 20.0% 6.0%
人数 23 0 0 17 0 0 3 3
構成比 0.0% 0.0% 73.9% 0.0% 0.0% 13.0% 13.0%
人数 22 4 0 18 0 0 3 1
構成比 18.2% 0.0% 81.8% 0.0% 0.0% 13.6% 4.5%
人数 9 0 0 6 0 0 3 0
構成比 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%
人数 14 3 0 12 0 0 2 0
構成比 21.4% 0.0% 85.7% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0%
人数 1 0 0 1 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 3 0 0 2 0 0 0 1
構成比 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%
人数 5 0 0 3 0 0 2 0
構成比 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 49 問 48 で「1. したことがある」を選んだ方におうかがいします。 

(2) このようなことをしてしまう要因として、どのようなことがあると思われますか。（○は

いくつでも） 

１．介護等で身体的に疲れているため 

２．介護等で精神的に疲れているため 

３．障害者の性格、精神的問題があるため 

４．介護・支援方法の知識不足のため 

５．経済的理由で福祉サービス利用困難なため 

６．その他（                     ） 

【全体】要因については、「介護等で精神的に疲れているため」が 71.3％で最も多く、

次いで「障害者の性格、精神的問題があるため」が 44.7％、「介護等で身体的に

疲れているため」が41.5％となっています。

【全体】 

「介護等で精神的に疲れているため」が 71.3％ 

71.3%

44.7%

41.5%

10.6%

6.4%

20.2%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

介護等で精神的に疲れているため

障害者の性格、精神的問題があるため

介護等で身体的に疲れているため

介護・支援方法の知識不足のため

経済的理由で福祉サービス利用困難なため

その他

無回答

(N=94)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計

介護等で
身体的に
疲れてい
るため

介護等で
精神的に
疲れてい
るため

障害者の
性格、精
神的問題
があるた
め

介護・支
援方法の
知識不足
のため

経済的理
由で福祉
サービス
利用困難
なため

その他 無回答

人数 94 39 67 42 10 6 19 2
構成比 41.5% 71.3% 44.7% 10.6% 6.4% 20.2% 2.1%
人数 43 17 30 19 6 3 12 1
構成比 39.5% 69.8% 44.2% 14.0% 7.0% 27.9% 2.3%
人数 23 9 15 9 1 1 4 1
構成比 39.1% 65.2% 39.1% 4.3% 4.3% 17.4% 4.3%
人数 15 3 11 8 2 0 2 0
構成比 20.0% 73.3% 53.3% 13.3% 0.0% 13.3% 0.0%
人数 6 5 5 3 1 0 0 0
構成比 83.3% 83.3% 50.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 6 4 5 3 0 2 0 0
構成比 66.7% 83.3% 50.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%
人数 1 1 1 0 0 0 1 0
構成比 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計

介護等で
身体的に
疲れてい
るため

介護等で
精神的に
疲れてい
るため

障害者の
性格、精
神的問題
があるた
め

介護・支
援方法の
知識不足
のため

経済的理
由で福祉
サービス
利用困難
なため

その他 無回答

人数 43 17 30 19 6 3 12 1
構成比 39.5% 69.8% 44.2% 14.0% 7.0% 27.9% 2.3%
人数 13 6 8 4 1 1 5 0
構成比 46.2% 61.5% 30.8% 7.7% 7.7% 38.5% 0.0%
人数 32 13 23 13 5 2 9 1
構成比 40.6% 71.9% 40.6% 15.6% 6.3% 28.1% 3.1%
人数 4 1 3 4 1 1 0 0
構成比 25.0% 75.0% 100.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0%
人数 21 7 14 10 4 3 6 1
構成比 33.3% 66.7% 47.6% 19.0% 14.3% 28.6% 4.8%
人数 5 1 3 1 1 0 2 0
構成比 20.0% 60.0% 20.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計

介護等で
身体的に
疲れてい
るため

介護等で
精神的に
疲れてい
るため

障害者の
性格、精
神的問題
があるた
め

介護・支
援方法の
知識不足
のため

経済的理
由で福祉
サービス
利用困難
なため

その他 無回答

人数 50 21 36 23 4 3 6 1
構成比 42.0% 72.0% 46.0% 8.0% 6.0% 12.0% 2.0%
人数 23 12 16 9 2 2 2 1
構成比 52.2% 69.6% 39.1% 8.7% 8.7% 8.7% 4.3%
人数 22 10 15 10 0 1 2 0
構成比 45.5% 68.2% 45.5% 0.0% 4.5% 9.1% 0.0%
人数 9 5 8 6 2 0 1 0
構成比 55.6% 88.9% 66.7% 22.2% 0.0% 11.1% 0.0%
人数 14 6 10 6 0 1 3 0
構成比 42.9% 71.4% 42.9% 0.0% 7.1% 21.4% 0.0%
人数 1 0 0 1 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 3 1 1 2 0 0 0 1
構成比 33.3% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%
人数 5 0 3 3 1 0 1 0
構成比 0.0% 60.0% 60.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 50 ボランティアなどに支援を頼んでいることがありますか。（○はいくつでも） 

１．話し相手 ９．手話通訳、要約筆記 

２．外出時の付き添い 10．本や情報誌などの点訳や朗読 

３．外出時の送り迎え（移送ボランティア） 11．学習・趣味活動などの相手や介助 

４．家事の手伝い 12．ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動の相手や介助 

５．家族が外出した際のあなたの世話 13．行事やイベントの手助け 

６．介助者が緊急で不在の際の手助け 14．その他 

７．家や庭の手入れ  （                  ）

８．買い物や諸手続きの代行 15．特にない、必要がない 

【全体】ボランティアなどに支援を頼んでいることについては、「特にない、必要がない」

が 59.6％で最も多くなっています。支援を頼んでいる項目については、「外出時

の付き添い」が 1.5％、次いで「外出時の送り迎え（移送ボランティア）」、「家族

が外出した際のあなたの世話」、「スポーツ・レクリエーション活動の相手や介助」

がそれぞれ1.2％となっています。 

【年齢別】いずれも「特にない、必要がない」が最も多くなっています。 

【障害別】いずれも「特にない、必要がない」が最も多くなっています。 

「特にない、必要がない」が 59.6％ 
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【全体】 

【年齢別】 

59.6%

1.5%

1.2%

1.2%

1.2%

1.0%

0.7%

0.7%

0.5%

0.2%

0.2%

0.0%

0.0%

0.0%

4.4%

30.3%

0% 20% 40% 60% 80%

特にない、必要がない

外出時の付き添い

外出時の送り迎え（移送ボランティア）

家族が外出した際のあなたの世話

スポーツ・レクリエーション活動の相手や介助

手話通訳、要約筆記

話し相手

家事の手伝い

行事やイベントの手助け

本や情報誌などの点訳や朗読

学習・趣味活動などの相手や介助

介助者が緊急で不在の際の手助け

家や庭の手入れ

買い物や諸手続きの代行

その他

無回答

(N=406)

合計 話し相手
外出時の
付き添い

外出時の
送り迎え
（移送ボ
ランティ
ア）

家事の手
伝い

家族が外
出した際
のあなた
の世話

介助者が
緊急で不
在の際の
手助け

家や庭の
手入れ

買い物や
諸手続き
の代行

手話通
訳、要約
筆記

本や情報
誌などの
点訳や朗
読

学習・趣
味活動な
どの相手
や介助

スポー
ツ・レクリ
エーショ
ン活動の
相手や介
助

行事やイ
ベントの
手助け

人数 406 3 6 5 3 5 0 0 0 4 1 1 5 2
構成比 0.7% 1.5% 1.2% 0.7% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.2% 0.2% 1.2% 0.5%
人数 113 2 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0
構成比 1.8% 0.9% 0.0% 0.9% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0%
人数 60 0 4 3 0 2 0 0 0 0 0 0 3 1
構成比 0.0% 6.7% 5.0% 0.0% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 1.7%
人数 87 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 1 1
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 1.1% 1.1%
人数 60 1 1 1 1 2 0 0 0 1 1 0 0 0
構成比 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 82 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 1.2% 0.0%
人数 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

その他
特にな
い、必要
がない

無回答

人数 18 242 123
構成比 4.4% 59.6% 30.3%
人数 9 84 18
構成比 8.0% 74.3% 15.9%
人数 3 31 17
構成比 5.0% 51.7% 28.3%
人数 5 48 31
構成比 5.7% 55.2% 35.6%
人数 1 28 24
構成比 1.7% 46.7% 40.0%
人数 0 49 31
構成比 0.0% 59.8% 37.8%
人数 0 2 2
構成比 0.0% 50.0% 50.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 話し相手
外出時の
付き添い

外出時の
送り迎え
（移送ボ
ランティ
ア）

家事の手
伝い

家族が外
出した際
のあなた
の世話

介助者が
緊急で不
在の際の
手助け

家や庭の
手入れ

買い物や
諸手続き
の代行

手話通
訳、要約
筆記

本や情報
誌などの
点訳や朗
読

学習・趣
味活動な
どの相手
や介助

スポー
ツ・レクリ
エーショ
ン活動の
相手や介
助

行事やイ
ベントの
手助け

人数 113 2 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0
構成比 1.8% 0.9% 0.0% 0.9% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0%
人数 61 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 67 2 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0
構成比 3.0% 1.5% 0.0% 1.5% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0%
人数 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 37 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0
構成比 2.7% 2.7% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0%
人数 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計 話し相手
外出時の
付き添い

外出時の
送り迎え
（移送ボ
ランティ
ア）

家事の手
伝い

家族が外
出した際
のあなた
の世話

介助者が
緊急で不
在の際の
手助け

家や庭の
手入れ

買い物や
諸手続き
の代行

手話通
訳、要約
筆記

本や情報
誌などの
点訳や朗
読

学習・趣
味活動な
どの相手
や介助

スポー
ツ・レクリ
エーショ
ン活動の
相手や介
助

行事やイ
ベントの
手助け

人数 289 1 5 5 2 4 0 0 0 4 1 0 5 2
構成比 0.3% 1.7% 1.7% 0.7% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.3% 0.0% 1.7% 0.7%
人数 176 0 2 3 1 1 0 0 0 4 1 0 5 2
構成比 0.0% 1.1% 1.7% 0.6% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3% 0.6% 0.0% 2.8% 1.1%
人数 68 0 4 2 1 1 0 0 0 1 0 0 4 2
構成比 0.0% 5.9% 2.9% 1.5% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 5.9% 2.9%
人数 38 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 2.6% 0.0% 2.6% 0.0% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 29 0 3 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1
構成比 0.0% 10.3% 0.0% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 0.0% 3.4% 3.4%
人数 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 11 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 23 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

その他
特にな
い、必要
がない

無回答

人数 9 84 18
構成比 8.0% 74.3% 15.9%
人数 6 47 9
構成比 9.8% 77.0% 14.8%
人数 8 45 12
構成比 11.9% 67.2% 17.9%
人数 0 7 2
構成比 0.0% 77.8% 22.2%
人数 2 28 5
構成比 5.4% 75.7% 13.5%
人数 2 10 1
構成比 15.4% 76.9% 7.7%
人数 0 2 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%
人数 0 1 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

その他
特にな
い、必要
がない

無回答

人数 9 156 103
構成比 3.1% 54.0% 35.6%
人数 0 96 67
構成比 0.0% 54.5% 38.1%
人数 4 30 24
構成比 5.9% 44.1% 35.3%
人数 3 22 12
構成比 7.9% 57.9% 31.6%
人数 2 14 7
構成比 6.9% 48.3% 24.1%
人数 0 6 3
構成比 0.0% 60.0% 30.0%
人数 0 5 4
構成比 0.0% 45.5% 36.4%
人数 2 13 7
構成比 8.7% 56.5% 30.4%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 51 今後、ボランティアなどにどのような支援を頼みたいですか。（○はいくつでも） 

１．話し相手 ９．手話通訳、要約筆記 

２．外出時の付き添い 10．本や情報誌などの点訳や朗読 

３．外出時の送り迎え（移送ボランティア） 11．学習・趣味活動などの相手や介助 

４．家事の手伝い 12．ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動の相手や介助 

５．家族が外出した際のあなたの世話 13．行事やイベントの手助け 

６．介助者が緊急で不在の際の手助け 14．その他 

７．家や庭の手入れ  （                  ）

８．買い物や諸手続きの代行 15．特にない、必要がない 

【全体】ボランティアなどに支援を頼みたいことについては、「特にない、必要がない」

が 14.4％と最も多くなっています。支援を頼みたい項目については、「介助者が

緊急で不在の際の手助け」が13.5％で最も多く、次いで「外出時の送り迎え（移

送ボランティア）」が 9.3％、「外出時の付き添い」が 8.4％、「家族が外出した際

のあなたの世話」が8.2％となっています。 

【年齢別】39歳以下で「介助者が緊急で不在の際の手助け」、40歳以上で「特にない、

必要がない」が最も多くなっています。 

【障害別】18歳未満において、精神障害のある方で「スポーツ・レクリエーション活動

の相手や介助」、それ以外の障害がある方で「介助者が緊急で不在の際の手助け」

が最も多くなっています（ただし、身体障害、難病、高次脳機能障害のある方は

「特にない、必要がない」も同率1位で、高次脳機能障害のある方は1位が３つ）。

18 歳以上において、身体障害、難病のある方で「特にない、必要がない」、知的

障害、発達障害、高次脳機能障害のある方で「介助者が緊急で不在の際の手助け」

（ただし、発達障害のある方は「外出時の付き添い」も同率1位）、精神障害のあ

る方で「話し相手」が最も多くなっています（ただし、高次脳機能障害のある方

は1位が3つ）。 

「特にない、必要がない」が 14.4％ 
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【全体】 

【年齢別】 

14.4%

13.5%

9.3%

8.4%

8.2%

5.2%

4.6%

3.9%

2.9%

2.6%

2.4%

1.2%

1.0%

0.3%

1.0%

27.1%

0% 10% 20% 30%

特にない、必要がない

介助者が緊急で不在の際の手助け

外出時の送り迎え（移送ボランティア）

外出時の付き添い

家族が外出した際のあなたの世話

スポーツ・レクリエーション活動の相手や介助

話し相手

学習・趣味活動などの相手や介助

買い物や諸手続きの代行

行事やイベントの手助け

家事の手伝い

家や庭の手入れ

手話通訳、要約筆記

本や情報誌などの点訳や朗読

その他

無回答

(N=406)

合計 話し相手
外出時の
付き添い

外出時の
送り迎え
（移送ボ
ランティ
ア）

家事の手
伝い

家族が外
出した際
のあなた
の世話

介助者が
緊急で不
在の際の
手助け

家や庭の
手入れ

買い物や
諸手続き
の代行

手話通
訳、要約
筆記

本や情報
誌などの
点訳や朗
読

学習・趣
味活動な
どの相手
や介助

スポー
ツ・レクリ
エーショ
ン活動の
相手や介
助

行事やイ
ベントの
手助け

人数 406 34 62 68 18 60 99 9 21 7 2 29 38 19
構成比 8.4% 15.3% 16.7% 4.4% 14.8% 24.4% 2.2% 5.2% 1.7% 0.5% 7.1% 9.4% 4.7%
人数 113 7 22 32 4 26 48 0 5 1 0 20 26 11
構成比 6.2% 19.5% 28.3% 3.5% 23.0% 42.5% 0.0% 4.4% 0.9% 0.0% 17.7% 23.0% 9.7%
人数 60 7 17 13 2 14 21 1 5 0 0 6 9 2
構成比 11.7% 28.3% 21.7% 3.3% 23.3% 35.0% 1.7% 8.3% 0.0% 0.0% 10.0% 15.0% 3.3%
人数 87 14 16 10 4 10 12 2 8 4 0 0 3 4
構成比 16.1% 18.4% 11.5% 4.6% 11.5% 13.8% 2.3% 9.2% 4.6% 0.0% 0.0% 3.4% 4.6%
人数 60 4 3 1 2 3 6 1 0 1 1 0 0 1
構成比 6.7% 5.0% 1.7% 3.3% 5.0% 10.0% 1.7% 0.0% 1.7% 1.7% 0.0% 0.0% 1.7%
人数 82 2 4 11 6 6 12 5 3 1 1 1 0 1
構成比 2.4% 4.9% 13.4% 7.3% 7.3% 14.6% 6.1% 3.7% 1.2% 1.2% 1.2% 0.0% 1.2%
人数 4 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0
構成比 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

その他
特にな
い、必要
がない

無回答

人数 7 106 110
構成比 1.7% 26.1% 27.1%
人数 3 32 12
構成比 2.7% 28.3% 10.6%
人数 0 14 10
構成比 0.0% 23.3% 16.7%
人数 0 19 28
構成比 0.0% 21.8% 32.2%
人数 1 17 28
構成比 1.7% 28.3% 46.7%
人数 3 24 30
構成比 3.7% 29.3% 36.6%
人数 0 0 2
構成比 0.0% 0.0% 50.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答
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【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計 話し相手
外出時の
付き添い

外出時の
送り迎え
（移送ボ
ランティ
ア）

家事の手
伝い

家族が外
出した際
のあなた
の世話

介助者が
緊急で不
在の際の
手助け

家や庭の
手入れ

買い物や
諸手続き
の代行

手話通
訳、要約
筆記

本や情報
誌などの
点訳や朗
読

学習・趣
味活動な
どの相手
や介助

スポー
ツ・レクリ
エーショ
ン活動の
相手や介
助

行事やイ
ベントの
手助け

人数 113 7 22 32 4 26 48 0 5 1 0 20 26 11
構成比 6.2% 19.5% 28.3% 3.5% 23.0% 42.5% 0.0% 4.4% 0.9% 0.0% 17.7% 23.0% 9.7%
人数 61 4 10 16 2 11 22 0 3 1 0 8 7 3
構成比 6.6% 16.4% 26.2% 3.3% 18.0% 36.1% 0.0% 4.9% 1.6% 0.0% 13.1% 11.5% 4.9%
人数 67 5 17 22 4 19 34 0 4 0 0 16 18 8
構成比 7.5% 25.4% 32.8% 6.0% 28.4% 50.7% 0.0% 6.0% 0.0% 0.0% 23.9% 26.9% 11.9%
人数 9 1 0 1 0 1 3 0 0 0 0 3 4 1
構成比 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 44.4% 11.1%
人数 37 3 4 8 0 6 14 0 0 0 0 10 10 3
構成比 8.1% 10.8% 21.6% 0.0% 16.2% 37.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 27.0% 27.0% 8.1%
人数 13 1 2 2 1 2 4 0 2 0 0 2 3 2
構成比 7.7% 15.4% 15.4% 7.7% 15.4% 30.8% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 15.4% 23.1% 15.4%
人数 2 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計 話し相手
外出時の
付き添い

外出時の
送り迎え
（移送ボ
ランティ
ア）

家事の手
伝い

家族が外
出した際
のあなた
の世話

介助者が
緊急で不
在の際の
手助け

家や庭の
手入れ

買い物や
諸手続き
の代行

手話通
訳、要約
筆記

本や情報
誌などの
点訳や朗
読

学習・趣
味活動な
どの相手
や介助

スポー
ツ・レクリ
エーショ
ン活動の
相手や介
助

行事やイ
ベントの
手助け

人数 289 27 40 35 14 33 51 9 16 6 2 7 12 8
構成比 9.3% 13.8% 12.1% 4.8% 11.4% 17.6% 3.1% 5.5% 2.1% 0.7% 2.4% 4.2% 2.8%
人数 176 9 18 21 8 18 32 8 8 6 2 2 5 4
構成比 5.1% 10.2% 11.9% 4.5% 10.2% 18.2% 4.5% 4.5% 3.4% 1.1% 1.1% 2.8% 2.3%
人数 68 7 19 12 3 14 22 1 5 1 0 4 11 5
構成比 10.3% 27.9% 17.6% 4.4% 20.6% 32.4% 1.5% 7.4% 1.5% 0.0% 5.9% 16.2% 7.4%
人数 38 10 5 2 4 6 2 0 2 0 0 0 0 0
構成比 26.3% 13.2% 5.3% 10.5% 15.8% 5.3% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 29 4 14 5 0 9 14 0 4 0 0 2 4 1
構成比 13.8% 48.3% 17.2% 0.0% 31.0% 48.3% 0.0% 13.8% 0.0% 0.0% 6.9% 13.8% 3.4%
人数 10 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
構成比 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 11 1 3 0 1 3 3 0 0 0 0 0 0 0
構成比 9.1% 27.3% 0.0% 9.1% 27.3% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 23 3 4 6 0 3 4 0 2 0 0 1 1 1
構成比 13.0% 17.4% 26.1% 0.0% 13.0% 17.4% 0.0% 8.7% 0.0% 0.0% 4.3% 4.3% 4.3%

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害

その他
特にな
い、必要
がない

無回答

人数 3 32 12
構成比 2.7% 28.3% 10.6%
人数 1 22 10
構成比 1.6% 36.1% 16.4%
人数 2 13 7
構成比 3.0% 19.4% 10.4%
人数 0 2 1
構成比 0.0% 22.2% 11.1%
人数 1 7 4
構成比 2.7% 18.9% 10.8%
人数 0 4 2
構成比 0.0% 30.8% 15.4%
人数 0 1 0
構成比 0.0% 50.0% 0.0%
人数 0 1 0
構成比 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

その他
特にな
い、必要
がない

無回答

人数 4 74 96
構成比 1.4% 25.6% 33.2%
人数 3 50 63
構成比 1.7% 28.4% 35.8%
人数 0 11 19
構成比 0.0% 16.2% 27.9%
人数 0 9 12
構成比 0.0% 23.7% 31.6%
人数 0 3 5
構成比 0.0% 10.3% 17.2%
人数 0 5 3
構成比 0.0% 50.0% 30.0%
人数 0 2 3
構成比 0.0% 18.2% 27.3%
人数 1 5 6
構成比 4.3% 21.7% 26.1%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 52 介助者の立場として、今後、ご本人の生活の場所をどのように考えますか。（○はいくつでも）

１．自宅で生活 ３．入所施設で生活 

２．グループホームなどで生活 ４．その他（         ） 

【全体】介助者の立場として考える被介助者本人の今後の生活の場所については、「自宅

で生活」が58.9％で最も多くなっています。 

【年齢別】いずれも「自宅で生活」が最も多く、次いで「入院施設で生活」となってい

ますが、18～39歳においては「グループホームなどで生活」も同率2位となっ

ています。 

【障害別】18 歳未満において、いずれも「自宅で生活」が最も多くなっています。18

歳以上において、知的障害、発達障害のある方で「グループホームなどで生活」、

それ以外の障害のある方で「自宅で生活」が最も多くなっています。 

【全体】 

「自宅で生活」が 58.9％ 

23.6%

18.2%

2.7%

20.4%

58.9%

0% 20% 40% 60%

自宅で生活

入所施設で生活

グループホームなどで生活

その他

無回答

(N=735)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
自宅で生
活

グループ
ホームな
どで生活

入所施設
で生活

その他 無回答

人数 406 239 74 96 11 83
構成比 58.9% 18.2% 23.6% 2.7% 20.4%
人数 113 86 25 27 7 9
構成比 76.1% 22.1% 23.9% 6.2% 8.0%
人数 60 27 25 25 1 6
構成比 45.0% 41.7% 41.7% 1.7% 10.0%
人数 87 45 14 21 2 20
構成比 51.7% 16.1% 24.1% 2.3% 23.0%
人数 60 30 6 12 0 20
構成比 50.0% 10.0% 20.0% 0.0% 33.3%
人数 82 48 4 11 1 27
構成比 58.5% 4.9% 13.4% 1.2% 32.9%
人数 4 3 0 0 0 1
構成比 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
自宅で生
活

グループ
ホームな
どで生活

入所施設
で生活

その他 無回答

人数 113 86 25 27 7 9
構成比 76.1% 22.1% 23.9% 6.2% 8.0%
人数 61 49 4 17 2 6
構成比 80.3% 6.6% 27.9% 3.3% 9.8%
人数 67 47 21 17 6 4
構成比 70.1% 31.3% 25.4% 9.0% 6.0%
人数 9 7 2 2 1 1
構成比 77.8% 22.2% 22.2% 11.1% 11.1%
人数 37 28 11 8 4 2
構成比 75.7% 29.7% 21.6% 10.8% 5.4%
人数 13 10 2 0 2 1
構成比 76.9% 15.4% 0.0% 15.4% 7.7%
人数 2 2 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 1 1 0 0 0 0
構成比 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
自宅で生
活

グループ
ホームな
どで生活

入所施設
で生活

その他 無回答

人数 289 150 49 69 4 73
構成比 51.9% 17.0% 23.9% 1.4% 25.3%
人数 176 103 13 28 1 51
構成比 58.5% 7.4% 15.9% 0.6% 29.0%
人数 68 26 30 28 2 10
構成比 38.2% 44.1% 41.2% 2.9% 14.7%
人数 38 16 4 12 0 10
構成比 42.1% 10.5% 31.6% 0.0% 26.3%
人数 29 13 14 12 1 2
構成比 44.8% 48.3% 41.4% 3.4% 6.9%
人数 10 8 0 2 0 1
構成比 80.0% 0.0% 20.0% 0.0% 10.0%
人数 11 6 3 4 0 1
構成比 54.5% 27.3% 36.4% 0.0% 9.1%
人数 23 13 6 10 1 5
構成比 56.5% 26.1% 43.5% 4.3% 21.7%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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問 53 介助者の立場として、困っていることは何ですか。（○はいくつでも） 

１．将来のこと ６．他に介助してくれる人がいないこと 

２．自由に出来る時間がないこと ７．費用面など、お金の問題 

３．家族・親族等の理解がないこと ８．その他（          ） 

４．外出が出来ないこと ９．特にない 

５．仕事などにつけないこと  

【全体】介助者の立場として、困っていることについては、「将来のこと」が 59.9％で

最も多く、次いで「費用面など、お金の問題」が 26.6％、「他に介助してくれる

人がいないこと」が24.4％となっています。 

【年齢別】いずれも「将来のこと」が最も多くなっていますが、その割合は若年層ほど

高い傾向にあります。 

【全体】 

「将来のこと」が 59.9％ 

59.9%

26.6%

24.4%

17.0%

12.8%

11.3%

10.3%

5.9%

3.2%

21.4%

0% 20% 40% 60% 80%

将来のこと

費用面など、お金の問題

他に介助してくれる人がいないこと

自由に出来る時間がないこと

仕事などにつけないこと

外出が出来ないこと

特にない

家族・親族等の理解がないこと

その他

無回答

(N=406)
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【年齢別】 

【障害別】※年齢が不明な方がいるため、18 歳未満と 18 歳以上の合計値は全回答者数と異なる場合があります。

＜18 歳未満＞ 

＜18 歳以上＞ 

合計
将来のこ
と

自由に出
来る時間
がないこ
と

家族・親
族等の理
解がない
こと

外出が出
来ないこ
と

仕事など
につけな
いこと

他に介助
してくれ
る人がい
ないこと

費用面な
ど、お金
の問題

その他 特にない 無回答

人数 406 243 69 24 46 52 99 108 13 42 87
構成比 59.9% 17.0% 5.9% 11.3% 12.8% 24.4% 26.6% 3.2% 10.3% 21.4%
人数 113 93 32 7 16 29 42 45 10 5 6
構成比 82.3% 28.3% 6.2% 14.2% 25.7% 37.2% 39.8% 8.8% 4.4% 5.3%
人数 60 49 12 2 6 6 15 10 2 3 7
構成比 81.7% 20.0% 3.3% 10.0% 10.0% 25.0% 16.7% 3.3% 5.0% 11.7%
人数 87 48 10 6 10 10 17 20 1 13 19
構成比 55.2% 11.5% 6.9% 11.5% 11.5% 19.5% 23.0% 1.1% 14.9% 21.8%
人数 60 24 4 2 7 1 15 15 0 6 23
構成比 40.0% 6.7% 3.3% 11.7% 1.7% 25.0% 25.0% 0.0% 10.0% 38.3%
人数 82 27 11 7 6 5 9 18 0 14 31
構成比 32.9% 13.4% 8.5% 7.3% 6.1% 11.0% 22.0% 0.0% 17.1% 37.8%
人数 4 2 0 0 1 1 1 0 0 1 1
構成比 50.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

0～17歳

40～64歳

65～74歳

18～39歳

75歳以上

無回答

合計
将来のこ
と

自由に出
来る時間
がないこ
と

家族・親
族等の理
解がない
こと

外出が出
来ないこ
と

仕事など
につけな
いこと

他に介助
してくれ
る人がい
ないこと

費用面な
ど、お金
の問題

その他 特にない 無回答

人数 113 93 32 7 16 29 42 45 10 5 6
構成比 82.3% 28.3% 6.2% 14.2% 25.7% 37.2% 39.8% 8.8% 4.4% 5.3%
人数 61 47 20 1 8 19 23 23 5 3 5
構成比 77.0% 32.8% 1.6% 13.1% 31.1% 37.7% 37.7% 8.2% 4.9% 8.2%
人数 67 61 21 5 14 17 28 30 5 1 2
構成比 91.0% 31.3% 7.5% 20.9% 25.4% 41.8% 44.8% 7.5% 1.5% 3.0%
人数 9 7 1 2 1 1 3 3 0 0 1
構成比 77.8% 11.1% 22.2% 11.1% 11.1% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 11.1%
人数 37 34 6 3 4 6 12 15 4 0 1
構成比 91.9% 16.2% 8.1% 10.8% 16.2% 32.4% 40.5% 10.8% 0.0% 2.7%
人数 13 11 4 0 3 2 3 4 0 0 2
構成比 84.6% 30.8% 0.0% 23.1% 15.4% 23.1% 30.8% 0.0% 0.0% 15.4%
人数 2 1 2 1 0 1 1 1 0 0 0
構成比 50.0% 100.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%
人数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

１位：白文字、２位：太文字

全体

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

無回答

合計
将来のこ
と

自由に出
来る時間
がないこ
と

家族・親
族等の理
解がない
こと

外出が出
来ないこ
と

仕事など
につけな
いこと

他に介助
してくれ
る人がい
ないこと

費用面な
ど、お金
の問題

その他 特にない 無回答

人数 289 148 37 17 29 22 56 63 3 36 80
構成比 51.2% 12.8% 5.9% 10.0% 7.6% 19.4% 21.8% 1.0% 12.5% 27.7%
人数 176 73 21 9 18 13 33 37 0 30 57
構成比 41.5% 11.9% 5.1% 10.2% 7.4% 18.8% 21.0% 0.0% 17.0% 32.4%
人数 68 54 11 4 6 8 15 13 1 2 11
構成比 79.4% 16.2% 5.9% 8.8% 11.8% 22.1% 19.1% 1.5% 2.9% 16.2%
人数 38 23 6 3 4 5 9 12 2 1 10
構成比 60.5% 15.8% 7.9% 10.5% 13.2% 23.7% 31.6% 5.3% 2.6% 26.3%
人数 29 25 7 3 6 3 12 8 1 0 2
構成比 86.2% 24.1% 10.3% 20.7% 10.3% 41.4% 27.6% 3.4% 0.0% 6.9%
人数 10 5 1 0 1 1 1 2 0 2 2
構成比 50.0% 10.0% 0.0% 10.0% 10.0% 10.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0%
人数 11 10 1 1 3 2 4 3 0 0 1
構成比 90.9% 9.1% 9.1% 27.3% 18.2% 36.4% 27.3% 0.0% 0.0% 9.1%
人数 23 13 4 2 3 1 5 3 0 3 5
構成比 56.5% 17.4% 8.7% 13.0% 4.3% 21.7% 13.0% 0.0% 13.0% 21.7%

１位：白文字、２位：太文字

無回答

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

全体

難病

高次脳機能障害
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自由記述 

最後に、ご意見、ご提案などがありましたら、自由にお書きください。 

調整中
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２．関係団体アンケート

問１ 障害のある方が相談しやすい体制をつくるためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（○は 3つまで） 

１. 曜日や時間に関係なく、いつでも相談に
応じてくれる 

６．ファックスや福祉電話の貸付サービスを行う

２. 信頼できる相談者がいる ７．ちょっとしたことでも相談に応じてくれる 

３．身近な場所で相談できる窓口ができる ８．その他（           ） 

４．インターネットでの相談ができる ９．特にない 

５．電話での相談を充実する  

相談しやすい体制をつくるための条件については、「信頼できる相談者がいる」が

78.3％で最も多く、次いで「曜日や時間に関係なく、いつでも相談に応じてくれる」が

69.6％となっています。 

「信頼できる相談者がいる」が 78.3％ 

78.3%

69.6%

56.5%

26.1%

21.7%

4.3%

4.3%

13.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

信頼できる相談者がいる

曜日や時間に関係なく、いつでも相談に応じてく
れる

身近な場所で相談できる窓口がある

ちょっとしたことでも相談に応じてくれる

電話での相談を充実する

インターネットでの相談ができる

ファックスや福祉電話の貸付サービスを行う

その他

特にない

無回答

(N=23)



163 

問２ 障害のある方が働くためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は 3つまで） 

１. 企業などが積極的に障害のある方を雇うこと 
２. 障害のある方に配慮した職場の施設・設備が整っていること 
３．就労条件（個別の状況に応じた対応など）が整っていること  
４．生活できる給料がもらえること 
５．事業主や職場の仲間の理解があること  
６．仕事をするための訓練・研修の機会が充実していること 
７．自営業を希望する障害のある方への支援が充実していること 
８．通勤（交通）手段が確保されていること 
９．働く場の紹介（あっせん）や相談が充実していること 
10．健康管理が充実していること 
11．作業所など働く場が整備されていること 
12．公営住宅やアパート、グループホームなどの住居が整備されていること 
13．就労後の相談、支援が適切に行われるような定着支援が充実していること 
14．その他（                           ） 
15．特に必要ない 

障害のある人が働くための条件については、「事業主や職場の仲間の理解があること」

が73.9％で最も多く、次いで「就労後の相談、支援が適切に行われるような定着支援が

充実していること」が47.8％となっています。 

「事業主や職場の仲間の理解があること」が 73.9％ 

4.3%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

73.9%

47.8%

39.1%

34.8%

30.4%

26.1%

13.0%

8.7%

4.3%

4.3%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業主や職場の仲間の理解があること

就労後の相談、支援が適切に行われるような定
着支援が充実していること

就労条件（個別の状況に応じた対応など）が整っ
ていること

作業所など働く場が整備されていること

障害のある方に配慮した職場の施設・設備が整っ
ていること

企業などが積極的に障害のある方を雇うこと

働く場の紹介（あっせん）や相談が充実しているこ
と

公営住宅やアパート、グループホームなどの住居
が整備されていること

生活できる給料がもらえること

仕事をするための訓練・研修の機会が充実してい
ること

自営業を希望する障害のある方への支援が充実
していること

通勤（交通）手段が確保されていること

健康管理が充実していること

その他

特に必要ない

無回答
(N=23)
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問３ 障害者のある方が地域や社会に積極的に参加していくためには、どのようなことが大切だと

考えますか。（○は３つまで） 

１. 地域や社会が参加しやすいように配慮す
ること 

６．参加を補助するボランティアなどの育成 

２. 魅力的な行事や活動の充実 ７．家族の積極性 

３．利用しやすい施設への改善 ８．障害のある方自身の積極性 

４．移動しやすい交通機関や道路への改善 ９．その他（             ） 

５．地域の人たちが障害のある人を受け入れる
よう、広報や福祉教育の充実 

地域や社会に積極的に参加していくための条件については、「地域や社会が参加しやす

いように配慮すること」が65.2％で最も多く、次いで「地域の人たちが障害のある人を

受け入れるよう、広報や福祉教育の充実」が52.2％となっています。 

「地域や社会が参加しやすいように配慮すること」が 65.2％ 

65.2%

52.2%

39.1%

34.8%

34.8%

17.4%

17.4%

8.7%

8.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

地域や社会が参加しやすいように配慮すること

地域の人たちが障害のある人を受け入れるよう、
広報や福祉教育の充実

参加を補助するボランティアなどの育成

利用しやすい施設への改善

家族の積極性

魅力的な行事や活動の充実

移動しやすい交通機関や道路への改善

障害のある方自身の積極性

その他

無回答
(N=23)
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問４ 障害のある方にとって暮らしよいまちづくりのためには、どのようなことが必要だと考えま

すか。（○は５つまで） 

1. 何でも相談できる窓口をつくるなど相談
体制の充実 

12. 一人ひとりの個性を生かした保育・教育内
容の充実 

2.  サービス利用の手続きの簡素化 13. 職業訓練の充実や働く場所の確保 

3.  行政からの福祉に関する情報提供の充実 14. 障害のある仲間が集える場の確保 

4.  保健や福祉の専門的な人材の育成と資質
の向上 

15. 利用しやすい公共施設の整備・改善 

5.  参加しやすいスポーツ、サークル、文化活
動の充実 

16. 障害の有無にかかわらず、住民同士が触れ
合う機会や場の充実 

6.  いろいろなボランティア活動の育成 17. 利用しやすい道路・建物などの整備・改善

7.  在宅での生活や介助がしやすいよう保
健・医療・福祉のサービスの充実 

18. 公営住宅の優先入居など生活の場の確保 

8.  医師や専門職員による訪問指導の充実 19. 災害のときの避難誘導体制の整備 

9.  入所施設やグループホームなどの整備 20. 差別や偏見をなくすための福祉教育や広
報活動の充実 

10. 一時的に入所できるような施設の整備 21. その他（          ） 

11. リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備 

暮らしやすいまちづくりのための条件については、「入所施設やグループホームなどの

整備」が65.2％で最も多く、次いで「差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動」

が52.2％となっています。 

「入所施設やグループホームなどの整備」が 65.2％ 
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8.7%

8.7%

8.7%

8.7%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

0.0%

4.3%

65.2%

52.2%

43.5%

43.5%

43.5%

39.1%

30.4%

21.7%

21.7%

21.7%

17.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

入所施設やグループホームなどの整備

差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動
の充実

何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充
実

サービス利用の手続きの簡素化

在宅での生活や介助がしやすいよう保健・医療・
福祉のサービスの充実

一時的に入所できるような施設の整備

行政からの福祉に関する情報提供の充実

保健や福祉の専門的な人材の育成と資質の向上

障害の有無にかかわらず、住民同士が触れ合う
機会や場の充実

災害のときの避難誘導体制の整備

障害のある仲間が集える場の確保

医師や専門職員による訪問指導の充実

利用しやすい公共施設の整備・改善

利用しやすい道路・建物などの整備・改善

公営住宅の優先入居など生活の場の確保

いろいろなボランティア活動の育成

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の
整備

一人ひとりの個性を生かした保育・教育内容の充
実

職業訓練の充実や働く場所の確保

参加しやすいスポーツ、サークル、文化活動の充
実

その他

無回答
(N=23)
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問５ 虐待（疑いを含む）を受けているケースを見たことがありますか。（○は１つ） 

１．見たことがある ２．見たことはない 

虐待（疑いを含む）を受けているケースの有無については、「見たことがある」が

26.1％、「見たことはない」が60.9％となっています。 

問５（１） 問 5 で「１．見たことがある」を選んだ方におうかがいします。 

虐待の類型は次のどれにあたりますか。（○はいくつでも） 

１. 身体を傷つけたり、拘束したりする「身体的虐待」 
２. わいせつ行為をしたり、させたりする「性的虐待」 
３．暴言を吐いたり、拒絶したりする「心理的虐待」  
４．食事を与えなかったり、長時間放置したりする「ネグレクト」 
５．財産を不当に処分したり、利益を得たりする「経済的虐待」  

虐待の類型については、「暴言を吐いたり、拒絶したりする『心理的虐待』」が50.0％

で最も多くなっています。 

「見たことはない」が 60.9％ 

「暴言を吐いたり、拒絶したりする『心理的虐待』」が 50.0％ 

50.0%

33.3%

33.3%

16.7%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

暴言を吐いたり、拒絶したりする「心理的虐待」

身体を傷つけたり、拘束したりする「身体的虐待」

財産を不当に処分したり、利益を得たりする「経済
的虐待」

食事を与えなかったり、長時間放置したりする「ネ
グレクト」

わいせつ行為をしたり、させたりする「性的虐待」

無回答

(N=6)

無回答
13.0%

見たことはない
60.9%

見たことがある
26.1%

(N=23)
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問６ 貴団体では、虐待を発見した場合、関係機関との連携を取ることができる体制になっていま

すか。（○は１つ） 

１. 連携をとれる体制となっている 

２. 関係機関に通報等が出来る体制にはなっている 

３．特に定めていない、わからない 

虐待を発見した場合の関係機関との連携体制については、「連携をとれる体制となって

いる」、「関係機関に通報等が出来る体制にはなっている」、「特に定めていない、わから

ない」がそれぞれ30.4％となっています。

いずれの項目も同じ割合 

無回答
8.7%

特に定めていな
い、わからない
30.4%

関係機関に通報等
が出来る体制には
なっている
30.4%

連携をとれる体制
となっている
30.4%

(N=23)
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問７ 貴団体の活動や会員・メンバーの状況等を含め、現在、抱えている主な問題・課題はどのよ

うなことでしょうか。 

1 開設から約30年がたち、親や本人たちの高齢化が大きな問題になっている。このような状況の中、当法人を
利用している非常に障害の重い人、大きな困難を抱えている人達が、安心して暮らし続ける事ができる「場」
の確保が課題になっている。 

2 ①就労Bは事務量が多く利用者へのかかわりが少なくなってしまう。  
②日割りの給付は収入が安定せず地域での他施設との競争になるのでよくない。 

3 １、会員が高齢化しているので若年層の入会努力を要する  
２、会員減少傾向にあるのでいろいろ事業企画をする上で時代に即応してものの導入が必要であると実感し
ている。 
3.一般社団への移行がスターﾄしているので今後は身障者対象の事業に限定することなく、不特定対象(一
般市民の参加を含め)とする国の方針に即した事業展開をしていきたい。 

4 経営の安定化 

5 ここ数年、車椅子のお仲間が増えました。知的障害の利用者と車椅子の利用者が同時に活動する事は難し
く施設側も以前同様な活動(水泳指導、遠足等)は困難と考えている様です。 

6 ・会員の高齢化に伴い、会員の健康の維持管理と親亡き後の当事者の自立生活  
・当事者の自立生活の為の障害年金や生活保護などの経済基盤の確立  
・地域で共生するために、差別と偏見の克服 ・自治体や公共機関への就労の拡充と一般就労の継続 
・サービス事業所利用の継続のために専門的に支援する人的配置  
・急性期の家族と当事者への支援体制の構築 

7 現在さしせまった困難さはみうけられないが親も子供も高齢化になりつつあり、親が倒れた時にどうしたらよ
いかという不安をかかえている。出来れば、障がい者の環境を変えたくない。朝、夜サポートに入ってもらい
日中はなれている今まで働いている働く場で働くことが出来れば良いだろうと考えるが、そういうことは可能な
のだろうか。 

8 ・状態が良くても悪くても、皆すぐに働きたがる。当然の事と思われるだろうが、いわゆる”普通”に体を動かし
ていると体調を崩し悪化させる。それを本人もまわりもわからない所に精神の問題がある。故に障害者とな
る。再発の防止のためには何ができるのか。  
・リーダー、キーマンに負担が集中しすぎる。できる人とできない人の差をどうしたらうめられるか。上手に支
援を受けるにはどうしたらよいか。具体的な方向性がいまだにない。 

9 親が高齢化のため、入所施設、グループホームの入所希望がたくさんあるが、入所できる見込みがない為、
生活の先が見えなく困難な生活をしている人がたくさんいます。子どもより親が先に倒れそうな家庭がたくさ
んあります。大至急施設を作って下さい。 

10 定員によりきめられた施設入所支援利用者及び短期入所利用者に対する支援は定型のもので進められて
いる。しかし、我々の義務・役割は定型外を求められた時にどう対応するかが問われている。諸法律による統
制こそ大きく道を外さない施設運営になることを認識する中、権利擁護や医療行為におけるグレーゾーンと
の戦いは時を得た中立公正なる第三者の進言により、矯正されるものである。個別支援計画の作成・実施・
評価・改善というプロセスはどうしても理攻めの部分が優先してしまう。利用者個人を尊重することは理なのか
情なのか、折衷なのかをつねに考えて支援を行っているが、現場職員を対象とした適切な方向性の明示、
指導に難しさを感じている。 

11 １、暮らしの場（入所施設・グループホーム）が圧倒的に足りない。ショートステイも。必要である。 
２、災害時の避難、避難所や自宅での生活、復旧後の生活再建 

12 １、就労移行支援  定員割れ状態が続いている。 
２、自立訓練（生活訓練）宿泊型自立訓練：利用者自身、訓練に対する意識、意欲低下の為、訓練効果が上
がりにくい。利用期間後、次の行先探しに困難を生じさせている。 

13 親、利用者の平均年齢が高くなっているので、入所施設に入れたくてもなかなか入れるところがなく、近くに
もっと入所施設やグループホーム、ショートステイ等の場が欲しい。 

14 ・障害のある子供、医療ケアの必要な子供を緊急で預けられる場所がない。 
・障害のある子供が体調を崩した時、緊急で安心して看てもらえる病院がない。市内の病院で対応してほし
い。 
・親亡き後、安心して障害のあり子どもが医療ケアを受けながら暮らせる場所が欲しい。 
・一時預かりの場所を増やして欲しい。 

15 急に移動支援が利用できない事が多くなり、困っている人がたくさんいる。障がいのある人の社会参加が難
しくなってしまう。 
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16 ・養護学校の高等部を卒業して約１０年も過ぎると親の健康問題さらに介護問題そして両親亡き後をどうする
か等、将来対する不安は大きいものがあります。  
・学童期は療育相談、教育相談等もありますが、成人期になるとなかなか相談機関がなく、今までの所で引
き続き相談しているかもしくはそれすらない状態で障害を持つ子にとって一生涯相談できる場、機関は必要
に思う。 

17 ・障害者とそれを支える家族の高齢化にすすんで、日中活動の場では支えられなくなっている。入所施設や
グループホームなど生活の場がさらに多く必要になっている。また、生活の場・日中活動の場と移動支援・余
暇支援などを複合的に利用できる仕組みが求められている。  
・当法人や事業所の将来を支える若い人材が確保できないでいる。他の産業に負けない労働条件をつくれ
る財源をどのようにしてつくるか、行政の支援が欲しい。 

18 ・NPO法人として、障害福祉サービス事業や児童発達支援事業などの公的なサービス事業を中心に取り組
んでいるが、職員の勤務条件の不備もあって人材確保が最大の課題である。また、将来にわたる安定した事
業運営を確保するためには法人組織の強化も必要である。 
・福祉事業体としての組織体制が脆弱であり、事業運営や事業の継続性、人材確保など不安定要素がある
ため、「社会福祉事業を営む法人であることを社会的にも明確にする」「将来にわたって健全かつ安定した事
業運営を確保する」「法人経営の透明性を高めるとともに組織体制を強化する」ことを目的に「社会福祉法
人」の認可取得をめざす。 
・既存施設が賃貸借建物に依拠しており、いずれも老朽化対策や耐震化工事の必要性などの課題を抱えて
いる。 
・現行法制度以前から実施しているホームなどは、現行基準に不適合の施設もあるため順次改築・移転等の
必要がある。 

19 会の創立時に比べ現在の地域社会の障害児者に対する理解も充分深まると共に、障害を持つ人たちが地
域社会で暮らす為のサービス事業も充実してきました。一方で、若い世代程、共働き世帯が多くなり、会の活
動に参加する人が少なくなり、会員の高齢化が進み、会の活動が弱くなってきました。 

20 ・家庭の状況で家での過ごし方で困っている仲間がいる。 
・職員それぞれが気軽に相談できる場が少なく、仕事に行き詰まっている場合がある。 
・年齢とともに肥満や健康面に問題が出てきている仲間が増えてきた。 
・経験年数が5年、3年、1年以下と少ない職員がほとんどで、そのような意味で現場でのマンパワーが不足し
ていると感じる。 

21 ・職員の負担が大きい（働きやすい環境作りをしていきたい） 
・ワークライフバランスの確保 
・利用希望者に対する対応。定員に達しているため、希望されている方をお断りしなければいけない。他施
設紹介にて対応中。このままではいけないのではないか。 
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問８ 川口市において、障害のある方を取り巻く主な問題・課題についてどのようにお考えですか。

1 障がいに起因する困難さだけではなく、生活環境や養育環境の中で形成された困難さについて、どう取り組
んでいくのか？(いわゆる川口市らしい困難さ) 

2 １、障がい者が外出するのに必須条件の交通機関(交通網)の整備が必要だと思う。加えて川口駅前のバス
の発着場所が身障者が階段を上下して移動しなければならない現状を早急に整備してほしい。 
２、市内に数か所あるスポーツセンターを障がい者向けに特化した施設に整備してほしい。これだけの人口
の町で多くの障がい者が住む町として、体育館・プール・運動場が整備可能なスポーツセンターが活用でき
ると思う。この施設を利用する為のバス路線も(可能であれば路線バスの整備も含め)併せて整備していただ
きたい。今一般の方へのスポーツ環境はある程度整っていると思いますが、現在の施設を障がい者向けのも
のに整備頂きたい。 

3 事業所の処遇時以外にも利用者のことを支援できるように、事業所の収入を考えていただきたい。現状では
障害のある方にとってもサービスを使いにくい状況だと思う。 

4 川口市のみに限らず、障がい者に対する理解がまだまだと感じられます。幼い頃から一緒に外出する事を
心がけてきました。先日、我が子と一緒にショッピングモールで買い物をしている時、店内の販売員さんに
「一人にしておくと警備室へ連れていかれますよ」と言われました。手をつなぐ事が苦手で、私の側で手をヒ
ラヒラしていたのですが…。障害者は買い物にも連れていけないのか？とってもさびしい気持ちになりまし
た。 

5 「すべての人が輝くまち」のためには、合理的配慮を到達目標としなければ実現できないのではないかと思
います。 

6 一般就労している知的障害者の余暇活動の充実 比較的軽度の障害者で一般就労している人たちが仕事
はこなしているけれども、その他の活動が出来ていないのではないだろうか。仲間と食べに行く、遊びに行
く、などまとめる力が中々ない為に出来ていない。ボランティアが入って下さって、そういう人たちの余暇活動
に加わって下さると、ゆたかな日々が送れるのではないかと思います。中心になる方を川口市の方でサポー
ト（計画して下さる）といいと思う。 

7 ・無知、差別、偏見 ・処遇困難者に対する支援、権利と自立。生活困難者に対する支援、権利と自立 
・極めて社会的な問題に直接かかわる障がいであること。 

8 入所・グループホーム・通所施設の行き先が見えなく生活が不安である。 

9 当施設の事業範囲において、川口市内の全容を知ることは不可能である。しかし、施設概要にもあげた事業
に関連した問題・課題は以下の通りである。  
１、居宅での介護を長年続けていた家族が高齢となり、将来に不安を覚えショートステイの利用希望や入所
に関する問い合わせが多くなっている。受け皿としての短期入所施設を拡充すべきと認識している。公立民
営の組織で緊急一時入所も常に可能な短期入所の専門施設が必要である。  
２、傷病により気管切開・胃瘻による経管栄養等を抱えた障害者に対し、家庭では訪問医療、看護という体
制や家族だからこそ許される医行為により守られている現状がある。病院や施設に入所している人より圧倒
的に多い住宅の障害者だが、在宅だからこそ守られている実態があると認識している。在宅に比べ、より専
門性を有しているはずの支援施設が後手に回っている実態がある。 

10 消費税増や経済がよくならない為、貧富の格差が広がり、生活が苦しくなっている。国や県の社会福祉政策
が後退している為実際に市民が困る事態が起きている。例えば、重症心身障害通園事業補助がなくなって
年金の額がさがったり、重度障害者医療無料が６５才になると受けられなくなろうとしている。 

11 身体障害者は割と手を差し伸べてくださりやすいのですが、知的障害者は逆に警戒され、理解されるのに
程遠い気がしています。幼児期からの教育に障害についての理解教育にとり入れて欲しいと思います。 

12 保護者や、その家族の緊急時における体制を整えてほしい。 

13 ５０万人もいる人口に対して、教育、福祉がちっともおいついていないように思う。児童館もほとんどなく、保
育所も足りない。マンションばかりが増えて災害時に大丈夫なのかとても心配である。老人施設は増えている
が障害者のショートステイ等で使える施設が少ない。老人施設に障害者が入っても良いのではないか？ 

14 川口市は他市に比べて障害福祉はかなり進んでいると思います。行政への要望の前に障害を持つ親御さ
んたちの認識に疑問を持っています。今の障害児を持つ若い親御さんの多くは学校もあり、その後の就労
先も整っているのでその心配はなくむしろ、それが当然のように考えているところがあり、何かあったら「行政
が何とかしてくれるでしょ！！」と考える方が多いようです。この状況は先輩のお母さま方の運動と行政の努
力の結果でここまでよくなってきているということがわかっておりません。このようなお母さま方への意識改革
の為に障害福祉についての歴史を知っていただいてく機会があればいいなと思います。さらに今、やるべき
こともあるということに気づいていただけるともっと嬉しいです。 
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15 ・人口密度が高い市なので自分もそうなのですが障害のある人は精神的に落ち着かない事も多々あるので
はないかと思っています。このような状況の中でいかにゆったりとした空間づくりを工夫できるだろうかと考え
ています。  
・駐車違反取り締まりが民間委託になってから、障害者自宅の前でありながらステッカーを張られたケースも
有ったようで、融通のきかない業者があるようだ。 

16 ・｢生活の場」の整備促進・・・保護者の高齢化が進む中で、地域の中で安心して暮らしていける場としてグル
ープホームや入所支援施設が必要。同様に、身近な地域で利用できる「一時利用・短期利用の場」も不足し
ている。 
・新たなサービスの創出・・・障害当事者の特性に応じて利用できるサービスの創出が求められている。「特
別支援学校高等部卒業生など若年層の生活訓練の場」、「高齢障害者の生活状況や身体状況に適した日
中活動や生活の場」が必要 
・精神障害者については、支援に必要な専門性を有する場が少ないため、既存の施設の中で不適応を起こ
している例が多い。地域活動支援センターの体制強化を図って機能の拡充を図ってはどうか。 

17 障害の重い人達も、日中活動の場として、通所の施設に通える様になりましたが、自力で通所が困難な人の
為に、送迎を充実して下さい。 

18 障害の有無にかかわらず、「人としてのライフサイクル」を徹底して分析することが問題・課題を解決すると考
えます。 

問９ 川口市において、障害のある方のために今後特に望まれる施策やサービスは何だとお考えです

か。 

1 法律が想定している以上の問題が生じたときに、市独自の施策やサービスに結び付けていくルールや仕組
み作り。 

2 １、一般小中学校の福祉教育の充実(就学前を含めた家庭教育もより必要である)  
２、障がい者が住み慣れた地域において、理想的には各種支援・サービスを利用し、一生生活できるよう一
層の施策等の積み上げを望む。 

3 障がいのある方の家族の支援も含めた包括的なサービスの充実。 

4 障がいは誰のせいでもありません。政策もサービスも大切ですが、もっと以前にたくさんの暖かい目が一番と
考えます。差別や偏見のない誰もが安心して生活できる事です。もちろん障がい者自身、保護者の努力も必
要ですが…。 

5 ・グループホーム等の居住施設のニーズが高まることが予想されます。施設開所に対して主導的な支援はも
とより、建設・運営・人材確保についての経済的な支援を望みます。  
・重度心身障害者医療費の助成について、三障害の格差是正を望みます。  
・精神疾患の早い回復と重症化を防止するためには、早期発見・早期治療が重要です。中高生とその保護
者に対して、障害教育の一環として、精神疾患の正しい理解のための啓発啓蒙を進めることを望みます。 

6 障がいを持つ子供の親の教育が必要なのではないのだろうか。具体的な対応ばかりでなく、精神的な事も
含めてプログラムを組めたらと思う。親の知識がなさすぎることで起こるトラブルがある。 

7 社会的障害を取り除けるような施策。ダイレクトペイ。 

8 ①親の病気の時に安心して利用できる ショートステイの充実  
②第2、第3のわかゆり学園の建設をしてください。 

9 上記問8の設問に答える体制を求めるが、特に求める物は施設拡充である。ここ数年間、市内外の利用希望
者との面談において感じていることは先天性・後天性の違いによる認識である。先天性障害者の家族は比較
的動揺は少ないが、後天性障害者の家族は心理的に脆い様な感がある。障害を持つ本人はもとより支える
家族の精神保健を考えると、家族単位での支援が必要である。社会保障費の増大に拍車をかけるものであ
るが、窮状に対する強さを身につけるまでの間「助けられた」と実感できるような知的入所施設を増やしてほ
しいと考えます。 
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10 １、暮らしの場（入所施設、グループホーム）の設置 
２、ショートステイが市内でいつでも利用できること（今は出来ない） 
３、福祉避難所以外の避難所の段差解消 
４、災害、要支援者にとって、どんなことが必要なのか話せる誰でも参加できる交流の場を持ち、合意が施策
に反映させること。 
５、川口特別支援学級を適正規模にすること。その為に、市でも特別支援学校を作る事。 
６、特別支援学級を各小学校に一つ以上設置する事 

11 知的障害者の受け入れ施設の拡大と充実 

12 ・ショートステイの充実。 
・何でも相談できる人と場所 

13 障害の子を持つ親が体調を崩した時や法事などで何日か留守にする時に、医療ケアの必要な子供、障害
のある子供を緊急で預けられる場所が必要。しらゆりの家を増築等して定員を増やして欲しい。又、看護師
二人を常駐して頂き、医療ケアの必要な子供も夜間、預かってほしい。体調を崩した時、緊急で看てもらえる
病院を市内で対応してほしい。一時入所事業（しらゆりの家）みたいな場所をもっと増やして欲しい。緊急時
に自宅での介護支援をお願いしたい。 

14 移動支援でできない支援の代わりが生活サポートならば、利用者の負担を２分の１以下に軽減してほしい。
プールで泳いだり、映画を観たり、本人が楽しみにしていた事が急にできなくなったり、通所支援が急になく
なるなど、福祉が後退しているように思う。何のための消費税なのか？ 

15 ・６５才問題も含めて、介護と一緒になる事は利用者の為にもまたサービスを提供する側にとっても得策では
ないと思いますのでこの問題については慎重にご検討をお願いしたいと思います。  
・高齢者をお持ちの親にとって通院の移動は体力で気にも精神的にも負担が大きいと思います。通院に対
するサービスの充実があるといいと思います。  
・川口市に療育機関をぜひ、よろしくお願い致します。（常設でなくても週に何日か来ていただくという方法も
あるかと思います） 

16 障害により、本当に一人一人違うので、難しいところです。必要な人には必要な量を用意できれば良いので
すが。 

17 ・社会福祉協議会における障害者社会参加促進事業「カフェ・ふれあいショップふらっと」については、市内
障害者施設・団体やボランティアの協力で運営されているが、行政施策としてしっかりと位置づけ、行政も一
定の役割を担う必要がある。 
・障害者優先調達推進法の趣旨を具現化するために、庁内各部局間の取り組みを推進する本部機能の強
化が必要。 
・地域での活動を支える「移動支援」「行動援護」等の役割は大きい。さらなる拡充が必要か？ 

18 障害者本人と共に介護者たる親の高齢化が進んでいます。入所施設へのニーズは増える一方です。入所
施設の整備には限界があると思います。高齢や病気等で、家庭の生活が大変な状態になった時に住みな
れた家で支えてもらえる居宅介護サービスの充実を。 

19 製品や授産品を地元のスーパーやコンビニなど売れる場がないのでその場がほしい。 



174 

問 10 ご意見・ご要望があれば自由にお書きください。 

1 障がいを持つ者としてこの様なアンケートによって良い生活環境になる事を願います。思うように表現できま
せんが！ 

2 精神障がい者のセルフプランを続けてほしい。 

3 川口市の障がい者施策は比較的充実している方だと思うので、より良い形で他市とも連携を図っていただき
たい。 

4 日頃のあたたかいご支援が、会員には大きな安心になっています。感謝申し上げます。今後もよろしくお願
い致します。 

5 災害が起きた時にどういう行動をとったらよいか個々に伝えてほしい。障害者が集える避難所があるのか。わ
かゆり学園や特別支援学校など専用にしてもらえるのか。☆わかゆり学園の授産で使っている建物のお手
洗い、改装してあげてください。建物自体を改装する予定があるとも聞いていますが、あまりにもひどい状態
だと思います。 

6 このアンケートを定例会で紹介しても特に意見も出ない状態。 

7 障害がある子供が不幸な状態になる事は絶対避けてください。障害がある子供、家庭を市をあげて応援して
ください。 

8 制度としてサービス等利用警戒、障害福祉サービスの支給決定等の流れについて漠然と不安を抱いていた
が、川口市における取組は他市町村の範たるものになっている。障害者と向き合う姿勢は実際に従事してい
る福祉従業者でなければ実感できないと考える。個々のケースで利用者満足が得られない事も多いと思う
が、川口市は傍観者になっていない。今後共引き続きお力を頂きたい。 

9 １．策定委員会は参加団体、個人が限られているので恐らく、把握できるすべての団体に出しているこのア
ンケートは有難い。一つ一つの声をよく検討してください。また、毎年やって計画に役立ててほしい。 
２．計画案が出来るとパブリックコメント募集がある。一般的にだが、意見を出してもなかなか反映されていな
いような気がする。一つでも救い上げようという気で形式的にならないようにしてほしい。 
３．いろんな障害種の団体がどんな意見があるかわかりあえるような一同に集めて意見交換会があると良い。
前回計画施策時は同種の意見交換だった。 
４．障害福祉ガイドブックH２６.４.１を読ませていただいた。各課に渡る施策を網羅しているのは良い。一つ
抜けているのは防災計画関係。福祉避難所。追加で入れて欲しい。 
５．障害福祉課職員は親切と評価しています。脚が不自由な方を他課に案内してくれるのを見ました。脚や
言葉が不自由な人を他課へ連れて話してくれたり、他課へ電話一本入れてくれたりすればよく言われる「た
らいまわし」が防げるようになると思うのです。 

10 緊急の一時預かり場所を増やして欲しい。しらゆりの家で、医療ケアの必要な子供でも宿泊できるようにして
欲しい。親が高齢になってきている為、わかゆり学園の送迎が大変になってきているのでワゴン車などで送
迎をお願いしたい。 

11 ・障害者も６５才以上が高齢者扱いされるとしたら、６５才以上の障害者のための入所施設も作っていただき
たいと思います。  
・一度就労しても１～２年くらいの間に仕事を辞めてしまうことが多いのでそういう方たちの為に、受け皿（例
えばそこで技術を身につけるとか、人間関係を学ぶとか）となる場があると再就労に向けて可能性が広がる
のかもと思います。  
・川口の人口からするとフリースクールがあってもよろしいのかと思います。 

12 障害により、本当に一人一人違うので、難しい所です。必要な人には必要な量を用意できればよいのです
が。 

13 ・障害福祉サービス事業については、民間福祉団体のみならず営利企業を含む多様な事業主体が参入す
る時代となった。これらを含め改めて「公」が担うべき部分と「民間」に委ねてよい部分を検討し、行政施策の
見直しを行う必要がある。 
・川口市に必要な福祉資源を整備していくうえで、行政の方針を明示するとともに必要な支援策を講じるなど
政策的な民間誘導を行う必要がある。 
・福祉ニーズの多様化と新たなニーズが顕在化する中で、必要な財源を確保するためには、まず、既存施
策の見直しと再構築が必要な時期になっている。特に、現在のような福祉サービス体系がなかった時代に実
施された施策については、今日すでに役割を終えた施策もあると思われるため詳細な見直しが必要である。

14 今は「障害のある方の生活の場を確保すること」が重要な課題と考えています。この住まいの課題を進めるた
めには、行政の支援（補助金など）が必要と考えます。 
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３．事業所アンケート

問１ 貴事業所の概要についてお答えください。 

(1) 施設種別について 

(2) 運営主体について 

事業所の施設種別については、「就労継続支援B型」が17箇所で最も多く、次いで「放

課後等デイサービス」が14箇所となっています。 

運営主体については、「NPO 法人」が 36.4％と多くなっています。「その他の法人」

としては、株式会社が多く挙げられています。

(1) 施設種別について 

施設箇所数は「就労継続支援 B型」が 17箇所 

運営主体は「NPO 法人」が 36.4％ 

施設箇所数 現員数（人）

居宅介護 9 -

重度訪問介護 4 26

同行援護 2 14

行動援護　 7 152

重度障害者等包括支援 0 0

短期入所 1 2

療育介護 0 0

生活介護 10 403

施設入所支援 1 35

グループホーム（旧ケアホーム含） 4 92

自立支援(機能) 1 0

自立支援(生活訓練) 0 0

就労移行支援 8 41

就労継続支援A型 3 27

就労継続支援B型 17 443

放課後等デイサービス 14 470

児童発達支援 6 131

計画相談支援 6 49

移動支援 6 199

地域活動支援センターⅠ型 3 51

地域活動支援センターⅡ型 1 34

地域活動支援センターⅢ型 3 20

福祉ホーム 0 0

地域移行支援 2 22

地域定着支援 0 0

特別支援学校放課後児童クラブ 0 0

その他 1 1
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(2) 運営主体について 

問２ 事業所の経営状況についておうかがいします。 

問 2-1 現在の経営状況は次のどれに該当しますか。（○は 1つ） 

１．特に問題なく順調である ３．事業継続がかなり難しい状況にある 

２．大きな問題は無いが、順調とは言え

ない 

４．その他（           ） 

現在の経営状況については、「大きな問題は無いが、順調とは言えない」が 40.9％で

最も多く、次いで「特に問題なく順調である」が38.6％となっています。 

「大きな問題は無いが、順調とは言えない」が 40.9％ 

無回答
0.0%

法人格見取得
2.3%

その他の法人
36.4%

NPO法人
36.4%

医療法人
4.5%

社会福祉法人
20.5%

(N=44)

無回答
9.1%その他

4.5%

事業継続がかなり
難しい状況にある

6.8%

大きな問題は無い
が、順調とは言え

ない
40.9%

特に問題なく順調
である
38.6%

(N=44)
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問２ 事業所の経営状況についておうかがいします。 

問 2-2 障害福祉サービス事業を運営していく上で、問題だと思われることについて以下の項目別に

ついてお答えください。 

【①事業単価について】 

１．特に問題なく順調である ３．事業継続がかなり難しい状況にある 

２．大きな問題は無いが、順調とは言え

ない 

４．その他（           ） 

事業単価については、「大きな問題は無いが、順調とは言えない」が 52.3％で最も多

く、次いで「特に問題なく順調である」が29.5％となっています。 

「大きな問題は無いが、順調とは言えない」が 52.3％ 

52.3%

29.5%

13.6%

6.8%

4.5%

0% 20% 40% 60%

大きな問題は無いが、順調とは言えない

特に問題なく順調である

事業継続がかなり難しい状況にある

その他

無回答

(N=44)
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問２ 事業所の経営状況についておうかがいします。 

問 2-2 障害福祉サービス事業を運営していく上で、問題だと思われることについて以下の項目別に

ついてお答えください。 

【②従業員の人員確保・人材確保について】 

１．現在の報酬単価では人員確保が難しい ５．労働条件が厳しく、従業者が定着しにくい

２．若い人材を確保するのが困難 ６．その他（           ） 

３． 高度なスキルを持った人材が確保できに

くい 

７．人員や人材の確保では特に問題はない 

４．業務に追われ、職場内での人材育成・教

育がほとんどできていない 

従業員の人員確保・人材確保については、「高度なスキルを持った人材が確保できにく

い」が 72.7％で最も多く、次いで「現在の報酬単価では人員確保が難しい」が 56.8％

となっています。 

「高度なスキルを持った人材が確保できにくい」が 72.7％ 

72.7%

56.8%

52.3%

40.9%

9.1%

4.5%

6.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

高度なスキルを持った人材が確保できにくい

現在の報酬単価では人員確保が難しい

若い人材を確保するのが困難

業務に追われ、職場内での人材育成・教育がほ
とんどできていない

人員や人材の確保では特に問題はない

労働条件が厳しく、従業者が定着しにくい

その他

無回答

(N=44)
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問２ 事業所の経営状況についておうかがいします。 

問 2-2 障害福祉サービス事業を運営していく上で、問題だと思われることについて以下の項目別に

ついてお答えください。 

【③利用者との関係や契約の問題について】 

１．契約制度の仕組みを理解していない利用者（家族）とトラブルになることがある 

２．障害福祉サービスの内容を知らない利用者（家族）と信頼関係を築きづらい 

３．契約に関する書類の多さや記入事項の多さが事業所・利用者双方に過重な負担をか

けている 

４．その他（                              ） 

５．利用者との関係や契約等については特に問題はない 

利用者との関係や契約の問題については、「利用者との関係や契約等については特に問

題はない」が47.7％で最も多く、次いで「契約に関する書類の多さや記入事項の多さが

事業所・利用者双方に過重な負担をかけている」が40.9％となっています。 

「利用者との関係や契約等については特に問題はない」が

47.7％ 

47.7%

40.9%

9.1%

4.5%

15.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用者との関係や契約等については特に問題
はない

契約に関する書類の多さや記入事項の多さが
事業所・利用者双方に過重な負担をかけている

障害福祉サービスの内容を知らない利用者（家
族）と信頼関係を築きづらい

契約制度の仕組みを理解していない利用者（家
族）とトラブルになることがある

その他

無回答

(N=44)
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問２ 事業所の経営状況についておうかがいします。 

問 2-2 障害福祉サービス事業を運営していく上で、問題だと思われることについて以下の項目別に

ついてお答えください。 

【④サービスの内容やサービスの質の向上について】 

１．プランが不充分なため、しっかりとした目標や目的のないサービスになりがちである  

２．非常勤化が進んでいるのがサービスの質の低下につながる 

３．日常の業務に追われ、サービスの質を高めるための研修等が十分にできない 

４．総合支援法のサービス対象にはないが（サービス報酬に結びつかない）、現実的には必要

なサービスを事業者が無償で行う場合がかなりある  

５．その他（                              ） 

６．サービスの内容や質については特に問題はない 

利用者との関係や契約の問題については、「日常の業務に追われ、サービスの質を高め

るための研修等が十分にできない」が54.5％で最も多く、次いで「総合支援法のサービ

ス対象にはないが、現実的には必要なサービスを事業者が無償で行う場合がかなりある」

が52.3％となっています。 

「日常の業務に追われ、サービスの質を高めるための研修等が

十分にできない」が 54.5％ 

54.5%

52.3%

18.2%

9.1%

6.8%

4.5%

2.3%

0% 20% 40% 60%

日常の業務に追われ、サービスの質を高めるため
の研修等が十分にできない

総合支援法のサービス対象にはないが、現実的
には必要なサービスを事業者が無償で行う場合

がかなりある

非常勤化が進んでいるのがサービスの質の低下
につながる

サービスの内容や質については特に問題はない

プランが不充分なため、しっかりとした目標や目的
のないサービスになりがちである 

その他

無回答
(N=44)
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問２ 事業所の経営状況についておうかがいします。 

問 2-2 障害福祉サービス事業を運営していく上で、問題だと思われることについて以下の項目別に

ついてお答えください。 

【⑤その他】 

その他、事業所運営上での問題点や課題等があれば、自由にご記入ください。 

1 単価が安いため採算が合わない 

2 授産事業(クリーニング)の更なる支援をお願いしたい。障害者優先調達推進法の更なる具体化を考えてほし
い。クリーニング事業の参入を検討してほしい。授産事業と就労A型事業を充実する方向性と利用者の自立
を支援したい。 

3 1日単位の報酬だと、生活介護(当施設は動ける方ばかり)では、病院や親の都合で休まれる事が多く、又、入
院という事があり、施設としての運営が安定しない。 

4 ・利用者がなかなか増えない為、加配加算が難しい時がある。(利用者1人～2人でも2.5人職員がいないとい
けないというのは難しい)  
・利用者が少ないので赤字が続いており事業継続が難しい。 

5 ・現在の報酬価単価では、人員の育成及び正社員の雇用は難しい。  
・学校休業日の報酬単価が低すぎて人材費増大に対応出来づらい。差額1,380円（平日（４７８+２０５+１９３）４
ｈ）・休日（６１６+２０５+１９３）６ｈ） 実際には9時から18時まで預かる利用者が5名在籍しており、経費に於いて
夏季休暇中の人件費は通常月に比べ40万円程増加が見込まれる。質の向上を目指したサービス提供は、
その利益を還元しながらの運営となる。 

6 職員の配置人数が基本となった施設運営ですが、利用者様の障害レベルというものを無視した状態。重度
の利用者様の充分な対応を考えた場合、既定の配置人数では不充分。しかし職員の増員を図る為の原資に
まわせる余裕は全くない。国の規定と現場の格差を埋める、以前あったような重度加算の検討を切に願いま
す。 

7 小規模で始めた法人でしたので、約4年は従業員ともに足並みを合わせて事業運営できていたのですが、事
業所も増え、人員の増えておりまして組織自体の再構築が必要な時期を迎えております、人材の教育・育成
に今後力を入れていかなければ行けないのですが、人材育成を担ってもらいたい幹部が現場を離れる事が
なかなかできない状況です。 理由としましては、やはり主要の幹部たちの労働力が薄くなると資金面で苦し
くなってくる試算が成り立ってしまい、ここ１・2年は出来る限り人材育成に力を入れてきましたが、まだ試行錯
誤している状況です。 

8 就労移行から企業への就職した後の支援費補助があればありがたい。例えば、1年単位で考えて6月に就職
したら3月までの7カ月間の目割支援費（月20日）の半分ぐらいを年度末に「就労達成補助金」として市の補助
金で頂けたら、経営の心配をしないで、就労支援をすることができます。 

9 更生訓練支給を他市では実施しているが川口市のみない！ 地域活動支援センター 毎日通所10名以上
のⅡ型にしようと思うが専門員を30以上定着の人件費を考えると200万プラスでも採算がとれない！ 

10 日額払いでは安定した運営ができない。送迎加算がつかない場合には補助していただきたい。B型の報酬
単位が低すぎる。 

11 相談員の質と量ともに充実が必要。 

12 就労継続の定員が超えているが、実際には週に1度、3度の利用者もいる。川口特別支援学校の生徒さんが
入所希望されているが、施設の広さも限度があり、この先、場所を拡大することが課題である。新体系移行の
時は基盤整備事業で2000万円の補助金を受けられたが、次のステップでの改装費等の予算がなく、受け入
れてあげられないことが残念である。 

13 ・体制強化支援事業補助金は、当事業所にとってなくてはならない大切な財源となっている。今後も継続、強
化して欲しい。  
・利用者の自主通所の力を伸ばす支援を行っているが、それにより送迎サービス利用回数が減少し送迎加
算の請求ができなくなる。送迎加算の条件（10人/回以上）を下まわっても加算を付けて欲しい。 
・利用者の能力を伸ばしその希望にそって、また家庭の持つ困難を解決するために、他の事業所への異動
に努力しているが、実現すると経営的に苦しくなる。 
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14 〈ご家庭のこと。〉 ⅰ、利用者の健康管理についての認識をしっかり持っていない(持てない）ご家庭が複数
ある。必然的に利用者の通院、服薬の管理、普段の体調管理を、施設のスタッフが行っている。  ⅱ、体調
が悪い時でも、施設利用に出したがる(出してしまう）ご家庭が多くある。家にいられない、いられると大変。そ
れだけ利用者本人の障害が重いということ。→本来ご家庭でやって頂く役割まで施設が担っている。「それは
ご家庭でやって頂くこと。」と割り切ればいいのかもしれないが、そこまで面倒を見ないと本人がよくなれない。
そうしたら本人が幸せに生きられるかを、日々考えて支援を行っているが、ご家庭の問題は解決が難しく、負
担が重い。  
〈職員の処遇のこと。〉職員の処遇は、最低でもあと5万円/月、年にして60万円は上がるべきと考えている。 

15 ・役所の担当者は制度の趣旨や、目的を話してほしい。 
・やたらと節約する事に力を入れない 
・本人と事業所抜きで決めごとをしない。 
・本人の状態→制度や利用時間数が決定されるという順序で受給証が発行されると思うのですが、制度や利
用時間が先に決めると本人の状態が変わってきます。これは注意が必要です。 

16 ○グループホーム事業 
・支援費の算定について・・・平成26年度から夜間支援体制に関わる加算の支給要件と金額が改定されたこ
とにより、当法人が年間1500万円の減額となった。グループホーム利用者の実態を反映したきめ細かな加算
の仕組みが必要である。 
・ホームを共同住宅としている建築基準法について・・・ホームの生活の有り様は、一般世帯が暮らす専用住
居と変わらないにもかかわらず、世帯ごとに区切られたアパートなどの共同住宅と同様に取り扱われ建物の
用途変更や防火隔壁の設置や階段の踏板の寸法に至るまで数々の変更を求められる。また、スプリンクラー
をはじめ消防設備の設置など身体の障害がなくても認知症高齢者のグループホームと同様に扱われている
等の問題がある。このため、既存建物を活用したホームの整備は非常に困難となっている。 
・今後の整備促進について・・・グループホームは地域の暮らしの場として今後も数多く整備する必要がある
ため、関係省庁で調整して関連する許認可基準を見直す必要がある。 
○就労移行支援事業 
・障害程度に関わらず能力開発や職業訓練を通して一般就労に挑戦していく機会を保障することは非常に
重要である。しかしながら、現状においてはこの機能が活用される仕組みになっていないことが問題である。 
・中重度の知的障害者の一般就労には相当の訓練期間が必要であり、利用期間を最低3年間まで延長する
ことが望ましい。 
・事業経営としては、一般就労の実績が増えるほど利用者が減少し経営が苦しくなるという矛盾を生じてい
る。就労実績と定着率を高く評価した支援費体系が必要である。 
○事業所全体として 
・既存施設の老朽化に伴い耐震補強工事等が必要となっている。 
・障害者自立支援法、総合支援法施行前から設置している施設については、現行基準に不適合な部分があ
り、順次是正が必要となっている。 
・利用者の高齢化が進む中で、建物の構造・設備などの改善や介護サービスとの併用など新たな課題が生
じている。 
・利用者の障害状況に適した環境整備と障害の多様性に対応できる職員の確保育成が課題である。 

17 ①必要な人材の確保はできているが、管理までできる人は少ない 
②物件の確保が難しい（大きさや金額等） 

18 （パートでも）1日通しでの仕事の確保がむずかしいため、それを希望する働きざかりの若い従業員の確保が
難しい。老人が集まりやすい。利用者のパニック時の対応が体力的に不安を感じる時がある。ずっと正社員
の募集もかけているが、なかなか希望者がいない。 
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問３ 障害者とその家族が地域生活を送っていくにあたって、特にどのようなことが大事だとお考

えですか。（○は３つまで） 

１．障害の有無にかかわらず、地域で共に支え合い生きていくという意識をみんながもって
いること 

２．歩道や交通手段が使いやすく、いつでも気軽に外出できること 
３．障害者が入居できる民間住宅（アパート等）があること 
４．身近なところで様々な相談ができること 
５．スポーツやレクリエーションなどの活動に気軽に参加できること 
６．一人ひとりの希望にあった日中活動の場（施設）があること 
７．必要な時に、一時的に入所できる施設があること 
８．就職先があること 
９．保健・医療・福祉が連携した支援体制があること 
10．災害時など緊急時の支援体制があること 
11．夜間の見守り支援があること 
12．食事や身の回りの世話をしてくれる人がいること 
13．グループホームに入居できること 
14. 金銭管理を支援してくれるサービスがあること 
15．その他（                             ） 
16．特にない 

障害者やその家族が地域生活を送るのに大事なことについては、「障害の有無にかかわ

らず、地域で共に支え合い生きていくという意識をみんながもっていること」が47.7％

で最も多く、次いで「一人ひとりの希望にあった日中活動の場（施設）があること」が

40.9％となっています。 

「障害の有無にかかわらず、地域で共に支え合い生きていくと

いう意識をみんながもっていること」が 47.7％ 
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9.1%

4.5%

2.3%

2.3%

0.0%

4.5%

47.7%

40.9%

34.1%

34.1%

25.0%

15.9%

11.4%

11.4%

9.1%

9.1%

9.1%

0% 20% 40% 60%

障害の有無にかかわらず、地域で共に支え合い
生きていくという意識をみんながもっていること

一人ひとりの希望にあった日中活動の場（施設）
があること

身近なところで様々な相談ができること

保健・医療・福祉が連携した支援体制があること

必要な時に、一時的に入所できる施設があること

歩道や交通手段が使いやすく、いつでも気軽に外
出できること

就職先があること

グループホームに入居できること

障害者が入居できる民間住宅（アパート等）があ
ること

災害時など緊急時の支援体制があること

食事や身の回りの世話をしてくれる人がいること

その他

夜間の見守り支援があること

スポーツやレクリエーションなどの活動に気軽に
参加できること

金銭管理を支援してくれるサービスがあること

特にない

無回答(N=44)
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問４ 虐待（疑いを含む）を受けているケースを見たことがありますか。（○は１つ） 

１．見たことがある ２．見たことはない 

虐待（疑いを含む）を受けているケースの有無については、「見たことがある」が

20.5％、「見たことはない」が79.5％となっています。 

問４（１） 問 4 で「１．見たことがある」を選んだ方におうかがいします。 

虐待の類型は次のどれにあたりますか。（○はいくつでも） 

１. 身体を傷つけたり、拘束したりする「身体的虐待」 
２. わいせつ行為をしたり、させたりする「性的虐待」 
３．暴言を吐いたり、拒絶したりする「心理的虐待」  
４．食事を与えなかったり、長時間放置したりする「ネグレクト」 
５．財産を不当に処分したり、利益を得たりする「経済的虐待」  

虐待の類型については、「食事を与えなかったり、長時間放置したりする『ネグレクト』」

が55.6％で最も多くなっています。 

「見たことはない」が 79.5％ 

「食事を与えなかったり、長時間放置したりする『ネグレクト』」

が 55.6％ 

55.6%

33.3%

22.2%

11.1%

0.0%

11.1%

0% 20% 40% 60%

食事を与えなかったり、長時間放置したりする「ネ
グレクト」

暴言を吐いたり、拒絶したりする「心理的虐待」

財産を不当に処分したり、利益を得たりする「経済
的虐待」

身体を傷つけたり、拘束したりする「身体的虐待」

わいせつ行為をしたり、させたりする「性的虐待」

無回答

(N=9)

無回答
0.0%

見たことはない
79.5%

見たことがある
20.5%

(N=44)
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問５ 貴事業所では、虐待を発見した場合の手順を、マニュアル等で定めていますか。（○は１つ）

１. マニュアルで定め、事業所で共有している 

２. 明文化はしていないが、事業所で共有している 

３．特に定めていない 

虐待の類型については、「マニュアルで定め、事業所で共有している」が 47.7％で最

も多く、次いで「明文化はしていないが、事業所で共有している」が31.8％となってい

ます。 

問６ 今後必要になると思われるサービスや、見直すべきサービス等、日頃お考えになっているも

のがあれば、お答えください。 

1 高齢化した際に家族の支援が得られない方に対する対応、行く先… 

2 日わりの給付はやめてほしい。 

3 ・数値化しづらい困難のある人への対応 ・重症心身障害者について ・暮らしの場について 

4 虐待の防止の為になるべく多くの職員に研修に参加させたりして2年のうちに全員が参加できるようにした
い。またセンター内でも虐待防止に関する勉強会などを実施していきたい。 

5 当施設は「生活介護」ですが、設立当初、重度の方ではなく軽度の方ばかり来ていただき、現在もトイレ関係
の介護は必要な方が一部いるだけで、一般的な生活介護の形ではありません。しかし、その分、同じ事を何
回言っても理解できない、解らない、身体が動く分、勝手な事をする等、管理はすごく大変です。就労を目指
す方、生活のサポートを必要とされる方の間にいらっしゃる方々のサポートをする施設が必要ではないでしょ
うか？ 

「マニュアルで定め、事業所で共有している」が 47.7％ 

無回答
4.5%

特に定めていない
15.9%

明文化していない
が、事業所で共有

している
31.8%

マニュアルで定
め、事業所で共有

している
47.7%

(N=44)
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6 ・移動支援：当事業所の利用者の中には、千駄ケ谷駅まで将棋教室に通っていたり、早稲田まで、レスリング
教室に通ってたりしていて、その送迎がとても大変であるとの声が出ている。  
・日中一時支援：四時間未満の項目に該当する利用者が多い。（3時間預かりのケースが多い） 1,500円単
位では対応が出来づらい。 ※９：００～１８：００開所。１０：００～１６：００放課後等デイサービス。 

7 施設関係の活動で、移動支援やヘルパーの利用は対象外ですが、ご本人が好きな場所・仲間と1日でも長く
共に生活して行くには、その点を見直して行っていただければと思います。 

8 家族に対しての障害理解を促す教育。 

9 当事者が働きやすい環境作り、就労がスムーズにまた長く働き続けられるように、トレーニングできる場所の
増築等、本人の目線に立った施設づくりを提供したいと考えております。 

10 当法人も行っているサービスですが、放課後等デイサービスを利用する方が増え、学校卒業後の夕方の時
間のニーズが現在も多いのですが今後さらに増えてくる事と思います。居宅介護等での対応も限度があると
思いますので、現在の日中活動の場の見直し（生活介護等の時間延長に伴う人員の確保の助成金等）や新
サービス等が必要ではないでしょうか？ 

11 質の高いショートステイ 

12 ・学校休業日等の活動時間が事業所ごとに違いすぎる。  
・送迎支援の事業所がない。 

13 施設利用者のサービスの多様化 ・短期入所 ・一時的入所 ・余暇のサービス ・保護者が高齢になった時
の為のアンケート 

14 食事や入浴等日常生活に必要なサービスの追加について加算対象として欲しい。 

15 地活（既に定員オーバーの事業所あり） 

16 移動支援が使いづらくなり、送迎を考えなくてはいけないのか？相談支援事業を始めた方がいいか？考え
ています。 

17 ・個々の利用者サービス等利用計画や、直面する問題解決のための関係者・団体による支援会議が多くな
って来ている。それぞれの事業者が参加しやすいように行政からの支援が欲しい。  
・障害者の地域生活は大事ではあるが、入所施設の必要性は増大している。市内への入所建設を考えて欲
しい。 

18 ここ10年程の間に、制度もたくさんでき、障害者福祉全般が非常に進んだと思います。それでも強い自閉な
ど、障害が重いと、本人（と家族）がとても生きて行きにくい現実を感じています。制度を運用する際には、制
度に本人をあてはめるのでなく、本人に合わせて制度を運用する柔軟さが必要だと強く感じます。 

19 ・移動支援で、移動先に到着した後のサービスの充実をお願いしたい。 
・ショートステイを増やしてもらいたい。 
・生活サポート事業の個人負担分について減額できないか。 

20 ・家族が高齢化する状況の中で、家族の入院等により在宅生活が困難となった場合などの緊急一時利用や
短期入所の場の整備が必要。しらゆりの家の受け入れは非常に限定的で対応できていない。 
・地域で暮らす場として「グループホーム」の整備促進が急務。 
・「地域で暮らし続ける」ことを保障するためには、生活の場の整備と併せて「訪問系サービス」や移動支援事
業などの拡充が必要になるものと思われる。 

21 保護者及び本人の高齢化により、身近な支援が必要になってきている 

22 どのサービスでも利用者様のニーズに合ったサービスが必要。活動をすれば良いのではなく、内容を考えた
サービス。 

23 難病疾患の人やアルコール依存症の方など、理解した上で、職員としての雇用をすすめることも社会福祉を
運営する者には求められていると感じています。 

24 ・介護保険に移行される方が、従来通りのサービスを受けられなくなってしまうのではないか。 
・入浴サービス 
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問７ 貴事業所では、福祉サービス第三者評価の受審や自己評価を実施したことがありますか。（○

は１つ） 

１．実施したことがある ２．実施したことはない 

福祉サービス第三者評価の受審や自己評価の実施については、「実施したことがある」

が29.5％、「実施したことはない」が59.1％となっています。 

【実施したことがない理由（主なもの）】 

1 依頼先がわからない 

2 オープンしたばかりで第三者評価を受ける機会を設けることが出来なかった。今後は必要に応じて実施の検
討をしたい。 

3 法人本部での決定がされていない(事業単位では実施できない) 

4 実施のタイミングがわからない 

5 知識不足。是非とも利用を希望する。 

6 勉強不足で、そのようなきっかけがありませんでした。 

7 企画、実施の義務を知らなかった。 

8 H26年4月開所にて評価対象外と判断したため。 

9 機会がなかった 

10 日常の義務に追われているのが現状であるが、少なくとも利用していただいているママたちの要望を聞き、
出来る限り対応している。現在のところ、ママ達の紹介で利用者が増えているので、方向性は間違っていな
いと考えている。 

11 必要性を感じないため。 

12 評価機関の選択について決めかねている。 

13 日常の利用者支援に追われて、新たな業務を増やしたくない。 

14 そこまでの余裕がないため実施できていない 

15 埼玉県が示している自主点検表に基づく自己評価は行っているが、福祉サービス第三者評価は有料で高
額なため行っていない。 

16 自らが積極的にサービスの質の向上に向け取り組んでいるため 

17 評価を受けていいレベルまで達していない。もっと質の向上、改善しなければいけないところが多々あると思
われるため。 

「実施したことはない」が 59.1％ 

無回答
11.4%

実施したことはな
い
59.1%

実施したことがあ
る
29.5%

(N=44)
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問８ 貴事業所では、地域との連携を図るために、どのようなことをしていますか。（○はいくつで

も） 

１．町会、自治会に加入している ６．事業所のお祭りやイベントに、地域の方

を招待している 

２．町会、自治会等の総会に参加している ７．地域の町会、自治会等と防災協定を締結

している  

３．地域のイベントやお祭りに参加している ８．その他（             ）

４．ボランティアを導入している ９．特にない 

５．事業所や法人単位で、地域向けの勉強会

を主催、共催している 

地域との連携を図るために行っていることについては、「町会、自治会に加入している」

が56.8％で最も多く、次いで「ボランティアを導入している」が43.2％、「地域のイベ

ントやお祭りに参加している」が40.9％となっています。 

「町会、自治会に加入している」が 56.8％ 

56.8%

43.2%

40.9%

34.1%

11.4%

11.4%

6.8%

4.5%

11.4%

2.3%

0% 20% 40% 60%

町会、自治会に加入している

ボランティアを導入している

地域のイベントやお祭りに参加している

事業所のお祭りやイベントに、地域の方を招待し
ている

事業所や法人単位で、地域向けの勉強会を主
催、共催している

特にない

町会、自治会等の総会に参加している

地域の町会、自治会等と防災協定を締結してい
る

その他

無回答(N=44)
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問９ 川口市の障害者施策全般のことで、お気づきの点があれば何でも結構です。ご自由にご意見

をお聞かせください。 

1 単純に福祉従事者の給料を上げられるようにしてほしいです。(従事者に直接渡る様) 

2 家賃補助の件は、過去の経緯は理解致しますが、支給・無支給があるのは単純に不公平さを感じます。 

3 各地で災害が多く起こっている現在、障害者が被災した場合のマニュアルを作って、家庭に配布してほし
い。 

4 特にありませんが、参加、参画の意志はありますので指導を宜しくお願いします。 

5 障がい者就労支援センターと地域活動支援センターは年間収支は赤字である。助成金委託料増を計られた
い。そうするともっと充実したサービスが出来ると思います。 

6 川口市内の企業に販路の拡大の周知 市内に障害者の発達に伴う病院や療育機関の充実 

7 地域生活支援（移動支援）障害者の生活を維持する居宅支援が支給されていない為 虐待（ネグレスト）にな
りがちな家庭の支援がおろそかになりがちである。 

8 計画相談の事業所の数が少なく負担が大きい。在宅生活が中心になっている方への支援の手が不足 

9 相談支援がほとんど機能していない。（支援員） 

10 問６の回答に加えて、川口市障害福祉課の皆さんには、「はじめに制度ありき。」ではなく、「本人が生きていく
為に必要としていること。」という視点で、事業所と連携し、本人を支援してもらいたいです。支援内容を最終
決定する権限はどうしても役所が持っているようなので、障害福祉課が支援の障壁になる事のないような思考
回路を、統一してもっていただきたい。要望ばかりたくさん出され、障害福祉課の皆さんも大変な事とご推察
いたしますが、何卒宜しくお願い致します。 

11 ・中核市に移行するとき、福祉の水準について、事業所、本人、家族に十分説明してください。 
・児童発達支援は就学前となっています。「３才位になってから」という説明は間違っている。発達が気になっ
たら１歳でも利用してほしい。 
・児童発達について、療育についてですが、幼稚園、保育園と連携できませんか。 

12 ・就労者の定着支援体制の強化が必要。就労支援センターなどの機関はあるが、相当エリアの規模に対して
実施体制が不十分であり手が回らない状態。出身施設でのフォローも限界がある。 
・障害者雇用に関わって、学校・就労支援機関・企業等の姿勢として、当事者の将来につながる支援よりも就
職させることを最優先する「一般就労至上主義」に陥っている。 
・卒業時の進路検討にあたっては、学校関係者だけでなく関係機関を含めた「（仮称）進路指導委員会」を設
置するなど、本人にとって何が必要なのか様々な視点から検討する機会を設けてはどうか。 
・障害福祉のニーズが多様化するとともに高齢化対策などこれから必要となる課題に対処していくためには、
新たな「場」の整備だけではなく、既存の施設やサービスの有効活用が重要となる。そのためには、法人・施
設の枠を超えた連携が欠かせない。しかし、市内事業所レベルでの自主的な連携には限界があるため、行
政が川口市の障害者福祉を推進していく方向性を示すとともに具体的に主導していくことが重要である。 
・新たな福祉ニーズに対応していくための財源確保を考える際に、「障害者総合支援法（自立支援法）」施行
以前の福祉状況の下で実施されてきた「各種手当」「助成金などの給付」の見直しが必要と思われる。 

13 特定相談支援事業所の報酬単価のわりには業務量が多い 
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